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まえがき

株式会社三祐コンサルタンツは社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会（ADCA）の補

助金を得て、平成15年5月20日から6月6日までの18日間にわたって、カザフスタン共和国（ne
Repl血hcofK妃癒hstm）の南カザフスタン州における農業農村の活性化並びにキルギス共和

国（TheKyrgyzRepublic）における農業農村インフラ・家畜繁殖改善を目的に農業農村開発に
関わるプロジェクトファインディング調査を実施した。

調査対象国のカザフスタン及びキルギスはウズベキスタン、トルクメニスタン、タジキス

タンと共に中央アジア5カ国を形成し、ユーラシア大陸の中央に位置し、東西を結ぶシルク
ロードの要衝となっている。19世紀以降ロシア帝国の支配を受け、1920年代に旧ソ連邦に組

み込まれたが1991年ソ連邦の解体に伴い独立した。この地域には古くからイラン系、トルコ

系、モンゴル系等多くの民族が混在してきたが、近代以降はロシア人、スラブ系民族の入植、
旧ソ連政府によるドイツ人や朝鮮人の強制移住等により現在では非常に複雑な民族構成と

なっている（添付資料1．中央アジア5カ国概要比較参照）。

表1．中央アジア・スタン5カ国国勢概要

国　 名 人 口 （百 万

人 ）

面 積 （適 ） 政 治 ・市 民

の 自 由度 （＊

市 場 経 済 化

指 標

カ ザ フ ス タ ン 14 ．9 　 2 ，7 17，000

（日本 の 7．2倍 ）

4 ．5 70％

キ ル ギ ス タ ン 4 ．9 198，5 00

（日本 の 半 分 強 ）

4 70％

タ ジ キ ス タ ン 6 ．3 14 3，100

（日本 の 1／3弱 ）

7 50％

トル ク メ ニ ス タ ン 4 ．8 　 4 88，100

（日本 の 1．3倍 弱 ）

7 3 5％

ウ ズ ベ キ ス タ ン 24 ．7 　 44 7，40 0

r R 太 の 1 7倍 粥 1

6 ．5 55 ％

備考(*1-7段階1-　自由　7-　非自由

出典: UNDP 2002, Human Development Report, Ranking includes 1 73 countries
World Bank 2002, Transition, The First Ten Years

いずれの国も社会主義体制化において中央政府からの強い統制や旧ソ連邦への依存、徹底

した分業体制が敷かれたため、1991年の独立後10カ年有余計画経済システムの非効率性、施
設・機材の老朽化と維持管理の不足による機能低下、エネルギー不足、産業連関の分断化等

が表面化し、旧システムからの脱却、民主主義制度の確立、市場経済化等多くの課題解消に

努力している。各国ともマクロ面では一定の成果が現れているが、独立当時のGNP水準が回
復出来ていない。工業化の進展に比し農業の立ち遅れが目立つとともに、都市と地方の経済

格差が広がりつつある。市場経済化の進展はGNPに占める民間セクターのシェアから国際通

貨基金（lMF）や世界銀行の勧告に沿ったカザフスタン、キルギスが60％で最も進展し、次

いでウズベキスタン、タジキスタンの45％、トルクメニスタンの25％が最も遅れている（添
付表1．中央アジア5カ国概要比較参照）。この地域の主要産業は農業。旧ソ連時代の小麦

や綿花等モノカルチャーからの脱却を目指して構造改革を進めている。我が国は自立的な発

展を支援することから0市場経済化支援、◎運輸・通信を中心とする社会経済インフラの整

備、◎保険医療・教育等社会セクターへの協力及び◎環境保全を協力の柱として協力を行っ

ている。更に、農業や鉱業等基礎産業への協力も行っている。カザフスタン、キルギス及び

ウズベキスタンには「日本センター」を開設し、市場経済化支援に資する実務人材の育成の



ためのビジネス講座、日本語講座等を展開している。市場経済移行後10カ年を経過した中央

アジア5カ国のうち、カザフスタン共和国農業省及びキルギス共和国農業・水資源。加工産

業省から次の事業計画につき妥当性と事業推進の協力要請を受けた。

1．カザフスタン共和国

「南カザフスタン州トレビスキー県農業モデル地域開発計画」

近年採算ベースに乗り始めたカスピ海の石油・ガス開発を背景に好調な経済発展を遂げ

つつあるが農業分野が遅れがちで、カザフスタン国経済社会の発展を妨げる疑念も出てきた。

かかる状況下にあり、貧困率が高くかつ農業州ともいえる南カザフスタン州政府から農村地
域の所得と生活水準の向上を目的とした上レビスキー地域に農業モデル地域を開発する計

画への協力要請を受けた。

2．キルギス共和国

「畜産振興計画」

海外からの借款が年間GDP額を超える債務超過に陥ったキルギス国は基本的に農業国
であり、全人口の約50％が貧困ライン以下での生活を強いられていることから政府は「2003

～2005年貧困削減戦略」を策定した。旧ソ連邦の崩壊と共に、計画経済のもと全ての農業生
産資機材の供給と全ての農業生産物の買い取りを保障されていたシステムが崩壊し、市場経

済化農業あるいは自給農業へと追いやられた。同国における農業生産は地勢条件から耕種作
物と畜産が合い半ばしている。耕種作物は独立以前の水準に回復しつつあるが畜産の回復が

遅れ気味であること、海外市場への期待が大きい酪農・畜産物の輸出が“口蹄疫’’障壁によ
りままならぬことから農業・水資源・加工産業省傘下のキルギス畜産・獣医・牧草科学調査

研究所から“口蹄疫”ヮクチンの開発・配布及び人口受精サービス網の確立計画につき協力
要請を受けた。

調査団はこれらの計画についてカザフスタン国では農業省、南カザフスタン州政府、当
該県行政府並びに国際援助機関、キルギス国では農業・水資源・加工産業省、州政府、関係

機関を訪問・協議の上、情報を収集すると共に現地踏査により計画の必要性を確認し、調査
結果を本報告書として取り纏めた。

平成15年9月

（社）海外農業開発コンサルタンツ協会

調査団長　田村　栄
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3 ．1 7水 資 源 利 用 推 移 （19 9 5 ～ 2 0 0 0年 ） ． ．．．A －5 0

3．1 8潅 漑 利 水 料 推 移 （19 9 5 ～ 2 0 0 1年 ） ． ‥．‥A －5 0

3 ．1 9営 農 形 態 別 農 業 生 産 量 推 移 （1 9 9 0 ～ 2 0 0 1年 ） ‥ … A －5 1

3 ．2 0営 農 形 態 別 収 量 推 移 （19 9 0～ 2 0 0 1年 ） … A －5 3

3 ．2 1家 畜 飼 養 数 推 移 （19 9 0 ～ 2 0 0 2年 ） ． … A －5 4

3 ．2 2畜 産 生 産 量 推 移 （19 9 0 ～ 2 0 0 1年 ） ． ．‥A －5 4

3 ．2 3永 年 飼 料 作 物 作 付 面 積 推 移 （19 9 0～ 2 0 0 1年 ） ‥．A －5 5

3 ．2 4商 業 銀 行 セ ク タ 一 別 融 資 推 移 （19 9 6 ～ 2 0 0 1年 ） ‥‥ ．．．A －5 6

3 ．2 5主 要 品 目 別 貿 易 額 推 移 （19 9 5 ～ 2 0 0 0 年 ） ． … A t5 7

3 ．2 6主 要 農 産 別 貿 易 量 推 移 （1 9 9 5～ 2 0 0 1年 ） ．‥A －5 8

3 ．2 7面 談 調 査 に よ る 農 民 グ ル ー プ 現 況 … … …A －5 9

3 ．2 8 主 要 農 産 物 小 売 価 格 （2 0 03 年 5 ～ 6月 現 在 ） ‥．‥ 日．A －6 1

3 ．2 9畜 産 ・獣 医 ・牧 場 科 学 調 査 研 究 所 所 要 機 材 一 覧 … ．．．A －6 3

3 ．3 0 キ ル ギ ス 国 関 係 諸 機 関 及 び 略 語 一 覧 … ‥…A －6 5

4 …A －7 0
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Ⅰ．カザフスタン共和国

甫カザフスタン州トレビスキー県農業モデル地域開発計画

1．調査の背景及び経緯

1．1　カザフスタン国概要

カザフスタン共和国く以下「カ」国）はロシア，トルクメニスタン、ウズベキスタン、

キルギス及び中国5カ国とカスピ海に囲まれた人口1，484万人、世界第9位の面積を有する中
央アジアに位置する内陸国である。2001年現在農業生産は農地91百万ヘクタールのうち，南
部国境沿いのシルダリア河畔の潅漑用地236万ヘクタールを含む22百万ヘクタールの耕地と

69百万ヘクタールの牧草地で行われている。しかしながら作付け耕地の約73．6％に留まって

いる。ソ連邦崩壊後1991年の独立と共に農業の市場経済化並びに民営化政策が推進され、自

営農家数は1990年の324戸から2000年には105，170戸に大幅に増加し、逆に国営農場は2，520
農場から82農場に減少し、民営化が大幅に進展する一方、農用地、耕地及び牧草地は農業の

再構築、低生産性並びに塩害地での生産放棄により減少し、農業生産は著しく低下した。独
立までのソ連邦分業化政策のもと穀物生産国として種子、肥料、農薬、機械等の棒行生産資

機材のソ連政府による豊富な供与と共に収穫物の無条件引取りシステムが一変し、農業部門

は限られた政府支援と市場基盤の欠如、生産システムの変更、新たな自営生産システムの構
築と不安定な営農の為深刻な危機に直面してきた。豊富な石油・ガス埋蔵量と鉱物資源（ウ

ラニウム、重晶石、複合石、鉄鉱石、石炭、燐、金、ヴァナジウム、マンガン等）に恵まれ

た国ではあるが農業生産はGDPの8．7％（2001年）、農産物による外貨獲得は8．2％、農村人
口は総人口の叫．2％、農就人口は総就業人口の16％と依然として重要な位置を占めている。

「カ」国政府は「2003～2005年国家食糧計画」を策定し、農業部門の開発・改革により国家
経済の安定を目指している。かかる状況下で、南カザフスタン州（以下「南カ」州）は2000

年現在総面積の4．3％、総人口の13．8％、人口密度が全国平均5．8人／適に比べ17．4人血丘と3倍
に達しており、全国の自営農家1戸当たり平均営農面積386ヘクタールに比し90ヘクタール、

全国潅漑地の74．8％が集中し、集約栽培農業が行われている。農村人口が「南カ」州人口の
63．4％を占め、好物資源に恵まれているにも拘わらず経済は農業依存州である。水稲、綿花、

ビート、メイズの栽培が盛んであるが、米2．8トン瓜a、綿花1．7～1，8トン瓜aと単位収量は極
めて低く、全農家の57．2％が赤字に苦しんでいる貧しい州となっている。（添付2．1カザフス

タン国社会経済主要指標推移（1900～2005年）参照）

表2．1「カ」国農地利用推移
単位：百万ha

農 地 区 分 19 9 0 19 9 5 2 0 0 0

面 積 ％ 面 積 ％ 面 積 ％

総 土 地 面 積 2 72 1 0 0 ．0 2 7 2 100 ．0 2 7 2 1 0 0 ．0

農 用 地 2 0 6 7 5．7 19 5 7 1 ．7 9 1 3 3 ．5

可 耕 地 3 4 12 ．5 3 2 1 1．8 2 2 8．1

牧 草 地 1 72 6 3 ．2 1 6 3 5 9 ．9 6 9 2 5 ．4

出典: Agriculti汀e, Fores廿y and Fishery - Statistical Issue - 2001 , MOA及び調査団再編

1．2　要請背景

ソ連邦時にはカザフスタンはソ連邦向け穀物特に小麦の穀倉国として有名であり、農
業が重要なセクターであった。しかしながら、ソ連邦崩壊後計画経済による供給・流通シス

テムも崩壊し、価格は政策により海外市場価格より低く抑えられ、逆に生産資機材価格の高



騰により単位面積当たりの施肥量は減少し、管理の欠如から機械に多くの問題が発生した。

更に、経済再建策が自然資源、金属、石油、ガスの開発に集中し、農業開発予算が制限

された。従って、作付け面積及び収量は減少し、「カ」国の農産物は著しく落ち込んだ。基幹
穀物は下表にみられるごとく自給は歴史的に達成されており、余剰穀物の海外市場への販売

が穀物生産の増減を左右している。ウクライナ及びロシアの豊作による最近の小麦価格の下

落と販売可能市場の不足に苦しんでいる。　多作物への転換、品質の向上、輸出販路の開拓

が課題となっている。

表2．2「カ」国穀物需給状況（1990－2000年）

単位：1，000トン
項　 目 1 9 9 0 1 9 9 5 2 0 0 0

1 ．供　 給

（1）繰 越 在 庫 7 ，0 6 2 ．4 1 1，2 5 9 ．8 8 ，7 3 0 ．9

（2 ）生 産 2 8 ，4 8 7 ．7 9 ，5 0 5 ．5 1 1，5 6 5 ．0

（3 ）輸 入 3 5 4 ．9 1 3 ．0 1 8 ．8

合 計 （1）十（2 ）＋（3 ） 3 5 ，9 0 5 ．0 2 0 ，7 7 8 ．3 2 0 ，3 1 2 ．5

2 ． 需　 要

（1）種 子 3 ，6 8 3 ．6 2 ，5 2 7 ．9 1 ，3 4 9 ．1

（2 ）飼 料 6 ，0 6 3 ．0 1 ，7 5 5 ．0 7 1 4 ．5

（3 ）食 糧 用 加 工 8 ，6 1 9 ．1 6 ，1 1 3 ．7 2 ，6 1 6 ．9

（4 ）そ の 他 加 工 2 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 6 0 ．0

岳（5 ）損 失 1 ，2 5 7 ．9 2 5 2 ．8 1 2 7 ．0

寡（6 ）輸 出 2 ，9 2 2 ，7 3 ，8 1 7 ．9 5 ，6 8 3 ．5

■（7 ）自 飯 3 6 ．7 4 5 ．0 2 4 8 ．4

（8 ）持 越 在 庫 1 3 ，12 2 ．0 6 ，16 6 ．0 9 ，4 1 3 ．1

合 計 （1）～ （8 ） 3 5 ，9 0 5 ．0 2 0 ，7 7 8 ．3 2 0 ，3 1 2 ．5

出典: The State Agro-food Program for 2003-2005, MOA

「カ」国における農業セクターは1990年には国内総生産の34％であったが2000年には

8．6％更に2002年には8．2％にまで低下し、農産物輸出も減少した。しかしながら、農村人口

は全人口の叫％、総就業人口の16％を占めている。独立前の農業生産は2，055の大規模国営農

場と430ヶ所の国営共同農場により確保されていた。1農場平均営農規模は8万h総就業人
口の22％を雇用し、国内総生産の34％に達していた。その後10カ年間、農業部門の民営化に

より農業生産の減少と収入減に曝えぎ、2000年の実質農業生産は1990年比53％にまで減少し
「カ」国全産業の中で最悪となった。最近3カ年の国内総生産の前年比成長率は2000年の

9．6％、2001年7．6％、2002年7．6％と順調に拡大している。又、その間のインフレ率も落ち着
いてきている（2000年の13．2％、2001年の8．4％、2002年の4．7％）。かかる力強い成長は石油

と鉱業セクターの好調によるものである。農業セクターの復興が緊急課題であり、農業の開

発は重要で特異な課題となっている（次表及び添付2．1カザフスタン国社会経済主要指標

推移1990～2005年）。（添付2．2　人口推移（1992～2035年）－2．11州別穀物作付け面積推

移（199恥2000年）参照）。



表2．3「カ」国産業構造の変化（1990～2000年）

産 業 区 分 1 9 9 0 1 9 9 5 2 0 0 0

農　　　 業 3 4 ．0％ 12 ．3％ 8．6％

工　　　 業 2 0 ．5 2 3 ．5 3 1 ．9

サ ー ビ ス 業 4 5 ．5 6 4 ．2 5 9 ．5

全　 産　 業 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

総 人 口 （百 万 人 ） 16 ．4 16 ．0 14 ．8

う ち 都 市 人 口 （％）　農 村 人 口 （％） 5 7 ．3

4 2 ．7

4 4 ．2

5 5 ．8

出典　Statistical Year Book 2001 0fKazakhstan

表2．4　農業産出額指数とGDPシェア（1990～2000）

項　　 目 1990 1995 2 000

農 業 産出額指 数 100 ．0 55 ．3 5 3 ．2

G D P シ ェア （％） 3 4 ．0 12 ．3 8 ．6

出典: Statistical Year Book 2001 0fKazakhstan

表2．5　主要農産物生産量推移（1992～2002年）

農 産 物 1 9 9 2 2 0 0 0 2 0 0 2

穀　 物 1，6 0 2 ，9 0 0 1，5 4 9 ，5 2 0 1，9 7 1，2 9 1

小 麦 6 7 9 ，0 0 0 1，0 3 9，1 0 9 1，3 6 3 ，2 1 0

ビー ト 13 4 ，6 0 0 4 4 9，8 2 9 4 7 4 ，0 1 9

野　 菜 4 3 8，6 0 0 8 1 1，9 13 8 8 1，6 3 5

馬 鈴 薯 3 6 2 ，0 0 0 1，0 4 5，5 5 5 1，3 0 5，1 0 7

果 実 14 8 ，5 0 0 1 5 3，6 8 9 14 7，6 10

牛 1，19 0，0 0 0 9 4 7，0 2 1 9 7 8，7 8 1

羊 9，2 2 5 ，0 0 0 3 ，1 0 7，7 6 2 3 ，1 3 3，5 0 6

肉 2 2 8 ，0 0 0 n ．a． n ．a．

バ タ ー 8 ，6 0 0 1，3 7 5 2 ，0 0 0

チ ー ズ 1 2，7 0 0 3，4 4 5 3 ，6 0 0

綿 5 2，4 0 0 n ．a． n ．a．

タ バ コ 4 3，10 0 n ．a． n ．a．

出典: FAOSTAT Detabase Results - 2003

参照　添付2．8　主要農産物生産量推移（1992ノ」2002年）

「2030年カザフスタン」計画では農業セクター政策は1）市場への政府介入の削除、2）潅漑

用水の開発、3）農村金融の金利の低減、4）中小農村企業の支援、5）農業分野への国内外技術
革新の導入及び6）農産物販売の支援を目指している。

1．3　南カザフスタン州

南カザフスタン州（以下「南カ」州）はシルクロードの通り道に位置し、0廿訂やTutkestan

に代表される歴史的宝庫と共にKazakhKhanSみられるごとく宗教センターとなっている。カ



ザフ人（64．2％）を中心に100カ国以上の人間が居住する国際色豊かな州である。砂漠、ステ
ップ、森林並びに山岳地帯を州内に抱え、シルダリア及びシューの2大河川が流れている。

「南カ」州は豊かな自然に恵まれ、アクス河畔の保養地、鉱水利用のサナトリウム、又国立
保護区、国立公園が多く海外でも有名である。国際保健連盟、ユーラシア基金、ユネスコ、

世界銀行、欧州復興銀行等の支援を得て「南カ」州の健康管理、教育及び環境問題の開発管

理に努力している。人口50万人の州都シムケント市は鉄道及び道路によりイラン、トルクメ

ニスタン、ウズベキスタン、キルギスと通じ更にロシア及び中国に延び、国際輸送路のハブ
を形成している。州面積はカザフスタン全14州の4．3％に過ぎないが農用地は6．9％、人口は

13．6％とウエイトが高まり、人口密度17．4人／姐は全国平均5．8人／適の3倍となっている。
他方南部3州の農業は中央、西部、北部諸州より温暖な気候に恵まれ、又「南カ」州には全

国潅漑施設の23．6％が集中し、12．3％の農業生産額を産出する集約農業となっており、綿は全
国生産の100％、葡萄は66．9％、又野菜・果実の生産量が多くなっている。それだけ独立以降

の国政の影響をもろに受け、農業への投資が極端に減少し、農業生産資機材の供給チャネル
と生産物の販売チャネルの崩壊と例えば潅漑施設の15．5％が使用不能といった農業生産機

材・施設の老朽化と共に農業生産は極端に落ち込んでいる。農村依存州であることから1世
帯当たり収入はワースト3に入り、貧困率は極めて高い。農村の活性化が急務である（添付

2．13　南カザフスタン州の経済社会文化概要参照）。

表2．6「カ」国に於ける南カザフスタン州の地位

項　 目 A ．

全 国

B ．

南 カ ザ フ

C ．

B ．／A ．（％）

備　 考

総 面 積 （k虚） 2 ，72 4 ．9 1 17 ．3 4 ．3 2 0 0 1年

うち農 用 地 （百 万 h a） 9 0．9 6 ．3 6 ．9 2 0 0 1年

人 口 （1，0 0 0 人 ） 14 ，84 1．9 2 ，0 2 5 ．4 13 ．6 2 0 0 0年

平 均 人 口密 度 （人 ／撼 ） 5 ．8 17 ．4 3倍 2 0 0 0年

農 業 生 産 （百 万 テ ン ゲ ）

作　 物 2 2 3 ，5 0 3．7 3 1，6 2 6．3 14 ．2 2 0 0 0年

畜　　 産 17 S，54 2．7 1 7，7 ＄1．9 1 0 ．0 2 0 0 0年

総　　 額
4 0 2 ，0 4 6．5 4 9，4 0 8．2 12 ．3 2 0 0 0年

潅 漑 面 積 （1，00 O h d 2 ，3 64 ．8 5 5 8 ．6 2 3 ．6 2 0 0 1年

うち利 用 不 可 面 積

（1，0 0 0 h a）

8 3 9．0 8 6 ．7 10 ．3 2 0 0 1年

食 糧 自給 率 （％） 5 0 3 4 6 8 ．0 2 0 0 0年

穀 物 生 産 （1，0 0 0 トン ） 1 3，90 8．5 3 0 0 ．7 2 ．2 1 9 9 9－2 0 0 1

うち ′J、麦 1 1，0 0 8．5 2 2 5 ．3 2 ．0 1 9 9 9－2 0 0 1

牛 飼 養 頭 数 （1，0 0 0頭 ）

ミル ク生 産 rl，0 0 0 トン）

4 ，10 6 ．6 3 g 1．6 9 ．3 2 0 0 0年

1 0 9．6 14 ．0 12 ．8 2 0 0 0年

出典: Agriculture, Fores廿y and Fishery - Statistical Issue - 2001 , MOA

次の表2．7にみられる如く、農業民営化策による国営農場の解放により州内農家戸数は1990

年の737戸から2000年には34，856戸に急増し、全国の3割強を占め、民営化が最も進んだ州と
なった。他方、「南カ」州の2000年現在の1戸当たり平均営農面積は31llaで全国平均386ha

に比し極端に小規模農家による営農となっている。



表2．7「カ」国における南カザフスタン州農家戸数・営農面積推移

項　 目 19 9 0 19 9 5 2 0 0 0

（1） 農 場 数 （戸 数 ） 乱全　 国 4 ，9 18 3 6，2 8 5 1 1 1，8 9 9

b ．南 力 州 7 3 7 8 ，2 7 5 3 4 ，8 5 6

C．b ．／孔 （％ ） 15 ．0 2 2．8 3 1．1

（2） 平 均 営 農 面 積 ／1 戸 （b ） a．全　 国 4 9 8 4 1 2 3 8 6

b ．南 力 州
－ 2 0 3 1

n　h ／只 「％ 1
－ A　q 只　∩

出典：Agricul加e，ForesbyandFishezy－StatisticalIssue－2001，MOA

2．南カザフスタン州トレビスキー県農業モデル地域開発計画

げrojectfbrDevelopmentofTolebiyskyAgriculturaIModelAreainSouthXazakJIStan
Obla如）

計画地区はKogalY，Toleb亘skyRegion，SouthKazakhstanOblast，TheRepdblicofKazakhstan
で、「南カ」州の抱える農業問題に対処し、農業・農村の活性化を実現するには次の基幹
プログラムの包括的整備が必要で、「カ」国南部州に適合した農業モデル地域の開発が必要
となっている。

（1）優良種子生産・配布体制の整備

（2）肥料の生産・供給システムの再構築
（3）老巧化した農業機械の更新・供給及び修理・整備システムの再構築

（4）潅漑・排水施設のリハビリ及び用水管理（塩害防除）

（5）高品質農産物の生産体制の整備
（6）付加価値の高い農産物への転作（国際価格低下の綿花・ビートから水稲・園芸作物へ）
（7）国内・海外向け流通システムの整備（農村道路、農産物貯蔵施設、出荷ターミナル等）

2．1事業目的：

（1）目的：

トレビスキー農村地域における潅漑面積の増大と安定的電力の供給。

（2）長期目的：

一潅漑面積の増大による農家所得の増大、
一電力供給による村落における生活水準の向上、及び

－農業振興により南カザフスタン州における潅漑農業と有機農産物生産の拡
大。

2．2　事業内容：

本事業は次のような施設・機材の建設と持続的運営のための職員訓練からなる。

一所要施設と機材

＊ダイバージョン堰：L＝100m（インテーク及びサンドスルースウェイ含む）
＊水路：L〒2，000m
＊潅漑池、水槽1式
＊電源室：ペンストック　2式、テールレース1式
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＊潅漑水路：L＝2，500m（ターンアウトゲート含む）
一運転、運営及び維持管理訓練

事業完成後、新規に組織される南カザフスタン州政府水資源委員会が施設機材の運
転・運営と利水料金及び電気料金の徴収を行う。持続性をより強固なものとするため、訓練
を終了した管理者、技士、運転者約22名が参画し、ビズネス志向企業として運営にあたる。
運営・維持管理経費は新規組織化により受益者負担とする。

2．3　事業実施機関：

「カ」国の独立と共に地方行政法に基づき、「南カ」州政府（AkimatofSouthKazakhstan
Oblast）が同州の行政機関となった。地方行政法第42，43、叫，45条により「南カ」州における
予算策定、農業活動、輸送並びに通信、土地、自然保護及び自然資源の合理的活用、建築、
家屋、サービス、交易に全責任を有し、「カ」国農業省の協力のもと当該プロジェクトの実
施機関となる。同州政府の年間予算及び職員数は次の通り（添付2．12カザフスタン国農業省
組織参照）：

表2．8　南カザフスタン州政府予算及び職員数

l　　　　 年 1999 2000 200 1 20 02 1

‡年 間 予算額 （百万テ ンゲ） 7，999 12，84 1 12，99 7 17，693 1

l職 員数 7 0 7 5 89 8可

出典: Akimat of South Kazakhstan Oblast

2．4　事業費概算

概算2，069百万テンゲ（1，655百万円、1テンゲ＝0．80円）と試算される。事業用用地は緩
やかな丘陵地に政府所有地を準備済み。建設用電力及び給水に問題は無く、電話は街中で使
用可能である。1957～2002年の気象条件（気温、降雨量、湿度、蒸散量等）は”KazNIIZH卵

によるデータに、又過去20～30カ年の水量事情はカザフスタン共和国水資源情報資料に整備

されている。尚、事業実施地域の社会・政治状況は安定しており安全であり、村民は友好的
であり本事業の建設を支援しようとしている。

表2．9　概算事業費

項　 目 概 算 額 （テ ン ゲ ）

1． 土 木 工 事

1．1 イ ン テ ー ク 、 サ ン ドス ル ー ウ ェ イ ダ イ バ ー ジ ョ ン 堰 2 3 6 ，5 0 0，0 0 0

1．2　 水 路 14 5 ，0 0 0，0 0 0

1．3　 潅 漑 池 及 び 水 槽 2 7 0 ，0 0 0，0 0 0

1．4　 電 源 室 1 6 2 ，5 0 0，0 0 0

1．5　 潅 漑 水 路 2 4 0 ，0 0 0，0 0 0

小 計 1，0 5 4 ，0 0 0，0 0 0

2． 機 材

2．1 タ ー ビ ン 及 び 発 電 機 5 0 0 ，0 0 0，0 0 0

2．2　 制 御 装 置 1 12 ，5 0 0，0 0 0

2 ．3　 変 圧 装 置 15 ，0 0 0，0 8 0

2 ．4　 ス イ ッ チ 及 び 配 電 装 置 1 2 7 ，5 0 0，0 0 0



表2．9　概算事業費

小 計 755 ，00 0 ，00 呵

3 ． 監 理 費 260，00 0 ，00 呵

合　 計 （11 －2 」－3．） 2，鎚 9，000 ，000 t

出典：調査団積算

2．5　上位計画との関係

2010年を目標とした「カ」政府開発計画と本計画下の2003～2005年国家農業・食糧計画

並びに2003～2005年南カザフスタン州農業計画があり、当該プロジェクトはこれら上位計画
の方針に合致したものである。

2．5．1201時日額政府開発計画

計画下、農業セクターの目標・目的は2010年までに農業総生産を向上させ、農業生産

の効率化により生じる利益により貧困率を押し下げ、農村人口の社会福祉を改善し、保健衛
生を促進する。優先プログラムは次通り：

（1）国家食糧安全の確保

（2）効率的農産加工システムの確立

（3）海外及び国内における農産物及び加工農産物販売の増大
（4）農業生産にたいする適切な政府支援

2．5．2　200MOO5年国家農業・食掻計画

本計画は2005年を完遂年として競争力を有する生産の基礎を築き、持続的食糧安全シ
ステムの確立、均衡する生産と販売市場を確立し、輸出機会の増大を目指して2002年に策定
された。優先プログラムは次の通り：

（1）専業農家の形成

（2）流通施設の形成と流通網の開発
（3）安定した金融・祐氏システムの構築

（4）限られた活動による農業分野における新規国家政策及び運営機構の確立
（5）主要農業生産技術の開発

（6）農業部門への直接海外・国内投資の導入

（7）新規海外市場と国際運輸・通信の開拓
（8）農産物の二次加工

2．5．3　2肌MOO5年甫カザフスタン州農業計画

主たる目標は州向け消費需要に見合った食糧の確保、農産物加工コンプレックスの効

率的システムの構築、競争力ある農産物の生産、農業部門における優先度に見合った政府支

援計画の実施である。行動は（1）食糧の州内需要に見合った州内生産と（2）効率と価格競

争力を有する農業生産成長に必要な条件の整備。主たる優先計画は（1）食糧供給システム

の安定度の向上、（2）農産加工コンプレックスの効率的システムの形成、（3）州内・州外
市場向け販売量の増大、（3）州内工芸農産物生産の増大による食糧輸入の抑制、（4）優先

農業政府支援計画の実施及び（5）農産加工コンプレックスへの政府介入の適正化。更に農

村電化、飲料水供給改善及び電話普及を目指した「2003～2005年貧困村落対処計画」が策定



された。

他方、農業エネルギーである「南カ」州の電力事情はソ連邦時代中央アジア向け供給

目的に多くの電力供給システムが作られた。「カ」国全体でみると電力は充分な供給能力が

あるが地域により需給に差異が生じている。「カ」国北部地方は100％自給が出来ているが

南部地方では不足している。当該計画地域であるTolebyisb県（14村一総需要電力3．6脚）や

SairamSky県（17村一総需要電力7．1MW）及びOrdabasinsky県（9村一総需要電力3．1MW）・3
県には発電施設が無く、高価な売電に依存している。

「カ」国南部地方は電力需要の一部は近隣諸国から買電している。かかる電力不足が結
局は高い電力を使用することになる。新たな電力源、即ち小規模水力発電が経済的であり輸

入にとって代わることが出来る。

要請を受けたトレビスキー農村地域における農業生産性の向上と安定した食糧供給
を目指した港漑農業の開発、安定した電力の供給が早急に必要とされている（添付2，14　南

カザフスタン州電力開発整備計画参照）。

既存火力発電所：（1）シムケント第1火力発電所
（2）シムケント第2火力発電所

（3）シムケント第3火力発電所
既存水力発電所：（4）シャルダリンスカヤ／シャルダリンスキー地域水力発電所、

100MW

（5）サリアガシスキー地域小規模水力発電所、5ヶ所、合計1，320KW
電力需要量：175．7MW／日

電力供給量：州内自給量：148．9MW／日＋州外より買電：26．9MW／日

2．6期待可能な稗益効果

（1）　稗益面積：潅漑可能地2，500ha，電力供給可能世帯数：5，000戸
（2）　禅益人口：直接5，000人、間接110，000人
（3）　社会経済的稗益：農業生産増加（小麦、馬鈴薯、野菜、綿等）、可耕地の拡大によ

る農業生産増加及び農村住民の収入の安定化

（4）　プロジェクト地域内における活発な集約・商業営農の振興
（5）　適正な料金による安定した電力の供給
（6）　住民の生活水準の向上

3．給合所見

旧ソ連邦崩壊以来、農業分野における市場経済に基づく民営化が政府の限られた管掌の

もとで実施されて、1990年には2，520のソホーズ及びコルホーズに代表される国営農場が

2000年末現在で111，899の営農数となった（105，170の小規模農家、1，710の農協、293の株式
会社、3，342の有限会社及び82の国営農場）。かかる民営化は南カザフスタン州で顕著で1990

年の737の営農数に比し、2000年末には34，856と「カ」国で最大に民営化経過となっている。

一方、民営化は全主要作物の生産性及び生産量を低下させた。更に、農家の資本蓄積は急速
に劣化し、新たな資本が準備出来ないでいる。農業用燃料、種子、肥料、農薬、農業機械等

農業生産資機材購入資本は極端に不足し、目下のところ全国的に強力な農村金融システムが

確立されていない。他方、商業銀行は農家が一定の条件のもとで耕作権を得ているのみで、

土地所有権が未だ政府に所属していることから農民への融資を極めて危険視している。国際

機関、二国間援助は無い。かかる状況下で、地域モデル農業としての当該プロジェクトがた
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んに南カザフスタン州に留まらず、広く他州に及ぶことから早急な実施と成功が期待されて

いる。　短期・中期間プロジェクト技術協力を含む支援が期待される。
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畜産振興計画



キルギス共和国調査対象地域位置図



ⅠⅠ．キルギス共和国

畜産振興計画

1．調査の背景及び経緯

1．1　キルギス国概要

キルギス共和国（以下「キ」国）は世界の屋根といわれる天山山脈の斜面に横たわる中

央アジアの山岳国で、国土は199，900kd（日本の約半分）、人口は約500万人、中国、カザフ
スタン、ウズベキスタン、タジキスタンの4カ国と国境を接している多民族国家である。旧
ソ連邦の崩壊を受け1991年8月に独立した「キ」国はアカエフ大統領のもとCIS諸国のうち

で最も急進的に民主化及び市場経済化への改革を推進してきた。政治面では大規模な紛争・

騒乱も起こらず、他の中央アジア諸国に比し民主化への評価は高かったが、経済については

国家財政が困窮を極めている上、天然資源に乏しく、旧ソ連邦から受け継いだ産業も資金不
足から停滞している。国家経済の中心は農業で、独立までは天然ガス、鉄鋼，機械、化学品

等をはじめとする旧ソ連邦政府からの莫大な補助金と農業生産資機材供給に依存する農業

表3．1「キ」国主要社会経済指標

指　 標 19 9 0 1 9 9 5 2 0 0 1

総 人 口 （百 万 人 ） 4．3 4 4 ．6 2 ＊）4．9 8

総 就 労 人 口 （1，0 0 0人 ） 1，74 ＄ 1，6 4 1 1，7 7 4

う ち 農 業 （1，0 0 0人 ）　農 業 ／総 就 労 人 口 （％） 5 7 2

3 2 ．7

7 7 1

4 7．0

9 4 4

5 3，2

名 目G D P（百 万 ソ ム ） 4 1．7 14，9 6 0．8 ＊）6 9，3 9 0．9

う ち 農 業 （百 万 ソ ム ）　M ／G D P （％ ） 1 4 ．0

3 3 ．6

6 ，5 6 8．1

4 3 ．9

2 6，7 6 4．2　3 8．6

農 業 生 産

うち 小 麦 （1，0 0 0 トン ） 4 8 2 6 2 5 1 1，19 0

大 麦 （1，0 0 0 トン ）

馬 鈴 薯 （1，0 0 0 トン ）

トウ モ ロ コ シ （1，0 0 0 トン ）

5 5 7

3 6 5

4 0 6

15 9

4 3 2

1 16

14 0

1，16 8

4 4 3

野 菜 （1，0 0 0 トン ）
4 8 7 3 1 8 S 15

畜 肉 （1，0 0 0 トン ） 2 5 4 1＄0 19 7

ミル ク （1，0 0 0 ト ン） 1，1 8 5 8 6 4 1，14 2

消 費 者 物 価 指 数 （19 9 0 －19 9 5＝1 0 0） 1 0 0 ．0 10 0 ．0 3 1 0．3

国 家 予 算 （名 目 百 万 ソ ム ） 3 ．2 4，4 82 ．2 ＊）15 ，6 1 5．4

う ち 農 業 （名 目 百 万 ソ ム ） 0 ．6 15 8．5 7 4 3 ．9

農 業 ／総 予 算 （％） 18 ．S 3 ．5 4 ．8

貿 易 収 支 （百 万 U S＄） n．a． －1 13 ．4 ＊）・10 1．3

う ち 輸 出 （百 万 U S‡） n．a． 4 0 8．9 ＊）4 8 8．6

う ち 農 産 物 m．a． 1 19 ．5 5 4 ．0

輸 入 （百 万 U S＄）　う ち 農 産 物

n．a．

n．a．

5 2 2 ．3

9 8．3

＊）5 S 6．8

7 7 ．3

外 皆 布 施 塞 「庄 平 滋丁ソム 〝TR黛1 ll．a． 10 ．8 2 4 6 ．9 4
I                                              I                 I                1                  I

出典: National Poverty Reduction Strategy 2003-2005､調査団再編加工



であった。独立後「キ」国には市場経済基盤が欠如していたことと、財政緊縮等抜本的措置
により農業生産の急落を招いた。国際金融機関や日本、トルコ、ロシア等からの支援により
1996年頃から回復基調に転じたが、国際金価格の下落が大きく影響し、「キ」国の対外債務
はGDPの100％以上に達している。国土の2β以上が標高3，000mを超える高地であり、平坦
地は僅か7．8％に過ぎない（表3．2　「キ」国低地・高地平均気温参照）。歴史的に遊牧民の

表3．2「キ」国低地・高地平均気温

‡　 区　 分 1月 4 月 7月 10月　 l

】　 低　 地 4 ～6℃ 6 ～8℃ 16 ～24℃ 4 ～8℃　 I

l　 高　　 地 ＿14 ～＿20℃ 0 ～＿4 ℃ 8 ～ 12 ℃ 0 ～●4℃　 l

出典: Discovery of Kyrghyzstan 1993, by International Foundatiムn

民で、山岳地帯における羊、ヤク、馬等の牧畜が盛んで、農耕は谷間、盆地に限られている。
2000年現在放牧地は全国土面積の約46．5％、936万ヘクタールあるが、農耕地は約7．2％、144

万ヘクタールに過ぎない。加紀年の農業分野は独立以前鰯塵キ拗爾陽准拡拗敦盛増と

回復したが耕種作物の増産によるものであり、畜産は16％織と回復が遅れている。「キ」匿
は豊かな鉱物資源に恵まれているが、経済の約半分を農業に依存し、農業が最大の産業とな

索審淵畜産は農業生産の半分を占め、食肉、乳製品等の加工品のカザフスタン、ウズベ
キスタン、タジキスタン等近隣諸国への輸出が輸出品目の第一位となっている。「キ」国農

業は家族経営が67％に達し、国営農場や集団農場は縮小され、特に畜産分野の民営化は一層
進展し、家族経営が90％以上に達している。しかしながら独立後畜産頭数の減少大きく、1990

年に比し2002年現在約牛98万頭（21万頭減）、羊313万頭（610万頭減）、山羊65万頭（35
万頭滅）、豚80万頭（2＄頭減）、鶏340万羽（967万羽減）、馬35万頭（3万頭減）、兎7万匹

（13万匹減）、路舵5万頭（0．4万頭減）と全家畜の飼養頭数が減少している。

「キ」国政府は（1）規模拡大、（2）差別化（牛から豚へ等）、（3）複合化（牛、

豚、羊、馬等を同時肥育）及び（4）回転率重視（肥育期間の短縮化）政策により畜産農家
営農体質の強化を推進すると共に技術移転の促進を目指し、1999年各州毎に農村改革アドバ

イザー（農家の教育、訓練、技術指導を任務とする）総計200名を配置する普及組織を計画

したが実現されていない。食肉及び牛乳生産加工は家族3～4人で切り盛りする家族経営・小
規模経営により行われているが、設備が古くて効率が悪い為（牛の処理能力は1工場当たり

僅か頭／日）、又資金不足により稼働率は極めて低い。一人当たりのGNPは1999年の255USD
を最低として、2001年は308USD　と上向きに転じているものの、未だ不安定な状況を脱して

いない。このため、外国からの投資誘致に努力しているが、「キ」国が人口500万人の小規

模市場であり、外国人投資家にとって投資インセンティブが小さいこと、更にインフラ・制
度等の環境整備が不十分な状況にあることから目立った投資は行われていない。政府として

も投資誘致の重要性を認識し、2002年には「外国投資誘致サミット」を開催する等、積極的

に外国からの投資誘致を模索しているものの未だその効果は現れていない。「キ」国政府は

畜産業を2005年までに旧ソ連邦崩壊以前の水準まで回復させる目標を掲げているが，畜産流
通網の整備と共に人口受精ステーション、種畜農場網の整備による家畜の増殖が急務となっ
ている。

2001年5月には貧困削減を目的とした2010年までの包括的国家貧困削減戦略即PRS）が採
択された。農村部の貧困軽減方策として、農畜産物の食品加工により付加価値を高め、農業

生産の増加を図り、農家の所得向上を策定している。農業開発の重点分野として0中小自営

農家の支援、◎農産物加工業の振興と収益性の高い作物の導入及び◎効率的な流通システム

の構築を目指している。
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1．2産業構造と食料自給

2001年現在農業はGDPの37．2％、就業人口の53．2％を占め、総人口の64，6％が農村地域

に居住する基幹重要産業である。自給は達成されている　（表3．1「キ」国主要社会経済
指標及び添付3．1キルギス共和国社会経済主要指標参照）。

民営化の進展により、経済セクターにおける国有資産のウエイトは著しく低下してい

る。2002年7月現在民営化率は69．7％であり、多くの国有施設が共同資産あるいは地方共同

体に移管されている。政府の投資する関係企業は222社、うち大株主としては142社、また
産業別民営化度は農業92％、工業89．2％、建設業5S．9％、輸送業57．6％、流通業97．5％、公共・

娯楽99．9％及びサービス業44．2％と報告されている。

現在主要輸出品目として金と電力があるが、金は変動激しい国際価格と不安定な生産

量に苦しんでおり、又周辺国向け電力輸出は上下の激しい水／エネルギーの収支と国家間の
不均衡契約条件に依存している。今後の輸出促進品目として「キ」国政府は0加工農産物、

◎一時貯蔵庫を新設した上での金及び非鉄金属、◎近隣諸国への一層の電力輸出と投資導入、

0観光産業及び◎情報技術ソフトを期待している。

食料自給は（添付資料　3．9　2000年キルギス国食糧需給一覧参照），多くの食料品で

自給は達成されているが著しい輸入依存食料品は小麦、米、トウモロコシ、砂糖、食用植物
油（大豆油、ヒマワリ油）、香辛作物（茶、ココア）、大麦ビール・ワイン、鶏卵、魚・海

鮮物である（添付3．9　2000年キルギス国食糧需給一覧参照）。

嘉3＿3　2000年食料棄給養

品　 目 供 給 量 （1，0 0 0 M T ） 消 費 量

（1，0 0 0 M T ）

バ ラ ン ス

生 産 十在 庫 輸　 入 輸　 出 合　 計

a．穀 類 （ビ ー ル を 除 く ） 1，5 9 3 2 5 4 2 6 1，8 2 2 1，0 5 1 十十

b ．馬 鈴 薯 1，0 4 6 0 1 2 1，0 3 4 5 7 0 ＋＋

C．甘　 糖 2 2 13 3 4 3 1 1 1 1 0 8

d．食 用 植 物 油 9 1 1 0 2 0 19

e．園 芸 作 物 鍋 9 0 1 1 4 7 7 6 59 4 十十十

【果 実 （ワ イ ン 除 く ） 1 8 7 1 3 2 15 7 1 4 4 ＋

g ．香 辛 作 物 0 5 0 5 5

h ．ア ル コ ー ル 飲 料 3 1 8 2 3 8 3 8

i．肉 1 9 7 1 8 1 8 9 1 8 7

十十＋j．ミル ク 1，0 9 0 3 1 1，0 9 3 9 3 S

k ．鶏 卵 12 6 0 1 8 1 2

1，魚 ・海 鮮 物 0 3 0 3 3

備考: +印-余剰､出典: FAOFoodBalanceSheet

「キ」国の貿易は輸出入共に着実に成長している。但し、輸入が輸出を上回り貿易収

支は一貫して赤字となっている。総輸入額の15～20％が農産物で、農産物輸入の約50％が旧ソ
連邦諸国からの買い付けとなっている。他方、農産物輸出は減少傾向にあり2000年現在総輸

出額の10．3％を占めているに過ぎない。輸出先は旧ソ連邦周辺諸国向けが9割以上である。
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表3．4　農産物の輸出入状況
単位：百万US＄

項　 目 19 9 5 2 0 0 0

（1 ）輸 出 総 額 4 0 臥9 5 10 ．9

（2 ） う ち 農 産 物 12 2 ．0 5 2 ．5

（3 ）　 （2 ）／（1）（％ ）
2 9 ．8 1 0 ．3

（4 ） う ち C IS

（5 ） （4 ）／（2 ）（％ ）
1 12 ．4 4 7 ．5

9 2 ．1 9 0 ．5

（5 ）輸 入 総 額 5 2 2 ．3 5 5 4 ．6

（6 ） う ち 農 産 物

（7 ） （6 ）／（5 ）（％ ）

（8 ） う ち C IS

（9 ） （8 ）／（6 ）

1 0 1 ．3 8 7 ．8

19 ．4 15 ．8

2 5 ．9 4 5 ．2

2 5 ．6 5 1 ．5

（10 ）貿 易 収 支 －1 1 3 ．4 －4 3 ．7

1．3　農　業

1．3．1農業の現況

国土面積の約44％が放牧地として利用されており、耕作地は約7％（140万ha）に過ぎ

ない。畜産が農業総生産額の約半分を占めている。主要作物は小麦であり全農作物栽培面積
（飼料用作物面積を除き＄8万4，000ha）の5S％を占めている。

「キ」国統計委員会（NatiOnalStatistiCalCommitteeoftheKyrgyzRepublic）発行の

“EconomyofKrygyzstanin2002”によれば2002年のGDPは27，564・2百万ソム、前年比0・5％
減、”Kumtor”金鉱山を除き3．1％増であった。主要農業生産は概ね成長した。総産出額は2001
年耕種作物4．6％及び畜産1．8％、合計3．3％成長した。農産物の主たる生産者は小規模自営農

家及び営農企業で全生産の92％以上に達している。他方国営農場は2％、共同農場6％に過ぎ
ない。穀物、馬鈴薯、野菜が播種面積の拡大を主因として総生産額の67％を占めたが単位収

量増にはめぼしい進展は見られなかった。2002年のトウモロコシを含む穀物は前年より

128，600重量トン多い1，952、800重量トンであった。馬鈴薯も又播種面積（3，400ha）と収量（18

トン瓜a）の増大により前年より75，600トン増の1，244，000トン、6・5％増、収穫野菜は前年比1・6％
増の＄28，100トン、果実は7．200トン減の153，700トンであった。他方、タバコ播種面積は前年
比1βに減少し、生産量は15，900トンに落ち込んだ。2003年初め、乳牛飼養頭数は減少した

が、牛頭数は1．9％、相，500頭増大した。羊・山羊は僅かながら増えた（0・6％）。豚・鶏は穀

物の増産と価格低下により各々0．6％、12．1％増大した。協同農場における鶏はイシククル及
びチュイ両州における1農家当たりの雌鳥生産力が大きかったこと、つまり産卵数を拡大す

ることが出来たことから2倍を記録した。飲料水及びタバコを含んだ農産加工業は全加工業

27，030．1百万ソムの34％、9，186．2百万ソムであった。砂糖生産は66・8％、引き割り穀物89％、
チーズ凝乳42．2％、ウオッカ・リキュール酒32％、ミルク・酪農品32．9％、菓子類22．8％、チ
ーズ24．6％、食用野菜油36．4％増大したが、缶詰ミルク、肉、野菜、飼料、ビール、マカロ

ニ及びバターは減少した。

表3．5「キ」国主要農業指標

t　　　　 指　 標 1991 1995 2001 l

l営農形態別農家戸数（戸数） l　 5，085 t　 23，266 l　 84，751 1



うち国営 ・集 団農場 （戸数 ） 5 18 86 59

私 営農 家 （戸数） 4，56 7 2 3，180 84，69 2

農 用地所 有面積 （1，0 00ha） n ，a． n ，a 5，53 0．3

うち民 間（1，000ha） n ，a． n ．a． 1，04 6．4

政府（1，000ha） n．a 1 1，64 7．1 4，4 83 ．9

表3．6　営農形態別農業生産量（1990－2001）
単位：1．000トン

営 農 形 態 ・農 産 物 1 9 9 0 1 9 9 5 2 0 0 1

（1）国 営 農 場

穀 物 1 ，4 3 5 ．6 5 6 9 ．9 4 0 1 ．0

小　 麦 4 8 1．5 4 2 6 ．4 3 0 9 ．6

大　 麦 5 9 0 ．7 10 7 ．0 3 0 ．1

ト ウ モ ロ コ シ 3 4 1 ．2 2 9 ．4 5 1 ．1

米 1 ．8 3 ．0 3 ．3

ビ ー ト 1 ．7 7 7 ．6 7 3 ．6

綿 8 0 ．9 5 4 ．2 1 7 ．9

タ バ コ 5 3 ．8 9 ．0 3 ．5

油 種 作 物 9 ．6 10 ．1 8 ．8

馬 鈴 薯 1 7 6 ．0 3 9 ．7 8 4 ．9

野　 菜 2 8 9 ．1 6 2 ．5 7 4 ．8

メ ロ ン 5 6 ．6 9 ．0 2 7 ．2

果 実 ・ベ リ ー 5 0 ．7 1 3 ．2 1 6 ．2

葡　 萄 3 6 ．6 1 3 ．1 8 ．2

（2 ）私 営 農 家

穀 物 2 4 3 ．6 1，1 3 9 ．7

小　 麦 1 6 4 ．0 7 6 0 ．6

大　 麦 4 6 ．6 9 1．2

ト ウ モ ロ コ シ 2 9 ．9 2 5 2 ．7

米 2 ．2 1 0 ．5

ビ ー ト 2 9 ．2 19 4 ．3

綿 2 0 ．3 8 0 ．2

タ バ コ 8 ．4 1 5 ．9

油 種 作 物 8 ．5 3 7 ．6

馬 鈴 薯 2 7 ．5 4 5 7 ．1

野　 菜 4 2 ．0 3 2 6 ．4

メ ロ ン 1 1 ．1 4 4 ．3

果 実 ・ベ リ ー 1 ．7 3 1．8

葡　 萄 0 ．9 7 ．7

（3 ）自 給 農 家

穀 物 6 7 ．5 9 9 ．8 2 8 3 ．5

／」、 麦 0 ．8 3 4 ．6 12 0 ．3

大　 麦 0 ．9 5 ．3 1 8 ，6

ト ウ モ ロ コ シ 6 4 ．8 5 7 ．7 1 3 9 ．0

米 0 ．3 1 ．5 2 ．8

ビ ー ト
－

0 ．6 1 8 ．7

綿 0 ．1



タ バ コ 0 ．1 0．2 4．6

油 種 作 物 0 ．7 1．6 1 2．4

馬 鈴 薯 18 9 ．1 3 6 4．4 6 2 6．4

野　 菜 19 8 ．2 2 1 3．9 4 1 4．1

メ ロ ン 14 ．8 3．1 1 2．0

果 実 ・ベ リ ー 9 0 ．2 5 2 ．4 1 10 ．9

葡　 萄 6 ．7 5．7 1 1．5

（4）総 生 産 量

穀 物 1，5 0 3 ．1 9 1 3．3 1，8 2 4 ．2

小　 麦 4 8 2 ．3 6 2 5．0 1，19 0 ．5

大　 麦 5 9 1．6 15 8 ．9 13 9 ．9

ト ウ モ ロ コ シ 4 0 6 ．0 1 16 ．0 4 4 2 ．8

米 2 ．1 6 ．7 16 ．6

ビ ー ト 1．7 10 7．4 2 8 6 ，6

綿 8 0 ．9 7 4 ．5 9 8 ．2

タ バ コ 5 3 ．9 1 7．6 2 4 ．0

油 種 作 物 10 ．3 2 0 ．2 5 8 ．8

馬 鈴 薯 3 6 5 ．1 4 3 1．6 1，16 8 ．4

野　 菜 4 8 7 ．3 3 18 ．4 8 15 ．3

メ ロ ン 7 1．4 2 3．2 8 3 ．5

果 実 ・ベ リ ー 7 1．4 2 3 ．2 8 3．5

葡　 萄 4 3 ．3 19 ．7 2 7 ．4

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic

「キ」国農業が直面する問題は0農業生産技術に関する知識の不足に起因する生育の
ばらつきが大きいこと（品種の不統一、未熟な病虫害防除技術）、◎農業経営に関する知識

が乏しいことによる低い品質、◎国内市場の規模が小さいことと近隣諸国から流入する農産

物との競争から安定した販路を失っている（農産物価格に関する情報不足、農家庭先価格が
低く抑えられていること、収穫後損失が大きいこと、生産意欲が低く生産活動が抑制されて

いる）がある。

1．3．22003－2005年目標国家貧困削減戦略（Nl，RS）

「キ」国政府は貧困の削減を目指して2001年5月29日「2010年目標キルギス共和国総合

開発フレームワーク（CDF）」を策定公表した。フレームワークは0国家の効率的並びに透

明性のある施政、◎公正な社会の樹立、◎持続的経済成長の確保、0貧困の緩和の4本柱か
ら成り立っている。引き続き重点課題である「貧困の削減」に対処すべく次に14課題の解消

戦略を公表した（添付3．2～3．5参照）。

1．3．2．1貧困の規模

農村地域に於ける貧困度合いは2001年現在51％を記録している。農村地域に於ける

貧困緩和は農業部門の種々な問題により妨げられている。

表3．7　都市と農村の貧困

単位：％

年 貧　 困 極　 貧 貧困ギ 貧困度



計 都 市 農 村 計 都 市 農 村 ヤ ップ 合 い

1999 55 ．3 42 ．4 60．0 23 ．3 17．1 2 5．6 19 ．8 9．g

200 0 52 ．0 43 ．9 56．4 17 ．8 12．7 2 0．5 17 ．7 7．7

200 1 47 ．6 4 1．2 51．0 13 ．5 9 ．6 15．6 13 ．9 5 ．6

出典: National Poverty Reduction Strategy 2003 - 2005

1．3．2．2農地法と農業金融

近年、農業と農地改革に著しい進展が見られ、平均年間農業総生産の成長は6％に達

している。2001年には農業生産の90％以上が民営農場で生産された。小規模農家及び個人経
営農業会社数は241，200を超え、462の協同組合を含んで約600のさまざまな組合・協会が設

立されている。市場経済に基づいた新たな経済環境の中で農業生産にも急激な変化が起こっ

ている。これまでの土地所有制と生産手段と異なった農村社会が出来つつある。土地の利用
が可能な市場機構が開発を目的に民間土地所有制が法制化され、更に土地の売買が可能で、

土地登記システムを開発する農用地管理法が公布された。農業は土地税を除き無税となり、
種子及び生産資機材向け融資の予算化と海外援助供与機関の活発な支援により、キルギス金

融公社（MC），融資ユニオン及び小規模融資機関により農業融資も整備されつつあり、教
育・助言・情報サービス網が開発されつつある。

1．3．2．3食糧自給

農業改革の結果、農業生産成長は安定し、農業産出量は1990年水準を上回っている。
食料品は品目によって自給が達成されている。

1．3．2．4　国家予算

農業向け国家予算による財政支援は年々減少し、全農業サイクルに見合った国のシ
ステムは農産物の生産から加工・販売にいたるまで著しく低下している。生産者と加工業者

の協力関係の欠如により農産物の過剰生産が益々多発している。農産物原材料の輸出は海外
市場へのアクセスコストが高くつき妨げられている。国内消費の増加も低い収入水準により

量的に限られている。農業生産者に対する国の支援サービスが不十分である。

表3．5潅漑利水料

項　　 目 19 9 5 2 0 0 1

利 水 量 （百 万 が ） 4 ，2 4 7．5 3 ，2 2 9 ．7

利 水 量 （ソム／ポ ） 0 ．0 15 0 ．0 3 0

集 金 計 画 額 （百 万 ソ ム ） 皿．a． 8 0 ．0

集 金 額 （百 万 ソ ム ） 17 ．4 8 1．1

集 金 率 （％） n ．a． 10 1．4

表3．6キルギス国州別平均農地課税額

単位：1月1日現在ソム瓜a
州／ 課税 対象地 1998 200 1

（1）タラス

343．9 32 2．01）潅 漑耕 地

2）非 潅漑耕 地 16 5．0

15 7．3

17．6

46．4

165．0

11．0
3）永年 作物地



4）牧草地 7．6 5．2

5）放牧地

（2）チュイ
424．2 370．01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 155．2
202．0

44，1
13．4

61．4
199．0

26．3
9．3

3）永年作物地

4）牧草地

5）放牧地

（3）イシククル
341．8 318．01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 207．1

160．7

83．0

173．03）永年作物地

4）牧草地
70．4

13．2
23．0
S．15）放牧地

（4）ナ リン
97．9
36．4

196．0
50．3

1）潅漑耕地

2）非潅漑耕地

3）永年作物地
19．0
3．4

23．6
4．8

4）牧草地

5）放牧地

（5）オシ
361．6 343．01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 116．0
151．＄
46．9
13．1

44．0
156．0
27．6
8．2

3）永年作物地

4）牧草地

5）放牧地

（6）ジャララバッド

395．0 358．01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 114．1
190．9
49．3
16．8

40，9
207．0
21．S
9．1

3）永年作物地

4）牧草地

5）放牧地

（7）バ トケン
270，01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 41．3
149．0
24．4
9．2

3）永年作物地

4）牧草地

5）放牧地

全国平均
345．7 3 15．01）潅漑耕地

2）非潅漑耕地 136．2
170．4
46．4

11．1

54．5
172．0

23．9
6．6

3）永年作物地

4）牧草地

5）放牧地

出典: MAWRPI

1.3.2.5キルギス産品の競争力の保持
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農業分野の組織改革は悲観的である。農業総生産の47％を産出している（品目によっ

ては100％）大多数の小規模農家が品質の低下をもたらしている。農業部門における多くの

営農主体（2002年1月1日現在241，200）が農村地帯における営農管理能力水準の著しい低下
をもたらし、その結果幼稚な営農法が蔓延している。小規模農家への新規技術の導入と労働

生産性の向上は財源の欠如と低い技術により困難となっている。今日の農業分野には近代流

通と管理システムが存在していない。かかる現況が農家の低収入とたんなる加工産業への原

材料の供給源となりはてている。現在及び近い将来実施が計画されている農工業コンプレッ

クス（AIC）開発の主たる目的は国民に食糧を準備すると共に加工分野の持続的開発を確実
なものとする農産加工業の復興にある。加工産品の輸出増大が不可欠であり、農産物を加工

する国内産業の振興と合理的な輸入代替物及び世界市場におけるキルギス産品の競争力の

保持という優先課題を解決する必要がある。

1．3．2．6食糧の安全

食糧の安全確保には下記課題の解決が不可欠であり、また食糧の安全政策が農業部門

の基盤を強化する（新規技術と機械化、生態的に純粋な農産物生産を刺激、効率的管理の導
入及び積極的輸出振興等）

（1）　生産者向け機械、燃料、潤滑油、肥料、農薬、種子等の供給にあたる競争原理に

基づいた市場システムを構築し、安定した農業の生産成長を図る、
（2）　科学的農政の開発、

（3）　農工業コンプレックスを含む法制の改善、

（4）　農業分野における流通施設の整備強化、
（5）　農工業コンプレックスと他産業との協力関係改善、
（6）　技術的成果を導入し、農業生産を拡大する、

（7）　食糧保存の開発政策、及び

（8）　弱者のための社会的保護施策。

1．3．2．7農民の自助努力

下記問題の解決には農民の自助努力が不可欠である：

（1）輸出志向農産物生産技術のシステム化、

（2）加工産業の積極的開発、
（3）農産物流通の効率的システムの確立、

（4）国内・海外投資促進、

（5）登録制度、
（6）農業生産強化、

（7）産品別協同組合及び協会の設立、

（8）農産加工運営の近代的手法に基づく教育システム及び普及サービスの開発、及び

（9）一層容易な国内・国際商品市場の情報入手法。

1．3．2．8転作による生産力の強化

小規模農家並びに企業農家共に限られた土地資源の中で短期間での穀物転作により

耕種作物の生産力を改善する。かかる転作が高い雇用、利益及び収量水準を維持することが

可能である。更に、潅漑農業の拡大、潅漑網の整備、潅漑法の改善により、より高い農業生
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産を可能とする（添付3．17　水資源利用推移（1995～2000年）参照）。

表3．7　水資源の利用
単位：百万ポ

項　　 目 199 5 2 000

（1）推 定 水資 振 8，6 10 8，0 2 0

地表 水 7，9 2 0 7，72 0

地 下水 6 9 0 3 0 0

（2）水利 用 6，9 9 0 5，0 2 0

国 内利 用 2 7 0 1 8 0

工業 2 5 0 5 0

潅漑 6，2 5 0 4，7 0 0

潅漑 を除 く農 業 16 0 5 0

そ の他 6 0 4 0

1．2．3．9畜産と魚養殖

家畜増殖は国内市場のみならず海外市場を志向した肉と乳生産のため注力する必要

を有しており、又家禽増殖や魚養殖といった利益率の高い部門の復興にも適している。

表3．8「キ」国家畜飼養数（1990－2002）
単位：頭／羽

家　 畜 19 9 0 19 9 5 2 0 0 2 2 0 0 2 ／19 9 0

牛 1 ，2 0 6 ，0 0 0 9 2 0 ，1 0 0 9 7 8 ，7 8 1 －2 2 7 ，．2 19

羊 9 ，5 4 5 ，0 0 0 4 ，9 2 4 ，4 0 0 3 ，1 3 3 ，5 0 6 －6 ，4 1 1，4 9 4

山 羊 4 2 8 ，0 0 0 1 5 2 ，0 0 0 6 4 5 ，7 4 5 ＋2 17 ，7 4 5

豚 39 3 ，0 0 0 1 1 7 ，8 0 0 8 0 ，8 2 9 －3 12 ，17 1

鶏 13 ，9 15 ，0 0 0 2 ，0 0 0 ，0 0 0 3 ，4 0 3 ，0 0 0 －10 ，5 12 ，0 0 0

七 面 鳥
－ 2 0 9 13 0 －

・馬 3 13 ，0 0 0 2 9 9 ，0 0 0 3 5 0 ，0 0 0 ＋3 7 ，0 0 0

ロ ノミ － 1 0 ，0 0 0 7 ．4 0 0 －
鮪 窮 － 5 0 ，0 0 0 4 6 ，0 0 0 －
兎 5 0 7 0 －

出典: FOSTAT Database Results, National Statistics Committee -

Kyrgyz Republic

表3．9「キ」国畜産生産量（1990－2001年）
単位：1．000トン

畜 産 物 19 9 0 1 9 9 5 2 0 0 1 2 0 0 1／1 9 9 0

（1） 国 営 農 場　牛 肉

5 0 ．7 1 4 ．8 2 ．5 －4 8 ．2

豚　 肉 2 3 ，1 1 ．7 0 ，2 －2 2 ．9

羊　 肉 4 3 ．6 7 ．4 0 ．2 －4 3 ．4

鶏　 肉 1 8 ．3 0 ．2
－ －

馬　 肉 4 ，0 2 ．0 0 ．2 －3 ．8

牛　 乳 5 7 4 ．8 1 1 0 ．4 3 6 ．6 －5 3 g ．2

・膵 ・



鶏　 卵 4 6 5 ．6 6 ．9 2 0 ．6 －4 4 5 ．0

羊　 毛 2 7 ．0 2 ．8 0 ．2 －2 6 ．8

（2） 私 営 農 家　牛 肉

8．4 3 9 ．8

豚 肉

羊 肉

鶏 肉

0．2

9 ．4

0．1

1．6

2 0．2

0．S

馬　 肉
3 ．8 14 ．4

牛　 乳
10 1．4 4 5 1．7

鶏　 卵 6 ．9 6 3 ．0

羊　 毛 2 ．5 5．1

（3 ） 自 給 農 家　牛 肉

4 0 ．5 6 1．5 5 6．2 ＋1 5 ．7

豚 肉

羊 肉

鶏 卵

1 7 ．4 2 6 ．0 2 2 ．4 ＋5．0

3 3 ．6 3 7．3 2 3 ．6 －1 0．0

1 5．0 2．4 3．6 －1 1．4

馬　 肉
5．0 4．4 1 3．9 ＋8．9

牛　 乳 6 1 0．2 6 5 2．4 6 5 3．7 ＋4 3 ．5

鶏　 卵 2 4 8 ．2 13 2．9 14 4．2 －10 4 ．0

羊　 毛 1 2，0 9．5 6．4 －5．6

（4 ） 総　 計　牛 肉

9 1．2 S4 ．7 9 8．5 ＋7 ．3

豚 肉

羊 肉

鶏 卵

4 0．5 2 7 ．9 2 4 ．2 －16 ．3

7 7．2 5 4 ．1 4 4 ．0 －3 3 ．2

3 3 ．3 2 ．7 4 ．4 －2臥9

馬　 肉
9 ．4 1 0．2 2 8．5 ＋19 ．1

牛　 乳 1，18 5．0 8 6 4 ．2 1，14 2 ．0 ）

－4 3 ．0鶏　 卵 7 13 ．8 14 6 ．7 2 2 7 ．8 －4 8 6．0

羊　 毛 3 9 ．0 14 ．8 1 1．7 －2 7．3

出典: FOASTAT Database Results, National Statistics

Committee, Kyrgyz Republic

表3．10「キ」国飼料作物作付面積（1990－2001）
1塞悟，1nn㌦トLl

飼 料作 物 199 0 19 95 200 1

ル ーサ ン 34．g 2．8 1．5

イ ガマ メ 10．S 3．1 1．1

そ の他飼 料　小　 計 0．6 0．1 0．2

4 6．2 6．0 2．8

永年 牧草 2 07．0 2 1S．8 186．2

緑飼 ・サ イ レー ジ作物 171．6 7 4．7 14 ，9

放 牧地播 種　小　 計 7．6 10．7 4．＄

3 86．2 304 ．2 20 5．9

合　　　 計 432．4 3 10．2 20 8．7

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic



1．3．2．10農業支援サービス

農業生産の成長を維持するため、農業支援サービス活動の改善が必要である。化学肥

料や農薬、農業機械、補修部品が円滑に市販されなければならない。この分野では国際機関
又は二国間による農業支援サービス援助が大きな役割を担うことになる。

1．3．2．11土地台帳

今後とも農業及び農地改革には種々な問題が想起される。土地貸出法には一層の改
善が必要で、土地と農業改革の正しい情報入手のため土地基本台帳と分析が一貫して行われ

なければならない。農業用地の土地登記のため全国共通システムの導入が必要であり、実際
の土地とリンクして引き続き土地台帳の改善が必要である。

1．3．2．12農産物市場の確立

農業生産者と消費者間には短期あるいは長期契約に基づいた安定的農産物市場の
確立が農業生産の成長に大きな活力をもたらす。同時に、農産物購入の効率的システムと流

通システムの構築が重要である。将来、食料品卸市場が農産物の販売と施設の創生過程で小

規模農民を最大限に巻き込んで「キ」国全土の主要都市に組織される必要が有る。

1．3．2．13経済社会基盤

農村に於ける経済社会インフラの整備が重要である（道路と通信の整備、健康と教育
サービス、安全な飲料水等）。そのため、支援国や国際機関からの投資刺激・促進策が必要

である。相互利益に基づいた都市と農村住民との一貫した協調が農業部門並びに農村地域の
復興に不可欠である。

1．3．2．14「キ」国農業の課題

今後の農業部門の開発は農業生産構造の強化、市場経済に合致した人材の変革と再
訓練、利益の上がる農業を目指した管理と積極的新規技術の導入が必要である。

表3．12にみられるごとく、主要作物である′J、麦の単位収量は周辺ウズベキスタン、
トルクメニスタンに比し低く2．6トン瓜aと世界平均であり、水稲は2．2トン／haと低い。原因

として市場経済への移行により農業資機材の入手が困難になったこと、集団農場が解体され
て急速に増加した中′ト自営農家の栽培技術が未熟なこと、中小規模農業経営の経験不足等が

あげられる。また、社会主義時代には国家計画経済のもと集団農場や国営農場によって農業

生産物のソ連邦による全量買い上げが行われていたが、このシステムが崩壊し農民は農産物

流通情報がないままに仲買人と取引交渉せざるを得ず、農家庭先価格は低く抑えられている。

更に国内市場の規模が′トさい為、売り先不足により農家は生産活動を抑制される傾向にある。
かかる状況の中で農民の所得向上のためには農産物に付加価値を付けることが必要である

が、社会主義時代に稼動していた農産物加工工場の多くは閉鎖され、稼動している工場も製

品の品質は極めて低く、ジュース工場J牛乳、バター、チーズ工場にみられるごとく1世代

前の保健衛生管理下でしょりされている。農民収入の向上を目指し、農業生産生産性の向上
と流通及び農産物加工工場システムの改善が求められている。

表3．11営農形態別平均収量（1990－2001）
蛍イ育・ト二／几只
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（1） 国 営 農 場　穀 物

2．8 0 1．6 8 2．5 2

小　 麦 2．4 0 1．8 4 2．3 8

大　 麦 2．2 2 1．1 8 2．1 2

ト ウ モ ロ コ シ 6 ．2 0 2．8 1 5．10

米 1．7 5 1．3 1 2．6 3

ビ ー ト 15 ．8 9 1 1．3 4 16 ．7 8

綿 2．7 3 2 ．3 6 2 ．4 5

タ バ コ 2 ．1 6 2．0 8 2 ．3 4

油 種 作 物 1．3 2 0．0 8 0 ．8 6

馬 鈴 薯 13．2 0 9 ．2 0 16 ．2 6

野　 菜 18．6 0 8 ．4 0 1 5 ．9 7

メ ロ ン 1 3．0 0 5 ．6 0 1 5 ．4 1

果 実 ・ベ リー 4．0 2 0 ．9 6 1．8 1

葡　 萄 6．3 2 2 ．7 1 2．7 3

（2） 私 営 農 家　穀 物

－ 1．8 9 2．8 4

小　 麦 － 1．8 1 2．5 5

大　 麦 1．6 3 2．0 6

ト ウ モ ロ コ シ 3．6 9 6．1 7

米 1．6 0 2．7 2

ビ ー ト － 2．0 8 1 5．9 7

綿 － 1．9 9 2．6 2

タ バ コ 2．10 2 ．5 0

油 種 作 物 0．2 7 0 ．9 9

馬 鈴 薯 9．9 0 16 ．0 8

野　 菜 － 1 0．3 0 17 ．16

メ ロ ン － 6 ．7 0 16 ．5 3

果 実 ・ベ リー － 0 ．8 1 3 ．2 7

蕃 i 茹 1 4 q l●

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic

表3．12主要小麦生産国収量比較
単位：トン／ha

生 産 国 1 9 6 1 ～ 6 5 1 9 7 4 ～ 7 6 1 9 7 9 ～ 8 1 1 9 9 2 2 0 0 2

カ ナ ダ 1 ．4 1 ．S 1 ．8 2 ．2 1 ．7

ア メ リ カ 1 ．7 2 ．0 2 ．3 2 ．7 2 ．4

ア ル ゼ ン チ ン 1 ．5 1 ．6 1 ．5 2 ．2 2 ．2

中　 国 0 ．9 1 ．6 2 ．0 3 ．3 3 ．8

イ ン ド 0 ，8 1 ．3 1 ．5 2 ．4 2 ．7

パ キ ス タ ン 0 ．8 1 ．3 1 ．6 2 ．0 2 ．3

ト ル コ 1 ．1 1 ．5 1 ．9 2 ．1 2 ．1

フ ラ ン ス 2 ．9 4 ．1 5 ．0 6 ．5 7 ．4

ド イ ツ 3 ．3 4 ．4 5 ．0 6 ．0 6 ．9

イ タ リ ー 2 ．0 2 ．7 2 ．7 3 ．6 3 ．0

英　 国 4 ．0 4 ．4 5 ．7 6 ．9 8 ．0



／レー マ ニ ア 1．5 2．3 2．5 2．2 2 ．0

オー ス トラ リア 1．2 1．4 1．3 1．6 1．0

カザ フス タン 1．3 1．1

紳 牽萎

ウズベ キス タ ン 1．5 3 ．2

タ ジキス タン 0．9 1．2

トル クメニ ス タン 1．9 2 ．8

世 界平 均 1．2 1．7 1．9 2 ．6 2．6

出典　FAO Production Yearbook, 1976, 1984, 1998, 1992, 2002

2．地域農業の特性

地方分権化が進んでいるが不均一でバランスを欠いた地域開発は全国に貧困を拡大する

原因となっている。不均一な地域開発は地勢、生産基盤の相違、資源・通信・情報サービス
への接近の容易さに起因している。現行所得税の徴収構造・システムは「キ」国名地域の内6

州に結果として補助金助成をしていることになる（添付資料「3．6キルギス共和国行政区分」

参照）。表3．13にみられるごとく公式登録失業者をみても地域により大きな差異が生じてい
る。

表3．13地域別登録失業者数

地 域 19 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

¥J aln -A b a d 2 1.1% 19 .0 % 1 8 .7 %

(2 ) Issy k -K u l 8 .8 % 7 .7 % 8 .3 %

(3 ) N ary n 9 .3 % l l.4 % l l .8 %

O sh 2 2◆9 % 1 5 .1% 1 6′3 %

iT a las 3 .5 % 3 .3 % 3 .0 %

iC h u i 13 .9 % 1 7 .5 % 1 6 ▼0 %

(7 ) B atk e n 7 ,7 % 9 .1%

B ish k e k 2 0 .6 1 8 .4 % 1 6 .9 %

合 計 54 .7 4 9 人 5 8 .3 2 9 A 6 0 .5 2 2 A

出典: State Agency for the Registration of Rights to Immovable
Property, Kyrgyz Republic

地域別にみた農用地面積はチュイ州が最大で次いでオシ州、ジャララバッド州となって

いる。個人農家の州別平均営農面積は全国平均4．Oha／戸であるがイシククル州の25．1ba／戸、

ナリン州の9，2ha／戸が突出している。

表3．14州別農用地面積
単位：1、000ha



うち農 地解 放地 124 ．9 10S．2

オ シ 357 ．0 2 52．9

うち農 地解 放地 269 ．3 189 ．8

ジ ャ ララバ ッ ド 203 ．0 ．196 、3

うち農 地解放 地 156 ．3 151．g

バ トケ ン 89 ．3

うち農 地解放 地 66 ．2

キ ス ギス全 土 1，5 14．7 1，439 ．6

うち農 地解放 地 1，172．3 1，109 ．2

出典: Republican Center for Land and Agrarian Reform
KWgyz Republic

表3. 15州別平均営農面積
単位: 1.000ha

州 19 9 5 2 0 0 1

l タ ラ ス 州
l 個 人 農 家 2 7 ．3 6．1

協 同 組 合 7 9 5 ．0 3 02 ．0

1，0 0 1．0

2 8．0
合 弁 企 業

国 営
1．3 7 ‡．0

：チ ュ イ 州

個 人 農 家 12 ．S 6．6

協 同 組 合 5 S S．0 9 ＄1．0

9 9 3 ．0

5＄．0
合 弁 企 業

【 国 営

1，4 9臥0

イ シ ク クル 州

■ 個 人 農 家
3 6 ．7 2 5 ．1

l： 協 同 組 合 2 ，4 4 0 ．0 2，12 8 ．0

3も2 ，0

6 9．0
合 弁 企 業

国 営
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2．1イシククル州

「キ」国東端に位置し、人口41万5，500人、面積は43，100kdで農業に適した土地は10％、

カナダ社との合弁会社KumorGoldCompanyによる金鉱山があり、一人当たりGNPは2001年
現在172USDと「キ」国全体平均の半分強と低く極貧困層は21．3％、2001年現在一人当たり

年間所得は8，325．3ソム（金産出額を除くと5，975，3ソム）、旧ソ連邦の保養地であった“天山
山脈の真珠“と呼ばれるイシククル湖（暖かい湖の意、標高1，607mに位置し南米のチチカ

カ湖に次いで世界第2の山岳湖で、出口のない1，73‡撼中央アジア最大の貯水湖、最大幅60

加・最長はOk恥表面積は6，236k虚でアラル海に次いで第2位、水深も6，23血1でバイカル湖に
次第2位）を始めとした観光資源に恵まれた地域である。2002年9月ナタエフ首相令により組

織された「アガハン程言の実現の為の観光開発委員会」の活動の一環として、2002年11月に
イシククルリ帖こおいてr観光開発の為の会議」が開催されており（刀CAもメンバーの一員）

観光開発を重点に置いた地域開発に着手している。同州は現在次のような問題を抱えている8
産業育成、投資促進に関する政策が不十分であり、地理情報について旧ソ連邦下で作成され

た紙ベースの地図しか存在していない為現状の土地利用状況を把握出来ていないばかりで

なく、将来的な土地利用計画を作成出来ない状況にある。「キ」国の有する最もポテンシャ
ルの高い天然資源の1つともいえるイシククル湖周辺の環境保全基準が規定されておらず、

不用意な開発により環境破壊が拡大する恐れがある。GDPは全国GDPの17．0％（金産出を除
けば7，9％）。

イシュククル州に於ける主要農産物は穀物、馬鈴薯、ビート、野菜・果実であり、全国

総生産量の16．5％穀物、36．0％馬鈴薯、6．3％野菜・果実を産出している。5，165の小規模個人
農家と企業農業が登録されている。中期的には穀物、馬鈴薯、野菜、果実の生産と輸出拡大、

補修整備作業が“ジョン”と“ジュレイ”サイトで実施されており、26．5千ヘクタールをカ

バーする21の潅漑利水協会が設立されている。



ボ ックス （1）イ シククル州カラコル近郊農民 グループ活動現況

農民 グループ Ttikash C oop “Y n呼m ak” “Luch” “U lar”

Fam ers G roup F arn ers G roup F arm ers G roup

設立年 1996 199 5 無登録 200 2

メンバー数 20農家 、4農家

親戚

12農家、65人 1農家 3農家 12人

営農面積仏わ 30 47 30 7

雇用員 3名 無 し 6人 無 し

グループ活動 無 し 無 し 無 し 無 し

家畜飼養頭数

肉 牛 20頭 25頭 ー －
乳　 牛 5頭 15頭 － 8頭

羊 150頭 130頭 － 50頭

馬 5頭 23頭 － －
鶏 100羽 － 100羽

豚 － 10頭 －
農産物販売 ′J、麦、／小麦粉 バザールへ持

ち込み

仲買人 バザール

収　 益 511ソム／潅漑 ？ 20万 ソム（無 M C より270

小麦 一年 －ba 借金） 万 ソム借入

直面す る問題 a．機械化

b．生産資金

C．低販売価格

a．低販売価格

b．機械不足

C．低 品質種子
d．多雨

a．税金 a．生産資金



ボ ックス（2）イシククル州 カラコル近郊農民グループ活動現況

農民グループ “Sheri kteshn “Sydigab ” “Ibrai” “K alys”

農民 グループ 農民グループ 農民グループ 農民 グループ

設立年 ？ ？ 登録無 し （フ

メンバー数 7農家、32人 5農家、37人

全員親戚

1農家、4人 3農家、 14人

営農面積（叫 16 2 1 26 3 0

雇用員 無 し 無 し 4人 6～7人

グループ活動 無 し 無 し 無 し 無 し

家畜飼養頭数

肉 牛 8頭 6頭 15頭 13頭

乳　 牛 3頭 4頭 4頭 7頭

羊 2 1頭 15頭 60頭 80頭

馬 3頭 4頭 10頭 8頭

鶏 20羽 － 30羽

60羽

20羽

豚 － ー －
七面鳥 50羽 － 10羽

山羊 6頭 12頭 50頭 4頭

農産物販売 カラコルへ 肉牛は80k m 先

の トクモクへ

バザールへ バザールへ

収　 益 馬鈴薯 ：500＄ 年 間3万ソム 年 間4．5万 ソム 年 間6万 ソム

小麦 ：1，00 0‡ KA FC融資 6万 ソ

ム

クレジッ ト無

直面す る問題 a．機械 の更新 a．機械更新 a．機械不足 乱機械不足

b，ヤ ク購入資金 b．生産資金不 も．潅漑水不足 b．優良種子不

C．政府支援無 L

d．融資取得困難

6．チ ップ工場

足 足

C．肥料高値

登録のいかんに拘わらず既存の協同組合や農民グループによる共同活動は皆無であ

る。農地配分の圃場形態により、作業の不連続によるコスト上昇を避けるため、グループに
よっては農業機械による連続作業が行われているに過ぎない。



ボックス（3） イシククル州に於ける農産加工産業の現況

農産加工会社 JSC “Jemi sh” uILFA Tn L td． “K oprom seⅣice”Ltd．

設立年 1991 2000 199 1

資本金 1千万ソム 623，200ソム、仲間6人

主要製品 ジュース、ジャ ニシン等魚缶詰、 14種ジュース （リンゴ、

ム、ワイン、ウオ

ッカ、リキュール
（杏、 リンゴ、チ

ェリー、梨、イチ
ゴ）

燥製 葡萄、 トマ ト、ミック

ス、野性ベ リー、桃，

アプ リコット、チェリ

ー）

工　 場 15ba、 真空パ ック1台 トラック2台所有、機材

はイスラエル製

処理能力 15 トン／日 夏2 トン／日、冬5 ト

ン／日

3 トン／日

全従業員数 105人、 うち工場

職員15人

15人、うち3 人は

店勤務

32人

原材料調達 自社巡回現地調 海魚 一ロシア ・ウ a．自社巡回買い付け

達、500ha自社農 ラジオス トック b．農家持込の2 法

場有 り（300ha借 （ノボシビルスク 26ha自社農場有 り、リ

地、リンゴ、馬鈴 ／鉄道⇒会社／トラ ンゴ300 トン （25 トン

薯、小麦）、250

－300頭ヤク牛飼
養

ック）、川魚 －3

種現地、

／ha一古木）

ヽ

販売先 ビシケクが主市 カラコル、自社店 50％アスタナ／カザフ

場、バザール、店 及びバザール へ、10％ロシアへ、40％

ビシケクへ，自社で輸

送

売　 上 3百万 ソム／年

300 トン

500万ソム／100 ト

ン／年

500万ソム

利　 益／年 4万ソム

直面する問題 a．保健衛生法無

L

b．包装材

C．電気 ・輸送料高
い2百万ソム／

年

d．

a．資金不足

その他 a．商銀より200万 a．「キ」国に魚業者 a．M C より150万ソム
ソム借入れ、金 2社あり、他社は 借入れ、金利32％（商

利29％、毎月返 在 ビシケク 銀金利46％、2002年

却（材料、機材 b．無借金　 20％、2003年 18＆）

購　　 b．瓶詰のみ、テ トラ計

入費）　 画中

b．ジュース純利6　 C．U S‡500～＄00／15 ton ト

ソム／リットル　 ラック



C．テ トラパ ック d．30 ソム／リッ トル ー1

「キ」国に無 し、 本

l リッ トル瓶 － ¢．瓶は在 トクモ クのチ

6 ソム、3 リッ ト ユーブラス社よ り購

ル瓶 一15 ソム、 入、キャップは ドイ

蓋 一1．5 ソム、

ラペル ー0．5 ソ

ム

d．通い箱 （金網、

プ ラスチ ック）

e．2K R による トラ
クター （ベ ラル

ー シュ製）及び

コンバイン （フ

ィンラン ド製）
購入

ツ、チェコより調達

2．2　タラス州

ダラス（約束された土地の意）州面積は11，445．9砧、人口は201，800人（全人口の4．2％）

で人口密度は全国で最も希薄、肉、牛乳、羊毛の生産が増加している。2001年現在貧

困率は67．3％、一人当たり年間収入は4，447．朗ソム、全国GDPの3．8％を産出。主産業は農産
加工業である。

主たる農業生産物は穀物、ビート、馬鈴薯、野菜、タバコ及び油種作物。新たにフレンチ・

ピーンが有望作物として導入されつつある。農業生産は過去10カ年間で10％増加した。収量

の増大、未耕地の開拓及び潅漑システムの改善により引き続き生産増は維持できる。琳
嶺蜘㈱頗敲繊細船。タラス州のカザフスタン及びロシア向
け農産物の輸出は多いに期待出来る。地域交易改善の為、道路（Tar妃／カザフスタンーTalas－

Suusamyr）が整備されつつある。地方道路の整備拡幅、通信サービスの整備が必要である。
又、カザフスタン経由貨物の行政的苦情の解決が急がれている。

2．3　チュイ州

チュィ、ダラス、首都ビシケクからなるMallaS（神聖な土地の意）地域の1州で、チュ

イ渓谷がある。面積は20．2k撼（全土の10．1射、全人口の16．1％が居住。全州の中で最も開発
が進んでいる。温和な気候で、天然資源も豊富で他州に比し生活水準は高い。2001年現在、

貧困率は29．2％、一人当たり年間所得は10，965．8ソム。当州のGDPは総GDPの21．2％、総農業生

産額の63％、総工業生産額の31．2％を産出。近年EBRDの支援により中央アジア初の板ガラス生
産工場、綿糸生産工場、皮革工場の整備が完了し、稼動し始めている。更に、中国政府の借

款により製紙工場が建設された。

野菜、果実、肉、ミルク、羊毛、皮革及び綿等農産物加工産業は未だ低水準にある。当

州の有力開発産業は食料、軽工業、非鉄金属、機械、建設資材等が上げられる。潅漑面積は
32％で、農業分野は上手く開発され、ビート、穀物、野菜、果実等の主要生産州を形成して

いる。恵まれた気象条件と潅漑水が農業生産を押し上げている。更に、肉牛肥育（全国総飼

養頭数の20％）が重要で、肉、ミルク、革の生産・加工が開発されようとしている。ADB支援



による農村開発・農村金融組織計画、世銀借款による農業サービス支援（農村金融－2、潅

漑網整備、圃場潅漑）の実施により農業生産は一層の成長が期待される。これらの計画の下
で41のクレジット・ユニオンと54の潅漑利水協会が結成された。企業農業と個人農業に必要

な農業機械，種子、肥料の供給、農産物の流通販売に立ちはだかる問題は協同組合の協力及

び新規組織化に基づき解決されるべきである。

2．4オシ州

パミール山脈の麓に位置し、オシ、フェルガナ及びアライの3渓谷がある。去る2000

年には3000年記念を祝った。面積は全国総面積の14．6％を占める29．2kd、全人口の24．5‰2001

年現在の貧困率は56．1％。一人当たり年間所得は6，933．1ソム。GDPは全国総GDPの11．7％を産

出。工業部門は6．1％及び農業部門が17．9％。繊維を主とする軽工業が主流で代表的企業は

Aravan県のJSCTekstilschik，JSCOsh－Jibel，JSCAk－Bula、Kara・Suu県のJSCAk－Altynが稼動し

ている。他方、農産物加工産業としてはパン製造、リカー、肉、酪農製品、タバコ、小麦及
び雑穀等がある。

当州の経済は農業に依存している。主要農産物は穀物、綿、タバコ、野菜、果実及び
油種作物である。畜産業は有角牛、山羊・羊である。全国飼育頭数の23．3％の乳牛、22．6％

の羊・山羊が飼育されている。遅いながらも確実な飼養頭数拡大の潜在力があり、近代的生
産技術の導入（例えばプラスチックカバーによる綿の栽培）が必要である。州内農産物を原

材料とした小規模企業の設立・開発が期待される。

2．5ジャララバッド州

一般には“SouthKyrgyzia”と呼ばれている。アレキサンダー大王ゆかりの地。人口は

全人口の18．3％、面積は33．7k瓦貧困層は全国平均より高く55％、「キ」国総GDPの14．2％をカ
バー。100社以上の企業（電力、電子、衣料、靴、石炭・鉱産物、農産物加工）が稼動中で

工業先進州の1つ。農産加工は27社で綿、タバコ、野菜・果実缶詰、リカー、ワイン、飲料
水、ミネラル水、小麦粉、パン、菓子、肉・酪農製品及び野菜油を生産。2002年には野菜・

果実缶詰、天然ジュース、乾燥果実、ジャム工場が設立された。キルギスートルコ合弁会社
による野菜油の生産も計画されている。

農業部門は穀物、綿、タバコ、馬鈴薯、野菜、葡萄が主たる栽培作物。畜産は全国の16．5％
の肉牛、15．6％の羊・山羊が飼育されている。世銀“潅漑計画”支援により41の潅漑水利用

協会が設立され、今後8，659haの潅漑が計画されている。更なる成長のためにはウズベキス
タン、カザフスタン及びロシアへの輸出が不可欠で周辺諸国との貿易障壁の除去が必要であ

る。果実が豊富（リンゴ、ナシ、プラム、サクランボ、杏、葡萄、ピスタチオ、黒ベリー、

ラスベリー、デーツ／Unabi、栗hheGreeknut等）

2．6ナリン州

ナリン州は全土の22．6％、全人口の5．2％が住んでいる。大部分の州地が山岳のため人口

密度は低い。2001年現在貧困層は全国で最も高い70．4％を占めている。州内の町の貧困率は

州内村落より高い。同年の一人当たり年間所得は全国平均の約半分5，018．8ソムと報告され
ている。住民の生活水準の低いことと恵まれない自然・気象条件から開発の促進が急がれて

いる。ナリン州の全土が海抜1，500m以上の高地にある。州のGDPは全国総GDPの4．1％。今後の

工業開発はAl－Ulakに於ける露天振り石炭と輸送用鉄道（Bakykchy－Kochkor－Kara－Keche）が期
待される。

一30－



農業は穀物、馬鈴薯、野菜が主産物である。当州の農業開発は耕種作物の生産拡大であ
るが可耕地面積の狭さと自然・気象条件から限界がある。広大な放牧地に恵まれていること

・工工豆圭・・∴∴二芋芋芋：∴∴
境貿易、観光開発も期待が出来る。

2．7バトケン州

前のオシ州から3県が分離し1999年設立。面積は17，000平方マイル、人口は全人口の8．略。

州人口の41，2％が貧困層。mPの支援により州政府の行政能力向上に努めている。2，776名
をカバーする92共同体が組織されたb州のGt）Pは「キ」国GDPの3．8‰工業部門が1．9％、農業

部門が6．1‰大企業9社で水銀、アンチモン、石炭を生産。主要企業はJSCKadam】dA血血ony

血dl描出dCompex，JSCTorトGdpVX，Ky可1・粘叩Tobac00Feme血EgFadoⅣ及び葡萄・タバ
コ・トマトを加工するA訂Oplast農協。

農業部門は換金作物（タバコ、綿）、穀物（小麦、コーン、米）、果実（葡萄、杏）が

主作。中期的には未耕地の開拓と収量の増大により年率7％の成長が期待出来る。畜産（乳牛、

ヤク、羊、山羊、家禽）が営農されている。全国飼養頭数の10．6％の乳牛、11．6％の羊・山羊
が飼われている。クレジット・ユニオン、K肝C及び種々の国際基金により生産者向け金融サ

ービスが行われている。世銀支援により21海軟水利用者協会が設立された。ドイツ政府が農
産物加工産業の振興を支援している。バトケン州の開発と貧困腐和に立ちはだかる問題点
は：

一低い一人当たり収入

一清涼飲料水入手が困難
一未開発な基盤とサービス

一大消費地から離れている
－潅漑水不足

一農産加工業が未発達
一企業の運営能力及び資金不足

2．8首都ビシケク

ビシケクは「キ」国の首都であり、政治、行政、科学、技術及び文化のセンターであ
る。大型企業と高等教育機関がここに集中している。全人口の15．9％が集中しているが毎年

都市への人口流入は増加し∴更にシェアは高まっていると思われる。2001年現在の貧困率は

29．5％で「キ」国で最も低い。一人当たり年間所得は28，445．2ソムで全国平均の2．8倍と高い。
GDPは総GDpの24．3％。主要産業は食品加工（ビシケク総産業産出額の33．1％）、電力（22．6％）、

機械・金属（12．7％）、軽工業（6．3％）である。ビシケク自由経済特区で17％が産出されて

いる。主たる企業はJSCReemtsma－Kyrgyzstan（年間80億本の紙巻タバコを生産）、JSC
Bishkek－Syut（チャーズ、コ、一一グルト等の酪農製品及び果実ジュ・－ス）、外資によるJSC

AvtolnaSb、フィリップ社との合弁JSCElekkObは血k及びmevFactolY取舷tordetal、外資と

の合弁会社JSCA血OAssenblyPhmt（農業用小型トラクタ）、ドイツクローン社との合弁会
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技術が生産コストを跳ね上げると共に商品の競争力を伴っている。
3．農産物生産・流通インラフ整備状況

3．1輸送インフラストラクチャー

農産物の生産流通に大きく影響するrキ」国の輸送インフラは歴史的に自動車輸送体系

となっている。車両・設備の老巧化が激しく、道路補修体制の不備や部品供給・補修体制に

問題がある。輸送手段別貨物輸送量は次の通り：

表3，16貨物輸送量

単位：百万トン・km

輸 送手 段 19 92 … ●

トラ ック ■1，029 ．0 193．3

鉄 道 1，58 8．9 4 80．6

水運 60．＄ 5，9

航 空 222 ．2 10 1．7

合　 計 2，900．9 7 8 1．5

出典: IMF資料.･ :キルギス中銀: Bulletinofthe

National Bank of the Kyrgyz Republic国家統
計委員会: Kyrgyzstan in Figures

3．2　道路

「キ」国の道路網は総延長33，739km（運輸省が管轄する相，739kmの国道と州政府が管理
する地方道路15，000km）であるが、老朽化が激しく円滑な交通・輸送の妨げとなっている。

3●3　鉄道

北部イシククル湖畔のバリクチから首都ビシケク経由カザフスタンのルゴバヤに至る
340kmとウズベキスタンと連絡しているフェルガナ盆地の110kmに過ぎない。「キ」国鉄道

は運輸省管轄のキルギス鉄道局により運営されている。尚、ウズベキスタンのアジジャンか
らキルギスのオシ、カザルマン、トリガルトを経由して中国のカシュガルへ抜け、ウルムチ

に至るトランス・アジア鉄道とビシュケク向け石炭輸送を目的としたカラギチェ炭田からパ
リクチヘ至る路漆の新線建設が計画されている。

3．4航空

「キ」国にはビシケク（マナス空港）とオシに国際空港があり、ジャララバードとカラ

コルの2ヶ所に地方空港、その他19ヶ所の小規模飛行場がある。航空に係わる全業務は国

営の“KAJ”（キルギスタン・アバ・ジョルドル）が運営している。最近は民間の航空会社
も参入しつつある。

3．5　通信

通信事業は通信省管轄の国営キルギス電話公社（キルギス・テレコム）が管理運営して

いる。一般電話回椀は1996年時点で365．9千回線で74％が都市部回線で農家回線は19％に

過ぎない白　又、国民千人当たりの回線数は1996年現在、郡市135回線、農村23回線、全国平
均62回線と報告されているa　世銀とEBRDによる通信インフラの整備計画が進行中である。
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郵便事業はキルギス郵便公社が、又放送事業は国営キルギス・テレラジオが運営している。

3．6電力

豊富な水力を生かした水力発電が盛んである。「キ」匡【内には水力発電所が主要18ヶ

所と無数の小規模水力発電施設があり、合計発電容量は2，740MWと報告されている。又、
ビシケク、オシには合計2基の火力発電所があり、合計容量は720MWとなっている。ウズベ

キスタン及びカザフスタンとは政府間売電契約のもと電力輸出が行われ、貴重な外貨獲得源
となっている。

4．有望な直接投資農業分野

4．1有望投資部門

「キ」国直接投資促進センターは今後有望な農業分野への直接投資先を次の様に推奨し
ている。

4．1．1家禽産業

国際的な家禽産業の経験から、家禽産業は畜産業の中でも最も成長性が期待出来る産
業である。商品価値が高く又利益性が高いa「キ」国の家禽産業は効率的投資により、3～5

4．1．2ヤク増殖

4．1，3　山羊増殖

キ／レギスダウンやキルギスウーリー等在来種は山岳条件に適し、生産性（カシミヤダウ
ン、モヘアウール、皮革、羽毛、皮膚及び肉）が高い。山羊乳はダイエット及び薬用飲料と
して需要が増大している。乳用家畜の増殖には大きな生産投入財の必要が無い。更に、乳用
山羊は生産性が高く、成長が早く、他の家畜に比し体重があり、安価な肉を生産することが
出来、高い利益率が期待出来る。

4．1．4綿

綿はOsh及びJalaトAbad州の利益の高い伝統作物である。ソ連邦崩壊により大規模農場
は小規模農家に分割され、綿栽培農家は生産の国難性に直面し、多くの鹿家が種子、燃料、
肥料等の入手困難に直面している。

4．1．5穀物

基本作物である小麦は全国で生産されているが主産地はChui，Issyk－Kuk及びOshの3州
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であり、近年は生産が需要に追いっかない状況にある。生産資金不足により、多くの農家が

あるべき生産技術システムに従うことが出来ず、低い収量にあえいでいる。毎年20万トン以
上の小麦を輸入せざるを得ない。最新技術が導入されれば利益は2～3倍に増大出来る。内需

の強さから高い投資利益が期待出来る。

4，1．6大豆

大豆油の需要が大きい。現在Chui州では3，500ヘクタールに拡大し、油糧種子は

Kala－Suu工場へ販売されている。大豆の増産により野菜油の需要に応えることが出来、更に

品質の高い飼料の生産を増大することが出来る。輸出も期待出来、より高い生産技術が導入

されれば高い利益が得られる。

4．1．7砂糖大根

過去2カ年間砂糖大根収穫面積は20～25千ヘクタールに減少している。収量はChui渓

谷で200tonnla、Talas州で250tonnla以下と低い。JSC“Koshoi”とOJSC“Kaindy－Kant”両社
合わせて60万トンの生産能力があるにも拘わらず過去2カ年間の集荷量は30万トン以下に留

まっている。低い収量と処理量の原因は砂糖会社の農民向け生産支援物資供給の低さと砂糖
会社の資金不足が挙げられる。近代生産技術の導入は無く、高い生産費となっている。適正

な生産資機材が導入されれば収量は35恥370トン／ヘクタールに高めることが出来、60～70万

トン処理も可能となる。

4．1．8馬鈴薯

馬鈴薯は「キ」国で第二の基幹食糧である。過去3カ年間馬鈴薯生産は増産された。

しかし保障無菌種子試験システムが無く、北部3州の馬鈴薯主産地（Issk－Kd，Chui及びNa叩

州）でJSC“Chon・Kemin”やIssk－Kul試験場、“Chelpek”が馬鈴薯種子を生産しているが資金
不足、組織問題及び技術の遅れから馬鈴薯生産農家の需要を満たすことが出来ないでいる。

馬鈴薯生産面積は現在70～73千ヘクタール、馬鈴薯種子の播種量は4tol班Iaで年間種子必要量
は280～300千トンに達する。早急な無菌種子の生産と再生産技術の導入、無菌馬鈴薯種子営

農システムの導入が急がれている。加工量は全生産量の2％以下と低迷している。チップ、
加工食品、澱粉等の需要は増大している。

4．1．9ハリコット・緑豆加工

隠元豆及び緑豆の生産はTalas及びNaryn州で拡大している。収穫全量は加工用原料
として低価格にて輸出されている。付加価値を高め、増収を期待する国内加工の組織化は充

分可能である。又、このような作物の缶詰野菜や幼児用食品製造への投資が必要である。

4．1．10　ミルク

乳牛の品質や選別法は改善されつつあり、又増産もされている。しかし、かなりの量

の牛乳が加工なしで原材料として輸出されている。牛乳加工施設は南部地域で不足が著しい。

例えば、Osh，Jalal－AbadあるいはBatken州には硬質チーズ、牛乳貯蔵及び幼児用食品生産が
可能な企業が無い。

4．1．11杏及び葡萄

「キ」国は基本的に農産物あるいは一次産品の生産国であり、農産物の流通は地元中
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心である。生産者が農産物を販売できるよう全国又は地方の市場を整備する必要が有る。
「キ」国南部のBatken州には豊富な種類と高い品質の杏及び葡萄がある。加工乾燥問題を除

けば高い品質のジュース、ジャム及び葡萄酒（現在は生産されていない）の生産に適してい

る。乾燥香クラガ（Kuragわの需要は内外ともに高い。クラガ輸出は未だ極小で投資チャンス
は充分に期待出来る。輸出促進により生産コストの20％の利益が期待出来る。

4．1．12野性果実と木の実

「キ」国には生態的に生鮮な野性果実及び木の実（栗、ヘビノボラズ、クロウメモド

キ、クロスグリ等）が豊富に生えている。しかしながら、例えばIssyk－KulやJalal－Abad州で
は加工量に反映されていない（加工量は5％以下）。一時貯蔵にはさしたる問題はないが乾

燥、加工、簡易包装、包装が出来る安価な移動型河口プラントの導入が必要である。更に、
加工企業は資金不足に苦しんでおり、この分野への投資が加工量の増産と隙間市場を狙った

輸出に必要である。

4．2直接投資実演

農業は「キ」国経済の重要分野であり、2001年現在GDPの37．2％、食糧加工は全産業生

産額の22％に達している。主農産物は穀物、多様な野菜、綿及びタバコがある。農産加工分
野には缶詰、包装等多くの投資機会がある。2002年現在外資投資件数は鉱業4件、運輸・通

信3件、石油エネルギー5件、電子3件、機械・板金5件、軽工業3件、薬品・化学2件、観光7
件、建設6件の38件である。農業・農産加工部門での実績は次の通り：

表3．17農業・農産加工部門新規投資

事 業 内容 「キ」 国参加 会社 事 業費

1．肉牛 ・豚 の増 殖 ・生 産 M yrza／C hu iv alley，JSC ”B ishk ek Sut

“，JS C ”V im m B illD an”，P L C

“E delw eiss”

U S‡182，644

2．バ トケ ン地域 山羊増 殖 開発 バ トケ ン地域 山羊増 殖協会

バ トケ ン州 の気 象 はB ay shan種 山羊 に

最 適。年間2 00gr／頭 の肉 を生産 、現在

の 国際価格 はU S‡14 0－150此g，U S＄2 5／

頭 の純益 を 目標 とす る。 市場は 中国

U S＄5．3 m il

3．毛皮 生 産 V G S “R om an ov ka／C h ui

四足動 物産 業 の拡大 ・近 代化 、優 良肉

食 動物 （ミンク、銀狐 、青狐）の復 興、

国 内外 向け毛皮 の販売

U S＄90 0，000

4．ホ ップ の栽培 ・生産 “K ulkim ak”L td．／V illage S aruu，

Issy k－K uk州 、7 0ha，市場 は 国内5 0－60

トン、カ ザ フ10 0 トン、 ウズベ ク120

トン、そ の他 26 0 トン

5，薬 草 か ら薬 品製造 HG alenfr am ”Ltd／B ish kek 及 び C hu i

州 、”M edicine－South”L td／O sh，O sh

州 、シル クか ら外 科用糸 製造、羊 毛の

活 用

6．塩 精 製 工場 の建 設 “E X b・atuz”L td．汀 okutogul ，B ishkek

及 び C hui州 、輸 入代 替塩 の生産

U S＄1．6 m il
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7．食塩 ・苛性 ソーダ及び液体塩素の “Sham Shy kal”汀oktogul，Jalala－A b ad U S＄462．9 m il

生産 州

8．乾燥果実の生産 “M 皿”Ltd．，アプ リコッ ト、乾燥果実、

桃、 リンゴ，梨、その他

市場は ロシア、カザフ向け

U S＄70，000

9．天然ジュースの生産 “Torg－G ul ”Ltd．／C hon－Talaa－B atken

葡萄 ワイ ン3，000 トン／シーズン

U S＄35 0，000

10．野菜食用油の生産 “CA P IT A L＋C ”L td．／B ishkek －Chui

州、260 トン／年、原料はsapod ila

種 ヒマ ワ リ、 コー ン、大豆及び綿実

U S＄130，00 0

11．砂糖精製工場 の整備 JSC “K oshoi”／C hui V alley，20－30万 トン

／年、 「キ」国の砂糖生産会社

JSC ”B ak ai”，G A O “K A N D Y －K an t”，

A K －K U U （corn

打ocessing）は全 て粗糖生産のみ。

U S＄6 m il

12．砂糖工場の新設 JSC “A K ・K U U ”／Su zak，Jalal－A bad

州 、原料は砂糖大根、施設はフランス

製D elep lank an d K ”

U S＄1．92 m il

13．砂糖工場の新設 JSC “A k－B ul ak”rrup，Issy k－K ul州、

Tup，P jety －O guz ，A k－Suu地区は気候、

土壌が根菜作物栽培に最適。

U S＄1．5 m il

出典：「キ」国直接投資促進センター

5．今後の問題点

5．1営　農：

市場経済に基づいた農家の再建には営農面で多くの困難がある。急速な個人農家の創出

は中央政府により農業生産投入材の出荷と生産物の受け入れが約束され、雇用が保障されて
いた旧計画経済から何の約束のない農地の運営に置かれることになったという深刻な挑戦

をもたらした。多くの協同組合は民営化と所有権の構造が変わったにも拘わらず旧ソ連邦の

営農スタイルそのままが保持された。個人農家は生産者として、又は事業主として生産、経
営、流通等あらゆる面で自ら決断しなけらばならないこととなった。彼らのこれまでの経験

は営農全ての経験不足からしばしば限られたもの、特例的なものとなった。このように営農、
技術能力、再建は不透明な中に置かれ、個人農家や組合はますます強化される競争市場原理
の中でどのように活動すべきか学び続けなければならない。

5．2正規クレジットの取得

主要作物の2001年作付面積は100万haで、5千万ドルの年間生産活動資金が必要である。
農業及び農産加工業への商業銀行の融資額は2001年12月31日現在38．9百万ソム（0．S百万ド

ル）に過ぎない。商業銀行の農業分野向け融資能力と融資意欲は限られたものである。世銀

の支援を得て1997年に設立されたキルギス農業融資公社を含め代替融資方策が実現された

（1999年6月から世銀“農村金融計画ⅠⅠ’’による15百万ドルの協調融資が参加）。近年公社

の農業分野への融資が2001年には商業銀行による農業部門への融資額の10倍以上の450百万
ソム（9．4百万ドル）に進展した。他の農村金融源として非政府組織により進行されている

小規模クレジット計画も著しく進展した。アジア銀行はクレジット・ユニオンによるクレジ

ットの門戸を広げる為支援している（アジ銀借款第1529－KGZ（SF）農村金融組織化計画）。
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持続的農村融資サービスの成否は今後とも注視が必要である（添付3．24商業銀行セクタ一別
融資推移（1996～2001年）参照）。

表3．18商業銀行セクタ一別融資残高推移（1996～2001年）

融 資 セ ク タ ー 19 9 6 2 0 0 0 2 0 0 1

農　　 業 6 ．7

2 ．7

2 2 ．7

4 ．9

3 8 ．9

6 ．0

工　　 業 10 ．2 6 5 ．9 13 4 ．1

建 設 ・不 動 産 16 ．0 3 0 ．5 2 5 ．5

運 輸 ・通 信 2 ．0 12 ．9 1 0 ．0

貿　　 易 6 3 ．1 5 1 ．7 1 4 2 ．4

そ の 他 民 間 企 業 向 け 6 6 ／7 12 5 ．5 1 3 5 ．1

そ の 他 8 5 ．4 14 8 ．＄ 1 6 8 ．1

融 資 残 高 合 計 2 5 0 ．1 4 5 9 ．0 6 5 4 ．2

出典: National Bank of the Kyrgyz Republic

5．3農業生産資機材及び農産物の流通

隣国ウズベキスタンに於ける支援農業生産投資材がウズベク農民に政府補助による肥

料を使用せず、転売により儲けさせている。入り組んだ国境が安価な肥料や燃料の近隣諸国
からキルギス向け密輸を助長している。肥料等農業生産資機材の安価な価格によりキルギス

農民向けの不正交易をもたらしている。これら安価な肥料つまりは外国からの補助金からキ
ルギス農民は真の利益は享受できないし、ウズベク政府は市場改革を目指して価格政策を改

善する可能性がある。かかる裏取引はキルギスの登録済み正規の個人業者に輸入農業生産資
機材の値引きという深刻な挑戦をもたらしている。不平等な課税強化は企業の公正な業務を

阻害している。「キ」国内市場における密輸肥料や燃料に占める確かな量は把握出来ないが、
農民や業者の聞き取り調査によれば非公式ルートによる肥料の農民による実質国内使用量

は深刻で総使用量の50％を超えていることが判明した。キルギスは内陸国で、山岳が多く、

主要市場から離れている。農産物の輸出市場は限られており、国境交易取引手続きや輸送道
路・検査等交易管理に極めて多くの問題を抱えている（アジ銀技術支援“第TA3458－KGZ貧

困削減国家戦略－60万ドル、2000年“による関税、輸送、中継経費、許認可等に係わる貿易
障害、貿易・輸出振興調査によればカザフスタン経由ロシアへの輸出は関税額、中経料、施

設使用料、路上・チェックポイントにおける上納金等に関し農民や業者との面談でも回答が

得られなかった）。仲介・中継・輸送経費は暗黙の秘密事項である。周辺諸国貿易は定期的
に周辺国により妨害されてきた。このような不適切な周辺諸国間の協力が農産物貿易の能力

に大きく影響してきた。キルギスは一貫した税関サービスや正しい中継手続きと安価な経費

自由な国境通過、違約料の値下げから利益を得ることが出来る。農産加工と農業を含む全体
事業環境は経費の高騰に結びつく妨害や下請け探しの危機に曝されている。貿易条件や障壁

は新たな段階に入っている。今やキルギス農業は（i）内需には低過ぎる収入と少ない人口、（ii）

山岳高地と遠隔地による輸送の困難性、（iii）不確かな国境交易による公然秘密の輸送・中継
経費といった問題に直面している。

5．4農業・水資源・加工産業省（九仏WRPI）の人材育成と公共投資の運営

アジ銀による農業分野に於ける企画立案、実施、評価を踏まえた旧農業・食糧省、農業・

水資源省及び現農業・水資顔・加工産業省幹部人材の強化支援は幾多の努力にも拘わらず

（TA2450－KGZ、引き続きTA3035・KGZ農業支援計画及び先のTA2450－KGZ及びTA
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3035・KGZを引き継いだTA3439－KGZ農業・水資源省人材開発計画ⅠⅠ－585千ドル、2001年5

月実施開始）成功しなかった。前任者として、現行第TA3439－KGZの幹部人材開発と管理面

での農業・水資源・加工産業省を支援するという原目的から離れ、システマテックな職務分

担の定まっていない職員訓練に注力した。幹部職員訓練の失敗は（i）予算と実費運用の強化と

いう他の努力との協力が悪く、（ii）省内に於ける各幹部の責任分担が不鮮明で、（iii）予算

措置が省の範疇を超え、財務省の権限であり、幹部訓練は当該省にいらぬ重荷となった、（iv）
幹部の活動が予算と実行管理と関係なく外部予算規約にきつく規制されていたことにある。
予算管理とは限られた財源の中で優先度を策定することにある。大きな債務負担が故に国は

公共支出を合理的に行う必要が有る。農業部門への公共投資（例えば潅漑等）は限られたも

のとならざるを得ず、機敏な企画と優先度付けが必要である。しかしながら、農業向け幹部
を管理する当該省の能力は未だ主たる問題である。概して、与えられた職務を遂行するため

の当該省の能力には更なる組織の強化が必要である。また職務の遂行には職員数及び技量と

もに不充分である。

表3．19　アジア銀行による人材開発・育成訓練結果

該 当技術 援助 計 画名 参加 訓練 生

総 人数 うち官庁 うち 民間 うち其 の他

カザ フス タ ン

A ，2 174 －M ：1995 ，199 6年銀 行 運 営方

針 ・実務

1．A D B 指針 ・手続 き ：2 日間セ ミナ ー
30名 12名 16名 2名

2．責任 者 ・副 責任者 向け半 日セ ミナ

B ．222 2－M ：組織 の調達 ・支払 い

1．調 達 に係 わ る半 日セ ミナー

2．支払 い に係 わ る 1 日セ ミナ ー

3．プ ロジ ェク ト実 施及び 管理 に 関

す る地 域 セ ミナ ー

13

9

12

9

5

7

3

4

4

1

0

1

0
C ．アジ ア銀行本 店 にて 訓練

2 2 0

キル ギ ス

A．2 17 5－K G Z ：199 5，1996年銀 行運

営方 針 ・実務

1．A D B 指 針 ・手続 き ：2 日間セ ミナ ー

2 7 オ ロー ア ップ ・セ ミナー 2 日

間

B ．222 6－K G Z ：組織 の調 達 ・支払 い

1．調 達 に係 わ る1 日セ ミナー

2．支払 い に係 わ る1 日セ ミナー
3．プ ロジェ ク ト実施及 び管理 に関す

－
る地域 セ ミナー

C ．アジ ア銀行 本店 にて訓練
－

備考：－：中止によりデータ無し

6．畜産振興計画



6．1要請の背景

耕種作物の生産は独立以前の水準に回復しつつあるが畜産生産の回復は遅れている。畜
産振興には包括的施策（生産性の高い家畜新規品種の導入・普及、効果的飼料の生産、畜産
営農生産性の向上、効率性の高い堵畜場・処理工場の導入、酪農品処理加工場、新規市場の
開拓・流通システムの改善等）が必要であるが、畜産振興のフェーズ1として0畜産振興の
基盤である感染性病害の防除と◎人口受精システムの確立による飼養頭数の増大への対策
が急がれている。畜産物の戦略的市場と期待する欧州市場への輸出は口蹄疫（以下“FMD”）
汚染国故に許されていない。「キ」国の限られた平坦地面積が耕種作物の生産性向上に限界
を来たし、また小さな国内市場と複雑な国境線が周辺諸国からの競合品の洪水をもたらして
おり、海外市場を開拓する以外にrキ」国の畜産振興が困難となっている。

6．2実施機関：農業・水資源・加工産業省

（1）農業・水資源・加工産業省

現「農業・水資源・加工産業省」は世界銀行及びアジア銀行の効率性、透明性、持
続性を目指した人材開発及び組織改革支援により旧農業・食糧省（MOAF）に水資源省が合同
した「農業・水資源省（MAW町」に、更に産業省から農産加工部門が参加して「農業・水資
源・加工産業省（MAWRpⅠ）」と変革したもので、現在本部職員は73名（添付3．7　キルギス
国農業・水資源・加工産業省参照）。従って、本事業に係わる農業・水資源・加工産業省内
部門である「キルギス畜産・獣医・牧草科学調査研究所」及び「アグリビズネス流通部」は
組織化されて日の浅い若い組織である。

（2）キルギス畜産・獣医・牧草科学調査研究所

a．組織概要

当研究所は“キルギス農業研究の再組織”に関わる2001年10月31日付け「キ」国大統領
令並びに2002年1月5日付け既存3部門の合併を含む“農業部門科学研究活動及び助言サービ
スに関する改善”に関わる「キ」国政府決定により2002年に再編された。当研究所は代表的
じゃ額研究機関であり、畜産業の改善・再編、家畜安全の維持、牧草資源の強化に関わる諸
問題の解決にあたっている。学会員2名、科学者6名、農業者7名、教授20名及び博士44名を
含む300名以上の職員が従事している。これまで科学・農産業の開発に多大の貢献をしてき
た。3種の羊、2種の山羊、2種の肉牛、1種の馬、1種の雌鶏、17種の牧草及び高い効果的な
獣医技術を開発し、肉牛飼養、牧草栽培及び特異な高地放牧地の改良・使用に著しい技術的
実席を残してきた。当研究所による取得特許は100件以上に達し、22名が5件に付き国家褒章
を得ている（添付3．＄　キルギス畜産・獣医・牧草科学研究所参照）。

b．畜産部門

70～80年をかけて、キルギス高級羊毛、天山準高級羊毛及びAlai粗羊毛用並びに脂肪質

羊の品種を開発し、世界的にも最高級品種との評価を得ている。Alatayskaya　及び
Aulyeatinskaya牛種の牛乳生産性は極めて高く、馬のNovokyrgyzskaya種は高地に適した特性
を持っている。羊毛用2種の羊、肉・卵両用鶏のキルギス種も交配された。最近になり、キ
ルギス高地に適したメリノ種羊も開発され18千頭が飼養されている。オーストラリア・メ
リノ種の研究の為、25千頭の羊と365頭の子羊を導入した。肉・羊毛の生産性の高い新規天
山種25千頭が増殖された。乳牛のAlatay種、肉用キルギス馬も開発され33群が飼育されてい
る。研究・種畜牧場で開発された新種はモンゴール、中国、アフガニスタン、中央アジア・
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コーカサス諸国に輸出された。

C．獣医部門

子羊、子牛及び豚用サルモネラやパスツール病のワクチンを開発した。

ワクチン効果は98－100％で、少量ですむので経済的である。ワクチンは国内農場に配布さ

れ、新たに生まれる子家畜の安全に準備されている。ブルセラ病に100％効果が有り、人間
への感染を防ぐワクチンも開発・生産された。

d、牧草生産部門

家畜の生産性は蛋白を含有した牧草の供給による。「キ」国牧草には自然牧草と栽培牧

草の2種が有る。自然牧草地の役割は大きく、全農用地の87％を占めている。つまり全飼料
の87％を供給している。放牧地の草は単に飼料として利用されるのみならず、薬用・農業用

植物原種の宝庫として活用されている。しかしながら、放牧地の栽培技術条件が不十分で
30％以上が雑草で埋まり、20％が劣化草で覆われている。かかる観点から、当研究所職員は

放牧地牧草の再生、山岳地帯に於ける洪水と生態的災害発生の緩和を目指し、総合的技術を
開発し、有効活用を図っている。この技術は広く普及し、1．2百万ヘクタールに施肥が行わ

れ、4百万ヘクタールの放牧地の利用、6万ヘクタールで雑草除去が行われ、牛の生産が1．5

倍となった。山岳地帯に於ける播種牧草地及び天水牧場冬期と早魅に強い多年生牧草が開
発・特許取得され、10－15倍の生産に貢献した。平地牧草栽培の主流はルーサンとサインフ

ォインである。当研究所は生産量が30－40％高い2種のルーサンと1種のサインフォインを開
発した。1980年代キルギスはバルルチック諸国、ベラルーシュ、ロシア、ドイツ向けにルー

サン種子を年間8千トンにのぼる輸出していた。当研究所は種子生産技術を開発し、普及さ
せた。ルーサン種子の販売による利益が政府予算に多いに貢献した・新種牧草の栽培と放牧

地の改善技術が高蛋白質の牧草の生産を可能とし、1千万頭の羊、80万頭の牛、30万頭以上
の馬、その他家畜の飼養を可能とした。当研究所は国際科学センター（ICARDA－Intemational

Scienti丘cCentre等）と協力して乾燥地栽培と植生防除の開発につき共同研究を行っている。

又、システマテックに国際会議・シンポジウムに報告し、多くのレポートが翻訳されている。

6．種畜牧場

「キ」国全土に計13ヶ所の種畜牧場及，放牧場及び牧草研究農場を展開し、面積11．639ha，
牛、羊、馬等ヤク7，094頭を飼養している。

表3．20　畜産・獣医・牧草研究所付属種畜・放牧場

場 所／牧 場名 面　 積 （ha） 家畜 飼養頭 数

（1） N arynsk K one Z abad F arm （N 53） 16 2 250

（2） Tyan Sh an sk Exp er imen t She ep F arm 4，69 6 220

（3）K ckorsk S heep F arm 2，88 5 3 10

（4） Org ochor sk She ep Farm 2，280 560

（5） B ory Ba sh Gr as lan oI Fa rm （E sparchen t） 128

（6） str elr ikova C a ttle Far m （A la Tay） 110 6 11

（7） C hy G ra sslan d Far m 88

（8） Soku le elsk C at tle Farm 32 1 2 07

（9） “Lu sh ih ina ” sh eep Fa rm 170 2，2 79

（10） J er ge T a lsk Ca ttle Fa rm 125 35
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（11） “Talas” Hor se Far m 200 150

（12） osh Shee p Farm 3 10 2，370

（13）Nook at H orse Fa rm 164 102

総　　 計 11，639 7，094

出典：キルギス畜産・獣医・牧草研究所

（3）アグリビズネス流通部

農産物流通の重要性に鑑み、世界銀行及びアジア銀行の助言により農林省内に新設さ

れた新規部門であり、世界銀行の実施した「羊開発事業」にも積極的に参加している。

6．3事業内容

（1）口蹄疫（FMD）撲滅用ワクチンの開発及び農民向け配布

（2）人口受精サービス網の確立
全国をカバーする人工授精サービス網を確立し、畜産農家が充分サービスを受けるこ
とが可能な流通システムを確立する。

プロジェクトの目的は辺境にある種畜牧場の肉畜肥育を偶蹄類動物に感染する口蹄

疫から効率的に守り、伝染病からの安定した防御による畜産飼育を可能にする効率的予防法
の開発にある。FMDは牛、羊、山羊、豚等有蹄動物に対する極めてデン生成の高いウイル

ス病であり、国際獣疫事務局（0IE）リストのAにあげられ、生きた動物及び畜産物の国際
取引上唯一最も重要な問題である。FMDの存在しない全ての国々が厳しい輸入規制を設け

ており、”FMD“の存在する国々でさえ”mD“からの解放を目指し、高利益が期待でき
る北米及び欧州向け輸出促進を可能とする撲滅計画を策定している。相互に全くワクチンの

効かない口蹄疫ウイルスがあり、”FMD“ワクチンは一時的な防疫に過ぎず、7種類の血清
型があり、各血清には変化し易い抗原ストレインがあり、ワクチンストレインの突然変異の

発生に対処する必要があることからワクチン接種のじっしをが遅れ、しばしば新規ワクチン
の開発が必要となっている。

“FMD”の問題は「キ」国では極めて深刻であり、毎年新たな地域で発生している。

過去10カ年における獣医師報告書及び研究所による調査資料によれば有角小肉牛の間で数
回“FMD”が発生している。”FMD”は農場で牛乳、肉及びその他畜産品に大きな損失をも

たらし、商業経営を困鰍こし、畜産業に多大な損害をもたらし、ひいては国家経済に大きな

損害をもたらしている。

世界的経験から次の3対処策が“FMD”管理法としてあげられている。

a．　獣医一衛生法

b．感染家畜の処分法

C．ワクチンプロピル軸法

「キ」国における“FMD”管理は感染撲滅には不十分なロシア製ワクチンによる有角

牛の強制ワクチン接種によった獣医・衛生法により実施されている。しかしながら”FMD”

複合特殊プロピル軸問題は開発の途上にある。当プロジェクトの主たる目標は；

a．キルギスに於ける“FMD’’分布と遠隔地牛飼育における感染経路の特性調査、
b．“FMD”ウイルスの圃場隔離
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C．隔離ウイルスと標準的“FMD”ウイルス・ストレインの比較

d．国産隔離ウイルスからのワクチン製造

6．ワクチンの抗原特性と感染度合いの実験室研究

£　ワクチンの免疫原性の研究

g．上述研究結果に基づき、遠隔地牧場における牛飼育用“FMD”制御プロピル法による適正
システムの開発

「キ」国の現況に鑑み、先ずは有角牛の“FMD”圃場隔離の確認と大規模隔離によ
るウイルス学的研究が必要である。試験的ワクチンシリーズを生産し、抗原性と免疫性を

実験室と屋外圃場にて研究する。キルギス国立科学アカデミーの抗原学者KhmduevT．T．，

ロシア獣医学会の抗原学者NurgazievR．Z．教授（ロシア及びドイツ抗原研究所で研究），
「キ」国獣医局の抗原学者ChinalievB．C博士，キルギス農業大学BularkievK．U博士，ド

イツギッセン大学BirimkulovaA．T博士．等ウイルス学分野に於ける経験豊かで高い技術を

持ったスペシャリストが参画可能である。

6．4所要機材

キルギス畜産・獣医・牧草科学調査研究所はビシケク市内に農業・水資源・加工産業

省と離れた場所に連絡事務所があり、又ビシケク郊外の広大な敷地に同研究所本部があり、
殆どの所要機材は保有している。“FMD”ワクチン開発用として49．2百万ソム（￥115．1百万

円）相当の追加機材が必要である（添付3．29　キルギス国畜産・獣医・牧草科学調査研究所
所要機材一覧参照）。

6．5期待効果：

（1）研究の結果、国内ストレインから抗“FMD”新規ワクチンを所得し、”FMD”感染の撲滅
と“FMD”による経済的損失防止に貢献出来る。又、「キ」国の現況に鑑み、先ずは大

規模隔離と有角牛”FMD”圃場隔離の確認によるウイルス学研究を行い、開発されたワ
クチンは畜産農場における“FMD”プロピル軸として推奨出来る。

（2）肉、牛乳、チーズ並びに畜産品の品質向上及び増産が輸出を振興すると共に全国民に稗

益をもたらす。

（3）期待される社会経済効果

一肉と乳牛の生産増大が一層確かなものとなる

一食糧供給の改善により栄養水準が向上する
一農家所得が増大し貧困の緩和に貢献する

一雇用の機会が増加する

一近隣諸国向け輸出の増加と外貨収入の増大が国民経済に貢献する

7．農業部門向け国際援助

国際機関として国連を始め、IMF、世銀、アジ銀、イスラム開発銀行等が活発に支援し
ている。又、2国間援助国として日本（第1位）、米国（第2位）、ドイツ（第3位）、ス

イス（第4位）更にEU，フランス、英国、オランダ、トルコ等も支援に参加している。

7．1国際機関

7．1．1　世界銀行（IRDB，IDA，IFC，MIGA）
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7．1．1．1世銀の現状認識と援助方針

世銀は「キ」国民の50％が貧困であり、特に農村山岳地帯が深刻であること、「キ」

国政府は民間セクターの成長を促進し、社会・公共サービスが受け易いように改善し、より

効率的な政府を樹立すべきであるとの基本理念に則り、（i）農業・農産加工、（ii）工業・エネ

ルギー及び匝i）ノJ、規模・家内企業の振興によって経済成長を実現することが可能であるとし

ている。実現の為には再規制の撤廃、b）市場経済への移行、C）基本インフラの整備並びにの
市場情報への容易な接近と資金的裏付けが必要であるとの援助方針から次のセクター支援

を実施している。

a．行政機関構造調整・技術支援（借款による）

b．金融分野及びビヅネス開発（村落投資計画、金融セクター事業開発計画、農村教育計

画、町村インフラ計画、自然災害軽減計画）
C．貧困削減戦略融資（地方教育、小都市基盤整備、農業近代化及び流通、保健・厚生、

エネルギー投資）

7．1．1．2農業セクター支援

世銀による主たる農業セクター支援事業には次の「農業支援サービス事業」及び「羊

開発事業」がある。

（1）「農業支援サービス事業（AgriculturalSupportServicesPrqject／ASSP）」

1）実施機関：農業・水資源・加工産業省

2）事業目的：

a．農地改革実施の指導
b．既存私営農家向け助言サービス（小規模ローンを含む）
C．種子産業の振興
＆　防除及び植物防疫用登録事務所、組織及び方法の確立
e．農産物市場に関係する情報システムの拡充
【．農業・水資源・可能産業省（MAWRm）の人材強化

3）事業内容：

a．農地改革の促進（CLA町
b，農村向け助言サービス（RAS）
C．防除と防疫システムの確立
d．種子産業の振興

6．流通情報システムの拡充（MS）

4）事業概要：

a．土地・農地改革センター

土地・農地改革事業は完了に近づき、未だ実施不十分な県に注力されている。政府が
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不動産登録システムと土地法の修正を行っていることから地方県で信頼出来る、充分に機能

する土地マーケットの基盤作り時期にある。公式には未だ25％の世帯が土地の配分を受けて

いない。大きな問題は中央、地方事務所で処理が終わっている。但し、引き続き注視する必

要がある。登録・手続きが問題となっている。登録手続きの改正点に係わる情報不足が問題

であり「土地再配分基金匹RDF）の管理責任に係わる改正点が問題となる。

も．農村助言サービス

「キ」国内における助言と開発サービスの効率的システム無しでは「キ」国の農業セク

ターと経済全般の復興を想定するのは困難である。多くの私有地保有農家は私営企業あるい

は生産者として存続するのに必要な情報とノウハウが著しく欠如している。農家は作物と家
畜の増殖、土壌と病害虫管理、流通と営農法、融資の受け方と手続き、経済と企業、法的問

題等につき情報と助言を必要としている。世銀専門家はこのような問題解消に常時努力して

いる。実施期間中に多くの成果を得ている。よりよき組織が設立され稼動している。総人員
160名により全国、州及び県レベルで活動している。過去2カ年間で農村助言サービスの主た

る業務も準備された。農村助言サービスに関係した農民向け普及サービス、訓練プログラム
の実施、追加情報に係わるセミナーが開催された。助言サービスによれば、収入をいかにし

て増やすかが導入された。これまでになかった新規小規模な商的意欲が生まれてきた。多く

の農家及び女性グループが誕生し、会合を持ち、経験を分かち合ってお互い活発に協力して
いる。初めての目に見える成果としてモニタリング運用の基本システムが確立された。村落
に於ける女性の行動と熱意は特に注目され、特にRA上申の女性専門家は農業開発において女

性が重要な役割をはたすことが出来ることを強調している。

C．種子産業開発

．政府は種子産業の再建を最優先課題と見ている。農業・水資源・加工産業省は多くの
援助機関の協力を得て種子産業に於ける民間種子産業システムや配布の開発につき政府及

び民間セクターの役割を含む国家戦略を開発している。承認済み種子法は全品種の義務的保

障に係わる必要な法制を除き種子産業機能の為の適正な基盤を確実にしている。当該事業は
原種並びに保障種子の生産に係わる政府独占の解放と民間種子産業の開発を提言している。

今日までに全国種子協会即SA）が設立された。民営化された種子圃場面積を大幅に縮小して
再建している。これら多くの圃場が新規条件を採用し、特性を発揮している。しかしながら、

全員が優良種子の需要不足、農場の購買力不足や農業部門における伝統的バーター取引に苦

しんでいる。早魅や早い降雪等年次災害の被害を少なくするよう種子生産計画が実施されて
いる。改善技術の導入、食料安全の増大、農作業を減じる為の播種時期の変動、優良種子使

用の利益の農民に向け広宣活動又より貧ずしい県での収入機会の創生等を行った。既存の農
民グループも参加している。

d．植物防疫・保護

1995年まで植物防疫ぽRy紗那emOZhi血ya”が購入、配布、農薬・肥料の使用を行っ
ていた。1996年の民営化により、これらの業務は農業・水資源・加工産業省の化学・植物防

護局に移管された。この法的に独立した部は予算不足に直面している。農薬の登録、輸入、

販売及び使用を管理する組織とシステムが存在していない。植物防疫サービスは組織化され

たが予算が不足している。かかる観点から植物防疫サービスの役割は減り続ける予算に合わ
せて実施されている。植物防疫防護サービスの為、健全な基盤と効率的な組織と業務システ

ムの確立に努力している。かかるサービスが農作物の効率的病害虫防除を高め、次の機能を

持つことになる：植物の健康に危害の有る状況の明確化と制御、病害虫の予測、情報の公開、
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対処策、総合病害虫管理のもと農薬使用及び植物活用防疫を含んだ植物防除の戦略／戦術の
開発。

e．キルギス農業流通情報システムrMS）

1996年10月から実施された。現在本部・地方で20名の職員が従事している。目下

MSは小売市場、加工企業、卸売市場、農産物の需給、農家のサービス、国際価格、外

貨交換事務所からの外貨レート、ガソリンスタンドからの燃料価格等の情報を収集している。
価格情報は国内市場、周辺国の市場（カザフスタン、ウズベキスタン）から収集している。

又、ロシア、ウクライナから毎週市場情報を、農家、生産者、代表的加工企業から農産物の

需給に係わる情報を受信している。KAMSは農民、事業家及び政府諸機関の評判が良く、

MS情報は無料にて毎週、更に毎月’℃az訂TamyⅣ”を農民に流している。価格情報は全国
並びに地方レベルでラジオ、テレビ、新聞報道されている。最新情報に修正さるウェッブ・

サイトも開設されている。農産物流通の開発は＊生産者が自由競争市場への接近が限られて
いる従来の流通構造、＊加工原材料として販売する時の値決めに地方行政の管掌があること、

＊運転・流通資金の不足、品質別の根差が無いこと、＊契約時の消費者・販売者を保護する
法律の欠如、輸送・貯蔵等の貧弱な施設基盤、＊生産者、小売業者及び消費者間に市場動向

に関する情報の欠如により滞っている。当計画は適正な生産、加工、取引を目指した市場動

向と農産物流通の広量に強い影響力を及ぼす人達の決断の参考資料に関する適正な情報の
収集、分析並びに配布を提言している。

（2）「羊開発事業（SheepDevelopmentProject－SDP）」

1）実施機関：農水加工産業省（MA椚肝Ⅰ）、畜産局、牧草地課、優良羊繁殖課、アグリビズ
ネス流通プロジェクト（ABMP－AgriculturalBusinessMarketingProject）

及びキルギス羊増殖協会（KSBA－KyrgyzSheepBreedersAssociation）が参加

2）目　的：

a．羊増殖及び羊毛生産の利益率並びに効率の向上
b．農民向けサービスの私企業化
C．自然放牧地の効率的利用と保存

3）事業内容：

a．羊増殖個人農家の振興
b．家畜の健康保全
C．放牧地の効率的利用　（一放牧地の追跡調査、評価及び保全、－放牧地の改善と牧草

の保全）
d．羊増殖調査研究

a．羊増殖個人農家の振興

最終商品は羊毛と羊肉であり、次の業務の実施により高い利益と効率性により羊増殖

と羊毛生産を行い、流通システムを確立する。KSBA（キルギス羊増殖協会）は公的組織の開
発と小規模農家、特に女性の訓練にあたる。

－羊毛と羊肉の販売を目的とした効率的農業協同組合の組織化、
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ー国際規格に適合するよう羊毛と羊肉品質を改善する、及び
一販売可能な国内外市場を明確にする。

実施結果は7州に1，138戸が参加した105の羊・山羊生産者協同組合が設立された。又、

新たに，TKasiet”株式会社，“Ak－Bula，，株式会社‘Toknak”羊毛加工工場及びELITA”がKSBAに

加盟した。事業実施計画に沿い、KSBAは羊生産者の参加型組織化、市場経済に基づく羊・

山羊の効率的増殖に係わる知識と技術訓練を行った。現在、KSBAは羊毛加工企業（羊毛生
産と羊糸生産）、羊毛加工企業、その他有望な加工企業及び羊・山羊製品の仲買人と良好な

業務関係を継続している。今後KSBAは

生産農家の多目的組織として新しい生産技術とマーケチイング及び商品化加工等を通じて

農家が最大の利益が得られるよう努力しようとしている。

b．家畜の健康管理

家畜の健康防疫を目指して

－疾病の追跡調査、管理計画、評価の実施を強化するため、獣医部門の応力向上を図り、

一獣医サービス業務を私営化し、

一特定州においてブルセラ病を駆逐する。

上述目的の達成のため次の行動計画を実施した。

一獣医サービスの私営化を目指し、国営獣医サービスを支援、
一私営獣医サービスの組織化のため地方獣医師を訓練、

一羊・山羊のブルセラ病撲滅計画の策定と実施、

－ブルセラ病ワクチン投入を実施、ブルセラ病は確実に減少し、Issyk－Kul　州Ton県で
は1，380戸の家畜飼養農家が参加し、事業開始年である1998年の38例から事業終了年の

2000年には9例に減少した。又、Naryn州At－Bashi県では1，392戸が参加した。
一病気情報に関するセミナーの開催
一応用調査研究の実施、

一若手スペシャリストの訓練
－ワークショップの開催

一新鋭研究機器の調達

C．牧草地の調査、評価並びに予防

牧草地の調査（牧草の生産量、植生の変化、耕作の影響等）ぽKyr訂喝yprOZen”により
1997年から行われてきた。1997～2001年の間、Issyk－Kul，Naryn，Jalal・Abad，Chui及びTalas
5州で基本的牧草地の調査が行われ、2001年にはBatken及びOsh2州で実施された。こ
れらの調査結果によりよりよき牧草地運営メカニズムが樹立されようとしている。畜産の量

及び質は結局は牧草地の良し悪Lにかかっている。

d．放牧地の改良と牧草の保全

目的は；

一放牧地の改良と家畜の群れによる効果的利用、

一牧草の改良並びに収穫法と冬期貯蔵法の開発、及び

一現在利益の上がらない作物が播種されている肥沃な土地への牧草の導入
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上述計画は優良事業としてオーストラリアンラム種が飼育されている私営3企業農
場で実施された。「キ」国における主要問題は牧草の生産、輸送並びに貯蔵過程における牧

草品質損失である。時期を逸した作業に起因している。質的量的損失は30％以上に達して

いる。牧草保存分析によれば集約栽培地域、例えばルーサンが栽培されているChu洲では

年間3，535．2ソム／ヘクタールの純利益を出している。自然及び人口栽培牧草の保存効率はビ

ジネスライクに行うことが重要である。

e．羊繁殖調査・研究

主要目的は次の通り；

一浪牧草の利用と労賃の減少を目指した効率的生産システムの開発と、

－羊群増殖及び選抜技術の開発。科学的戦略に基づく選抜計画無くして「キ」国における羊
増殖の成功は難しい。

一羊産品の流通と流通組織、
一全国規模の羊飼育評価、

一種々な方法による羊飼育による生産性の向上、
一羊増殖開発の見通し、

一適切な方法による計画の実施。

異なる生態条件のもとでオーストラリアン・メリノ種を飼育しなければならないこと

ははっきりしている。過去3カ年間に70種の「キ」国原産種がオーストラリアンメ・メリノ
種と交配された。交配種は「キ」国原産種より9匹多かった。同様な相違が子羊の乳離れ中

にもみられた（8．2匹）。このような子沢山種はキルギス種の特性ではない。従って、交配

種の総合評価は引き続き行う必要が有る。羊毛の長さ、繊維の直径、羊毛収量の比較分析も
行われた。

7．1．2　IMIT

「キ」国は他の中央アジア諸国に先駆けて1992年5月8日川Fの加盟国となり、インフ

レの抑制、財政赤字削減、国際収支改善、金融セクター改革、輸出産業支援等を目的とした
金融改革を中心とした技術支援が行われてきた。

7．1．3国連開発計画（ⅥⅥけ）

国連開発計画は1993年からキルギスにおける活動を開始した。中央政府及び地方を問

わず民主的で市場志向型改革を支援し、重点地域としてタジキスタンとの協力関係樹立を志

向して（国境法令、関税、貿易施設、水資源、麻薬、安全）南部オシに連絡事務所を設置し、
次のセクターの支援に注力している。

－中央・地方政府の政治・行政統治能力及び地方分権化

一エイズ（Hn仇lDS）等社会行政の能力向上支援、行政の円滑化及び小規模金融支
援は全共同体の46％に達している。

一環境施設／地方インフラ

ーバトケン州における騒乱防止

－SIDA（スエーデン国際開発庁）の進める「2001～2006年ジェンダーの地位向上全国行

動計画」を支援



7．1．4アジア開発銀行（ADB）

7．1．4．1アジ銀援助重点施策

「キ」国は1994年4月よりアジア銀行の加盟国となった。アジ銀支援はこれまで16プロ

ジェクト、20ローン、総額527，2百万ドル、このうち農業案件は3件、S8．5百万ドル（17．1％）

である。又技術支援46件、総額28，2百万ドルの支援を行っている。2001年9月現在の「キ」
国貧困率は47．4％まで好転し、農業生産の伸びと主食晶の価格安定によりGDPの伸び率は

2002年0．5％、2003年5．2％が見込まれる。

qosh－Sarytash－Ⅰfkeshtam、Bishkek－Osh（イスラム開発銀行及びJBICと協調融資）及びAlma
Bi血kek道路整備計画：

一共同体幼児開発計画：

－共同体基盤サービス・セクター計画：

一第3教育計画：
一貿易振興：県単位で貿易振興と関税改革を支援

一金融分野計画：銀行業界整理・統合、健全な機関の参入・迅速な不良銀行の排除のための
認証制度の強化、抵当流れと復興機構の改善、外資参入支援、優良企業への銀行支援、既

存企業復興への地方取引機関の設立、ノンバンク金融機関の運営フレームワークの強化
一農業開発計画：南部地域中心、農場復興／開発、潅漑排水復興整備、共同組合及び生産地
内外企業開発

（1）土地改革と自然資源の監理、農業生産資機材供給システムの再構築と改善、潅漑に於

けるコストリカバリーの改善、農村地域に於けるクレジット・ユニオンの整備、中心
的組織の人材育成に係わる政策と組織化努力により市場経済化への移行を支援する。

（2）水と土壌資源の劣化を防ぐこと
（3）農業基盤の維持・再整備の為のシステムを開発する

（4）潅漑整備用人材を育成する

世銀と協調b：農業セクターに於ける民間セクターの一層の促進、政策改善及び組織
開発を支援する世銀は農地改革と農業振興、生産財市場の開発、法律的フレーム・ワークの

開発、農業情報システム、農業省の能力強化、潅漑施設の開発、畜産を支援した。
EBRDと協調：主要農業生産資機材、貯蔵施設、農民向け普及サービスの民間供給を支援

一貧困地域電力供給計画：遠隔地消費者向け農村電化、小規模水力・地方電力供給開発、既
設配電システムの復興整備、充分なェネルギー供給と需要者に基づいた運営振興

一方、アジ銀による技術協力は次の3項に注力されている；

a．アジ銀の政策及び実施法の訓練
b．政府・地方の組織強化及び人材育成

C．専門家による助言支援

これまでのアジ銀支援に対する結果は

a．教育・訓練における言葉（英語力）の問題。訓練生に英語力不足な場合通訳並びにロシ

ア語翻訳ペーパーの準備が不可欠で、事前の予算化が必要であった、

b．訓練は訓練指導者の育成を優先した、

C．自発的訓練維持のため、拡関連省カウンターパーツを中心にADB部門の設置を助言した、

d．一層の政府職員の参加が必要、
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e．記録の不適正な管理、車両・事務機器の紛失。

表3．21アジ銀主要支援事業

契約番 号 プ ロ ジェ ク ト名 実施年 供 与 額

（百万U S ドル）
134 2＿K G Z 特別 支援 借 款 1994 4 0．0

財 政 ・経 済の 安定化 と構 造 改革 のた め政府 を支

援及 び 教 育 ・運輸 ・エ ネル ギー分 野 の所要 資機

材 輔 入代 金 支援

152 9＿K G Z 農村 金融 組 織 199 7 22．0

持 続 可能 な農村 金 融 システ ムの再構 築支援 、

2亀0 カ所 の ク レジ ッ トユ ニ オ ン創設 を計画

1554／1555 教 育分野 開発 199 7 33，0
ーK G Z 学生 と国家 の負 担 の合理化 、カ リキ ュラムの改

善 、教材 の開発 、教 育イ ンフ ラ整備 、幼 児教 育

環 境 の再 構 築

1633＿K G Z 緊急洪 水 対 策整備 199 8 5．0

164 5－K G Z 社 会 サー ビス 改善及 び金 融 支援 199＄ 10，0

基 本 的社 会 サ ー ビス

中間金融 支援 計 画 1999 35

共 同体イ ン フ ラサ ー ビス セ クター計 画 2 000 36

キル ギス ・タジキ ス タン貿易施 設 ・関税 協力 計 2 002 15

画

1407＿K G Z 農 業 セ ク ター 計画 1994 40．0
2 274 農 業 セ ク ター 計画 1，9 4 0．6
2 450
2 45 1

農 業 ・食 糧省 の再編 ・強化 199 5
199 5

1．324
0．86 1利 水組 合 組織 化 ・運 営用 人材 育成

3 032 0－0 1 農 業 地域 開発 （第 2 農業 セ ク ター計画） 199，－ 36．0

チ ュイ州 の地域農 業 開発 、農 民の収入増 大 、 200 5

生 産性 と利 益 向上

3 031 3－0 1

3 03 15－0 1

3 119 7－0 1

3 153 5－02

農 業 地域 開発 199 8～

200 0～
200 5

200 0～

0．9

2 5．0

3 6．0

1．0

農 業 の生 産性 と利 益性 を高 める こ とに よ り、特

走 地 域 に於 ける経 済 成長 を促進 す る。

技 術 と企 業振 興

共 同体 イ ンフ ラサ ー ビス

民営銀 行 監査
2005
199 9～
2000

200 1～
2004
2000～
200 1

1999～
200 1

2002～

34 16 7－0 1 運 営 支援 と事 業改 革 計画 （ⅠⅠ） 35．0

34 16 7－0 1

3 153 5－0 1

3 5495－0 1

運 営 支援 と事 業改 革計 画 0．7

35．0

15．0

金 融仲 介 と資源 活 用計 画

関税施 設 と近 代化



周辺貿易振興を目指 した関税制度の確立と人材

育成∧
l　　　　　__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~~　　　~　　~ I I

出典　Special Evaluation Study on Advisory and Operational Technical Assistance in
Kazakhstan and the Kyrgyz Republic - December 1999, ADB

農業部門に対するアジ銀支援は農地改革の方針と推進組織、農業用生産資機材供給の

再建と改善、潅漑のコスト・リカバリーの改善、クレジットの準備、農業主要組織の人材育

成に集中している。更に、潅漑の整備、農村地域に於けるクレジット・ユニオンの組織化も
支援している。農業部門に立ちはだかる問題への挑戦は努力の継続と農産物を原材料とした

アグリビズネスの振興に有る（添付3，10　キルギス共和国向け二国間・技術協力基金プロジ

ェクト参照）。

7．1．4．2農業セクター支援結果・評価

2002年10月ADBが実施した「キルギス共和国農業セクター支援の評価・監査報告書」

によれば「キ」国農業振興の現況は次の通り：一

A　流通関係機関組織の強化

1．農地改革と農業再興

（1）政府による土地配分、土地境界等に係わる永続的土地紛争解決策の策定が行われた。

⇒概ね完了した。
（2）政府による土地・農地改革センター（CLAR）及び地方住民の為の法的支援

（LARC）の設置が概ね完了し、国営農場の非農地資産の分配も完了した（法的・公共
的問題のある特殊ケースを除く）。⇒部分完了

（3）政府による新たに生じた農民の需要に見合った非農地資産の効率的運営を目指した所
有権、組織及び管理法の策定が完了し、農村助言サービス（Ms）が本部、7州、35

県で実施された。⇒部分完了

（4）政府による簡易土地・不動産登記案が国会に提出された。⇒完了
（5）政府による農地改革センター及び農村委員会業務実施ガイドラインの策瓦⇒概ね完

了

2，水利権の管理と利水料

（1）潅漑水利権の明確化
政府による潅軌水利権を管理する施策と手法の見直し、明確化並びに発行。（USAID
による土地改革計画用資金を活用）⇒概ね完了

（2）潅漑水利用料金徴収システムの確立
a．政府による利用料金の設定・徴収、収益の保管及び管轄内運営・資金に係わる決定の

水利用組合向け水利権と責任の付与。⇒完了
b．政府による水利組合の特定サービス地域における潅敵施設の所有権移転に係わる明

確なガイドラインの策定と発行。⇒完了

B．流通競争力の増大

1．生産投入材の流通管理機能の旧国営農場から農業・食糧省rMA）への移行

（1）政府による獣医用資機材・薬品管理機能（1，100人超の獣医用、うち獣医師免許保持者



375人）のKZVA（KygyzZoovetsnab）及びKSKK（KyrgyzKhimia）から農業・食糧省への
移管⇒完了

（2）政府による種子管理機能及び検査機能の農業・食糧省内創設。⇒概ね完了
（3）政府による資機材調達に係わる農業・食糧省あるいは他の独立調達機関によ

るべきかの決断。⇒完了

2．農業の法人化・民営化

（1）政府による家畜病気制御サービスの農業。食糧省への移管とKZVS供給網の民営株式
会社化。⇒完了

（2）政府によるKSKK本部の株式会社化と地方組織の50％株式会社化。⇒完了
（3）政府による残存地方組織の株式会社化。⇒完了
（4）政府による戦略的必要最小の種子及び種畜農場数の決定と残存農場の最低12ヶ所の民

営化又は清算。⇒完了

3．政府管掌農業姿機材の供給

（1）政府による市場経済化。⇒部分完了
（2）反独占局による公正な取引を目指したKSKX業務引継者の管理の追跡調査の続行。⇒

部分完了

C．社会・環境保護の改善

1．社会保護

（1）改革の社会的インパクトの追跡調査
政府による改革手法の社会的インパクトに関するGo眉komat内情報分析システムに基
づくつ堰調査及び評価並びにADB宛報告、農村地域に於ける弱者グループを特記す
ること。⇒概ね完了

（2）セーフティ・ネット支援

臥　政府による社会支援を志向した1995年次予算に最低15百万ソムの1996，1997年次予算へ
の追加、社会支援維持管理の1995年次水準の持続。⇒完了

b．政府による社会資本と社会支援支払いの碑益者需要に見合っているか否かの
追跡調査。⇒部分完了

（3）基本的社会サービスの持続

a．政府による1995年時点で開園されていた農村公共部門幼稚園の全園を引き続き
開園することの保障。⇒完了

b．政府による遠隔地に於ける食糧需給の確保。⇒完了
C．政府による遠隔地で必要な食糧供給策の開発。⇒完了

2．環境保護

（1）森林・高地放牧地の持続的運営

a．政府による健全な飼育促進と持続的土地利用を目指した自然放牧地長期貸付の為の政
策の策定。⇒部分完了
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b．政府による自然放牧地の運営と持続的活用促進の為の政令の公布⇒部分完了

C．政府による森林地帯に於ける飼育管理令の公布。⇒完了

（9）　綿の病気の生物的制御

政府による綿の病気の生物的制御の為の鉱業投資を支援する機構の導入。⇒部分完了

D．公共部門の強化支援（人材開発と組織の再建）

1．農業省本部と地方組織の強化

（1）政令による農業省本部の再組織化計画の策定。⇒完了

（2）政府による農業省本部再組織化の実施。⇒完了

（3）政府による経済局、投資局及び地方政府総局の能力強イヒ　⇒概ね完了

（4）政府によるCLARs（土地・農地改革センター）の農業省直接監理であることの政令の
公布。⇒完了

2．農業省傘下機関の再構築

（1）政令による農業省傘下最低10機関の民営化又は清算。⇒概ね完了

（2）政府による期間限定した調査開発研究所の再建計画の策定。⇒概ね完了
（3）政府による機関限定した農業教育訓練機関再建計画の策定。⇒部分完了

3．水利用組合の再建を目指した農業省の強化

（1）政府による（i）水利用組合の促進、組織化、運営に責任を持つ内部部門、（最）水管理及
びシステマテックな監理部門の農業省ないへの創設。⇒概ね完了

（2）政府による水利用組合の組織化と円滑な運営を目指した農業省能力の強イヒ

⇒概ね完了（USAIDによる土地改革計画下で実施）

7．2二国間援助

7．2．1欧州共同体（EtJ，EBRD，TACIS）

7．2．1．1支援の基本方針

EU及び「キ」国政府は1994年“partnershipandCooperationAgreement（PCA）”に署名
し、次の支援に注力してきた。

＊機関、法律及び行政改革支援

＊Ⅰ町k－Kd州に於ける地域輸送網の整備
＊移行期間における社会変動緩和支援

＊基盤整備支援

＊食品加工及び環境にやさしい観光セクターの中小企業支援及び地方産業環境の改

善を意図した地方行政府の支援

＊貿易金融及び関税改革による貿易振興支援

EBRDの2003－2004年の援助戦略は中小企業、金融セクター、外資導入支援に集中す

ることにしている。国家開発計画と連動して、EBRDは一層の開かれた行政及び投資環境の開
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発改善を支援する。EBRDは総額174．5百万ドル、21件の投資案件に署名し、うち農業セクタ
ーは2件。

7．2．1．2「キルギス・アグリビズネス企業支援」

キルギス向け初の農業支援として1995年10月KyrgyzAgribusinessCompany－KAC向け9
百万ドルの借款契約に署名した。目的は農民向け農業生産資材、農業機械、貯蔵施設、普及

サービス及び農産物加工・流通支援であり、重要輸入品目の国内代替物の生産並びに上流・

下流における農産物の市場経済化の強化であった。KACはCamecoCorp．，Phone－Poulenc
SgrochimieS．A．，AgroEvoGmbH及びAgdevcoLtd．4社を大株主とする民間企業で、50，000haを
カバーする農企業50社、馳C雇用人員500名で、国際規格水準を採用し、年間20万トンの増産、

雇用の増大と農産加工業の成長が期待出来る。

ア）訓練基金開設による失業・恵まれぬグループの訓練・再訓練支援計画：

イ）キルギス種子産業開発支援計画：

農業生産資機材の供給は重要。2002年には品質と収量に悪影響を及ぼした病虫害
が発生。伝統作物に変わる新作物及び新品種の開発が高い技術水準による食糧加

工産業の開発が確固とした食糧供給に重要。内容は種子産業の再編・復興整備、
関係機関：

SAK（SeedAssociationofKyrgyzstan）Kyrgyq）atent

2003年1月からISTA（htemationalSeedTestingAssociation）のメンバーとなる

2002年11月からISF（htemationalSeedFederation）のオブザーバー

CentralSecdLaboratory（WBASSPと協調支援）
オレンジ等種子の輸出に努力中。
UPOV SCVT

7．2．1．3「中′」、企業支援事業rSmallandMedium＿SizedEnterDrisesTSMEs11

2002年7月契約。事業費15．3百万ドル、スイス政府、アメリカ政府、国際金融公社
（IFC）と協調融資．

（1）実施機関：キルギスタン国立銀行⇒民間銀行へ貸付⇒民間中小企業へ貸付

（2）借款額：US＄20百万　匹CUIS．5百万）

（3）事業目的：

キルギスタンにおける民間銀行部門の開発を支援。ツウ・ステップローンは民間中小企

業向け中期金融に使用。参加民間銀行はツウ・ステップローンに係わるmmの規定する現地

銀行に対する環境手続きに順ずる。貸付に際して当該銀行は関連株事業に係わる地域・全国

保健、安全、環境及び公共助言並びに基準等重要環境問題を審査するものとする。別途技術
協力基金としてUS＄1百万ドルを準備。

7．2．2ドイツ技術協力庁（GTZ）及びドイツ開発銀行（KfW：KreditanstaktfurWiederaun）au

仙eGemanDeYdopment8a血）

1992年より活動を開始し、公的資金、人間開発、環境等幅広い技術支援を行っ

ている。農業セクター計画：農業及び繊維産業支援、中小企業融資計画、馬鈴薯種子の開
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発融資等農業・繊維産業への支援、医療支援計画、妊婦・乳幼児保護計画、電力計画に融資
（EBRDとの協調融資によるイシククル地域送電網改良事業）

一職業教育支援計画
情報技術・銀行実務者、自動車整備工、農業機械整備工。パイロット学校はBisI血k，

Tokmok，Oshの3ヶ所。
一地方金融システム開発計画（ADBと協調）

地方クレジット・ユニオンの新設、2003年1月現在339クレジットユニオン、27，000従業員

がキルギスにある。

一民間分野振興計画：協会、コンサルタンツ会社、開発関係機関、輸出・輸出会社振興支援

一労働市場政策・雇用促進計画：1994－2002年

－Issyk－Kul自然保護支援計画：環境適合農業、観光パイロット事業、環境情報センター
ーOsh州民営農業促進計画：訓練普及システム（TES：TrainingandExtensionSystem）

自助努力による農業生産性の改善、訓練普及要員の育成

7．2．3スイス

スイスは対東欧スイス協力局（COEE）とスイス国経済問題連邦局（FOFEA）を通じて

きめ細かな支援を展開している。人道支援、農業分野、森林・環境分野及びアラル海保護へ

の支援を実施してきた。

一中小企業向け低金利融資、訓練、助言による民間部門の促進。

一農村地域に於ける収入創出を目指した農林産物の加工、流通支援

7．2．4オランダ

注力している援助分野は保健、制度改革、マネージメント開発、農業分野の民営化であ

る。

7．2．5トルコ（トルコ協力開発庁（TIXA）

トルコは同じイスラム教国として、又経済協力機構（ECO）加盟国として積極的支援を

行なう姿勢であるが、実績は大きくない。

一人材育成支援計画：キルギス・トルコ　マナス大学新設、海外訓練、国内訓練

7．2．6英国（DFID）

土地の公正で透明な私有権の法律的，社会的、組織的フレームワークの改善。

必要に基づいた持続的農村向け助言の開発と効率的農民の農地と労働資源の運用のための

開発サービス。畜産生産共同体に於ける持続的収入が保証される仕事の創軋

7．2．7　USAID

USAIDの援助は市場経済改革、社会セクター改革、保健分野、農業分野、エネルギ

ー効率化、民主化支援など多岐にわたっている。最近は次の4事業に注力している。

－中小企業向け原材料供給及び人材訓練

一中小企業振興の為の適正な法的整備及び税制の創出
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一関税改革支援
一透明性強化を意図した法的・内規環境支援

7．2．8　日本（JICA及びJBIC）

我が国の「キ」国援助は（1）市場経済の導入支援、（2）BHN（基礎医療、

教育等）、（3）経済インフラ及び（4）農業分野に傾注している。1995年5月市場経済化を
担う人材育成の拠点として首都ビシケクに「キルギス日本センター」を開設し、日本から派

遣した専門家による経済経営関連講座を開講している。1999年各月のJICAから派遣された4

人の資源開発調査団人質事件を受け、安全対策の観点から2000年7月にはJICA現地駐在員事

務所が設置された。

表3．22我が国の援助

国　 名 無 償 資 金

（百 万 ドル ）

技 術 協 力

（百 万 ドル ）

政 府 貸 付 金

（百 万 ドル ）

総　 計 （億 円）

カ ザ フス タ ン 0．9 2 臥3 2 2 0．1 1 累 計 7 7．8 5

2 0 0 2年 度 1 0 ．5 3

キ ル ギ ス 0．2 2 3 ．2 8 4 ．14 累 計 4 1．0 6

2 0 0 2年 度 3 ，＄0

ウ ズ ベ キ ス タ ン 2 3 ．1 1 9 ．4 4 6．6 8 累 計 5 2．9 6

2 0 0 2年 度 1 0．8 1

タ ジ キ ス タ ン 2 5．17 1．7 6 － 累 計 9 ．4 5

2 0 0 2年 度 2 ．4 4

トル ク メ ニ ス タ ン 0．6 2 10．7 7 累 計 3．7 7

2 0 0 2年 度 0．18

出典:国別事業実績/1アジア地域､ JICA2003及びWhite Paper 2002,外務省

表3．232002年度実施協力案件



出典：国別事業実演／1アジア地域、JICA2003及びWhte Paper2002，外務省

7．2．9NGO

「キ」国には現在500～600のローカルNGO（ManaSAtaSociety，Manufhcturerand
C。mmerCialCenter／小規模企業の設立及び組織化TheFirm”Adil”／商業活動及び繊維産業，

People，stradehouseくくJumake”／輸出入及び貿易網の組織化Kyrgyz－SwissBank“Adil”／銀行業
務，JointEnterprise“Vilta－Ulknan”／天然薬品原材料等）が活動している。又、国際NGOとし
てアドラ、ヘリべタス、マーシー・コープス、ピース・コープスなど15団体が事務所を持
って活動している。

臥総合所見

「キ」国は世界の屋根といわれる天山山脈の斜面に横たわる面積199，900k虚†日本の

約半分）の山岳国で、国土の2β以上が標高3，000mを超えるアルパイン高地であり、平坦地
は僅か7．8％に過ぎないこと、人口約500万人で内需の小さいこと、旧ソ連邦崩壊直後の1991

年8月に独立してから今日まで民主化と市場経済化を中央アジア諸国で最も強力に推し進め
た国であり、その結果計画経済のもとこれまでソ連邦政府から供給されてきた農業生産資機

材及びソ連邦政府により100％買い上げてもらっていた農産物流通のシステムが全て切断さ
れたことから農業生産が疲弊してしまった現状に鑑み、「キ」国政府は農業生産を2005年ま
でに独立前の水準にもどすべく努力している。耕種作物は概ね独立前の水準にもどりつつあ

るが畜産生産の大幅な遅れが足かせとなっている。「キ」は歴史的に遊牧民の民で、地勢的

に耕種作物の生産性向上には限界があること、又周辺諸国に当面穀物不足国は見当たらず
（隣国カザフスタンは年間500－800万トンの余剰小麦の輸出先探しに苦しんでいる）輸出を

期待することが困難なこと等から畜産の振興による貧困削減が多いに期待されている。
包括的畜産振興策の基盤をなす0口蹄疫ワクチンの開発・普及並びに◎人口受精ネットワー

クの確立からなる本案件の実施は「キ」国全国民に稗益をもたらすことが期待出来、技術協
力案件として意義がある。
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1 ．中央アジア5カ国概要比較

国　 名 カザフスタン共和国 ズペキスタン共和 トウルクメニスタン タジキスタン キルギス共和 国

Kazakh＄tan U zb ekistan T u rkm en istan T ajikistan K y rgyz R e pu b tic
独　 立 －　　 19 9 1 年 1 9 9 1 年 1 9 9 1 年 19 9 1年 9月9 日 199 1年 8月 31 日

面　 積 2．72 4，90 0k痛 447，40 0kボ 48 8．100 k痛 143，100 k頗 199．90 0 k痛

人 口

人 口増加 率

16．398．50 0 （1997） 23，7●00，00 0 （20 00） 4．297．60 0 （1998） 5，995．40 0 （1994） 4．52 9，64 8 （19 9 6）

カザフ人　　 約50％ ウズベク人　　 80％ トウルウメン人　 77 タジク人　　　　 65％ キルギス人　 52．4％

ロシア人　　　 34％ ロシア人　　　　 5％ ウズベク人　　 9．2 ウズベク人　　 25％ ロシア人　　　 2 1．5％

ウクライナ人　 5％ タジク人　　　 5％ ロシア人　　　　 7％ロシア人　 3．5％

1．56％

ウズベク人　 12．9％

ドイツ人　 2．5％

ウズベク、タタール、

朝鮮 、ウイグル人等

－0．42％

カラカルバク人 2．5％

1．76％

カザフ人　 2％

1．29％

その他 タタール人 、

ドイツ人、朝鮮 人等

1．39％
平均 寿命 65 70 66 6 9 6 7
乳児死 亡 （1．00 0人 当たり） 60 5 1 5 2 5 4 5 3
出生 率 2．1 2．6 3．4 3．3 2．6
貧困 人 口 35．00％ 26．50％ 59．00％ 80％ 51％
識字 率 98％ 99％ 98％ 98％ 97％
就学 率　 小学校 （男／女） 100％／100％ 96％／96％ na 100 ％、10 0％ 98％、 ’98 ％

中学校 （男／女） 80％／89％ 8 1％／72％％ na 99％／87％ 75％、 83％
首　 都 アスタナ タシケント アシュガバット ドゥシャンベ ビシュケク

（300．000） （2．300．00 0） （450，00 0） （602，00 0） （670．000）
主要都 市 アルマトウ サマルカンド トウルクメナバット ホーヤン オシュ

（13．00 0．00 0） （36 8．000） （161，000） （160．000） （25 0．00 0）
カラガンダ ナマンガン マーリ ウルガン・テユベ カラ・コル
（600，000） （34 1，000） （95．00 0） ウ （80，000）

シムケント アンディジャン トウルクメンバシ ホー ログ ナリン
（400．000） （30 3，000） （65，00 0） （22，00 0） （45．000）

行政 区分 1 4 州 12 州とカラカルパク

スタン自治共和国

5 州 2 州とガルム地方 と

バダフシャン自治共和国

6 州

通 ．貨 テンゲ スム マナット タジキスタン・ソーモン ソム
Tr T C C om

公用語 カザフ語 ウズベク語 トウルクメン語 タジク語 キルギス話



1．中央アジア5カ国概要比較

国　 名 カ ザ フ ス タ ン 共 和 国 ズ ベ キ ス タ ン 共 和 ト ウ ル ウ メ ニ ス タ ン タ ジ キ ス タ ン キ ル ギ ス 共 和 国

K a z a k h s t a n U z b e k is t a n T u r k m e n is t a n T 司jik is t a n K y r g y z R e p u b lic
ロ シ ア 語 も 同 等 取 り 扱 し 殆 ど の 国 民 が ロ シ ア

語 も 話 す

ロ シ ア 語 が 普 及 ロ シ ア 語 を 話 す ロ シ ア 語 を 話 す

宗　 教 カ ザ フ 人 の 殆 ど が ス ン ス ン ニ 派 も ス リ ム 、 ス ン ニ 派 ム ス リ ム ス ン ニ 派 イ ス ラ ム ス ン ニ 派 モ ス リ ム

派 ム ス リ ム 、 そ の 他

ロ シ ア 正 数

そ の 他 ロ シ ア 正 教 等 ロ シ ア 正 教 東 部 山 岳 地 帯 は シ ー ア 派

イ ス ラ ム

そ の 他 ロ シ ア 正 教 等

土 地 利 用 耕 地　多 年 作 物　牧 草 地 1 2 ％

1 1 ％

5 7 ％

9 ％

1 ％

4 6 ％

3 ％

6 3 ％

6 ％

2 5 ％

7 ％

4 4 ％
森 林 4 ％ 3 ％ 8 ％ 4 ％ 4 ％
そ の 他 ． 1 6 ％ 4 1 ％ 2 6 ％ 6 5 ％ 4 5 ％

主 要 資 源 石 油 、 天 然 ガ ス 、 石 炭 、 天 然 ガ ス 、 石 油 、 石 ・石 油 、天 然 ガ ス 、石 ．水 力 、 石 油 、 ウ ラ ニ ウ ム 、 水 力 、 金 及 び 稀 金 属 、 石
鉄 鉱 石 、 マ ン ガ ン 、 ク ロ 金 、 ウ ラ ニ ウ ム 、 銀 、 硫 黄 、塩 水 銀 、 褐 炭 、 鉛 、 亜 鉛 、 炭 、 石 油 、 天 然 ガ ス 、

ム 鉱 石 、 ニ ッ ケ ル 、 コ バ 銅 、 鉛 、 亜 鉛 、 タ ン グ ス ア ン チ モ 二 、 タ ン グ ス テ ン 、 ネ フ ェ リ ン 、 水 銀 、 ビ ス マ

ト 、 銅 、モ リ ブ デ ン 、 鉛 、 テ ン 、モ リ ブ デ ン

亜 鉛 、 ボ ー キ サ イ ト 、 金 、
ウ ラ ニ ウ ム

銀 、金 ス 、 鉛 、 亜 鉛

G D P （2 0 0 0 ） 4 ．8 ％ 4 ．0 ％ 1 7 ．6 ％ 8 ．3 ％ 5 ．0 ％
亡 人 当 た り G D P U S ‡1 ，2 3 0 U S ‡7 2 0 U S ‡6 6 0 U S ‡2 9 0 U S ‡3 0 0
産 業 構 造 （2 0 0 0 ）農 業 9 ．2 ％ 3 4 ．9 ％ 2 7 ．3 ％ 1 9 ．4 ％ 3 9 ．4 ％

工 業 3 9 ．4 ％ 2 3 ．0 ％ 5 0 ．0 ％ 2 5 ．7 ％ 2 6 ．4 ％
サ ー ビ ス 5 1 ．4 ％ 4 2 ．1 ％ 2 2 ．7 ％ 5 4 ．9 ％ 3 4 ．2 ％

輸 出 額 （百 万 U S ‡） 8 ，8 0 0 2 ，9 0 0 2 ，4 0 0 7 6 1 4 8 2
借 款 額 （百 万 U S ‡）■ 6 ．6 9 0 4 ，5 3 4 2 ，3 0 3 9 2 2

1 4 3

1 ，7 7 0

3 7 7

IB R D

ID A

1 ，0 5 7

4 6 0

2 1 7

1 2 7

2 8

3 2

IM F 1 1 1 1 8 8
そ の 他 多 国 間 3 9 2 3 1 0 2 8 4 0 8
二 国 間 4 7 1 2 ，1 0 7 3 9 0 4 0 3 4 7 5
民 間 3 ，2 9 5 1 ，4 9 1 1 ．5 3 1 1 4 1 3 1 2
短 期 4 7 4 2 8 2 3 2 2 9 6 1 0

電 話 普 及 台 数 （1 ．0 0 0 人 当 た り 1 0 8 6 6 8 2 3 5 7 6
ー 人 当 た り 援 助 額 （名 目 U S ‡） 1 0 ．7 8 6 ．0 1 4 ．3 8 1 9 ．5 7 5 4 ．8 1



1．中央アジア5カ国概要比較

国　 名 カザ フスタン共 和 国 ズベキスタン共 和 トウル クメニスタン タジキスタン キ ル ギ ス共 和 国

K a zakh sta n U zbe kistan T urkm en istan T亜 kistan K y rgyz R e pu b lic
消 費 者 物 価 （2 0 0 1 ） 8．6％ 2 5．9％ 1 1．2％ 39．4％ 7．6％

G D P 民 間 シェア 6 0％ 4 5％ 2 5％ 45％ 6 0％

由典：調査団編集‘　　　　　　　　　2．1カザフスタン国社会経済主要指棲推移（1990～2005由

In d ic ato r 1 9 9 0 1 9 9 1 19 9 2 19 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 96 1 9 9 7 19 9 8 19 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 20 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5
G D P (b illio n T e n g e )

G D P re a l (b illio n T e n g e )

G D P / c a p it a (U S $ )

G D P / c ap it a- re a l (U S $ )

7 2 1

1 .0 14 .2

1 .0 14 .1 9 0

1,0 12

1.0 1 2

1,4 1 5.8

1 .0 1 9 ,7 2 9

1 .3 0 4

9 3 8

1.3 8 6 .2

1.0 3 7 .4 7 1

1,40 1

8 6 9

1 ,4 5 6 .9

1 .0 1 1,5 2 5

1 ,4 2 6

8 2 1

1,6 7 4 .3

1,1 2 7

1 .9 8 9 .0

1 ,2 3 0 1 .5 0 5

G D P st ru c tu re (% )

In d u s try 2 0 .5 2 7 .2 3 0 .9 2 8 .7 2 9 .1 2 3 .5 2 1.3 2 1 .4 24 .4 2 8 .2 3 3 .2

C o n st ru c tio n

34 .0 2 9 .5 2 3 .1

8 .3 9 .6 6 .5 3.4 4 .2 4 .9 4 .7 5 .2

A g ric u ltu re 16 .4 1 4 .9 12 .3 1 2 .1 l l.4 8 .5 9 .9 8 .0

T ra n s p o r t & C o m m u n ic a tio n 10 .0 l l .2 10 .7 9 .4 l l.7 1 3 .8 12 .1 l l.5

T ra d e

H e a lth & E d u c a tio n

O th e rs

N e t T a x

7 .9 1 0 .0 17 .2

6.2

1 9.2

4 .4

1 8 .2 1 5 .7

7 .0

2 4 .0

4 .6

1 5 .2

7 .2

20 .0

6 .0

13 .6

6 .7

19 .2

5 .6

12 .4

5 .7

17 .9

6 .1

G ro s s A g ric u ltu ra l

P ro d u c t (m illio n T e n g e )

1 9 1 ,5 7 1 2 9 6,9 5 0 2 4 6 .1 1 3 3 3 4 .9 7 0 4 0 2 .0 4 7 * * )5 8 5 .2 * )4 9 3 .4 * )5 34 .5 * )5 8 2 .3 * )6 3 7 .8

C ro p (m illio n T e n g e )

G ra in

In d u s tria l

P o ta to

V e g et ab l e

M e lo n

F ru it & B e rry

O th e rs

L iv e s to c k (m illio n T e n g e )

C o w

P ig

S h e e p

1 0 7 .2 74

4 2 .1 0 9

1 0 ,4 24

2 0 .8 36

10 .5 28

5 37

1 ,9 2 9

18 .90 1

8 4 ,2 9 7

5 5 , 6 2 8

5 ,7 62

8 .7 9 1

1 6 8 ,0 7 5

9 2 .4 2 6

7 ,7 5 1

2 3,0 3 9

1 8 ,19 9

7 9 9

1 ,4 4 7

2 5 .8 17

1 2 8 ,87 5

84 . 8 8 4

5 .7 6 5

1 6 ,0 7 9

10 1.8 6 2

3 4 .8 7 5

6 .7 0 5

17 .2 6 1

2 5 .6 3 1

1.5 5 8

1.0 2 4

16 ,6 8 7

14 4 .2 5 1

9 6 .4 7 3

6 .8 9 4

1 5 .3 70

1 7 7 .7 0 3

8 5 .8 0 0

1 0 ,3 50

2 6 ,2 5 1

2 5 .2 16

1 ,4 2 4

1 .8 10

2 8 .0 5 8

1 5 7 .2 6 7

1 0 4 .4 6 1

9 ,8 3 5

1 4 ,9 3 9

2 2 3 ,5 0 4

1 1 1 .5 4 5

1 8 ,0 6 0

3 1 .17 5

2 6 .9 0 0

2 ,7 0 1

4 ,1 37

3 1 .5 12

1 7 8 ,5 4 3

1 15 ,18 5

1 6 .7 0 9

16 .8 9 3

* * )32 8 .0

* * )2 0 7 .2

* )2 6 9 .2

* )2 2 4 .2

* )2 9 2 .2

* )2 4 2 .3

* )3 1 8 .2

* )2 6 4 . 1

詛)3 5 1.1

* )2 8 6 .7

P o p u la t io n (m illio n p e r s o n s )

U rb a n (m illio n p e rs o n s)

R u ra l (m illio n p e rs o n s )

1 6 .4 蝣 1 6 .2 1 6 .0 15 .7 1 5 .2

8 .5

6 .7

15 .0

8 .4

6 .6

14 .9

8 .3

6 .6

1 4 .8

8 .3

6 .5
W o rk in g P o p u la tio n C O O O )

o f w h ic h p e a s a n t fa rm s
(p riv a t e. '0 0 0 p e rs o n s)

U n e m p lo y e d ('0 0 0 p e rs o n s )

U n e m p lo y e d ft ) 8 .1 1 3 .0 8.6

6 .4 7 2 .3

2 77 .4

9 6 7 .8

1 3 .0

6 ,12 7 .6

2 5 4 .6

9 2 5 .0

13 .1

6 ,1 0 5 .4

2 5 9 .7

9 5 0 .0

1 3 .5

6 .2 0 1.0

3 4 7 .6

9 0 6 .4

1 2 .8 l l.0

I ̂ H H H

F o re ig n D e b t (m illio n U S D )

T o G D P (% )

T o E x p o rt (% )

F o re ig n D ire c t In v e s tm e nt

(m illio n U S D )

S o u rc e : 詛) E s tim a te s b y T h e S ta

* * ) T h e S ta tis tic s A g e n

t e A g ro fo o

c y o f th e R

d P ro g ra m

e p u b lic o f K

o f th e R ep

a z ak h s ta n

ub lic o f K a

F eb ru ary

6 3 5 .0

za k h s tan fo

27 . 20 0 2

 9 8 4 .3

r 2 0 0 3 - 2 0 0

4 ,20 5.5

2 0.2

6 0 .4

1.67 3.7

5 . M O A

5 .9 5 1 .7

2 6 .9

7 8 .2

2 .1 0 7 .0

7 ,5 4 2 .9

33 .7

1 13 .1

1 .2 15 .9

S t at is tic a l Y e a rb o o k 2 0 0 1 o f K a z ak h s ta n . A g e n c y o n S tatiis tic s o f th e R e p u b lic of K a z ak h st an



2．2　人口推移（1992～2035年）
Unit：■000DerSOnS

Year 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 200’5

Male 2．187 2．200 2．215 2，236 2．264 2．299 2．338 2，377 2．413 2，445 2，558

Female 2．280 2．291 2．306 2．327 2．356 2．392 2．432 2，471 2，508 2．541 2，657

Rural 1．808 2．839 2．874 2．919 2，973 3．035 3．101 3，167 3，229 3．284 3，422

Urban 1．659 1，653 1，646 1．644 1，647 1．654 1，665 1．678 1．692 1．706 1．793

AgriculturalPopulation 1．373 1．351 1，330 1．312 1．300 1．290 1．282 1．273 1．263 1．251 n／a

TotaIKr・ygyZStan 4．467 4．491 4，521 4．562 4．620 4．691 4．770 4．848 4，921 4．986 5．215

Year 2010 2015 2020 2025 2030 2035

Male 2．705 2，868 3．030 3．176 3，303 3，415

Female 2．805 2．968 3，132 3．283 3，419 3，543

Rural 3．598 3，735 3，801 3．771 3，703 n／a

Urban 1．912 2．101 2．360 2．689 3．019 n／a

AgriculturatPopulation n／a n／a n／a n／a n／a n／a

TotalKrygyzstan 5．510 5．836 6．161 6．460 ●　6，722 6，958

Source：FAOSTAT，2003，EstimatedandPrqiected

2・3　州別面積・人口・市町村数現況（2001年1月1日現在）

O b la s t T e rrit o ry P o p u lat io n R a y o n s C it ie s & L a rg e S m a ll

(s q . k m .) C O O O ) T o w n s V illa g e s V ia llg e s

K a z a k h st a n 2 .7 2 4 .9 0 1 4 .8 4 1 .9 1 6 0 8 5 2 ,1 0 3 7 ,8 6 3

A k m o la 1 4 6 .2 8 10 .3 1 7 1 0 2 2 1 7 5 1

A k to b e 3 0 0 .6 '6 7 2 .6 1 2 8 1 2 1 4 6 8

A lm a ty 2 2 3 .9 1 ,5 6 1 .8 1 6 1 0 2 3 4 8 1 1

A ty ra u 1 1 8 .6 4 4 7 .1 7 1 5 6 1 8 9

E a st K a z a k h sta n 2 8 3 .3 1 ,5 0 4 .3 1 5 1 0 2 2 5 8 7 0

Z h a m b y l 1 4 4 .3 9 8 5 .7 10 4 8 1 3 6 7

W e st K a z a k h st a n 15 1 .3 6 0 4 .4 12 2 1 5 4 5 12

K a r a g a n d a 4 2 8 .0 1,3 8 1 .6 9 l l 1 6 8 5 5 6

K z y l- O rd a 19 6 .0 9 7 2 .3 1 6

7

5

3

2 0 3 7 9 9

K o st a n a i 2 2 6 .0 6 0 5 .5 8 7 2 6 9

M a n g is ta u 1 6 5 .6 3 2 3 .7 4 3

3

2 5 4 8

P a v io d a r 1 2 4 .8 7 7 6 .8 10 1 6 6 5 16
N o rth K a z a k h sta n 9 8 .0 7 0 6 .4 13 5

8

1 8 9 7 7 4

S o u th K a z a k h s ta n 1 1 7 .3 2 ,0 2 5 .4 1 2 1 7 3 9 3 3
A st a n a C ity 0 .7 3 2 4 .1 1

1A lm aty C ity 0 .3 1.1 3 9 .9

Source: Statistical Yearbook 2001 of Kazakhstan, Agency on Statistics
of the Republic of Kazakhstan



2．4　土地利用推移（1992～2000年）
Unit- '000ha

Y e a r 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

T o t a l A r e a 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0 1 9 ,9 9 0

L a n d A re a 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 .1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0 1 9 ,1 8 0

A g ric u lt u r a l A r e a 1 0 ,3 2 0 1 0 ,1 2 0 1 0 ,4 2 0 1 0 ,4 3 9 1 0 ,6 4 1 1 0 .6 6 1 1 0 .6 9 0 1 0 ,7 2 6 1 0 ,7 2 6

Irr ig a t e d A g ric . A re a 1 ,0 0 7 1 ,0 5 0 1 ,0 7 7 1 ,0 7 7 1 ,0 7 4 1 ,0 7 2 1 ,0 7 2 1 ,0 7 2 1 .0 7 2

A r a b le & P e r m a n e n t 1 ,3 2 0 1 ,4 2 0 1 ,4 2 0 1 ,3 2 6 1 ,4 2 5 1 ,4 2 6 1 .4 2 8 1 ,4 3 5 1 ,4 3 5

A r a b le L a n d 1 ,2 5 0 1 ,3 4 7 1 ,3 4 5 1 ,2 5 3 1 ,3 5 2 1 ,3 5 6 1 ,3 6 0 1 ,3 6 8 1 ,3 6 8

P e r m a n e n t C r o p s 7 0 7 3 7 5 7 3 7 3 7 0 6 8 6 7 6 7

P e r m a n e n t P a s t u r e 9 ,0 0 0 8 ,7 0 0 9 ,0 0 0 9 ,1 1 3 9 .2 1 6 9 ,2 3 5 9 ,2 6 2 9 ,2 9 1 9 ,2 9 1

F o r e s t & W o o d la n d 7 3 0 7 3 0 7 3 0 n / a n / a n / a n / a n / a

N o n A r a b le & N o n P e r . - 1 7 ,8 6 0 1 7 .7 6 0 1 7 .7 6 0 1 7 .8 5 4 1 7 .7 5 5 1 7 .7 5 4 1 7 .7 5 2 1 7 .7 4 5

Source: FAOSTAT Database Results
Remarks: Non Per. = Non Permanent Crops

2．5　営農形態別農用地利用現況（2001年1月1日現在）

Unit 'OOOha
C a t e g o r y T o t a l U s a b le o f  w h ic h

P lo w in g H a y P a s t u r e

T o t a  l 2 7 2 ,4 9 0 .2 0 2 2 2 ,4 8 5 .9 0 2 1  ,3 9 9 .9 0 5 ,0 1  5 .5 0 1  8 7 ,0 8 1 .8 0

A g r ic u lt u r a l  e n t e r p r is e s 3 ,1  4 9 .5 0 2 ,9 2 5 .0 0 6 2 3 .3 4 2 .6 2 ,1  2 4 .7 0

In d iv id u a l  f a r m e r s 4 0 6 .0 3 4 7 .1 2 5 1 .9 3 .6 2 7 .2

P e a s a n t s 2 9 ,7 8 9 .8 0 2 8 ,9 0 4 .7 0 6  ,0 5 0 .2 0 8 6 7 .5 0 2 0 ,3 4 8 .0 0

C o o p e r a t iv e s 1  7 ,7 4 9 .8 0 1  5 ,6 5 6 .4 0 1  ,5 6 3 .8 0 4 1  2 .9 0 1  3 ,2 2 4 .0 0

C o m p a n ie s  a n d  S S C 4 0 ,6 3 5 .1  0 3 7 ,0 7 1 .2 0 1 0 ,6 0 3 .1 0 6 7 7 .4 0 2 4 ,4 9 8 .7 0

N o n - S t a t e  O r g a n  iz a t io n 1 ,6 3 1 .7 0 1  ,4 7 4 .5 0 2 8 7 .5 0 3 6 .3 0 1  ,0 7 9 .5 0

F o  r e  s t r y 2 2 ,2 2 1 .7 0 7 ,2 8 5 .6 0 6 5 .9 0 3 3 4 .9 0 6 ,8 6 9 .7 0

R e s e r v e 1  1  8 .6 8 7 .8 0 1  0 2 .6 8 7 .0 0 1  ,8 6 1 .0 0 2 ,2 1  1 .7 0 9 3 .4 8 4 .3 0

Source：Agrjcurture，ForestryandFishery－StatisticalIssue－2001，MOA

2．6　農業生産指数推移（1992～2002年）

Y e a r 19 9 2 1 9 9 3 19 9 4 19 9 5 1 9 9 6 19 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

K y rg y z ta n T o t a l 9 9 .7 9 7 .0 8 7 .9 8 1.0 8 9 .5 9 6 .3 1 0 2 .3 1 0 8 .4 1 1 1 .8 1 1 1 .2 1 1 3 .0

C ro p s 10 2 .5 9 0 .5 7 4 .8 7 1.5 9 0 .1 1 1 1.4 1 1 9 .3 1 3 2 .8 1 3 6 .3 1 5 3 .2 1 5 9 .2

iv e st o c k s 9 2 .6 8 9 .7 8 0 .4 7 1 .8 7 4 .7 7 4 .6 7 5 .6 7 7 .4 7 9 .4 8 0 .4 8 4 .0

Source: FAOSTAT Database Results



2．7　農業生産額推移（1995～2000年）

Unit: million Tense
D  e s c ri p t i o n 1 9 9 5 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

A . T o t a l  ( B . +  C . +  D .) 1 9 1 ,5 7 1 2 9 6 ,9 5 0 2 4 6 ,1  1 3 3 3 4 ,9 7 0 4 0 2 ,0 4 7

C r o p s 1 0 7 ,2 7 4 1  6 8 ,0 7 5 1 0 1 , 8 6 2 1  7 7 ,7 0 3 2 2 3 ,5 0 4

L iv e s t o c k s 8 4 ,2 9 7 1 2 8 ,8 7 5 1  4 4 ,2 5 1 1 5 7 ,2 6 7 1 7 8 ,5 4 3

B .  A g r i c u lt u r a l  E n t e r p r i s e s 1 0 1 , 1 7 9 1  3 0 ,2 2 2 5 6 ,7 8 0 9 6 ,4 2 7 9 9 ,0 8 1

C r o p s 7 3 , 9 9 9 1  0 3 ,2 0 6 3 7 ,5 2 7 8 1  ,3 3 5 8 4 ,7 4 4

L iv e s t o c k s 2 7 ,1 8 0 2 7 ,0 1  5 1  9 ,2 5 3 1 5 ,0 9 2 1  4 ,3 3 7

C .  P e a s a n t s 5 , 3 1 9 3 0 ,2 3 6 3 0 ,4 3 6 5 3 , 1 3 7 8 7 ,5 6 7

C r o p  s 3 , 6 3 2 2 3 ,8 4 2 2 3 ,3 4 2 4 5 ,3 8 4 7 8 , 1 5 8

L iv e s t o c k s 1  ,6 8 7 6 ,3 9 4 7 ,0 9 4 7 ,7 5 3 9 ,4 0 9

D .  I n d iv id u a ls 8 5 , 0 7 3 1  3 6 ,4 9 2 1  5 8 ,8 9 7 1  8 5 ,4 0 7 2 1 5 , 3 9 9

C r o p s 2 9 ,6 4 4 4 1  ,0 2 6 4 0 ,9 9 4 5 0 ,9 8 5 6 0 , 6 0 2

L iv e s t o c k s 5 5 .4 2 9 9 5 .4 6 6 1 1 7 .9 0 4 1  3 4 .4 2 2 1  5 4 . 7 9 7

Source: Agriculture, Forestry and Fishery - Statistical Issue - 2001, MOA



2・8　主要農産物生産量推移（1992～2002年）
I Init- MT

C o m m o d it y 1  9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

C e r e a ls ,  T o t a l 1  ,6 0 2 ,9 0 0 1  ,5 9 7 .4 0 0 1 ,0 6 1 , 1 0 0 9 4 5 ,4 8 0 1 .3 2 5 ,4 1 9 1  ,6 1 0 .3 8 8 1 . 6 0 7 ,5 3 0 1 .6 1 7 ,0 3 0 1 .5 4 9 ,5 2 0 1 .7 9 3 , 7 5 6 1 .9 7 1 ,2 9 1

W h e a t 6 7 9 .0 0 0 8 8 5 . 1 0 0 6 0 8 .4 0 0 6 2 5 .0 0 0 9 6 4 . 1  0 0 1  ,2 7 3 .6 6 0 1 . 2 0 3 .6 7 6 1 . 1 0 9 .1 0 7 1 .0 3 9 . 1 0 9 1 . 1 9 0 .6 0 1 .3 6 3 .2 1 0

R i c e ,  P a d d y 3 .5 0 0 2 ,7 0 0 4 ,3 0 0 6 .7 0 0 9 .2 0 0 1 2 1  1 .0 3 2 1  5 ,0 6 6 1 8 .9 9 1 1 6 .5 5 7 1 6 .7 7 0

B a r l e y 6 2 0 .5 0 0 5 0 9 ,6 0 0 3 0 9 .6 0 0 1  5 8 .9 0 0 1  6 6 ,4 0 0 1 5 1 ,6 2 8 1 6 1 .7 0 8 1 7 9 ,8 5 0 1  5 0 ,2 0 9 1  3 9 ,9 4 9 1 6 0 .9 3 5

M a iz e 2 8 0 .7 0 0 1  8 3 .8 0 0 1  2 9 ,3 0 0 1  4 9 ,5 8 0 1 8 2 , 1 6 7 1  7 0 .5 6 5 2 2 7 .8 8 6 3 0 8 .3 5 6 3 3 8 .2 6 3 4 4 2 .7 7 2 4 2 7 .3 5 3

R y e 1  ,0 0 0 3 ,0 0 0 1  ,5 0 0 1 . 1 0 0 3 0 0 1 0 0 9 1 2 3 9 4 1 4 4 7 0

O  a t s 1  2 .0 0 0 8 ,0 0 0 7 .0 0 0 3 ,2 0 0 3 .2 0 0 2 .7 0 0 3 , 1 3 4 4 .5 9 0 2 .8 4 9  5 3 .7 3 0  4 2 . 9 4 3

S o r g h u m 6 .2 0 0 5 .2 0 0 1  ,0 0 0 1 .0 0 0 5 2 3 5 1 2 3 8 1 0

C  o t t o  n 5 2 .4 0 0 4 9 .2 0 0 5 3 .5 0 0 7 4 .5 0 0 7 3 ,1 0 0 6 2 .4 0 0 7 7 ,8 0 0 I9 B B I I M B H i l

T o b a c c o 4 3 , 1  0 0 4 8 .6 0 0 3 6 .4 0 0 1  7 .6 0 0 1  7 .9 0 0 I  S H H i  ̂ ^ s n H ^ S H I  H M I II M H I  I

S u g a r  B e e t s 1  3 4 .6 0 0 2 2 0 .2 0 0 1  1 4 ,2 0 0 1  0 7 ,4 0 0 1 8 9 ,8 3 1 2 0 5 .4 6 7 4 2 9 .2 0 0 5 3 6 . 1 4 0 4 4 9 .8 2 9 2 8 6 .6 4 0 4 7 4 .0 1 9

V e g e t a b l e s  &  M e lo n 4 3 8 ,6 0 0 2 7 7 ,6 0 0 2 8 4 .9 0 0 3 4 1  ,2 3 3 4 0 9 .4 3 2 5 1 7 .3 8 1 6 0 2 .0 3 3 7 8 2 ,5 3 3 8 1 1 .9 1 3 9 0 6 ,7 9 8 8 8 1 ,6 3 5

P  o t a t o 3 6 2 .0 0 0 3 0 8 ,3 0 0 3 1  0 ,9 0 0 4 3 1 .5 6 7 5 6 2 .3 6 6 6 7 7 .9 7 5 7 7 3 .4 8 9 9 5 7 . 1 9 5 1 .0 4 5 . 5 5 5 1 . 1 6 8 .3 9 6 1 .3 0 5 , 1 0 7

F r u it s  P r im a r y 1  4 8 ,5 0 0 5 4 .2 0 0 1 0 1 .6 0 0 8 6 , 1 3 8 9 7 ,4 9 1 1  3 3 .5 5 0 1  2 0 ,2 5 9 1 1 9 .2 1 2 1 5 3 . 6 8 9 1 5 2 . 1 4 5 1 4 7 ,6 1 0

A p p l e 6 8 ,5 0 0 2 2 ,0 0 0 4 4 .0 0 0 5 6 , 9 3 8 7 2 .7 9 1 8 9 .7 9 9 8 6 .0 4 1 8 2 .6 2 4 1 0 2 ,9 0 0 1 0 1 .0 0 0 9 7 .2 0 0

A p r ic o t 1  5 ,0 0 0 5 .0 0 0 1  0 .0 0 0 4 .5 0 0 5 .5 0 0 1  1 .0 0 0 1  0 .0 0 0 1  0 ,0 0 0 1  2 ,6 0 0 1  2 ,3 0 0 1  1 .9 0 0

P e a c h e s  &  N e c t a ri n e 1  5 .0 0 0 4 ,0 0 0 1  0 ,0 0 0 2 .0 0 0 2 .0 0 0 6 ,0 0 0 3 ,7 0 0 4 ,0 0 0 5 ,0 0 0 4 .9 0 0 4 .8 0 0

P lu m 1  5 ,0 0 0 1 0 ,0 0 0 1  4 ,0 0 0 2 .0 0 0 2 .0 0 0 2 ,5 0 0 2 ,0 0 0 3 .0 0 0 3 .8 0 0 3 .7 0 0 3 ,6 0 0

G r a p e 3 1  ,0 0 0 9 ,2 0 0 1  7 ,6 0 0 1 9 , 7 0 0 1  4 ,3 0 0 2 2 .7 5 1 1 7 ,2 1 8 1  8 .0 8 8 2 6 .4 8 9 2 7 ,4 4 5 2 7 ,4 1 0

F r u it s ,  F r e s h 4 ,0 0 0 4 ,0 0 0 6 ,0 0 0 1  ,0 0 0 9 0 0 1 .5 0 0 1 .3 0 0 1 .5 0 0 2 , 9 0 0 2 .8 0 0 2 . 7 0 0

C a t t l e  ( h e a d s ) 1 . 1  9 0 ,0 0 0 1 .1  2 2 .4 0 0 1 .0 6 2 .3 0 0 9 2 0 . 1  0 0 8 6 9 .0 0 0 8 4 7 ,6 0 0 8 8 4 ,9 0 0 9 1 0 .5 6 4 9 4 7 .0 2 1 9 6 9 .5 4 9 9 7 8 . 7 8 1
S h e e p  ( h e a d s ) 9 ,2 2 5 .0 0 0 8 .4 7 9 ,5 0 0 7 , 1  0 3 .3 0 0 4 ,9 2 4 .4 0 0 4 ,0 7 4 .8 0 0 3 ,5 4 5 , 1  0 0 3 .6 2 0 ,0 0 0 3 .6 2 0 .0 0 0 3 .1 9 7 . 7 6 2 3 . 1  0 4 .4 5 8 3 . 1 3 3 . 5 0 6
G o a t  ( h e a d s ) 3 0 0 .0 0 0 2 6 2 .0 0 0 2 1  9 .0 0 0 1  5 2 .0 0 0 2 0 0 .0 0 0 1 7 1 ,0 0 0 1  8 9 .9 0 0 1  9 0 .6 0 0 6 0 1  ,4 2 9 6 3 9 ,7 5 9 6 4 5 . 7 4 5
P i g  ( h e a d s ) 3 5 7 .7 0 0 2 4 6 .6 0 0 1  6 9 ,4 0 0 1  1 7 .8 0 0 1  1 3 .9 0 0 8 8 .0 0 0 9 3 .0 0 0 1  0 5 .4 7 6 1 0 1 8 7 8 0 .8 2 9
C h ic k e n  ( h e a d s ) 1  3 .0 7 1  ,0 0 0 1  0 ,0 2 0 ,0 0 0 6 .5 0 0 ,0 0 0 2 ,0 0 0 ,0 0 0 1 .9 0 0 ,0 0 0 2 .0 0 0 ,0 0 0 2 ,2 0 0 .0 0 0 2 .6 0 0 ,0 0 0 3 .0 6 4 .0 0 0 3 ,2 5 4 .0 0 0 3 .4 0 3 .0 0 0

T u r k e y  ( h e a d s )H o r s e  ( h e a d s ) 5 0 0 .0 0 0

3 2 0 .5 0 0

4 0 0 .0 0 0

3 1  3 ,0 0 0

4 1  7 .0 0 0

3 2 2 ,0 0 0

2 0 9 , 0 0 0

2 9 9 ,0 0 0
1  3 2 J 3 0 03 0 8 .  1  0 0 1  2 2 ,0 0 03  R  1  O O 1  3 0 .0 0 0

3 3 D J JO O
1  2 8 .0 0 0 1  4 0 .0 0 0 1  2 5 .0 0 0 1  3 0 .0 0 0

3 3 6 ,0 3 4 9 .8 0 0 3 4 6 k k T IY IT IT i l  l
A s s e s  ( h e a d s ) 1  0 .0 0 0 1  0 .0 0 0 1  0 .0 0 0 1  0 ,0 0 0 1  0 .0 0 0 9 .0 0 0 8 .0 0 0 7 .5 0 0 7 ,6 0 0 7 .4 0 0 7 .4 0 0
C a m e l  ( h e a d s ) 5 0 .0 0 0 5 0 .0 0 0 5 0 .0 0 0 5 0 ,0 0 0 5 0 .0 0 0 4 8 ,0 0 0 4 7 .0 0 0 4 7 .0 0 0 4 7 .0 0 0 4 6 .0 0 0 4 6 .0 0 0
R a b b it  ( h e a d s ) 2 0 0 .0 0 0 8 0 ,0 0 0 1  0 0 .0 0 0 5 0 .0 0 0 5 0 .0 0 0 4 5 .0 0 0 4 0 .0 0 0 3 5 .0 0 0 2 5 .0 0 0 7 0 .0 0 0 7 0 .0 0 0
M e a t 2 2 8 .0 0 0 2 1  4 .3 0 0 1  9 7 .2 0 0 1  7 9 .9 0 0 1  8 5 .5 0 0 1  8 5 .9 0 0 1 9 1 .1 0 0

B u t t e r  &  G h e e 8 ,6 0 0 7 ,0 0 0 3 .9 0 0 2 ,0 0 0 1 . 1 0 0 1 ,4 8 0 1 .3 3 2 1 .2 3 6 1 .3 7 5 1 .8 5 2 2 .0 0 0
C h e e s e  ( A ll  K in d s ) 1  2 ,7 0 0 1 0 .8 0 0 7 .0 0 0 3 .8 0 0 2 . 1 0 0 2 , 1 0 0 2 .7 0 7 2 ,8 1 2

n / a

3 .4 4 5

6 3 0

3 .3 9 8

6 3 0

3 . 6 0 0

6 5 0

M i lk 9 6 0 .9 0 0 9 4 6 .0 0 0 8 7 1 .6 0 0 8 6 4 .2 0 0 8 8 5 ,2 0 0 9 1  1 ,5 0 0 9 6 3 . 7 0 0

E g g  ( p i e c e s ) 5 9 1  ,0 0 0 .0 0 0 3 8 8 .9 0 0 .0 0 0 2 0 1 .6 0 0 .0 0 0 1  4 6 ,7 0 0 .0 0 0 1  5 9 .6 0 0 ,0 0 0 1  6 3 ,9 0 0 .0 0 0 1  7 5 .8 0 0 .0 0 0

S k im  M i lk  &  B u t t e r m ilk n / a n / a n / a n / a n / a n / a

6 0 0

n / a

5 0 0

W o o l 3 3 .7 0 0 3 1 .2 0 0 2 1  ,2 0 0 1  4 .8 0 0 1 2 . 1 0 0

S il k .  R a w  &  W a s t e 1  ,2 0 0 7 0 0 8 0 0 8 0 0 9 5 0 2 0 0 fi 7 7 fi n a

Source: FAOSTAT Database Results. 2003



2．9　州別農業総生産額推移（1995～2000年）

Unit: million Tenee
O b a s t 9 9 5 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

K a z a k h s t a n T o t a  l 1 9 1 , 5 7 1 .4 2 9 6 ,9 5 0 .0 2 4 6 ,1  1 3 .4 3 3 4 ,9 6 9 .9 4 0 2 ,0 4 6 . 5

C r o p 1  0 7 ,2 7 4 .4 1  6 8 ,0 7 4 .6 1 0 1 ,8 6 2 .4 7 7 , 7 0 3 .5 2 2 3 ,5 0 3 . 1

L iv e s t o c k 8 4 ,2 9 7 .0 1  2 8 ,8 7 5 .1 1 4 4 ,2 5 1 .0 1 5 7 ,2 6 6 .5 1  7 8 ,5 4 2 . 1

A k m o la T o t a l 1  8 ,9 5 0 .2 2 5 ,9 6 2 .0 1 5 , 7 3 4 .6 4 3 ,5 0 5 .9 4 7 ,9 3 7 .2

C r o p 1  2 ,2 2 3 . 5 1  6 ,4 3 2 .1 6 ,5 2 8 .9 3 0 , 1 2 9 .3 3 2 ,4 9 8 .e

L iv e s t o c k 6 ,7 2 6 .8 9 ,5 2 9 .8 9 ,2 0 5 .8 1  3 ,3 7 6 . 6 1  5 ,4 3 8 .6

A k t o b e T o t a  l 5 ,2 6 0 .2 1  7 ,5 6 6 .2 1  0 ,4 9 4 .6 1  3 , 5 0 7 .8 1 6 ,6 5 4 .1

C r o p 2 , 5 7 4 .5 1  0 ,2 0 4 .4 2 ,5 2 9 .1 4 , 9 4 3 .3 6 , 6 8 0 J

L iv e s t o c k 2 ,6 8 5 .8 7 ,3 6 1 .8 7 ,9 6 5 .5 8 ,5 6 4 .5 9 ,9 7 3 . 3

A lm a t y T o t a l 2 3 , 9 0 0 .9 3 4 , 4 5 5 .0 4 0 ,2 2 3 .1 4 3 , 8 9 8 .2 5 3 ,4 9 8 . 9

C r o p 1  3 ,2 8 0 .0 1  6 . 6 5 3 .4 1  8 ,8 3 5 .0 2 0 ,4 1  2 .2 2 6 , 1 6 0 . 1

L iv e s t o c k 1  0 , 6 2 0 .9 1 7 ,8 0 1 .5 2 1  ,3 8 8 .3 2 3 ,4 8 6 .1 2 7 ,3 3 8 .8

A t y r a u T o t a  l 2 ,7 0 5 3 , 1  8 8 .3 3 ,8 3 9 .3 4 ,0 5 6 .0 4 ,6 5 3 .6

C r o p 9 2 1 .0 8 8 9 .6 1  ,0 9 5 .0 1  ,0 0 0 .6 1  ,0 2 5 .5

L iv e s t o c k 1  ,7 8 4 .0 2 ,2 9 8 .8 2 .7 4 4 .2 3 ,0 5 5 .4 3 ,6 2 8 . 1

E a s t  K a z a k h s t a n T o t a l 2 2 , 6 4 7 .2 2 1  ,0 6 2 .6 2 5 ,3 0 5 .2 3 0 ,6 2 5 . 6 3 7 ,4 6 4 .6

C r o p l l ,8 1 2 .2 7 ,9 3 2 .4 1 0 ,7 7 5 .7 1  4 ,0 4 4 .5 1  7 ,4 8 7 .3

L iv e s t o c k 1  0 ,8 3 5 .0 1 3 , 1 3 0 .1 1  4 ,5 2 9 .5 1 6 ,5 8 1 . 1 1 9 ,9 7 7 .2

Z h a m b y l T o t a l 7 , 1 1 9 . 1 1 3 ,2 1 0 .0 1  3 ,7 2 5 .8 1  5 ,3 4 7 .5 1  9 , 7 2 9 . 8

C r o p 3 ,7 8 5 . 3 7 , 1  2 4 . 2 7 ,6 6 0 .5 8 ,3 0 8 .0 l l ,4 1 7 .9

L iv e s t o c k 3 ,3 3 3 . 7 6 ,0 8 5 .7 6 ,0 6 5 .3 7 ,0 3 9 .5 8 ,3 1  2 .0

W e s t  K a z a k h s t a n T o t a l 5 ,6 8 9 . 9 1  7 ,8 3 2 . 6 1  2 ,8 6 9 .8 1  4 ,2 6 5 .7 1  5 ,0 0 6 .7

C r o p 1 ,3 1 9 .5 8 , 6 9 5 .8 1  ,5 5 5 .0 1  ,4 8 3 .8 5 ,6 6 7 .6

L iv e s t o c k 4 .3 7 0 .4 9 ,1  3 6 .8 l l ,3 1 4 .7 1 2 ,7 8 1 .9 9 ,3 3 9 . 1

K a r a g a n d a T o t a l 1  2 , 0 7 6 .6 1  4 ,2 7 0 .9 1 3 ,5 1 1 .8 1  4 ,9 4 9 .0 1  8 ,7 6 5 .4

C r o p 7 ,1  8 4 .7 6 ,3 2 4 .8 5 ,3 5 4 .4 6 ,9 3 1 .9 9 ,1  3 6 .5

L iv e s t o c k 4 ,8 9 1 .6 7 ,9 4 6 .1 8 , 1  5 7 .3 8 ,0 1 7 . 1 9 ,6 2 8 .9

K o s t a n a i T o t a l 2 3 , 1  8 4 .9 4 9 , 1  2 3 .2 2 9 , 6 2 9 .6 5 0 ,5 2 4 .2 6 3 ,2 8 2 .4

C r o p 1  0 ,8 5 3 .9 3 0 .6 9 4 .5 9 , 6 5 7 .6 2 9 ,0 0 5 .7 3 5 ,6 8 4 .1

L iv e s t o c k 1 2 .3 3 1 .0 1  8 ,4 2 8 .7 1  9 , 9 7 2 .0 2 1 ,5 1 8 .5 2 7 ,5 9 8 .2

K z y l- O r d a T o t a l 3 ,6 6 5 . 1 5 ,7 7 6 .6 6 ,3 8 8 .9 6 ,7 2 0 . 1 8 ,5 7 8 .3

C r o p 2 ,4 4 2 .8 3 ,5 3 5 .7 3 ,5 2 7 .2 3 ,6 3 0 .0 5 ,1 9 1 .9

L iv e s t o c k 1  ,2 2 2 . 3 2 ,2 4 0 . 9 2 ,8 6 1 .7 3 ,0 9 0 .  1 3 ,3 8 6 .4

M a n g i s t a u T o t a l 1  ,2 2 8 .7 6 8 4 . 1 7 4 9 .6 7 2 6 .0 8 0 1 .3

C r o p 1  7 3 . 7 7 8 . 7 6 6 .2 2 .5 1  0 .0

L iv e s t o c k 1  ,0 5 5 .0 6 0 5 .4 6 8 3 .4 7 2 3 .5 7 9 1 .3

P a r lo d a r T o t a  l 1 6 ,6 5 1 .5 1 6 ,6 9 7 . 7 l l ,8 9 6 . 7 1  3 ,8 2 4 .5 1  6 ,3 8 0 .8

C r o p 1  1 ,2 8 0 . 6 8 ,3 1 0 . 6 2 ,7 8 9 .3 3 ,9 7 7 .3 6 ,5 4 0 .8

L iv e s t o c k 5 ,3 7 0 . 9 8 ,3 8 7 . 1 9 ,1 0 7 .5 9 ,8 4 7 .2 9 .8 4 0 .0

N o r t h  K a z a k h s t a n T o t a l 2 9 ,3 3 1 . 6 4 8 ,1 6 1 . 1 2 9 ,3 7 4 . 1 4 5 , 1 9 6 .6 4 7 ,4 5 1 .0

C r o p 1 7 ,8 1 7 .4 3 5 , 1 3 2 .7 1 5 ,1 0 8 .5 3 2 ,0 7 1 .9 3 2 ,2 7 5 .0

L iv e s t o c k l l ,5 1 4 .3 1  3 ,0 2 8 .4 1  4 ,2 6 5 . 6 1 3 , 1 2 4 .7 1 5 ,1 7 6 .0

S o u t h  K a z a k h s t a n T o t a l 1 9 . 1 6 0 .5 2 8 ,9 5 9 .7 3 1 , 1 9 0 .6 3 6 ,3 6 2 .3 4 9  ,4 0 8 .2

C r o p l l ,6 0 5 .3 1  6 ,0 6 5 .7 1 5 ,3 9 9 . 1 2 0 ,6 0 9 . 1 3 1 ,6 2 6 .3

L iv e s t o c k 7 ,5 5 5 .3 1  2 ,8 9 4 .0 1 5 , 7 9 1 .5 1  5 ,7 5 3 .2 1 7 ,7 8 1 .9

A s t a n a  C it y T o t a l 2 2 6 .0 4 8 6 .2 6 6 2 .3

C r o p 1  6 3 .2 3 1 9 .5 4 7 3 .1

L iv e s t o c k 6 2 .8 1 6 6 .7 1 8 9 .2

A l a m t y  C it y T o t a  l 9 5 3 .7 9 7 4 .3 1  , 7 7 2 .0

C r o p 8 1 7 .7 8 3 3 .9 1  ,6 2 8 .2

L iv e s t o c k 1 5 3 .9 1 4 0 .4 1 4 3 .7

Source: Agriculture, Forestry and Fishery - Statistical Issue - 2001, MOA



2．10　州別農用地推移（1991～2001年）
Unit：rTlHIion hectare

O b last

19 9 1 199 5 20 00 20 0 1 19 9 1 - 200 1 B alan c e

T ota l in clu d ing

arab le

T ota l inc lud in g

arab le

T ota l inc lu ding

arable

T ota l in c lu ding

arab le

T ota l in c lu d in g

a rab le

A km o la 13 .6 6 .4 12 .6 6.2 8 .9 4 .5 9 .0 4.9 - 4 .6 - 1 .5

A kto b e 2 3 .0 2 .1 20 .4 1.6 7.9 0.7 7.5 0.8 - 15 .5 - 1.3

A lm aty 15 .9 1.7 1 4 .2 1.5 8 .5 1.1 8 .2 1 .1 - 7 .7 - 0 .6

E ast- K aza kh stan 8 .9 2 .7 8 .5 1.8 2 .6 0 .9 2 .6 0 .9 - 6.3 - 1.8

A ty ra u 22 .2 0 .0 3 18.6 0 .0 1 4 .5 0 .00 2 4 .5 0 .0 0 1 - 1 7.7 - 0 .0 0 3

Z h am b y l l l.5 1.02 1 0 .8 0.9 7 .9 0 .9 7 .4 0 .8 - 4 .1 - 0 .2

W e st- K a zakh sta n 12 .9 2 .0 1 ll.5 1.8 5.0 0 .4 4 .5 0 .6 - 8 .4 - 1.4 1

K arag an dy 2 8.4 2.3 2 2.1 2.02 ll.9 1.0 6 10.7 1.1 - 17 .7 - 1.2

K zy l- O rd a 18.9 0.3 17.5 0 .2 6.9 0 .1 5.7 0 .1 - 1 3.2 - 0 .2

K osta na i 18.1 6.7 17.2 6.5 7.9 5 .6 7.6 5 .6 - 10.5 - 1.1

M an g ista u 13.9 0 1 2.2 0 8.3 0 8.3 0 - 5 .6 0

P av lo d ar 10.6 3.5 9.6 3.03 2.7 1.3 2.5 1.3 - 8 .1 - 2 .2

N o rth - K aza kh stan 9.0 5 .5 7.8 5.3 6.1 4 .1 6.1 4 .2 - 2 .9 - 1.3

S ou th - K a zak hstan l l.5 1.2 l l.8 1.03 4.0 0 .8 6.3 0 .8 - 5 .2 - 0 .4

T otal 2 18 .4 3 5.5 1 94 .8 3 1.9 93.1 2 1.5 90.9 22 .2 - 1 2 7 .5 - 1 3 .3

Source: The State Agrofood Program of the Republic of Kazakhstan for 2003-2005



2．11州別穀物作付面積推移（1990～2000年）

Unit: '000 ha
O b la s t 1 9 9 0 1 9 9 5 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

A .  T o t a l  ( B . +  C .  + D . )

K a z a k h s t a n 2 3 ,3 5 5 . 9 1  8 ,8 7 7 . 7 5 , 6 5 1 .4 1 3 ,5 2 6 . 7 1  1 , 3 9 2 .5 1  2 ,4 3 8 .2

1 .  A k m o la 4 ,7 5 2 .2 4 ,2 0 2 .2 3 ,6 3 6 . 1 3 ,0 8 5 .8 2 , 7 2 8 .2 3 , 1 9 1 .1

2 .  A k t o b e 1 .9 3 2 . 8 1 ,4 2 1 . 1 9 9 2 .7 9 6 2 .3 5 1 0 .6 5 7 1 . 1

3 .  A lm a t y 9 2 4 . 7 6 5 2 .5 5 6 6 .8 5 6 1 .4 5 5 2 . 1 5 3 9 . 1

4 .  E a s t - K a z a k h s t a n 9 . 9 7 .5 1 .7 1 .4 0 .3 0 .2

5 .  A t y r a u 1  ,5 6 6 .2 8 7 6 .2 5 2 4 .3 4 0 4 .9 3 8 2 . 0 4 2 6 .0

6 .  Z h a m b y l 5 7 0 .8 4 3 2 .9 3 4 9 .3 3 4 3 .8 3 3 1 . 1 3 6 1 .7

7 .  W e s t - K a z a k h s t a n 1  , 4 4 6 .4 1 ,1 9 0 .5 7 9 2 .5 8 0 7 .8 4 6 8 .8 3 8 5 .8

8 .  K a r a g a n d y 1  ,4 5 2 .4 1 ,1 5 2 .4 9 3 2 .4 6 4 6 .9 4 9 5 .9 6 2 3 .7

9 .  K z y l- O r d a 4 , 8 8 7 . 1 4 , 0 1  0 . 0 3 , 5 3 4 .5 2 , 9 7 2 .7 2 , 5 0 9 .3 2 ,8 2 2 .5

1 0 .  K o s t a n a i 1 3 9 .8 1  2 3 . 9 8 3 .4 7 7 .8 6 9 .4 7 6 .6

1  1 .  M a n g is t a u 0 .2

1  2 .  P a v lo d a r 1 ,7 9 9 .4 1  ,3 3 7 .8 1 ,0 2 1 .3 6 8 1 .7 4 4 3 .7 4 0 5 . 5

1  3 .  N o r t h - K a z a k h s t a n 3 ,3 2 6 .9 3 ,1  1 5 .4 2 , 9 9 4 .3 2 , 7 5 6 .3 2 , 7 0 0 .4 2 ,8 2 8 . 1

1  4 .  S o u t h - K a z a k h s t a n 4 3 7 . 1 3 5 5 .3 2 2 2 . 1 2 2 3 . 9 2 0 0 .7 2 0 5 . 9

1 5 .  A lm a t y  C it y 0 .0 0 . 9

B .  A g r i c u lt u r a l  E n t e r p r is e s

K a z a k h  s t a n 2 3 ,3 4 6 .8 1  7 ,9 5 9 .3 1  3 ,0 8 5 . 8 1 0 ,4 8 1 .9 8 ,2 5 1 .5 8 ,6 1 8 . 6

I

1 .  A k m o la 4 ,7 5 1 .6 3 ,9 4 1 .3 3 ,0 9 6 .2 2 ,5 2 1 .6 2 ,2 4 1 .2 2 ,5 3 8 .5

2 .  A k t o b e 1  ,9 3 2 .2 1 , 3 7 1 . 9 9 1 5 . 6 8 4 4 .3 4 3 6 . 8 4 4 6 .2

3 .  A lm a t y 9 2 4 .0 6 1 2 .2 4 6 0 . 6 4 0 9 .0 3 3 5 .6 2 7 8 .7

4 .  E a s t - K a z a k h s t a n 9 .9 7 .5 1 .7 1 .4 0 .3 0 .2

5 .  A t y r a u 1  ,5 6 5 . 9 8 5 8 .9 2 2 0 .3 1  3 3 .3 1 0 7 .5 8 4 .7

6 .  Z h a m b y l 5 7 0 .2 4 3 0 .9 3 3 6 . 6 2 9 0 .2 2 3 6 .9 1 8 9 . 1

7 .  W e s t - K a z a k h s t a n 1  ,5 5 5 .2 1 , 1 7 7 .2 6 8 6 .6 5 7 3 .6 2 9 7 .9 2 1 5 .8

8 .  K a r a g a n d y 1  ,4 5 2 . 4 1  ,0 0 5 .0 7 4 7 .0 4 7 1 .0 3 0 8 . 1 3 7 9 .8

9 .  K z y l- O r d a 4 ,8 8 5 . 9 3 ,8 7 2 .7 2 , 9 9 3 . 1 2 , 4 0 5 .8 1 , 9 1 7 .9 2 , 1  3 8 . 6

1  0 .  K o s t a n a i 1 3 9 . 7 1  2 0 .8 6 5 .4 5 3 .5 5 0 .4 5 0 . 8

1  1 .  M a n g is t a u 0 .2

1 2 .  P a v lo d a r 1  ,7 9 9 .2 1  ,2 6 8 .5 8 8 1 .8 5 2 4 .9 2 9 7 .3 2 3 6 . 1

1  3 .  N o r t h - K a z a k h s t a n 3 ,3 2 5 . 4 2 ,9 5 5 .9 2 , 4 9 6 .6 2 , 0 8 0 .1 1  ,8 9 9 .4 1  , 9 3 7 . 7

1  4 .  S o u t h - K a z a k h s t a n .  4 3 5 .0 3 3 6 .5 1  8 4 .3 1  7 3 .2 1  2 2 .2 1 2 1 . 5

1  5 .  A lm a t y  C it y 0 .0 0 . 9

C .  P e a s a n t s

K a z a k h s t a n 4 . 8 9 0 9 .4 2 , 4 7 6 .3 2 , 9 8 0 .8 3 ,0 8 6 .0 3 ,7 2 2 . 5

1 .  A k m o la 2 6 0 .8 5 3 9 .9 5 5 4 .0 4 8 2 .4 6 4 9 . 4

2 .  A k t o b e 0 . 6 4 9 .2 7 7 . 1 1 1 8 .0 7 3 .8 1  2 4 . 7

3 .  A lm a t y 3 9 . 7 9 9 .0 1 3 6 .4 2 0 1 .0 2 4 3 .2

4 .  E a s t - K a z a k h s t a n 0 . 0

5 .  A t y r a u 0 . 1 1 3 . 1 2 9 8 .3 2 5 9 .9 2 6 3 .6 3 2 5 .3

6 .  Z h a m b y l 1 .9 1 2 .0 5 2 . 1 9 2 .9 1 4 9 . 5

7 .  W e s t - K a z a k h s t a n 1 .2 1  3 .3 9 8 .1 2 2 9 .7 1  7 0 . 9 1 6 9 .0

8 .  K a r a g a n d y 1 4 7 .4 1  8 5 .4 1  7 5 .9 1 8 7 .8 2 4 3 . 9

9 .  K z y l- O r d a 1 .2 1 3 7 .3 4 8 4 .1 5 6 6 .4 5 9 1 .4 6 8 3 .4

1 0 .  K o s t a n a i

1  1 .  M a n g i s t a u

1 2 .  P a v lo d a r 0 .2

1 .6 1 7 .3 2 3 .8 1 7 .7 2 2 . 6

6 9 . 3 1 3 9 .5 1 5 6 .8 1 4 6 .4 1 6 9 . 4

1  3 .  N o r t h - K a z a k h s t a n 1 .5 1 5 9 .5 4 9 7 . 7 6 7 6 .6 8 0 1 .0 8 8 5 . 8

1  4 .  S o u t h - K a z a k h s t a n

D .  H o u s e h o l d s

K a z a k h s t a n 4 .3

1 6 .3 2 7 .9 3 1 .6 5 7 . 1 5 5 . 8

9 .0 8 9 .3 6 4 .0 5 5 .0 9 7 . 1

1 .  A k m o la 0 .6 0 . 1 1 0 .2 4 .6 3 .2



2．11州別穀物作付面積推移（1990～2000年）

Unit: '000 ha
O b la s t 1 9 9 0 1 9 9 5 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

2 .  A k t o b e 0 .2

3 .  A lm a t y 0 .7 0 . 6 7 .2 1 6 .0 1 5 .5 1 7 .2

4 .  E a s t - K a z a k h s t a n

5 .  A t y r a u

6 .  Z h a m b y l

0 . 2 4 . 2 5 .7 l l .7 1 0 .9 1 6

0 . 6 0 . 1 0 .7 1 .5 1 .3 2 3 . 1

7 .  W e s t - K a z a k h s t a n

8 .  K a r a g a n d y

9 .  K z y l- O r d a

1  0 .  K o s t a n a i

7 .8

5 7 .3

4 .5

0 .5

1 . 0

0 .0

1  1 .  M a n g is t a u

1  2 .  P a v lo d a r

1  3 .  N o r t h - K a z a k h s t a n

0 . 1 1 .5

0 .1

0 . 7 0 .5 1 .3 3 .2

4 .6

1  4 .  S o u t h - K a z a k h s t a n 2 . 1 2 . 5 9 .9 1 9 .1 2 1 4 2 8 .6

Remarks: Including corn for grain
Source: Agriculture, Forestry and Fishery, Statistical Issue - 2001 , MOA



2．12　カザフスタン国農業省組織
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2．13　南カザフスタン州の経済社会文化概要

1．南カザフスタン州の歴史：

シル クロー ドの通 り道。カザ フ人 （64．2％） を中心 に 100 カ国以上の人間が居住。砂漠、

ステ ップ、山岳及び 叫gai森林。 Sy rdaIy a と Sh u の 2 大河州が流れ ている。輸送路 （鉄道及

び道路）はイ ラン、 トルクメニスタン、 ウズベ キスタン、キル ギス、中国及び ロシアに延

びてお り、国際輸送路のハブとなっている。 1 8 世紀の遺跡市である 0 打ar 及び T urkestan

市は南カザ フスタン州の歴史的宝庫である。対ジンギスハン闘争の地であると共に A b N asir

Al ＿F arabiの出生地でアレキサン ドリア市に匹敵する図書の宝庫、40 年以上にわたって遺跡

の発掘が行 われてお り、南カザフス タン州の歴 史を 日々塗 り替えてい る。カザフスタンの

歴 史上重 要で K azakh K han S の居住 地 と共 に宗教セ ンター で もあ り、 K ho dzha A k lm ed

Y ぉsavi ，s M au soleun は 14 世紀 の建築で、毎年数千人の巡礼者が訪問 してい る。州都シムケ

ン ト市は人 口50 万人、旧名は Zah m am ち 1864 年 ロシアの傘 下に入 り、19 14年 C helγy aeV，192 1

年 C him k ent，199 1 年 Shym k ent に名称変更。 出生率は 1，00 0 人当た り 22．36 人 と全国で最 も

宣 ／　　1く≠秦lリT ・入ミ7nOA　　適正仇坊、L ／7ヽ 広野単也 量、度しヽ

2．甫カザフスタン州の面積：

総 面積 11，7 25，800 ba （全 土 の 4．3％）

農用 地 10，27 0，000 h a

耕　 地 7 S6，400 ha

草　 地 14 3，000 ha

放牧 地 9，062 ，80 0 h a

3＿　宙カザフスタン州の行政：

193 2 年行政府設置、12 県、中央政府直轄 の 4 市 を含 め 8 市、946 村

州知事

県 ・市長

好 一司

4．人　口　（2002年1月1日現在）

総人 口 ：　　　 2，02 5，4 00 人

うち都市 人 口 ： 740，300 人 （3 6．6％）

農村 人 口 ：1，2 85，100 人 （6 3．4％）

平均人 口密度 ：17．4 人／撼 （全 国平均 5．■8 人／適 の 3 倍 ）

総 労働 人 口 ：　　　　 1，036，90 0

うち都市 労働 人 口 ：　　 4 34，3 0 0

農 村 労働人 口 ：　　 6 02，600

経 済活 動人 口 ：　　　　 8 26，700 （総 労働 人 口の 7 9．7％）



うち就業人 口 ： 708，10 0 （全国の 11．4％）

失業人 口 ： 118，600 （総労働人 口の 11．4％）

総雇用人口 ： 224，50 0

うち農業 ： 35，400

工業 ： 44，SOO

サー ビス業 144，30 0

5，産業構造（2001年）：

工 業 生 産 額　　　　　　　 9 9，3 6 0 ．0 百 万 テ ン ゲ （全 国 の 5、5％ ）

農 業 生 産 額　 4 9，4 0 8 ．2 百 万 テ ン ゲ （全 国 の 12 ．3 ％ ）

農 業　　 2 6 4 億 テ ン ゲ （全 国 の 5．2 ％ ）

工 業　　　　　　　　　 4 3 2 億 テ ン ゲ （全 国 の 5 ．0 ％ ）

建 設 業　　　　　　　　 2 3 億 テ ン ゲ （全 国 の 1．7 ％ ）

貿 易　　　　　　　　 1 10 億 テ ン ゲ （全 国 の 3 4 ％ ）

運 輸 ・通 信　　　　　　 10 4 億 テ ン ゲ （全 国 の 3 ．5 ％ ）

そ の 他 サ ー ビ ス 業　　　 2 ＄1 億 テ ン ゲ （全 国 の 5 7 ％ ）

総 計 1，2 12 億 テ ン ゲ （全 国 の 5．2 ％ ）

セ ク タ ー　　 価 格 （億 テ ン ゲ ） ＿ 題 」 ．＿

鉱　 業　　　　　　　　　　　　　　　　 3 S．2 5　　　　　　　　　　 4 ．1

農 産 加 工 業　　　　　　　　　　　　　 13 2．19　　　　　　　　　 14 ．1

コ ー ク ス ・石 油 精 製 業　　　　　　　　　 3 74 ．亀3　　　　　　　　　　 3 9 ．9

繊 維 業　　　　　　　　　　　　　　　 1 73 ．4 3　　　　　　　　　 1臥4

電 気 ・ガ ス ・水　　　　　　　　　　　　　　 甚9 ．も9　　　　　　　　　　 9 ．5

そ の 他　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 4 7．錮　　　　　　　　　　 14．0

t　 G D P 合 計　 1，15 8・4 7　 10 0 ・0

臣 輸 出 入 バ ラ ン ス （2 0 0 2 年 ） ：

輸 出 ：2 0 4．5 百 万 U S D　 繊 椎 ・繊 維 製 品 5 0．3％ 、 金 属 製 品 2 0 ．3％

l 輸 入 ‥1 3 2・1 百 万 U S D 機 械 製 品 3 1・7 ％ 、 化 学 製 品 2 1・8 ％ 、 畜 産 物 ・野 菜 ・食 品

　　　　　　　　 1 7．6 ％ 、 金 属 製 品 7 ．9 ％

l
　 輸 送 量 ：

l
総　 計　　　　　　　　　　　 1 2，2 8 2，8 0 0 トン

鉄　 道　　　　　　　　　　　 1 1，6 5 7，50 0 トン

道　 路　　　　　　　　　　　　　　 6 2 5，3 00 トン

l
空 路　　　　　　　　　 3 6．7 トン



6．収入・支出（2001年）：

平 均月 収 ： 2，53 6 テ ンゲ （全 国平均 の 63 ．6 ％ ）

一 人 当た り平 均月支 出 ： 2，53 8 テ ンゲ （全 国平均 の 64 ．2 ％）

平 均月 賃金 ： 9，2 14 テ ンゲ （全 国平均 の 64 ．1％）

7．南カザフスタン州の貧困（2002年3，400テンゲ／月一人以下）：

都 市 27．98％

農 村 44．0 9 ％

州 合 計 38．4 4％

S．水資源（2001年）：

天 然 泉 水 量　　　　　　　　　　　　　 3 ，11 8 百 万 ポ

送 水 損 失 量　　　　　　　　　　　　 1，0 1 6 百 万 d

消 費 水 量 （工 業 用 水 46 百 万 ポ 含 む ）　　 2 ，18 9 百 万 が

飲 料 水 量　　　　　　　　　　　　　　 142 百 万 d

飲 料 水 事 情 ：需 要 量 ：2．6 rd ／月 ・人 又 は 85 リッ トル ／人 ・日

200 2 年 1 月 23 日付 け政 府 解 消 令 第 9 3 号 に 基 づ く飲 料 水 計 画 （主 幹 ：農 業 省 ）

1 ． 既 存 給 水 シ ス テ ム の リハ ビ リ・改 善

2 ， 新 規 給 水 源 の 開発

3 ． 水 質 の 改 善

4 ． 飲 料 水 の 合 理 的 利 用

5 ． 給 水 施 設 の 生 態 ・衛 生 状 態 改 善

6 ． 飲 料 水 の 合 理 的 利 用 に係 わ る広 宣 の 創 出

7 ． 飲 料 水 の 管 理 、 協 力 の 改 善 、 効 率 向上 及 び 防 滴 活 動

B u E u n Sk o¢貯 水 池 ：

潅 漑 面 積 ：O rd ab a sy 1 8，00 0h a，T utk e stan 2 9，50 0 h a，O b ，rar 2 ，8 0 0 h a，B a y d ib e k 8 0 0 h a，A r y s

1，4 6 5 h a 合 計 52，56 5b a

問 題 点 ：1．6 ，00 0 h a の塩 害 、 2．排 水 機 242 基 の補 修 ・整 備 、 3．排 水 路 2 70 k m の補 修 ・整 備

4．貯 水 池 底 の 清 掃 、 5．3，50 0 k w 瓜r 発 電 施 設 の 新 設

9．環　境：

南カザフスタン州の自然は海外でも有名｡アクス河畔の保養地､ Sarygashサナトリウム

(合計11ヶ所)､鉱水利用の治療､国立保護区多い｡国立公園Aksu-Zhabagalyは南カザ

フスタン州の南東に位置し(Tylkubassky県)､気候は半乾燥砂漠からアルパイン牧草地

まで､砂漠は風向きにより乾草種がゆっくり変化､牧草地が高い山麓を飾り､河が渓谷

滝となって落ち､ステップに富んでいるO山地牧草地及び森林が豊富｡ニガヨモギ､ Archa

tree, Zershavskaya, Ash-tree Riverloved, Ark (mountain goat), Tjan-Shan brown bear,白頭鷲等絶



滅種も保護区に生息、花が豊かで春・夏 （4～各月）はチュウリップ、自然の宝庫。南カザ

フスタン州は健康管理、教育、環境問題で国際保健同盟、ユーラシア基金、ユネスコ、

世銀、欧州復興銀行 と協力 している。

10．南カザフスタン州電力事情：

発 電所 : 第一水 力 発 電所 Shym k ent 18M W

第 二水力 発 電所 Shym kent 能力 12M W 発 電 6M W

第 三水力 発 電所 Shym k ent 能 力 160M W 発 電 35M W

Sh arda血 skaya 水 力発 電所′Sharda血 Sky 能力 100M W

5 ヶ所 の小 規模 水力発 電所/S arya gash sk y 総能 力 l,3 20kW

需 要量 175 .7M W

自給 量 14 8.8M W

他州 他 国 よ り 2 6.9M W

Sairam sky (17 村 ) , T oleby isky (14 村 ) 及 び O rdabasin sky (9 村 ) 県 に は発 電 施設 な く

S hardarin skaya 水力 発 電所 か ら電力会 社 JS C T urkestanenerg o に よ り送 電0

送電 量 は To leby isky 3 .6M W ,O rdab asinsky 3 .1M W 及 び Sairam sk y 7.1M W

11．主要産物生産量（2001年）：

鉱 物 資 源 (ウ ラ ニ ウ ム ､ 重 晶 石 ､ 複 合 石 ､ 鉄 鉱 石 ､ 石 油 ､ ガ ス ､ 石 炭 燐 ､ 金 , ヴ アナ ジ

ウム ､ 鉱 水 ) ､ 非 鉄 金 属 ､ 化 学 石 油 産 業 ､ 建 築 資材 産 業 及 び 農 業 が 盛 ん O 現 在 8 0 の 合 弁

外 資 企 業 が 石 油 ､ セ メ ン ト､ 薬 品 ､ 衣 料 ､ 家 具 ､ 繊 維 ､ 製 茶 で 活 躍 0 代 表 的 企 業 は Sh N O S

(C a n a d a ),C h em farm (Ire la n d ), K a tk o (下ra n ee , S w itz erlan d ), S hy m k e n tc em e n t (F ran ce ), In k ai

(C a n a d a ). 13 0 社 が 3 1 カ 国 へ 輸 出 (ロ シ ア ､ イ タ リー ､ ラ トビ ア ､ キル ギ ス ､ 中 国 ) 及 び

5 6 カ 国 か ら輸 入 (ロ シ ア ､ ドイ ツ ､ ウ ズベ キ ス タ ン ､ フ ラ ン ス ､ マ レー シ ア ､ ウ ク ライ

ナ )○

(1 )石 炭 10 , 4 0 0 トン

(2 )石 油 精 製 品 2,8 4 3 ,0 0 0 トン

(3 )石 鹸 ●表 面活 性 剤 11,3 4 1 トン

(4)ペ ン キ ●ラ ッカ ー 23 トン

(5)セ メ ン ト 2 6 4 ,7 0 0 トン

(6)石 灰 1 1,0 0 0 トン

■
(7 ) レ ン ガ 3 3 ,2 0 0 rr?

(8)屋 根 用 ス レー ト 1,2 2 6 ,7 0 0 m

(9 )タ イ ル 16 ,6 0 0 n f

(1 0 )靴 下 -ス トッ キ ン グ 36 5 ,0 0 0 足

(l l) ソー セ ー ジ 20 0 トン



（12）バ ター 128 トン

（13）ミル ク 13，号59 トン

（14）野菜 （馬鈴薯除 く） 1，259 トン

（15）発電 765 百万 kw h

（16）天然水 45．5 Ⅰゼ

12．農業

12．1農業就業人口

単位：，000人

1 9 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

（A ）全　　　　 国 1 ，0 6 2 ．3 2 3 2 ．1 3 1 8 ．5

（B ）南 カ ザ フ ス タ ン 1 6 0 ．3 3 5 ．3 19 ．5

rB V rA H ％ 1 1 5 ．1 15 ．2 6 ．1

12．2農業総生産

単位：百万テンゲ

19 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

A ．耕 種 作 物

a．全 国 1 0 7 ，2 7 4 ．4 2 2 3 ，5 0 3 ．7 4 2 3 ，7 ‡7 ．S

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 1 1，6 0 5 ．3 3 1，6 2 6 ．3 4 3 ，3 1 S ．9

C ．b ノa ．（％ ） 10 ．8 14 ．2 1 0 ．2

B ． 畜 産

a ．全 国 ＄4 ，2 2 9 ．7 17 8 ，5 4 2 ．7 2 3 0 ，7 3 8 ．5

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 7 ，5 5 5 ，3 1 7 ，7 8 1 ．9 2 1，6 5 3 ．0

C ．b ノa ．（％ ） 9 ．0 10 ．0 9 ．4

C ． 農 業 総 生 産

a．全 国 1 9 1，5 7 1 ．4 4 0 2 ，0 4 6 ．5 5 5 5 ，5 2 6 ．2

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 1 9 ，5 7 1 ．4 4 9 ，4 0 8 ．2 6 5 ，0 0 1 ．9

C ．b ノa ．（％ ） 10 ．2 1 2 ．3 1 1 ．7

12．3　農家数

19 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

a ．全 国 3 6 ，2 S 5 1 11 ，89 9 1 4 3 ，2 2 4

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 8 ，27 5 3 4 ，8 5 6 4 7 ，0 3 9

C ．b ノa．（％ ） 2 2 ．8 3 1．1 3 2 ．8

12．4営農形態（2002年）

l　　 全国 l 南カザフスタン



L td．株式会社 4，767 1，308

JST 国営 276 3 1

C o operativ e 生産者組合 2，868 2，OS8

P easant私営農家 133，900 4 3，323

その他 1，4 13 2§9

合　 計 143，22 4 4 7，039

12．5規模別農企業数：

12．6主要農産物生産

単位：1、000トン

19 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

小 麦

a ．全 国 6 ，4 9 0 9 ，0 7 3

4 1 5 ．4

15 ，9 5 9

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 2 0 1 ．9 1 9 6 ．1

C ．b ノa．（％ ）．

穀 物

a ．全 国

3 ．1

9 ，5 0 5

2 ．2

1 1 ，5 6 5

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 2 8 1．9 2 8 2 ．2 5 5 0 ．4

C ．b ノa ．（％ ）

米

a ．全 国

3 ．0

1 ＄3

2 ．4

2 14

3 ．4

10 ．1

3 6 0 ．3

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 1 7 ，7 9 ．4

C ．b ノa．（％ ）

綿

a ．全 国

9 ．7

2 2 3

4 ．4

2 8 7

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 2 3 3

9 7

2 8 7 3 6 0 ．3

C ．b ノ乱 （％ ）

葡 萄

a ．全 国

10 0 ．0

6 1

10 0 ．0

19 ．7b ．南 カ ザ フ ス タ ン 5 5 ．4 4 0 ．8

C ．b ノa ．（％ ）

果 実

5 7 ．1 6 6 ．9



a．全国 97 2 01．7

47 ．9

1，＄5 S．4

b ．南 カザ フス タン 30 55．5

C．bJa．（％）

野菜

a．全 国

30．9

779 ．7

2 7．5

1，543 ．6

b．南カ ザ フス タン 149 ．8 2 99 399 ．4

C．b Ja．（％） 19 ．2 19 ．4 2 1．5

12．7主要農産物面積・生産量・収量（2001年）

農 産 物 面 積 （1，0 0 0 h a ） 生 産 量 （1 ，0 0 0 ト ン ） 収 量 （ト ン 瓜 a ）

穀 物 2 0 5 ．9 2 8 2 ．2 1 ．4 6

春 播 き ′J、麦 1 5 ．7 2 臥 7 1 ．8 2

冬 播 き 小 麦 1 6 7 ．3 3 8 6 ．7 2 ．3 1

大 麦 1 8 ．0 2 9 ．7 3 ．4 2

オ ー ッ 3 ．0 2 ．4 0 ．8 0

コーン 2 4 ．3 9 0 ．9 3 ．7 4

米 3 ．6 1 0 ．1 2 ．7 9

ミ レ ッ ト 0 ．4 0 ．5 1．1 5

キ ド ニ ー 豆 0 ．0 3 0 ．0 5 1 ．7 1

馬 鈴 薯 8 ．6 8 7 ．5 1 0 ．．1 2

野 菜 2 2 ，7 2 9 9 ．0 1 3 ．1 7

メ ロ ン ・ウ リ 1 5 ．2 1 5 6 ．7 1 0 ．3 1

食 用 ヒ マ ワ リ 9 ．1 9 ．6 1 ．0 6

ビ ー ト 0 ．2 6 3 0 ．4 1 1 ／7

綿

飼 料 作 物

果 実

1 5 1 ．さ

2 0 4 ．9

1 5 ．g

2 ＄3 ．9

6 5 ／7

1 ．S 7

4 ．1 6

葡 萄 5 ．7 3 0 ．6 5 ．3 7

タ バ コ 1 ．0 2 ．8 2 ．7 0

12．8潅漑農地

単位：，000ha

1 9 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

A ．農 企 業

a ．全 国 1 7 ，9 5 9 ．3 8 ．6 1 8 ．6

7 1 ．9b ．南 カ ザ フ ス タ ン 3 3 6 ．5 1 2 1 ．5

C．b ノa ．（％ ） 1 ．9 1 ．4



B . 自営小規模農家

a . 全国 9 09 .
4 3

,
7 2 2 .

5

22 4 .6b , 南カザ フ ス タン 1 6 .3 5 5 .名

C .
b ノa . ( %) 1 .

8 1 .
5

C . 自給農家

孔 全国 9 .0 9 7 .1

2 5 .3b . 南カザフ ス タ ン 2 .5 2 8 .6

C . b ./ a . (% ) 2 7 .8 2 9 .5

D
. 合計

a . 全国 1 8
,
S 7 7

.
7 1 2 ,

4 3 臥2

3 2 1
.
8b . 南カザ フ ス タ ン 3 5 5

.
3 2 0 5

.
9

C . b ノa . (% ) 1 . 9 1 . 7

1 2 .9 作付 け面積

単位 :
,

0 0 0 b a

1 9 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

A . 農企業

a . 全国 1 1
,
8 3 6

.2 7
,
0 6 1 .4

2 0 4 . 9b . 南カザ フ ス タ ン 2 3 2
.2 2 8 9 .

`

C . b . 血 ( %) 2 , 0 4 .1

B . 自営小規模農家

a . 全国 6 9 1 .0 2
,
9 8(; .9

2 9 8 .2b . 南カザ フ ス タ ン 6 2 8 .1 2 6 9 .5

C . b ,/ a .( %) 9 0 .9 9 .0

C . 自給農家

a . 全国 4 .6 6 5 . 0

2 2 9 .2b . 南カザ フ ス タ ン

C . b ノa . ( %)

4 7 .3 1 4 8
.5

D . 合計

a . 全国 1 2
,
5 5 1 .8 1 0

,
1 1 3 .3 1 7

,
7 56 .3

b . 南カザ フ ス タ ン 9 0 7 .
6 7 07 .5 7 3 2 .3

C . b ノa . ( %) 7
.2 7 . 0 4 .1

1 2 .
1 0 肉牛飼養頭数

単位 :
,

0 0 0 頭数

1 9 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

a . 全国 6
,
$ 59 .9 4

,
1 0 6 .6 4

,
5 59 .5

A ･ 2 0



b，南 カ ザ フ ス タ ン 4 2 0．6 3 7 6 ．6 4 6 2．2

C．b J a．（％ ） 6．1 9 ．2 1 0．1

12．11牛乳及び酪農製品生産

単位：，000トン

1 9 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

a ．全 国 1，5 7 臥 4 1 ，7 4 0 ．8 1 ，＄8 2 ．6

b ．南 カ ザ フ ス タ ン 13 0 ．1 1 2 6 ．0 2 0 5 ．6

C ．b J a ．（％ ） 8 ．2 7 ．2 1 0 ．9

2001年：ミルク及びクリーム46，227トン、バター152トン、チーズ及び凝乳701トン、

その他ミルク製品464トン

12．12施肥面積：

単位：，000ha

19 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

a ．全 国 2 9 8 ＄6

2 17b ．南 カ ザ フ ス タ ン 1 5 6 3 1

C ．b ．／a．（％） 5 2 ．3 3 6 ．0

12．13化学肥料使用量：

単位：，000トン

19 9 5 2 0 0 0 2 0 0 2

a．全 国 3 6 、2 4 1 1 ．4 9

14 ．5b ．南 カ ザ フ ス タ ン 2 0 ．1 2 3 ．5 2

C ．b ．／a ．（％ ） 5 5 ．5 3 0 ．6

12．14南カザフスタン州有機肥料施肥量：

施肥面積 2，000 ムa

施肥量 6，600 トン

12．15南カザフスタン州家畜飼養頭数：

肉 牛 3 8 1，6 00 頭

乳 牛 2 14 ，6 00 頭

豚 18，90 0 頭

羊 ・山 羊 1，90 3，200 頭

馬 87 ，60 0 頭

銘 靡 10，400 頭

家 禽 1，32 0，500 羽

12．16農業機械普及台数

単位：台

A－21
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4 輪 トラ ク タ

a．全 国 1 7 0，1 85 4 9 ，6 52

2，9 3 1b ．南 カ ザ フ ス タ ン 1 5，3 4 5 3 ，8 1 0

C．b ノa．（％ ） 9 ．0 7．7

刈 取 機

a．全 国 2 8，6 2 8 7，2 5 6

12 1b．南 カ ザ フ ス タ ン 6 6 6 19 4

C．b ノa．（％ ） 2 ．3 2 ．7

コ ンソ イヾ ン

a．全 国 6 1，8 6 8 2 0，6 7 0

9 7 5b ．南 カ ザ フ ス タ ン 4 ，7 2 4 1，3 1 0

C．b ノa．（％ ） 7．6 6．3

播 種 機

a．全 国 1 19 ，0 5 き 4 0 ，3き7

6 5 2b．南 カ ザ フ ス タ ン 2 ，6 0 2 82 8

C．b ノa．（％ ） 2．2 2．1

13．南カザフスタン州社会経済開発計画（2004～2006年）

13．1優先事業

鉱 物 資源 の開発 、加 工産業 、エネ ル ギー 、石 油 精製 、化 学 、食 料 産業 、機 械 化建設 及 び金

属 、建 設 資機 材 、輸 出促 進 、輸入 代 替 、国際 品 質基 準 に基づ く工業生 産 の競 争力 向上 、住

宅建設 、貿易 、輸送 ・通 信 、農村 地 帯 を含 む社 会保 障。農 業面 では綿 、野 菜 、果 実、葡 萄、

牛 乳及 び食 肉の増産 。

13．2農業開発

（1）2002・2003現況

“AgriculturalFoodProgramofSKODevelopment2003－2005”に明記された2003年の指針競

争力ある農産物の生産のための農産物加工工場の効率的システムの振興、中央政府支援事

業の実施、2002年の農産物産出額は耕種作物464億テンゲ、畜産216億テンゲ、合計680

億テンゲであった。

（2）耕種作物

主作物は綿、穀物、野菜及び果実。JSC“HurricaneOilProduction”12，000トンの重油を生産

者向けに販売。SAFLOR

（3）肉牛肥育

（4）機械化技術

機械化が最大の問題。54　MTS（MachineryandlhctorStation），JSC“KazAgroFinanCe”

（5）農業改善

世銀プロジェクト：1999～2002年「RehabilitationofDrainageSystemsinMaktaaralsky
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R egion人 9,900 ha,912.6 百万テンゲ○2003年政府予算 3,021 百万テンゲにて'M anagem entof

W aterR esources and Land R ehabilitation !

(6)農業金融●投資

A groCredit-O rdabasy in O rdabasinsky 県 Sairam nesie in Sairam sky 県農業省更に設立承認

Tyoulkubassky 県, O trarsky 県,Tolebyisky 県, Sozaksky 県 A rys市, K entau 市州政府の農業金

融 ‥10.1 百万テンゲ､ 2003年 1. 496.4 百万テンゲ

(7)農業の問題点

* 老朽化 した農業機械⇒生産減をもたらしている○

* 肉牛､ 羊の優良畜種無 し

* 港涯水不足 M aktaaralsky 県の D ostyk､ 解決法はShardarinsky 溜池からD ostyk canal

へアジ銀借款を予定

* 生産資金の借款条件が厳しすぎる

* 330,000 トンの綿生産､ 工場処理能力は90,000~ 100,000 トン､ 残 りは他州へ流れる

* 種子不足

13．32004～2006年見通し

2002 年 6 月5 日付け大統領令第 889 号 A griculturalFood Program ofSK O for2003- 2005

2002年 8月2 日付け政府施策第864号O n Plan ofM easuresforE xecution State A griculturalFood

Program for 2003-2005 に則 り､ A griculturalProgram of SK O for2003-2005 を策定

目標 :消費に見合った食料を準備､ 農産物加工の効率的システムの構築､ 競争力有る農産

物の生産､ 農業部門における政府支援プログラムの実現0 州内食料生産に必要な人材の確

保､ 効率的農業生産増大と競争力ある農業生産振興のための条件整備優先事項 ...食料供

システムの安定化増進､ 農産物加工の効率的システムの開発､ 州内州外市場における売上

げ拡大､ 工業加工に必要な農産物原料を最大に活用 した食料輸入の削減､ 農業分野におけ

る政府支援事業の実施､ 農産物加工における政府干渉の適正化､ Plan ofM easures for

2003~2005 0n auland village developm entを樹立 .,農村電化､ 飲料水供給の改善､ 電話の普及

13．4カザフスタン飲料水管理計画：

2002 年 1 月 23 日付けカザフスタン政府解決策第 93 号に基づき IndustrialProgram "D rinking

W ater" (2002-2010)を樹立

1.R ehabilitation and im provem entofexisting w atersupply system s

2.D evelopm entofnew and alternative w atersupply sources and options

3.Im provem entofused w aterquality

4.R ationaluse ofdrinking w ater

5. Im provem entofecologicaland sanitary conditionsofw aterfacilities

A－23



6．Creationofinfo rm ediaassistlng in betterunderstanding ofrationaluse ofdrin king w ater

7．lm provem entofm anagem ent，COOrdination an d increase of e鮎ctivelleSS Ofw ater supply

and w aterprotectiveactivities

上記飲料水計画の管理者はカザフスタン共和国農業省である。

出典：RegionalStatisticalYbarBookofKazakhstan，2001

GuideBookofSouthKazakhstan，AmamekehorAtamekenwww．shymkent．shym．kz／to鱒
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2．14南カザフスタン州電力開発整備計画

項番 開発計画 名 建設様 式 事業費 発電能 力(M W ) 雇用人員 返済期間 事 業形 態 実施機関

1 S airam su河小規模水 力発電建設計画 新規 6●5 5 20 10 事 業計画 州政府 ■

2 Tolebyisky地 区ガス発電所建設計画 新規 3●5 2■5 15 5 事 業計 画 州政府

3 A k-su河 小規模水 力発電所建 設計画 新規 4 ■0 5 15 5 事業計画 州政府

4 U gam 河水 力発 電所建設計画 新規 88.4 80 150 20 Exploratory

w orks,Institute
Kazgidroproiect

エネルギ

鉱物資源
省

5 Shoshym 河 小規 模水力発電所建設計画 継続 0.5 2■2 20 10 P SD 州政府

6 Koksaraiskaya水 力発電所及び貯水池

建設計 画

新規 5 0 .0 17 50 20 F/S 工ネルギ
鉱物 資源
省

7 固形燃 料利用3 熟プラント及び2 ポイラ

建設計 画

新規 3 ■0 80 30 15 Exploratory

w orksーInstitute
K azN HenerEODrom

州政 府

出典 ‥エネルギー/鉱物資源 省

南カザフスタン州小規模水力発電計画（2001～2005年エネルギー・村落開発計画）

項 番 開 発 計 画 所 要 資 金

(百 万テ ンゲ )

資金 源 発 電 能 力 開発 時期 電 力 会 社

1 O trar 県 ‥ A rys河 小規 模 水 力発 電 再 建 0.l l 銀 行 借 款 76 0K W 20 02年 ⅠⅠ期 〝M yrga zae yV an d C o Ltd.

2 S aira m sky 県 : A kーSu河 小 規 模 水 力発 巳

建 設 計 画

S ary agash 県 K e le s河 小 規 模 水 力発 電
建 設 計 画

O rd ab asinsky県 : A ry s河 小規 模 水 力発

再 建 計 画

T eleb iy sky県 : S airam su河 小規 模 水 力

金 管 古き翰 f+ Fffii

0.2 4 銀 行 借 款 3.2 00 K W 20 02年 Ⅰ∨期 〝O trarG E S 〝Ltd .

3 0 .14 電 力会 社 2.3 20 K W 2 00 1年Ⅰ∨期 〝K e les〝P K

4 0 . 6 銀 行 借 款 30 0 K W 2 00 1年Ⅰ∨期 K azko m m e rce n ergo " Ltd .

5 0 .3 銀 行 借 款 5.0 00 K W 2 00 2年lV 期 〝S ay anー7 77〝◆L td .

出典：南カザフスタン州政府



3．1キルギス共和国社会経済主要指標（1）

指 標 単 位 19 9 0 1 9 9 5 1 9 9 8 19 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

人 口

総 人 口 百 万 人 4 ．3 4

2 2

4 ．6 2 4 ．8 1 4 ．8 7 4 ．9 1 4 ．9 5 4 ．9 8

2 5

キ ル ギ ス ％ 6 0 ．3 6 4．9 6 5 ．2 6 5 ．7 6 6 ．3

ロ シ ア ％ 1 5．7 1 2．5 1 2 ．2 1 1．7 1 1．2
ウ ズ ベ ク ％ 1 4 ．2 1 3．8 1 3 ．8 1 3 ．9 1 4 ．0
そ の 他 ％ 9．8 8．8 8 ．8 8 ．7 8 ．5

人 口 密 度 人 ／k n等 2 3 2 4 2 4 2 5 2 5
人 口 年 間 増 加 率 ％ 2 ．1 3．4 1．7 1．2 0 ．8 0．8 0 ．8
都 市 人 口 ％ 3 5．7 3 5．4 3 5．2 3 5 ．3 3 5．4
農 村 人 口 ％ 6 4．3 6 4．6 6 4．8 6 4．7 6 4．6

労 働 人 口 ’0 0 0 1．7 4 1 1．8 1 1 1，9 0 1 1 ．9 1 3 1，9 2 6
就 労 人 口 ■0 0 0 1．7 4 8 1．6 4 1 1，7 0 5 1，7 6 4 1．7 6 8 1，7 7 4 1．7 7 5

農 業 ■0 0 0 5 7 2

4 8 7

7 7 1 8 3 7 9 2 4 9 3 8 9 4 4
（農 業 ／総 就 労 人 口 ） （％） （4 7．0） （4 9．1） （5 2．4 ） （5 3 ．1） （5 3 ．2 ）
製 造 業 ’0 0 0 2 7 1 2 1 9 2 0 4 1 8 5 1 8 2
そ の 他 ■0 0 0 6 8 9 5 9 9 6 4 9 6 3 6 6 4 5 6 4 8 －

失 業 人 口 ’0 0 0 － 1 0 0 1 0 6 1 3 7 1 4 4 1 5 2 －
失 業 率 ％ ー 5 ．7 5．9 7 ．2 7 ．5 7 ．9
労 働 人 口 年 間 伸 び 率 ％ － 1．5 1．1 5 ．0 0 ．6 0 7
G D P 百 万 U S ‡

4 1．7

1．4 9 4 ．9 1．6 4 0．4 1．2 5 1．1 1，3 6 9 ．9 1，5 2 5 ．4

6 9 ．3 9 0 ．9名 目 G D P 名 目 百 万 ソム 1，4 9 6 0 ．8 3 1，1 7 4．4 4 5 ．12 5 ．3 6 0 ．8 0 2 ．5 6 8 ．5 2 7 ．0
農 業

鉱 業

名 目 百 万 ソム

名 目 百 万 ソム

1 4．0 6 ．5 6 8．1 0 1 2 ．3 2 4．2 1 7 ，0 0 2 ．7 2 2 ．3 4 4 ．2 2 5，5 2 0 ．1 2 6．7 6 4 ．2 0

製 造 業

電 気 ガ ス 、水

名 目 百 万 ソム

名 目 百 万 ソム

1 1．3 1，9 3 1．3 5 ．5 5 9．2 1 0 ，5 7 3 ．5 1 6 ．3 4 9 ．8 1 7．0 4 4 ．1 1 4 ．3 5 9．7

　 ヽ
建 設 名 目 百 万 ソム 3．3 9 9 2 ．5 1．5 3 7．3 1．4 8 4 ．7 2 ．7 3 4 ．4 2 ．7 8 0 ．8 2 ．9 1 8，4
貿 易 名 目 百 万 ソム 1．7 1．7 7 4 ．4 4 ，3 1 4．3 6 ．2 6 9 ．6 7 ，9 0 6 ．4 9，0 0 8．7 9 ．7 8 9．8
運 輸 ・通 信 名 目 百 万 ソム 2．4 7 3 1．7 1．5 3 5．0 2 ．3 5 5 ．9 2 ．4 1 4 ．0 3，0 9 5 ．0 3 ．4 0 4 ．9
金 融

l七．

名 目 百 万 ソム 0．3 5 8 1．9 3 8 4．3 12 5 ．3 8 1．2 3 0 3 ．3 3 0 3 ．3

TT 政 名 目 百 万 ソム

8．7

3 6 8 ．0 1．0 3 5．5 2 ，1 1 1．7 2 ．4 9 0 、6 3 ．7 4 1 ．3 4 ，0 9 0 ．2
そ の 他 名 目百 万 ソム 乙0 1 2 ．9 4 ，4 8 4 ．6 5，2 0 0 ．9 6，4 8 1．9 7 0 3 3 ．7 7 ．7 6 0．4

間 接 税 、補 助 金 除 く 名 目 百 万 ソム 1．1 1．1 8 4 ．3 3 ．0 0 7．0 3 ．6 1 8 ．7 4 ，5 5 5 ，4 5 ，3 5 6 ．3 5 ，8 4 9．5
貿 易 収 支 名 目 百 万 ソム －2 0 0 ．2 蠣1，7 4 8．4 －2 ．9 4 0 ．4 －3 ．8 4 7 ．5 －3 ．1 3 9 ．4



3．1キルギス共和国社会経済主要指標（2）

指 標 単 位 1 9 9 0 1 9 9 5 19 9 8 19 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2
名 目 G N P 名 目 百 万 ソ ム

1 0 0 ．0

1 5 ．9 4 4 ．9 3 2 ，4 3 3．0 4 5．8 0 3 ．6 6 1．5 1 0 ．4 7 0 ．7 4 3 ．9

1 0 0 ．0産 業 構 造 ％ 1 0 0 ．0 10 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
農 業 ％ 3 3 ．6 4 3．9 3 9．5 3 7 ．7 3 6．7 3 7．2 3 8 ．6
工 業 ％ 3 5 ．0 1 9．5 2 2．8 2 6 ．7 3 1．4 2 8．9 2 4 ．9
サ ー ビ ス 業 ％ 3 1．4 3 6．6 3 7．7 3 5 ．6 3 1．9 3 3．8 3 6．5

実 質 G D P （1 9 9 0 年 価 格 ） 名 目 百 万 ソ ム 4 1．7 2 1．1 2 5．4 2 6 ．3 2 7．8 2 9．3 2 9 ．1
農 業

鉱 業

製 造 業

電 気 、ガ ス 、水

名 目 百 万 ソ ム

名 目 百 万 ソ ム

名 目 百 万 ソ ム

名 月 百 万 ソ ム

1 4 ．0 10 ．1 1 3．4 1 4 ．5 1 5．0 1 6 ．0 1 6 ．6

1 1．3 3 ．1 4．7 4 ．7 4 ．8 5 ．1 4 ．4

建 設 名 目 百 万 ソ ム 3 ．3 1．2 0 ．7 0 ．7 0 ．9 1．0 0 ．9
貿 易 名 目 百 万 ソ ム 1．7 0 ．6 0．7 0 ．7 0 ．8 2 ．0 0 ．9
運 輸 ・通 信 名 目 百 万 ソ ム 2．4 1．0 1．1 1．2 1．2 1．2 1．1
金 融 名 目 百 万 ソ ム 0．3

8．7

1 0

4 8 2

0．4 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2
行 政 名 目 百 万 ソ ム 1．4 1．6 1 ．6 1．8 1．8 1．7
そ の 他 名 目 百 万 ソ ム 3．3 2 ．9 2．7 3 ．1 2 ．0 3 ．3

実 質 G D P 年 間 成 長 率 ％ －5．2 2 ．0 3．8 5 ．6 5 ．3 －0 ．7
農 業 ％ －1．9 2 ．3 8．2 3．4 6 ．7 3 ．8
工 業 ％ －1 0．4 0 ．0 0．0 5．6 7 ．0 －1 3 ．1
サ ー ビ ス 業 ％ －6．9 1．5 －3．0 1 0．9 1．4 0 ．0

名 目 1人 当 た りG D P ソ ム 3．4 9 5 7 ．1 0 6 10 ．0 0 9 1 3．3 1 1 1 4 ，9 2 6 1 5 ．0 7 8

2 0 1

名 目 1人 当 た りG N P ソ ム 3，4 5 1 6 ．7 4 3 9．4 0 5 12 ．5 2 8 1 4 ．2 9 2
平 均 月 収 ソ ム 3 6 8．2 8 4 0 ．6 1．0 4 9．9 1，2 2 7．0 1，3 9 2．7
農 業 部 門 平 均 月 収 平 均　 ％ 4 1．3 4 8 ．8 4 4 ．2 4 8．2 5 0．3
工 業 部 門 平 均 月 収

農 業 生 産

平 均　 ％ 1 5 5．2 1 6 8 ．8 1 9 3．5 1 6 7．1 1 5 7 ．4

小 麦 ’0 0 0 トン 6 2 5 1．2 0 4 1．1 0 9 1．0 3 9 1 1 1 9 0
大 麦 ’0 0 0 トン 5 5 7 1 5 9 1 6 2 1 8 0 1 5 0 l

1 4 0
馬 鈴 薯 ’0 0 0 トン 3 6 5 4 3 2 7 7 4 9 5 7 1．0 4 6 1 1 6 8
トウ モ ロ コ シ ’0 0 0 トン 4 0 6 1 16 2 2 8 3 0 8 3 3 8 l

4 4 3
野 菜 ’0 0 0 トン 4 8 7 3 1 8 5 5 6 7 19 7 4 7 8 1 5
堵 畜 肉 ’0 0 0 トン 2 5 4 1 8 0 1 9 1 1 9 6 1 9 6 1 9 7
ミル ク ’0 0 0 トン 1．18 5 8 6 4 9 7 3 1，0 6 4 1．1 0 5 1．14 2 1．1 7 3



3．1キルギス共和国社会経済主要指標（3）

指 標 単 位 1 9 9 0 1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

消 費 者 物 価 指 数 （1 9 9 0 －1 9 9 5 ＝1 0 0）

名 目 百 万 ソ ム

1 0 0 ．0

2 ．3

3 ．2

10 0．0 1 7 9．9 2 4 4 ．5 2 9 0 ．3 3 1 0．3 3 1 7 ．0

食 糧 10 0．0 1 9 4 ．8 2 7 2 ．0 3 1 9 ．8 3 4 3 ．9 3 4 4 ．5

非 食 糧 10 0．0 1 3 6．6 1 6 7 ．3 1 9 6 ．0 2 0 8 ．9 2 1 2 ．5

生 産 者 物 価 指 数 （工 業 ） （1 9 9 5＝10 0）

国 家 財 政

総 歳 入 （歳 入 ＋ 援 助 ）

10 0．0

2 ，7 4 5．9

1 7 1．9

6 ，2 6 2．7

2 5 5 ．5

8 ．0 9 1．5

3 3 6．7

10 ，0 2 9．1

3 8 0 ．5

1 2 ．5 3 9 ．6

3 9 2 ．0

1 4 ．3 9 2 ．1

歳 入 名 目 首 万 ソ ム 2 ．6 9 1．1 6 ，0 9 0．7 7．8 7 3 ．7 9．2 8 0 ．1 1 1 ．9 1 7 ．6 1 3 ．5 6 8 ．6

無 償 援 助 名 目 百 万 ソ ム 5 4．8 1 7 2．1 2 1 7 ．7 7 4 9 ．1 6 2 2 ．0 8 2 3 ．6

総 歳 出 名 目 百 万 ソ ム 4 ，4 8 2．2 7 ．5 3 1．6 9．6 1 1．5 1 1，7 6 1．3 1 3 ．0 9 8 ．8 1 5 ，6 1 5 ．4

公 共 サ ー ビ ス 名 目 百 万 ソ ム 0 ．0 6 4 7．7 1，0 1 4．8 1．3 7 5 ．0 1．7 5 5 ．5 2 ．1 0 4 ．9 2 ，2 5 6 ．9

国 防 名 目 百 万 ソ ム
－ 2 5 0．6 4 9 1．1 8 4 4 ．3 1．1 3 7 ．5 9 8 2 ．6 1，0 9 7 ．1

教 育 名 目 百 万 ソ ム 0 ．7 1．0 6 4．9 1，6 8 1．6 1，9 9 1．3 2 ，2 9 3 ．0 2，8 4 7 ．6 3 ．3 5 0 ．0

保 健 名 目 百 万 ソ ム 0 ．3 6 2 7．4 9 6 2．1 1，12 5 ．3 1，2 9 5 ．9 1，3 7 9 ．0 1．5 2 7 ．3

社 会 福 祉 名 目 百 万 ソ ム 0 ．4 9 1 5．4 9 8 1．0 1，1 9 8 ．1 1．1 1 3 ．9 1，4 7 1 ．1 2 ，3 4 0 ．1
住 居 ・共 同 体 名 目 百 万 ソ ム 0 ．1 2 2 1．0 3 7 3．7 4 6 4 ．7 6 6 6 ．5 8 0 0．9 1，13 1．3
経 済 サ ー ビ ス 名 目 百 万 ソ ム 1．5 3 6 5．8 8 4 6．3 1．10 9 ．0 1．3 4 2 ．7 1．4 2 3．0 1．8 9 3 ．4

農 業 名 目 百 万 ソ ム 0 ．6 15 8．5 3 5 0 ．4 3 8 8 ．8 4 7 6 ．2 6 0 6．9 7 4 3 ．9

工 業 名 目 百 万 ソ ム 0 ．0 6 6．4 6 8．3 8 1．1 3 3 0 ．3 1 0 3 ．2 2 1 9 ．5
電 気 ・ガ ス ・水 名 目 百 万 ソ ム

－ 6．0 1 4 6．2 7 6 ．6 2 3 ．0 2 4 3 ．9 2 2 0 ．7
運 輸 ・通 信 名 目 百 万 ソ ム 0 ．1 9 8．0 2 2 8．0 5 2 3 ．6 4 6 4 ．9 4 1 9 ．6 6 6 8 ．4
そ の 他 名 目 百 万 ソ ム 0 ．8 3 6．9 5 3．4 3 8 ．9 4 8 ．4 4 9 ．4 4 0 ．9

そ の 他

貿 易 収 支

輸 出

家 畜 及 び 畜 産 品

名 目 百 万 ソ ム

百 万 U S ‡

0 ．2 5 1 7．6

7．0

9 4 7．7

2．3

1．2 0 4 ．5

1．5

1．7 0 3 ．1

1．8

1．3 0 2 ．7

3 ．2

1 ．5 9 4．1

3 ．8
野 菜 百 万 U S ＄ 2 7 ．3 2 5．8 1 8 ．0 14 ．4 1 3 ．3

3 2 ．7

1 9．9
油 脂 百 万 U S ＄ 0 ．8 0．3 0 ．5 0 ．5 0 ．2
加 工 食 糧 品 百 万 U S ＄ 8 4 ．4 7 1，7 5 3 ．4 3 7 ．3 3 0 ．1
鉱 産 物 百 万 U S ‡ 4 8 ．3 4 1．0 5 7 ．2 8 6．8 5 8 ．4 6 2 ．4
化 学 製 品 百 万 U S ‡ 2 5 ．0 1 8．3 1 4 ．6 1 4 ．5 1 8 ．0 2 5 ．2
プ ラ ス チ ッ ク ・ゴ ム 百 万 U S ‡ 2 ．0 2 ．3 4 ．0 6．1 4 ．0 5 ．1
皮 革 百 万 U S ‡ 5 ．5 6 ．5 2 ．8 7．6 1 0 ．3 2 4 ．2
木 材 ・木 材 製 品 百 万 U S ‡ 0 ．6 0 ．8 0 ．4 0．6 0 ．3 0 ，4



3．1キルギス共和国社会経済主要指標（4）

指 標 単 位 1 9 9 0 1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2
パ ル プ 百 万 U S ‡ 0 ．7 3 ．6 0 ．6 0．4 1．2 0．6
繊 維 百 万 U S ‡ 7 8．8 4 0 ．0 3 2 ．0 4 2．8 2 9．5 5 9 ．8
靴 ■帽 子 百 万 U S ‡ 1．6 0 ．9 0．2 0．2 0 ．5 0 ．2

セ メン ト・ア ス ベ ス ト類 百 万 U S ＄ 9．2 1 2 ．6 5 ．3 4 ．2 5 ．2 8 ．9
宝 石 類 百 万 U S ‡ 0．2 1 9 6．4 1 8 3 ．6 1 9 6 ．9 2 2 6 ．7 1 6 4 ．8
金 属 百 万 U S ＄ 6 9．0 2 1．4 2 7 ．0 3 4 ．8 1 5．3 2 3 ．4
機 械 ・電 気 製 品 百 万 U S ‡ 3 0 ．0 4 6．7 2 7 ．5 3 3 ．4 2 8．5 2 6 ．9
輸 送 機 器 百 万 U S ‡ 7．5 1 5 ．4 1 6．3 1 4 ．9 2 6．5 2 1．2
測 量 機 器 百 万 U S ‡ 1．3 2 ，1 1．5 3 ．3 1．3 1．8
そ の 他 機 器 百 万 U S ＄ 9 ．7

3 ．1

5 ．5

1 1．5

7．4

3．7

4．0

4．2

1．2

3 ．3

6 ．5
工 芸 品

輸 入

百 万 U S ‡

百 万 U S ‡
0 ．2

家 畜 ・畜 産 物 百 万 U S ‡ 3 ．3
野 菜 百 万 U S ‡ 2 8 ．9 2 5．4 3 7．5 4 2．3 15 ．5 2 1．7
油 脂 百 万 U S ‡ 6 ．0 1 4．1 6．7 3 ．7 3 ．9 4 ．9
加 工 食 糧 百 万 U S ‡ 6 0 ．3 6 6．7 3 4 ．5 3 1．0 3 5 ．8 4 7 ．4
鉱 産 物 百 万 U S ‡ 1 9 5 ．5 2 2 1．3 1 2 8 ．7 1 3 3 ．3 12 9 ．5 1 6 3 ．4
化 学 製 品 百 万 U S ‡ 3 0 ．9 8 9．0 6 0 ．9 5 9 ．3 6 7 ．3 7 8．4
プ ア ス チ ック ・ゴ ム 百 万 U S ‡ 8 ．0 2 8．8 1 6．6 2 2 ．8 2 2 ．0 2 4 ．9
皮 革 百 万 U S ＄ 0 ．8 0．9 0 ．6 2 ．3 4 ．1 2 ．6
木 材 ・木 材 製 品 百 万 U S ‡ 5 ．5 1 1．0 4 ．5 7．0 5 ．2 6 ．6

パ ル プ 百 万 U S ‡ 6 ．4 3 1．8 12 ．3 1 5 ．8 1 2 ．8 1 3 ．4
繊 維 百 万 U S ‡ 2 3 ．6 5 3．0 3 4 ．2 3 5 ．2 2 8 ．8 3 8．9
靴 ・帽 子 百 万 U S ‡ 2 ．7 10 ．9 5 ．7 5 ．2 5 ．1 5．9
セ メン ト ア ス ベ ス ト類 百 万 U S ‡ 5 ．4 9．6 5 ．5 4 ．9 5 ．1 6．2
宝 石 類 百 万 U S ‡ 0 ．5 0 ．8 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1
金 属 百 万 U S ‡ 3 6 ．2 4 7．7 3 2 ．0 2 7 ．6 2 7 ．3 2 9 ．7
機 械 電 気 機 器 百 万 U S ‡ 6 3 ．4 1 4 6．7 1 4 8 ．9 9 8 ．2 5 6 ．5 8 9．6
輸 送 機 器 百 万 U S ‡ 3 0．1 4 1．8 2 9 ．9 4 1．8 3 1．8 3 2 ．1
測 量 機 器 百 万 U S ‡ 4．2 1 8．6 2 7 ．2 1 d ．8 8．0 10 ．6
そ の 他 機 器

エ 士 ロ

百 万 U S ‡

百 万 U S ‡

1 0，8 1 1．9 1 0 ．1 8 ．5 5 ．1 6．9

　 コミロロ
貿 易 収 支 百 万 U S ＄ －1 1 3．4 －3 2 7．9 －14 5 ．9 －4 9 ．6 8．9

　 0 ．2

－1 0 1．3



3．1キルギス共和国社会経済主要指標（5）

指 標 単 位 1 9 9 0 1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

輸 出 国 百 万 U S ＄ 4 8 3 ．3 5 0 8 ．8 4 5 4 ．0 5 0 1 ．9 4 7 6 ．1 4 8 0 ．5

ドイ ツ 百 万 U S ‡ 7 ．2 1 9 2 ．2 1 4 8 ．2 1 4 4 ．6 9 4 ．5 2 ．4

ロ シ ア 百 万 U S ＄ 1 1 4 ．4 8 3 ．8 7 0 ．7 6 5 ．1 6 4 ．6 6 9 ．5

ス イ ス 百 万 U S ‡ 0 ．0 0 ．9 1 8 ．0 3 4 ．0 1 2 4 ．2 1 4 4 ．1

ウ ズ ベ キ ス タ ン 百 万 U S ‡ 8 8 ．9 3 8 ．6 4 6 ．5 8 9 ．4 4 7 ．9 2 8 ．6

カ ザ フ ス タ ン 百 万 U S ‡ 1 1 2 ．5 8 5 ．5 4 4 ．9 3 3 ．4 3 9 ．0 3 4 ．6

中 国 百 万 U S ‡ 3 ．0 1 5 ．6 2 5 ．3 4 4 ．1 1 9 ．4 3 8 ．2

英 国 百 万 U S ‡ 6 ．0 1 ．6 1 2 ．5 1 8 ．7 14 ．1 0 ．9

米 国 百 万 U S ‡ 2 ．3 7 ．6 1 1 ．3 2 ．9 7 ．1 3 0 ．5

タ ジ キ ス タ ン 百 万 U S ‡ 4 ．8 8 ．4 9 ．5 7 ．4 6 ．7 7 ．1

トル コ 百 万 U S ＄ 1 9 ．1 7 ．4 4 ．7 7 ．2 1 3 ．8 1 8 ．6

輸 入 国 百 万 U S ‡ 3 9 1．5 8 4 1 ．1 6 10 ．5 5 5 4 ．3 4 6 4 ．4 5 9 2 ．7

ロ シ ア 百 万 U S ‡ 10 4 ．8 2 0 4 ．1 1 0 9 ．3 1 3 2 ．5 8 5 ．1 1 0 6 ，5
ウ ズ ベ キ ス タ ン 百 万 U S ‡ 7 0 ．0 1 2 2 ．2 5 0 ．6 7 5 ．2 6 6 ．8 7 0 ．0

カ ザ フ ス タ ン 百 万 U S ‡ 6 6 ．8 7 5 ．3 7 2 ．6 5 7 ．5 8 1 ．9 1 1 9 ．6
米 国 百 万 U S ‡ 3 ．2 4 0 ．8 5 4 ．3 5 3 ，8 2 6 ．7 4 3 ．4
中 国 百 万 U S ‡ 2 7 ．4 4 4 ．4 3 6 ．8 3 6 ．9 4 8 ．6 5 9 ．3

ド イ ツ 百 万 U S ‡ 2 ．3 5 3 ．0 4 7 ．3 2 5 ．1 2 4 ．3 2 8 ．9

トル コ 百 万 U S ‡ 3 ．6 3 7 ．3 2 3 ．0 2 6 ．7 1 5 ．8 1 7 ．9
韓 国 百 万 U S ‡ 0 ．0 2 6 ．3 2 7 ．1 6 ．9 7 ．8 7 ．1

カ ナ ダ 百 万 U S ‡ 2 ．9 14 ．4 2 5 ．4 1 1 ．3 1 0 ．9 1 0 ．2
トル ク メ ニ ス タ ン 百 万 U S ‡ 2 ．2 8 ．2 7 ．8 1 8 ．8 9 ．0 3 ．6

外 貨　 換 妾 （年 平 均 ） リ ム ／U S よ 1 ∩ 只ク ク∩只4 ●l A T T n A 史 り只 」り壬11J

出典: ADB : Key Indicators of Developing Asian and Pacific Countries



3．2　マクロ経済指標見通し（2003～2005）

指 標 実 績 予 測

1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5

G D P

名 目 G D P 、百 万 ソ ム 4 8 ．7 6 5 ．4 7 3 ．9 7 7 ．5 8 5 ．3 9 3 ．4 1 0 2 ．3

名 目 G D P ，百 万 U S ‡ 1 ．2 2 6 1 ．3 6 7 1 ．5 3 0 1 ，6 4 9 1 ．8 1 5 1 ，9 8 7 2 ．1 7 5

実 質 成 長 率 、％ 3 ．7 5 ．4 5 ．3 0 ．8 5 ．2 5 ．0 5 ．0

一 人 当 た りG D P ．U S ＄ 2 5 2 2 7 8 3 0 9 3 3 0 3 5 9 3 9 0 4 2 2

価 格 ・賃 金

G D P 偏 差 値 3 7 ．6 2 7 ．2 7 ．3 4 ．0 4 ．6 ．4 ．3 4 ．2

消 費 者 価 格 、期 末 ％ 3 9 ．9 9 ．6 3 ．7 3 ．6 4 ．4 4 ．2 4 ．1

消 章 者 価 格 、平 均 ％ 3 5 ．9 1 8 ．7 6 ．9 2 ．4 4 ．2 4 ．1 3 ．8

交 換 レ ー ト、ソ ム ／U S ＄ 3 9 ．0 4 7 ．7 4 8 ．4 4 7 ．0 4 7 ．0 4 7 ．0 4 7 ．0

月 間 賃 金 （U S ＄） 2 6 ．9 2 5 ．7 3 0 ．0 3 6 ．2 3 8 ．3 4 0 ．4 4 2 ．6

国 家 財 政 （G D P 比 ％ ）

総 収 入 1 7 ．7 1 5 ．1 1 7 ．0 18 ．4 1 8 ．8 1 9 ．3 2 0 ．0

税 金 1 2 ．3 1 1 ．7 1 2 ．4 13 ．6 1 4 ．6 1 5 ．2 1 5 ．5

総 支 出 3 0 ．4 2 4 ．5 2 2 ．8 2 4 ．4 2 4 ．0 2 4 ．0 2 4 ．2

金 利 支 払 い 2 ．9 2 ．8 1 ．7 1 ．8 2 ．0 2 ．2 2 ．6

P IP （国 家 投 資 ） 9 ．4 6 ．5 4 ．4 5 ．1 4 ．5 4 ．4 3 ．9

収 支 勘 定 （P IP 込 み ） －1 1 ．9 －8 ．9 －5 ．0 －5 ．6 －4 ．7 －4 ．2 －3 ．7

現 金 ・借 款 （％ ）

現 金 （期 末 ） 2 3 ．4 1 2 ．3 1 1 ．3 3 8 ．7 6 ．5 － －
M 2 X 3 3 ．9 1 2 ．1 1 2 2 9 ．8 1 3 ．3 1 5 ．3 1 3 ．4

M 2 X 速 度 8 ．5 8 ．9 9 ．3 7 ．6 7 ．2 7 ．0 7 ．0

外 的 要 因

輸 出 増 加 （U S ＄．％） －1 1 ．8 8 ．6 －2 ．1 5 ．8 12 －9 2 ．5 6 ．5

輸 入 増 大 （U S ＄．％） －2 4 ．3 －1 4 ．8 －1 3 ．3 1 5 ．5 1 1 ．7 6 ．5 5 ．5

収 支 （G D P ％） －1 6 ．2 －6 ．6 －3 ．3 －2 ．8 －4 ．2 －4 ．5 －4 ．1

輸 入 保 有 月 数 3 ．4 4 ．4 4 ．1 4 ．4 4 ．5 4 ．4 4 ．2

外 債 ／G D P 1 0 9 1 1 1 ．1 9 9 ．7 9 6 ．1 9 2 ．2 7 7 ．3 6 8 ．0

エ ネ ル ギ ー 価 格 、12 月 ％ 3 1 ．5 4 7 ．8 3 1 ．1 14 ．7 1 1 ．9 1 4 ．9 1 3 ．3

非 エ ネ ル ギ T 価 格 、1 2 月 Q 4 0 ．2 8 ．0 2 ．6 3 ．1 4 ．1 3 ．8 3 ．7

•o“T : National Poverty ReductionStrategy 2003-2005 3-3ŽY‹Æ•\‘¢Œ©’Ê‚µ (2003-2005)

指 標 雄 二 予 測

1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5

国 家 会 計 （市 場 価 格 G D O ％ ）

市 場 価 格 G D P 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

農 業 十 林 業 3 4 ．3 3 4 ．2 3 4 ．3 3 4 ．9 3 4 ．3 3 4 ．2 3 4 ．2

工 業 ＋ 建 設

そ の う ち

エ ネ ル ギ ー

2 4 ．8 2 7 ．1 2 6 ．3 2 6 ．1 2 5 ．3 2 4 ．6 2 3 ．9

5 ．6 6 ．3 4 ．5 5 ．8 5 ．8 5 ．9 6 ．0

K u m t o r 1 0 ．1 9 ．0 9 ．0 6 ．3 7 ．5 6 ．5 5 ．4

サ ー ビ ス 3 3 ．3 3 1 ．8 3 2 ．2 3 0 ．5 3 1 ．6 3 2 ．0 3 2 ．8

う ち 観 光 2 ．5 2 ．9 3 ．9 4 ．0 4 ．2 4 ．3 4 ．5

そ の 他 7 ．4 7 ．0 7 ．2 8 ．6 8 ．8 9 ．2 9 ．2

G D P に 占 め る 中 小 企 業 4 2 ．0 4 2 ．7 4 2 ．9 4 4 ．0 4 4 ．8 4 5 ．6 4 6 ．3

う ち 農 業 1 4 ．6 1 6 ．1 1 6 ．4 1 7 ．0 1 7 ．3 1 7 ．5 1 7 ．7

非 農 業 2 7 ．4 2 6 ．6 2 6 ．5 2 7 ．0 2 7 ．5 2 8 ．1 2 8 ．6

消 責 9 6 ．5 8 6 ．1 8 3 ．9 8 6 ．0 8 4 ．0 8 2 ．7 8 1 ．2

公 共 1 9 ．1 2 0 ．0 1 7 ．5 1 7 ．9 1 7 ．5 1 6 ．7 1 5 ．6

民 間 7 7 ．4 6 6 ．0 6 4 ．8 6 8 ．1 6 6 ．5 6 6 ，0 6 5 ．6
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指 標 実 績 予 測

1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5

粗 投 資 1 8 ．0 2 0 ．0 1 6．4 17 ．6 1 9．3 2 1．8 2 2 ，8

公 共 9 ．5 7 ．9 5 ．1 6 ，1 5 ．3 5．7 5 ．3

民 間 8 ．5 1 2 ．1 1 1，3 1 1．5 1 4 ．0 1 6．1 1 7．5

輸 出 4 3 ．0 4 1 ．9 3 6 ．8 3 6 ．0 3 6 ．9 3 4．6 3 3．6

輸 入 5 7．5 4 8 ．0 3 7．1 3 9．6 4 0 ．2 3 9．1 3 7．7

純 輸 出 （G D P ％） －1 4．5 －6 ．1 －0．3 －3．7 －3 ．3 －4 ．5 －4．0

G D P （名 目 価 格 、百 万 ソ ム 4 8，7 4 4 6 5 ．3 5 8 7 3 ．8 8 3 7 7，5 0 0 8 5，3 0 0 9 3 ，4 0 0 1 0 2，2 0 0

G D P （k u m to r除 く百 万 ソ ム 4 3．7 9 9 5 9．4 5 3 6 7 ，2 13 7 2，8 2 6 7 9，1 1 6 8 7 ，4 0 7 9 6．5 8 9

実 質 G D P 成 長 率 （％ ）

B O P （実 質 ％ 、百 万 ドル ）

貿 易 収 支

4．6 4 ．9 4 ．1 3 ．7 3 ．7 6 ．1 6．1

－1 9 9．1 －9 0 ．8 －5 1．1 －4 6．7 －7 6．2 －8 9．4 －8 8 ．5

F O B 輸 出

商 品 輸 出

金

4 6 2．6 5 1 0 ．9 4 8 0 ．3 4 7 6．6 5 4 3 ．0 5 4 8．5 5 7 6 ．7

1 7 3．0 1 8 2 ．7 2 15 ．0 1 5 6 ．3 2 0 8 ，5 1 7 9．2 1 5 3 ．8

エ ネ ル ギ ー 5 2 ．0 7 9 ．8 4 6．8 2 0 ．1 3 6 ．9 3 8．9 4 5 ．0

農 業 5 6．8 4 6．9 4 5 ．3 5 0 ．0 5 2 ．0 5 5．0 5 7 ．0

サ ー ビ ス 輸 出 6 4．9 6 1．8 8 0 ．5 1 16 ．5 12 6 ．8 1 3 8．1 1 5 4 ．5

観 光
－ －■■－ －－ ■■－ ■－ － 一－

F O B 輸 入

商 品 輸 入

消 費 財

5 5 1．1 5 0 6．9 4 4 0 ．4 5 2 9 ．3 5 7 2 ．7 6 0 7．4 6 4 3．8

1 9 4．8 2 0 9．8 1 6 8 ．1 1 8 7．2 2 0 5 ．9 2 2 6，5 2 4 2 ．5

原 材 料 ・中 間 製 品 1 3 6．6 1 1 2 ．5 1 2 0 ．8 1 2 5 1 3 7 ．7 1 5 1．8 1 6 2．8

生 産 財 1 6 0．2 1 0 7 ．2 5 7 ．7 9 8 ．4 1 0 8 ．2 1 1 9 1 2 7．5

エ ネ ル ギ ー 製 品 1 2 2 ．8 1 2 9 ．2 1 2 1．0 15 0．9 1 6 7 ．2 1 6 8 ．5 1 8 0．6

•o“T : National Poverty Reduction
Strategy 2003 -2005

3．4　国家貧困削減戦略に基づく主要指標目標（2005年）

指 標 19 9 9 2 0 0 5

貧 困 削 減 、％ 5 5．3 3 8．9

小 学 校 教 育 自動 就 業 率 （ト 9 級 ） 8 9．5 9 7．0

乳 幼 児 死 亡 率 （1，0 0 0 人 当た り） 2 2．7 2 2．0

幼 児 書 房 率 （1．0 0 0 人 当 た り） 3 5 ．5 2 8

死 産 率 （1 0 0 ．0 0 0 出 生 当 た り） 4 2．3 4 0

感 染 病 死 亡 率 （10 0 ．0 0 0 人 当 た り）　　　　　　 32 ．9 2 5

保 健 衛 生 受 診 率 （％ ） 85 ．6 9 0 ．0

安 全 飲 料 水 率 （％ ） 85 ．9 8 7 ．8

G D P 成 長 率 1 0 0 1 2 8 ．7

G D P 民 間 関 与 率 （％ ） 82 ．7 8 4 ．3

外 債 減 少 （G D P ％ ） 1 3 4 ．0 7 8 ．0

公 共 支 出 （％ ） 4 ．4 3 ．6

総 輸 出 く％ ） 2 7 9 2 3 1．2

経 済 活 動 人 口 に 対 す る 失 業 率 7．2 8 ．4

1．0 0 0 人 当 た り電 話 線 78 8 0

2 5 ．9 9 7 3 7 ．0 0 0

•o“T : National Poverty Reduction Strategy 2003-2005
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3．5　キルギス共和国貧困削減戦略

指標 実施機関 実施時期 実施効果 事 業費（百 万ソム ）

既設 新規

海 外経 済活 動及 び輸 出促進

2002～2004 年輸 出開発 計画の実施 貿易 ・産業省 2003～2004 経済機関間による輸 出活動の活性化 、
輸 出年率7～10％の成長

海外取 引活動の活性化 、輸 出入活動

の簡素化 ・高速化

外国 貿易の活性化 、輸 出入の年率

32．57

0．00

10．02

0．00

32．57

0．00

10．02

0．00

貿 易産 業省主導 による国立電子 取引センターの設立 貿易 産業省 2003

輸 出工業 区の創 設 による産 業及び輸 出力の強 化

貨 物通貨 に係わ るカザフスタンとの交渉、アゼルバイ

貿易産業省、政府

資産 ・直接投資委 員

会、地域行政機関
貿易産業省、運輸通

2 0 0 3 －ⅠⅠ

2003 ～2005

2 0 0 3 －1－ⅠⅠ

20 0 3 －Ⅰ

ジャン■中国 とのキルギス産 品にたいする障壁の撤廃 信省、政府関税検査 、

半独 占政策委員会
亜貿易産業省、農業 ・

3－5％の増加

国境 における自由貿易区の創設 、輸 出内容 の変革 と あるべき貿易インフラの整備、輸 出の
活性 化、貿易規則 の簡素化 水資源 ・加工省 、地域

行政機関
貿易産業省

活性化

助言センターの設置 、貿 易産業省による輸 出業者助 ヨ 国内 ・海外市場 に関係した経 済機関 へ

の情報支援、海外商活動 の活性化
国内外市場における国産 品の競 争力
増大、年率3－5％輸 出志向の生産

増大、不正輸 出入の削減
国内生産 ・輸 出の増 大、貿易収支 の

均衡

年率7－10％の輸 出成長

輸出産 品へのバーコー ドの導 入

関税率 の改善 、国産 品の保護支援

産業貿易省

財務 省、貿易産 業省

2003

～2003

輸 入品へ の非関 税見直 しに係 わる法律 の開発

ユーラシア経済 審議会 加盟国 による自由貿易圏の形

貿易産業省 、財務省 、
農 業・水資源 ■加工省

貿易産 業省 、政府関
税検査 国税検査

ⅠⅠト ∨Ⅰ期

2003

欧 州諸国 による無償援 助の優先事業要請 　　 ヽ貿易産業省 2003～2005 よりよい欧州との協 力関係 0．00 0．00
外 交出先機 関の 支援による直接投資増大へ の施 策実 内務省 、在 外外交機

■関 貿易産 業省 ・
2003～2005 投資招碑 への外 交役 割の増 大 0 ．0 0 0．00

政 府投資合 弁会社 の能 力の開発 活用，多結晶シリコン
生 産の確実性
輸 出、比較 優位性 及び輸 出能 力調査 の実施

ヽ貿易産業省、投資合
弁会社”c n／Stal”

貿易産業省 ・

2003

2003

年間720 トンの多結 晶シリコンの生産

政策立案のための対外通商 改善の

為の能 力のよりよき理解

200．40 200．40



キルギス共和国貧困削減戦略（2）

指標 実施機関 実施時期 実施効果 事 業費（百 万ソム）

既設 新規

20 10年 目標 国家住宅 建設 の実 施

所要事 業費 合計

建築委員会 、財務省、

建設業者
2003 ～200 5 20 0 5年までに1人 当たり平均 12．9へー

べ の実現

253．0 1 2 53．01
農 業及 び地域 開発

農業流 通改 善の圃敵 整備

1 ）土地 ・農 業改革 の評 価 、争点解 消策の採用 農業 ・水資源 ・加工省 2003 農業 ・土地改革における欠点の除外

144．78

38．03

1．30

3，300．98

97．19

2 3．00

0．00

2．234．18

2）農業改 革及 び民営化 に係わ る法的 問題 に関する農

居 住者 、農村 行政 長、農 村協同組合組 合員及び指導
者 向けセミナ「の開催 、組 合活動 ・農業仲裁手段の
促進

3）マスメディアによる農 業改革の促進

＊農 村協 力開発計画 の開発 、協 力問題の充分な説明 、
既存 組合 の経験 に係わ るセミナー

＊助 言 ・流通サ ービス、農 村保険システム の開発

農業 ・水 資源 ・加工省

農 業・水資源 ・加工省

農業・水資源 ・加工省

2003

200 3
20 03～200 5

20 03～ 200 5

農 家の法律知識 の改善

農業生産者の所得増大

農産物加工 ・流通における農民の1）スイス ・ヘル べタス事 業による助言サービス基金の 農業 ・水資源 ・加工 省

農業 ・水 資源 ・加工省

農業 ・水資源 ・加工 省

2003～200 5

20 03 ～200 5

2 003

構 築、P V S U 事業下 における普及サー ビス活動の

統合 化

2）キルギス農 業研究 ・情 報サービスの開発 、運 営資金
の決 定

3）農 業 保険に係わる法律 の開発

技術の改善

情報サービスの質的改善

災害からの農民の保護
生態的 に清潔 な商 品生産 の支援

1）生 態的 に清潔 な生産 技術 に係わるセミナーの組織イ

2）農 業 ・水 資源 ・加工 省による検査サービスの基盤整
家畜 伝染病 ・農業 化学防止 活動を適宜実施

3）品質検査 強化 及び機構 の制 御

農 業部門 への 国内外 投資を増 大

民間企業 活動 の強化 、農業機 械の準備

農 業・水資源 ・加工省

州 ・県行政機関
農 業・水資源 ・加工省

州・県行政機関

農 業・水資源 ・加工省
州・県行政機関
農 業・水資源 ・加工 省

州、県行政機 関
農 業・水資源 ・加工省
〝A i眞ech S eric e〝

2003～200 5

200 3～200 5

20 03～200 5

20 03～200 5

20 03～200 5

国際基準の研究 、よりよき品質、輸 出
機会の増進

生産の集約化、技 術維持 とリース会社
との協 力育 成、生産性の増大と損失

の逓減



キルギス共和国貧困削減戦略（3）

指標 実施機関 実施時期 実施効果 事 業費（百万ソム ）

既設 新 規
1）無償 資金及 び融 資活用による農業機械の持続的

購 入、ベラルルーシュ製農 業機械とキルギス綿 、
タバコ等 との物 々交換

2）C IS 諸国か らの農業機械借 受策 の採用
集約農 業開発支 援

1 ）最新生 産技術 に係わ る農 民訓 練の組織化 農 業・水資源 ・加工省

政府機関

農業 ・水資源 ・加工省

貿易 ・産業省

2003一一200 5

20 03～200 5

200 3～200 5

20 03～ 200 5

生産技術の改善、農民所得 の増 大

30．48 0．00
2）綿 生産 のプラスチック被覆による25 ～30％増産 海外市場依存 の緩 和、化学肥料 ・

生産性の増大
給 水の改善 、224，000ヘクタールの

生産性 向上
輸 出力 ・生産 ・雇用 ・所得改善

給水改善、224．000ヘクタールの

3）無 菌種子 利用による馬鈴薯 の生産倍増

4）種子 生産 の一貫体制確 立、優 良種子の播種、民間
種 子農場 ・協会 の振興

32．00

7 6．20

0．00

0．00

5）人 口受精 件数 の増大

6）化学肥料 工場建 設施策 の実施
6．09

6 90．00
0．00

6 9 0．00

7）A D B 及び世 銀事業 による潅漑 システムの整備 の完 農 業・水資源 ・加工省 2003～200 5

200 3～2005

9 74．50

5．00

3 0 9．00

0．00

及び潅漑網 管理 の改善

食 糧及 び加工 産 業開 発

1 ）果実 ・野菜 、肉 、酪農製 品、乾燥 葉タバコ、ポテトの
市 場探索

世銀事 業”潅漑 整備
事 業’’、〝緊急事業’’

農業 ・水資源 ・加工省

生産性向上

輸出力、生産、雇用 、収入水準

の改蓋
2 ）サ トウキ ビか らの砂糖生産再 興、生産振興基盤 の

創生
農業 ・水資源 ・加工省

財務省 C hui州庁
200 3～2005 　 ⊂コ

円滑な砂糖供給 、2，000人雇用創 出 0．00 0．00

3 ）農 業生産 ・加工 協会創設 の促進

4 ）食糧 ・加 工産 業開発向 け資金量の増大

ヽ ヽ農業 ・水 資源 ・加工省

、州・県・市行政機関

キルギス金融公社

2003

20 03～200 5

生産者 ・農産加工者の協同組合 化、
協会化 、農産物 の販売・輸 出増 大 、
生産者の所得増大

農産物買い付 け・加工 、雇 用の増大 、

6．00 0．00

5 ）共和国 原材料 ・商 品取引所 の創 設、地方 出先機関 農 業 ・水資源 ・加工省 2003～200 5
貧困の削減
農産物販売 ・輸 出、生産者 所得の

創設 、オシ ・チュイ州での共進会 開催

水 関係登 記条件 の分 析、国会提案策定 、水コー ドの

、関係政府機 関 増大



キルギス共和国貧困削減戦略（4）

指標 実施機関 実施時期 実施効果 事業費（百万ソム）
既設 新規

開発及び国会への提案

＊圃場潅漑網の整備 （16万ヘクタール）、潅漑システム
維持 ・修理のための水利用者組合の創設

＊国家 ・圃場集荷の貯蔵、排水網整備（重要）

農業・水資源・加工省

、州・県行政機関農業・水資源・加工省

2003～2005

2003～2005

給水改善による生産性の1 0％アップ

土地生産性の向上
＊水資源管理局収支に基づく全国水技術施設の30％
整備

＊垂直排水井戸の整備（重要）

農業・水資源・加工省

農業・水資源・加工省

2003～2005

2003～2005

潅漑用水の増大

土地条件の改善
＊チュイ州における潅漑排水モデル地域の創設

＊水資源利用賃の開発

農業・水資源・加工省

キルギス潅漑科学■
調査研究所
農業・水資源・加工省

2003～2005 A D B 事業’’農業の地域開発”による
農業生産者向け近代潅漑排水技術
訓練

•o“T ComprehensiveDevelopment Frameworkof the Kyrgyz Republic to 201 0, Expanding the Country's Capacities
National Poverty Reduction Strategy 2003-2005



3．6　キルギス共和国行政区分

7 oblasts (regions) raions (districts)

州 県 県 都

C b u y A la m u d u n L ¢b e血 o v k a v .

州 都 ‥T o k m o k C lm y C h u y v.

面 積 18 ,6 8 4 .4 km Jay y l K a ra-B a lta t.

人 口 7 9 0 ,6 0 0 K an t K an t t.

K e m in K e m in su t.

M o sk v a B e lo v o ds k o e v .

P an fi lo v K a yy n g d y su t.

S 0 k d t止 S o k u lu K v .

Y sy kーA ta Iv a n o v k a v .

T a la s B ak ay -A ta L e血n p ol v .

州 都 : T ala s K ara-B u ura K y zy l-A d y r v .

面 積 11 ,4 4 5 .9 M an a s P o k ro v k a v .

人 口 2 0 1 ,8 0 0 T ala s Iv an o -A le k s ee v k a v .



Jala-A b ad A k Sy K erben v.

州都 :Jala-A bad A la-B uk a A la-B uka v.

面積 33,647.5 km B azaトK org on B azar-K o rgo n v.

人 口 ‥800,200 C hatkal K any sh-K yy a v.

N ooken M aSSY V.

S uzak S uzak v.

T oguz-To go K azarm an v.

T oktogu l T oktog ul sut.

U ch-T erek U ch-T erek v.

0 Sh A lay G u lcho v.

州都 ‥0 Sh A ravan A ravan v.

面積 ‥46,189 .0 k崩 B atken B atken v.

人 口 1,35 8,800 C hon g-A lay D arooトK org on v.

K ad ainjay Pu lg on v.

K ara-K ulja K ara-K ulja v.

K ara-Suu K ara-Suu v.

L eylek ⅠS払na v.

N ookat E sk ーN o okatv,､

O zg on O zgon t.

N aryn A k -T alaa B aetov v.

州都 :N aryii A tーB ashy A t-B ashy v.

面積 46 ,7 06.9 ki丘 Jum g al C h aek v.

人口 :2 63 ,2 00 K och kor K ochkor v.

Ty aif -Shan ' N aryiit.

Y syk-K ol A k一Su u Teploklyu chen ka v.

州都 :K arakolt◆ Jety-O gu z K y syトSuu v.

面積 ‥43,144 .0 kd T 011g B okonb aev v.

人 口 42 8,800 Tup T up v.

Y syk -K ol C holpon -A ta t.



3・7キルギス国農業・水資源・加工産業省(MAWRPI)　組織図

農業・水資源・加工産業省



3．8　キルギス畜産・獣医・牧場科学調査研究所組織

出典：キルギス畜産・獣医・牧場調査研究所、2003年6月現在



3．9　2000年キルギス国食糧需給一覧（1）

食 糧 品 目

国 内供 給 （1，00 0M ） 国 内 消費 （1，0 00 M T ） ー 人 当た り供 給

生 産 輸 入 在 庫 輸 出 合 計 飼 料 種 子 加工 損 失 その 他 食 糧 年 間 kg 1日 当た り

カ ロリー 蛋 白 質 （訂 脂 肪 （訂）

総 計

野 菜 食 品

畜 産 食 品 ／‥
′

2，8 7 1

2．3 19

5 52

92．7

5 8．1

3 4．6

52．5

17．4

3 5．1

穀 類 －ビー ル を除 く 1．5 4 3 25 4 5 0 2 6 1．822 5 05 140 3 4 91 1，05 1 2 13．6 1，6 66 4 9．6 5．1

小 麦 1．0 3 9 24 5

3

6

0

5 0

0

2 5

0

0

1．30 8 47

123

3 32

0

2

0

120

0

18

2

0

0

0

3 0

4

77 1，0 34 2 10．1 1．6 33 4 8．9 5．1

米 （精 米 換 算 ）

大 麦

トウモ ロコシ

ライ麦
オ ー ッ

雑 穀

13

15 0

33 8

0

3

0

16

15 0

34 4

0

3

0

1

3

10

0

0

0

15

3

0

3．0

0．5

0．0

2 9

4

0

0．5

0．1

0．0

0．1

0．0

0．0

澱 粉 質 根 作 物 1，04 6 0

0

0

0

12 1，0 34 32 8 8 3 52 57 0 115．8 2 13 5．1 0．3

馬 鈴 薯 1，04 6 12 1．0 34 32 8 8 3 52 57 0 115．8 2 13 5．1 0．3
砂 糖 作 物

砂 糖 大 根

4 50

4 50

0

0

4 50

4 50

3

3

4 45

4 45

2

2

甘 糖 59r 13 3 －3 7 43 1 11 0

0

3

3

0

0

‘10 8 22．0 2 08 0．0

0．0

砂 糖 （粗 糖 換 算 ）

蜂 蜜
57

2

13 3 －3 7 43

0

10 9

2

10 7

2

2 1．7

0．3

2 05

3
木 の 実 2 2 2 0．3 3 0．1 0．3
油 糧 作 物

綿 実

油 糧 作 物

5 7

53

4

0 0 1

1

5 6

53

3

1

1

4

2

2

50

50

1

1

0 0．0 0 0．0 0．0

食 用 植 物 油

大 豆 油

ヒマ ワリ油
菜 種 ／ 辛 菜 油

綿 実 油

そ の 他 食 油

園 芸 作 物

9

9

8 8 9

1 1

6

3

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

114

7

60

2 0

6

3

0

10

1

77 6 100

0

0

8 1

7

8

1

1

19

6

3

0

10

0

594

3．9

1．3

0．6

0．0

1．9

0．0

12 0．8

9 4

3 2

13

1

4 7

0

7 0

0．0

0．0

0．0

0．0

2．8

1CL6

3．6

1．5

0．1

5．3

0．0

0．5
トマ ト 15 6 14 9 14 2 28．9 14 0．7 0．2
た まね ぎ 14 7 88 8 0 1 6．3 14 0．5 0．1



3．9　2000年キルギス国食撞需給一覧（2）

食 糧 品 目

国 内 供 給 （1．0 0 0 M ） 国 内 消 費 （1，0 0 0 M T ） 一 人 当 た り供 給

生 産 輸 入 在 庫 輸 出 合 計 飼 料 種 子 加 工 損 失 そ の 他 食 糧 年 間 kg 1 日 当 た り

カ ロ リー 蛋 白 質 （gr 脂 肪 （g r）

そ の 他 園 芸 58 6 0 0 4 8 5 3 8 10 0 6 6 3 7 2 7 5．6 4 2 1．7 0 ．3

果 実 －ワ イン を 除 く 18 7

1 3 2

1 0

0

3 2 1 5 7 3

2

9

1

1 4 4 2 9．3 3 8 0．2 0 ．3

0 ．2

オ レン ジ 、マ ン ダ リン 0 0 0 0 0．1 0 0 ．0

リン ゴ ーシ ダ ー を 除 く 1

0

3 0 1 0 4 1 0 1 2 0．5 2 7 0．1

葡 萄 －ワ イン を 除 く ．2 6 0 2 2 4 1 6 17 3．5 5 0．0 0．0

そ の 他 果 実 2 9 0 2 9 2 2 6 5．3 6 0．1 0 ．0
香 辛 作 物 5

1

4

0 4

1

4

1

0 ．9 4 0．2 0．3

コ コア 豆 0 0．2 3 0．0 0．3

お 茶 0 4 4 0 ．8 1 0 ．2

ア ル コー ル 飲 料 3 1 8 2 3 8 3 8 7 ．7 2 4

1

6

0

1 7

0．1

0 ．1

0 ．0

ワ イン 0 2 0 3 3 0 ．5

大 麦 ピー ル

．醗 酵 飲 料ア ル コー ル 飲 料

19

2

1 0

4

1

0

1

2 3

2

1 0

2 3

2

10

4 ．7

0 ．4

2 ．1

肉 1 9 7 1 0 8 18 9 3 1 8 7 3 8 ．0 2 0 9 1 4 ．5 1 6 ．3
牛 肉 9 8 0

0

0 8

0

9 0 1 8 9 1 8 ．2 1 1 0 7 ．5 8 ．7
羊 ・山 羊 肉 4 3 4 3 0 4 3 8 ．7 6 1 3 ．2 5 ．2
豚 肉 2 9 2 9 1 2 7 5 ．6 2 4 1 ．5 2 ．0
鶏 肉 5 5 5 1．0 3 0 ．3 0 ．2
そ の 他 肉 2 2 2 2 2 2 4 ．5 1 1 1．9 0 ．3

オ ッフアル ズ 2 5 2 5 0 6 1 8 3 ．7 1 1 1 ．7 0 ．4
動 物 油 脂 15 0

0

0 0 1 5 1 3

1 3

2 0 ．3 7 0 ．1 0 ．7
バ ター 、ギ ー

動 物 油 脂

1

1 3

0 0 2

1 3

2 0 ．3 7 0 ．1 0 ．7

ミル クーバ ター を 除 く 1．0 9 0 3 1 1．0 9 3 14 4 0 1 1 9 3 8 1 9 0 ．6 3 1 5 1 7 5 1 7 0
鶏 卵 1 2 6 0 1 8 0 5 1 2 2 ．5 9 0 7 0 ．7

0 ．1
魚 、海 鮮 0 3

0

0

1

9

0 3 0 ．7 1 0 ．2
淡 水 魚

で マ ー サ ル 魚

0 0

0

1

ク

0 0

0

1

へ

0 ．0

0 ．0

0

0

0

1

0 ．0 Ol．0

ぺ らじっ く魚 0 ．2

′ヽノl

0 ．0

■

0 ．0
の　 3 ・亀

出典:FAO Food Balance Sheet



3．10　キルギス共和国向け二国間援助一技術協力基金プロジェクト

事業名 セクター ユ- 口 援助国

Preparation of transm ission netw ork developm ent エネルギ■ 40ー622 オ■ストリア

Hydroelectric subsector study エネルギー 155.367 カナダ

G rain industry 一preparation of investm ent project 製造 109,136 カナダ

Preparation for Kam bar A ta IIhydropow er エネルギー 80,006 カナダ

T elecom m unications institutionalつevelopm ent 通信

通信

金融●実業

203,717

330,767

775,895

ベルギ■

アイルランド

英国

Program m e - strategic planning and organisationalstudy
T elecom m unications InstitutionalD evelopm ent Program m
- finance and accounts
SM E project im plem entation
T C support to Enterprise Investm ent D em onstration 金融●実業

金融■実業

製造

製造

金融■実業

191,510

362,115

381,586

354,114

859,514

ドイツ

ドイツ

英国

英国

Project (EID P) - A k - KU U
Support of im pーem entation of enterprise inVestm ent
dem onstration project - B istyle -TA -G FE
M anagerialsupport of im plem entation of enterprise
investm ent dem onstration project for new A k-K uu
M anagerialsupport of im plem entation of enterprise
investm ent dem onstration project for new Kadam
Kyrgyzstan S M E I卜 technicalc0-operation
S M E line of credit - P hase I 金融●実業 36,102 トルコ
T urnA round M anagem ent Program m e - Kyrgyzstan JS C 製造

製造

製造

金融●実業

70,280

171,244

15,412

46,602

ベルギー

フランス

ドイツ

アメリカ

Tathuu
S M E line of credit 一B usiness A dvisory S ervices -
Bishikek
S M E line of credit - B usiness A dVisory S ervices -
Bishikek
S M E I…ne of credit - project preparation
B ishkek-O sh road 輸送■貯蔵 39,453 オランダ

オランダ
Tum A round M anagem ent Program m e - J SC Baipak II 製造 7 1,501
TurnA round M anagem ent Program m e (TA M )- B ishikek S 製造 85,500
P roject preparation for S M E line of credit - sub-project 金融●実業

製造■

25,000

59ー573

アイルランド

イスラエル
preparation
G rain industry - preparation of investm ent project
S M E sector developm ent-auditing,sector w ork and 金融､実業

商業■観光

182,577

399,376

アイルランド

英国
institutionalbuilding
Tunsm developm ent
Lega一c0-operation-isolvency legisl ation 全般 93,759 英国
P aym ents and clearing system 金融●実業 80ー779 日本
Sm alland m edium scale m ining project preparation 魅力企業 125,762 英国

A groprocess…ng 製造 166,54 1 イスラエル
Telecom m unications institutionalD evelopm ent Program m 通信

金融■実業

518,776

189ー537

メキシコ

日本

英国

m ult卜discipーinary training
ーnterbank paym ents and clearing system
D eVeーopm ent ofthe com m ercialsystem ofthe Kyrgyz 共同体/社 338,545

194,472
State H olding C om pany (KS EH C ) 会サ■ビス

Air navigation developm ent project 輸送●貯蔵

Im plem entation of com m erciallaw s - international 共同体/社 5,791

14,200

156,572

280.000

オーストリア

ベルギー

フランス

アイルランド

com m ercialarbitration law 会サ■ビス

Im plem entation of com m erciallaw s - international 共同体/社

com m ercia暮arbitration law and bankruptcy law 会サービス

SM E Hne of credit - Business A dvisory S ervices - 製造

通信
extension
Kvrgy z T elecom m unications - InstitutionalDeVeloom ent

A－43



事業名 セクター ユ- ロ 援助国

program m e
製造

製造

49,761

49.861

イタリー

オランダ

Tum Around M anagem ent Progarm m e - JSC Kyrgyz
worseted W oollen
Tum Around M anagem ent Program m e - JSC Baipek
Strengthening Kyrgysaltyns internationalcom petitiveness 金融■実業 131ー530 フランス
Preparation ofenterprise investm ent dem onstration proje 金融●実業

金融●実業

金融●実業

製造

72,291

69,784

189,082

85一500

キルギス

キルギス

キルギス

英国

- Verification study ofproposed candidate enterprises
Preparation ofenterprise investm entdem onstration proje
legalstructuring and duw dilligence
Preparation ofenterprise investm ent dem onstration proje
- in-depth diagnostic study and developm entofbusiness
PlムnS

TurnAround M anagem ent Program m e - Bishkek Dan-Azy
TurnA round M anagem ent Program m e - Bishkek m eat 製造 30,049 デンマーク

consen′ery
金融■実業

魅力産業

金融●実業

472,815

18,345

703′612

英国

アメリカ

トルコ

Supportofim plem entation of enterprise investm ent
dem onstration project- project m anager
Project eValuations specialstudies on large investm ents
and TC operations - Kum tor
M ercury Bank Tw inning Program m e
Kyrgyz Investm ent and Credit Bank (KICB) 金融■実業 3,246,416
SM E line ofcreditーPhase I 金融●実業 122,459
Transm ission network im provem ent project- procurem en エネルギ■

製造

エネルギー

製造

169,313

165′037

222,855

88,373

スイス

スイス

スイス

スイス

advisory services
SM E line ofcredit- B usiness A dvisory Ser¥′ices forSM E

- Osh
Preparatuion and m onitoring ofTalas transm ission netw or
im provem ent project - Phase Iand II
Tum Around M anagem ent Program m e - Ak-Tash Lim e
Projectpreparation forSM E line ofcredit - sub-project 金融●実業

金融■実業

金融●実業

18′977

104,595

88,553

アイルランド

トルコ

トルコ

preparation
Project preparation for SM E line ofcredit- sub-project
preparation
SM E line ofcredit- project launch TC
Draftlaw on security forlending in Kyrgyzstan 共同体/ 辛

金サ■ビス
製造

製造

75,337 英国

TurnAround M anagem ent Program m e - Bishkek m eat 5,668

ー5,838

英国/ デンマーク

英国
conservery
TurnA round M anagem entProgram m e - JSC Tattuu
TurnAround M anagem entProgram m e - JSC Baipek II 製造 16ー202 英国

Kum torGoldーM onitoring Advisory Group - renam ed to 魅力産業

製造

100ー000

15,220

英国

英国
com m unity & Business Forum
TurnA round M anagem entProgram m e (TAM )- JSC Tattu
Telecom m unications institutionalDevelopm ent Program m 通信 86,465 英国

- tender evaluation
合 計 (63件) 13,616,643

出典: Strategy for Kyrgyzstan - 2001 EBRD

A－44



3．11キルギス共和国向け我が国援助

年度 有償 賃金 協力 祭慣 鷺金協力 技術協 力

1995 年度まで 96．27億 円 26．40億 円 　 11．28億 円

研 修員 受入　　 70人
専 門家派遣　　 4人
調 査団派遣　 137人

機 材供 与　 5．4百 万円
開発調査　　 日件

1996年 度 84．70億円 13．08億円 3．35億 円

マナス空 港近 代 化計画　　　　　　　　　 54．54 食糧増産 援助　　　　　　　　　　　 3．00 研修員 受入　　　　　　　　　　　　　　 26 人

ビシュケクーオシュ道路 改修計 画　　　　　 30．16 ノンプロ無償　　　　　　　　　　 10．00 専 門家派 遣　　　　　　　　　　　　　　 3 人

草の根 無償 （2件 ）　　　　　　　　　 0．0 8 調 査団派 遣　　　　 3 1人
機 材供 与　　　 2．2百 万 円

開発調査　　　　 4件

199 7年 度 なし 3．0 1億円 5．38億 円
草の根 無償 （1件 ）　　　　　　　　　 0．0 1 研修 員受入　　　　　　　　　　　　　　 33 人
食糧増 産援助　　　　　　　　　　　 3．00 専 門家派 遣　　　 3 人

調 査団派 遣　　　 44 人
機材供 与　 133 ．0百 万 円

開発調 査　　　 4 件
19 98年 度 52．50億 円 15．0 1億円 6．22億 円

ビシュケクーオシュ道 路改修 計画 （1　　　 52．5 ノンプロジェクト無債　　　　　　　　 3．00 研修 員受入　　　　　　　　　　　　　 44 人
ビシュケク緊急 医療 改善計画　　　　 8．39 専門家 派遣　　　　　　　　　　　　　　 2人

緊急 無償洪水災 害　　　　　　　　　 0．06 調査 団派遣　　　　　　　　　　　　　　 53 人
食糧増 産援助　　　　　　　　　　　 3．00 機材供 与　　　　　　　　　　　 17．5 百万 円
草の根 無償 （2件）　　　 0．09

国立 高等音楽院 楽券　　　 0．47

開発調 査　　　　　　　　　　　　　　　 3 件

199 9年度 23．18億 円 2．99億 円 5．35億 円
社 会セクタ．調 整計画　　　　　　　　　 23．18 食糧増 産援助　　　　　　　　　　　 2．70 研修 員受入　　　　　　　　　　　　　　 47人

草の根 無償 （8件）　　　　　　　　　 0．29 専 門家派遣　　　 6人

調査 団派遣　　　 61人

機材供 与　　 6．2百万 円
開発調 査　　 1件

20 00 年度 なし 11．4 1億 円 2．18億 円
ノンプロジェクト無償　　　　　　　　　 8．00 研修 員受入　　　　　　　　　　　　　　 60人
食種 増産援助　　　　　　　　　　　 3．30 専 門家派遣　　　　　　　　　　　　　　 4人
草 の根無償 （6件）　　　　　　　　　 0．11 調査 団派遣　　　　　　 6人

機材 供与　　　　　 56．01百万 円

出典：外務省”oDA白書”－2000年版、ホームページ



3．1写　営農形態別農家戸数推移（1991～2001年）

営 農 形 態 19 9 1 19 92 1993 1994 19 95 19 96 19 97 19 98 199 9 2 00 0 2 00 1
集 団 農 場 （コル ホー ズ ） 195 17 9 2 12 1 19 3 7 16 8 4 3

6 1 5 9国 営 農 場 32 3 2 5 8 193 12 8 4 9 3 8 3 5 35 5 8
小 計 （国 営 ・集 団 農 場 ） 5 18 43 7 4 05 2 47 8 6 5 4 4 3 3 9 5 8 6 1 5 9
農 業協 同組 合

4，5 67

12 5 160 15 2 60 8 63 1 3 18 3 3 6 2 8 2 2 92 4 63
農 業協 会 4 5

8 ．69 5

79

18 ，2 69

116 22 7 12 5 15 4 2 6 1 2 8 2 2 36 2 12
合 弁 企 業 72 7 4 6 1 4 1 4 5 4 5 45 4 4
小 計 （私 ・個 人 ・グル ー プ農 家 2 1．2 64 23 ，18 0 3 1，07 8 38 ．72 4 4 9，2 7 7 6 0，11 1 7 1．1 63 8 4 ，6 92
出 典 ：P ro gram P e rfbrm an c e A ud it R e p ort o n th e A griCu Jture S ector P ro gram －O ctob er 2 00 2．A D B ，C o m m ittee e on E n V iron m en ta l

PoHcy，EconomicandSociaLCouciloftheUnitedNations－2000，SoilConservationandEnvironmentalConsernsinAgriculture－

EnvironmentaLPerfbrmanceReviewofKyrgystan：andRepublicanCenterfbrLandandAgrarianRefbrm．KyrgyzRepublic

3・13　土地所有状況推移（1995～2001年）
単 位 ：’0 0 0 h a

土 地 所 有 区 分 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1
A ．総 農 用 地

民 間

政 府 1 1 ．6 4 7 ．1 10 ．4 1 1．5 7．6 7 7．3 7 ．1 3 9．0 5 9 9 5 7

1，0 7 1．6

4 7 1 6 6

1．0 4 6．4

4 4 8 3 9
B ．可 耕 地

民 間

政 府 1．2 0 1．8 1．1 5 1．5 1．1 8 9．3 1 ．1 6 3 1 1 1 7 2 0

9 1 7．5

3 2 4 6

9 2 0 ．5

3 0 5 7
C ．多 年 作 物

民 間

政 府 3 7 ．5 3 5 ．8 3 7 ．7 3 5 9 3 5 6

2 2 ．0

1 4 1

2 1．7

13 7
D ．牧 草 地

民 間

政 府 13 5．5 1 2 8 ．4 1 1 4 ．5 1 2 1 5 1 2 5 4

8 3．0

6 3 6

8 2 ．2

6 4 4
E ．休 耕 地

民 間

政 府 1 4．8 ．1 2 ．6 1 0．1 1 3 1 9 4

0 ．5

14 3

0 ．5

1 4 2
F ．放 牧 地

民 間

政 府 6 ．1 15 ．1 5 ．3 2 5．8 3 ．6 4 4．4 3 ．2 6 7．1 3 ．0 1 3，6

3 3 ．6

2 8 7 7 5

1 0 ．8

2 7 8 4 2
出 典 ‥S ta t e A g e n c y fo r th e R e g is trat io n o f R ig h t s to Im m o v a b Je P ro p e rty ，K y rgy z R e p u b Iic



3．14　州別土地保有面積推移（1995～2001年）

単位：1月1日現在’000ha
州 19 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 19 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

A ．タラ ス 州

農 用 地 1 2 3 ．7 1 2 3 ．6 9 6．7 8 6 ．4 8 8 ．4 9 2 ．5 1 1 2 ．0

うち　 解 放 予 定 地 2 6 ．8 2 3 ．6 2 8 ．6 2 8．7 3 1．1 3 0．8 3 0 ．8

解 放 地 9 6 ．9 1 0 0 ．0 6 8 ．1 5 7．6 5 7．3 6 1．7 8 1．2

うち 既 開 放　未 開 故 地 2 5 ．1

7 4 ．9

3 0 ．0

3 8 ．1

7 8．1 8 1．4 8 5．7 9 3 ．2

B ．チ ュ イ 州

農 用 地 4 7 6．2 4 7 6．0 4 5 8．0 4 6 0 ．5 4 4 7 ．1 4 4 8 ．3 4 4 8 ．3

うち　 解 放 予 定 地 1 0 6．5 9 9．6 1 1 1．9 1 0 6．2 1 0 6 ．6 1 0 1．8 9 6 ．4

解 放 地 3 6 9．7 3 7 6．4

3 7 6．4

3 4 6．1 3 5 4 ．3 3 4 0 ．5 3 4 6 ．5 3 5 1．9
うち　 既 開 放 地 7 0．0 2 4 0．0 2 4 6．4 3 6 2 ．5 3 6 2 ．5

未 開 故 地 2 7 6．1 1 1 4 ．3 9 4 ．2

C ．イ シ ク クル 州

農 用 地 2 0 3 ．7 1 9 1．1 1 5 8 ．9 1 9 9．1 1 7 3 ．4 1 7 8．2 1 9 8．6

うち　 解 放 予 定 地 4 8 ．5 4 7．3 3 8．2 4 1．2 4 0 ．2 3 9．8 3 8．3

解 放 地 1 5 5 ．2 1 4 3 ．8 1 2 0．7 1 5 7．9 1 3 3 ．2 13 8．4 1 6 0．3

うち　 既 開 放 地 5 0 ．9 6 0 ．0 1 2 5．5 1 4 2 ．0 1 4 2．0 1 4 2 ．0
未 開 故 地 9 2 ．9 6 0 ．7 3 2．4 1 8 ．3

D ．ナ リン 州

農 用 地 15 1．1 1 1 9 ．4 1 2 7 ．1 1 1 9．8 1 2 7 ．4 1 2 7．3 14 2 ．4
うち　 解 放 予 定 地 2 6 ．2 2 6 ．9 3 7 ．8 3 7．6 3 5 ．7 3 4 ．3 3 4 ．2

解 放 地 12 4．9 9 2 ．5

9 2 ．5

8 9 ．3 8 2 ．2 9 1．7 9 3 ．0 1 0 8 ．2

うち　 既 開 放 地 2 7 ．0 1 8 0 ．0 8 2．1 8 8 ．5 9 8 ．5
未 開 故 地 6 2 ．3 2 ．2 9 ．6 4 ．5 1 9 ．7

E ．オ シ 州

農 用 地 3 5 7，0 3 2 3 ．4 3 3 0．0 3 0 7．1 3 1 3．9 2 2 9．1 2 5 2 ．9
うち　 解 放 予 定 地 8 7 ．7 8 4 ．4 9 0 ．6 9 0 ．1 9 0 ．1 6 6．7 6 3 ．0

解 放 地 2 6 9．3 2 3 9 ．0 2 3 9．4 2 1 7．0 2 2 3 ．8 1 6 2．4 1 8 9．8

うち　 既 開 放 地 5 7．5 2 4 7．0 1 6 0．9 1 9 9 ．1 1 8 4．0 1‘8 4 ．4

未 聞 故 地 1 8 1 ．5 5 6．1 2 4 ．7 5．4

F ．ジ ャラ ラ バ ッ ド州

農 用 地 2 0 3．0 1 5 5．1 1 5 7．0 1 8 0．0 1 8 3 ．6 1 8 3．6 1 9 6．3

うち　 解 放 予 定 地 4 6．7 5 3．0 4 8．0 4 9．5 4 8 ．3 4 4 ．4 4 4 ．5

解 放 地 1 5 6．3 1 0 2．1 1 0 9．0 1 3 0．5 1 3 5 ．2 1 3 9．2 1 5 1．8

うち　 既 開 放 地 2 1．7 3 0．0 1 3 0．0 1 3 1．7 1 4 4 ．3 1 4 4 ．3
未 聞 故 地 8 0．4 7 9．0 0．5 3 ．5 7 ．5

G ．′くトケ ン 州

農 用 地

1．3 8 8 ．6 1．3 2 7 ．7 1．3 5 2 ．7 1，3 3 3．7

8 3 ．5 8 9 ．3

うち　 解 放 予 定 地 2 2 ．9 2 3 ．1

解 放 地 6 0 ．6 6 6 ．2

　 うち 既 開 放 地　未 開 故 地

H ．キ ル ギ ス 全 土

農 用 地 1，5 1 4 ．7

6 1．0

1．3 4 2．5

6 1．8

4 ．4

1．4 3 9 ．6

うち　 解 放 予 定 地 3 4 2 ．4 3 3 4 ．8 3 5 5 ．1 3 5 3 ．3 3 5 2 ．0 3 4 0．7 3 3 0 ．3

解 放 地 1，1 7 2 ．3 1，0 5 3 ．8 9 7 2 ．6 9 9 9 ．5 9 8 1．5 1．0 0 1．8 1，1 0 9．2

うち　 既 開 放 地 1 5 5 ．7 4 6 4 ．0 8 1 4 ．5 8 8 5 ．4 1，0 6 8．0 1，0 7 6 ．7

未 開 故 地 8 9 8 ．1 5 0 8 ．6 1 8 5．2 9 6 ．3 3 2 ．5

也 典 ：R e p u b lic a n C e n t e r fo r L a n d a n d A g ra ria n R e fo rm ．K y rg y z R e P U b Iic
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3・15　キルギス国州別農地別平均課税額推移（1998～2001年）

単位：1月1日現在　ソム／ha

項 目 199 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1
A ．タラス 州

3 43 ．9 ・2 29 ．7 22 9 ．7 322 ．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 165 ．0 4 6．4 4 6 ．4 4 6．4
永 年 作 物 地 157 ．3 10 9．7 10 9．7 165．0
牧 草 地 17 ．6 11．0 11．0 11．0
放 牧 地 7．6 5 ．2 5．2 5．2

日．チュ イ州

42 4．2 2 64 ．4 2 64 ．4 3 70．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 15 5．2 6 1．4 6 1．4 6 1．4
永 年 作 物 地 202 ．0 13 2．6 13 2 ．6 19 9．0
牧 草 地 44 ．1 25 ．3 25 ．3 2 6，3
放 牧 地 13 ．4 9．3 9 ．3 9 ．3

C ．イシ ククル 州

3 4 1．8 22 7．0 22 7．0 3 18 ．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 2 07 ．1 83 ．0 8 3．0 83．0
永 年 作 物 地 160 ．7 1 15 ．4 1 15．4 173．0
牧 草 地 70 ．4 23 ．0 2 3．0 2 3．0
放 牧 地 13．2 8 ．1 8 ．1 8．1

D ．ナ リン 州

97．9 140 ．3 140 ．3 19 6．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 3 6．4

19．0

50 ．3

2 3．6

5 0 ．3

2 3 ．6

50 ．3

23 ．6

永 年 作 物 地

牧 草 地

放 牧 地 3 ．4 4．8 4．8 4 ．8
E ．オ シ 州

36 1．6 24 5．1 24 5．1 3 43．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 1 16 ．0 44 ．0 4 4．0 4 4．0
永 年 作 物 地 15 1．8 10 3．7 10 3．7 156．0
牧 草 地 46 ．9 2 7．6 2 7．6 2 7．6
放 牧 地 13 ．1 8 ．2 8 ．2 8．2

F ． ジ ヤララバ ッド州

3 95 ．0 2 55 ．6 2 55 ．6 358 ．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 114 ．1 40 ，9 40 ．9 40 ．9
永 年 作 物 地 190 ．9 137 ．8 137 ．8 20 7．0
牧 草 地 4 9 ．3 2 1．8 2 1．8 2 1．8
放 牧 地 16 ．8 9．1 9，1 9 ．1

G ． バ トケ ン 州

270 ．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 4 1．3
永 年 作 物 地 149．0
牧 草 地 24．4
放 牧 地 9．2

H ．全 国

34 5．7 22 5．0 225 ．0 3 15．0潅 漑 耕 地

非 潅 漑 耕 地 13 6．2 5 4．5 54 ．5 54．5
永 年 作 物 地 17 0．4 114．6 1 14 ，6 172．0
牧 草 地 4 6．4 23 ．9 23 ．9 2 3．9

放 牧 地 11．1 6．6 6 ．6 6．6

出典: MAWRPI
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3．16　州別形態別平均営農面積推移（1995～2001年）

単位：1月1日現在一000ha
営 農 形 態 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

A ．タ ラ ス 州

小 農 2 7 ．3 1 8 ．5 1 4 ．5 1 4 ．7 1 4 ．6 7 ．6 6 ．1

協 同 組 合 7 9 5 ．0

1 ，3 7 8 ．0

1 ．7 6 0 ．0 2 4 6 ．0 1 3 9 ．4 5 7 8 ．0 5 1 7 ．0 3 0 2 ．0

合 弁 企 業 1，6 0 0 ．0 3 ，10 0 ．0 3 ，0 4 8 ．0 1 ，5 5 1 ．0 2 ．6 7 4 ．0 1 ．0 0 1 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 2 5 9 ．0 6 1 8 ．0 4 0 8 ．0 5 1 7 ．0 2 9 2 ．0 2 8 ．0

そ の 他 8 6 0 ．0 2 2 8 ．0 2 4 ．0 1 7 ．0 1 9 ．0 2 5 ．0 2 3 ．0

B ．チ ュ イ 州

小 農 1 2 ．8 1 1 ．7 7 ．6 1 7 ．0 1 4 ．2 7 ．3 6 ．6

協 同 組 合 5 8 8 ．0

1 ，4 9 8 ．0

8 3 0 ．0 9 3 0 ．0 6 5 8 ．0 9 3 8 ．0 9 0 6 ．0 9 8 1 ．0

合 弁 企 業 2 ，4 3 7 ．0 1 ．6 0 3 ．0 1 ，1 9 4 ．0 1 ，1 9 0 ．0 1 ．0 8 3 ．0 9 9 3 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 2 7 7 ．0 1 ．0 5 5 ．0 1 ．2 5 0 ．0 1 ，3 2 5 ．0 8 6 8 ．0 5 8 ．0

そ の 他 5 9 8 ．0 2 0 5 ．0 6 3 ．0 4 1 0 ．0 1 0 4 ．0 1 5 8 ．0 3 5 ．0

C ．イ シ ク ク ル 州

小 農 3 6 ．7 1 8 ．2 2 1 ．5 2 2 ．7 2 4 ．5 3 6 ．7 2 5 ．1

協 同 組 合 2 ，4 4 0 ．0

9 8 3 ．0

6 ．9 5 4 ．0 7 5 5 ．0 2 ．2 8 3 ．0 1 1 ，1 9 7 ．0 2 ．2 4 6 ．0 2 ．12 8 ．0

合 弁 企 業 6 0 0 ．0 3 2 5 ．0 5 5 8 ．0 5 2 3 ．0 5 4 1 ．0 3 8 2 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 1 7 2 ．0 2 4 6 ．0 4 6 1 ．0 3 8 8 ．0 6 7 0 ．0 6 9 ．0

そ の 他 4 6 6 ．0 2 1 ．0 5 3 ．0 3 3 0 ．0 12 2 ．0 7 8 ．0 1 6 ．0

D ．ナ リ ン 州

小 農 4 6 ．0 4 4 ．9 1 4 ．4 1 4 ．2 1 5 ．5

6 8 ．0

1 ．0

1 0 2 ．0

7 ．2

4 ．0

協 同 組 合 5 2 5 ．0

1 ．2 0 0 ．0

5 8 2 ．0 2 3 0 ．0 2 7 8 ．0

合 弁 企 業 2 0 0 ．0 3 2 5 ．0 5 7 2 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 3 2 1 ．0 3 1 1 ．0 5 2 5 ．0 3 3 2 ．0 2 8 1 ．0 2 5 5 ．0

そ の 他 1 8 0 ．0 5 ．0 2 1 2 ．0 3 4 0 ．0 4 4 3 ．0 4 3 3 ．0 2 4 3 ．0

E ．オ シ 州

小 農 3 3 ．8 6 ．5 6 ．1 2 1 ．0 1 5 ．3 6 ．5 2 ．7

協 同 組 合 6 12 ．0

1 ．0 8 8 ．0

2 9 5 ．0 2 1 2 ．0 1 5 5 ．0 15 0 ．0 7 8 ．8 8 1 ．8

合 弁 企 業 1 ．2 0 0 ．0 3 2 0 ．0 7 0 8 ．0 8 5 5 ．0 9 3 7 ．0 2 7 8 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 7 6 ．0 4 3 9 ．0 4 2 0 ．0 3 5 3 ．0 5 3 8 ．0 9 3 ．0

そ の 他 4 1 2 ．0 1 2 8 ．0 8 8 ．0 4 4 ．0 9 6 ．0 2 4 2 ．0 3 4 ．0

F ．ジ ヤ ラ ラ バ ッ ド 州

小 農 5 8 ．0 1 1 ．9 8 ．1 2 8 ．7 3 0 ．9 3 ．0 2 ．7

協 同 組 合 4 9 5 ．0

3 8 1 ．0

1 1 2 ．3 1 2 5 ．3 5 0 9 ．0 5 2 7 ．4 4 0 7 ．0 7 7 ．0

合 弁 企 業 7 9 ．7 5 2 5 ．0 3 7 ．8 5 2 ．0 1 4 ．7 14 7 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 1 2 0 ．0 4 5 0 ．0 4 3 7 ．0 3 0 7 ．0 3 3 9 ．0 1 5 ．0

そ の 他 2 ．1 1 2 ．0 3 3 8 ．0 9 6 ．0 3 2 0 ．0 3 0 1 ．0 4 3 9 ．0 2 6 ．0

G ． バ トケ ン 州

小 農

協 同 組 合

合 弁 企 業

国 営 （コ ル ホ ー ズ ）

そ の 他

H ．キ ル ギ ス 全 土

小 農 2 7 ．0 1 0 ．5 8 ．1 1 9 ．3 1 7 ．1

6 ．9

4 2 1 ．0

7 4 ．q

1 9 4 ．0

6 ．6

1 ．9

5 3 ．6

1 4 ．0

7 ．0

4 ．0

協 同 組 合 7 8 5 ．0

1 ．0 9 4 ．0

3 6 7 ．0 3 3 7 ．0 3 0 6 ．0 5 0 0 ．0 4 5 4 ．0 3 1 2 ．0

合 弁 企 業 4 3 0 ．0 1 ，0 3 2 ．0 9 8 3 ．0 4 6 0 ．0 8 8 8 ．0 7 5 1 ．0

国 営 （コ ル ホ ー ズ ） 1 7 4 ．0 4 9 8 ．0 5 4 0 ．0 4 6 4 ．0 4 2 6 ．0 3 7 ．4

そ の 他 7 3 5 ．0 1 8 4 ．0 6 7 ．0 1 0 2 ．0 1 3 7 ．0 1 9 4 ．0 2 9 ．0

A－49

出典: Program Performance Audit Report on the Agricultur占Sector Program, ADB



3．17　水資源利用推移（1995～2000年）
単位：百万ポ

項　 目 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

A ．推 定 水 資 源 8 ，6 10 ．0 7 ．8 8 0 ．0 7 ．8 8 0 ．0 8 ．3 2 0 ．0 9 ，1 8 0 ．0 8 ，0 2 0 ．0

地 表 水 7 ，9 2 0 ．0 7 ．2 9 0 ．0 7 ，2 9 0 ．0 7 ．7 9 0 ．0 8 ．7 5 0 ．0 7 ．7 2 0 ．0

地 下 水 6 9 0 ．0 5 9 0 ．0 5 9 0 ．0 5 3 0 ，0 4 3 0 ．0 3 0 0 ．0

B ．水 利 用 6 ．9 9 0 ．0 6 ，8 2 0 ．0 6 ，5 8 0 ．0 6 ．4 2 0 ．0 5 ．2 4 0 ．0 5 ，0 2 0 ．0

国 内 利 用 2 7 0 ．0 2 5 0 ．0 3 2 0 ．0 3 10 ．0 2 1 0 ．0 1 8 0 ．0

工 業 2 5 0 ．0 2 4 0 ．0 14 0 ．0 1 4 0 ．0 6 0 ．0 5 0 ．0

潅 漑 6 ，2 5 0 ．0 6 ，2 0 0 ．0 6 ，0 0 0 5 ．8 6 0 ．0 4 ，9 0 0 ．0 4 ，7 0 0 ．0

潅 漑 を 除 く農 業 1 6 0 ．0 1 10 ．0 1 1 0 ．0 1 0 0 ．0 6 0 ．0 5 0 ．0

そ の 他 6 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 4 0 ．0

出典: MAWRPI

3．18　潅漑利水料推移（1995～2001年）

項　 目 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

利 水 量 （百 万 ポ ） 4，2 4 7．5 3 ．9 3 1．0 3，7 6 2 ．8 3 ，4 9 8．3 3，2 4 2 ．5 3 ，2 0 9．0 3 ，2 2 9．7
利 水 料 （ソ ム ／ ポ ） 0 ．0 1 5 0 ．0 1 5 0 ．0 1 5 0 ．0 3 0 0 ．0 3 0 0 ．0 3 0 0 ．0 3 0

計 画 集 金 額 （百 万 ソ ム ） 6 3．7 6 3 ．7 6 6．3 1 2 7 ．1 8 4 ．9 8 0 ．0
集 金 額 （百 万 ソ ム ） 1 7 ．4 3 0．8 5 5 ．9 4 9．0 7 0 ．8 7 6．1 8 1．1

集 金 率 （％ ） 4 8．4 8 7 ．8 7 3 ．9 5 5．7 8 9．6 1 0 1．4

出典：MAWRPl，NationalStatisticsCommittee，KyrgyzRepublic
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3・19　営農形態別農業生産量推移（1990～2001年）
単位：’000トン

形 態 ・農 産 物 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

A ． 国 営

穀 物 1 ．4 3 5 ．6 0 1 ．2 9 9 ．9 0 1 ，3 6 8 ．0 1 ，2 9 8 ．4 0 8 1 5 ．1 5 6 9 ．9 6 5 4 ．5 6 7 3 ．9 5 7 6 ．5 5 1 6 ．5 3 7 3 ．0 4 0 1 ．0

小 麦 4 8 1 ．5 4 3 2 ．7 6 0 5 ．7 7 5 2 ．9 4 9 8 ．1 4 2 6 ．4 5 2 6 ．7 5 6 0 ．6 4 5 4 ．6 3 9 5 ．1 2 9 4 ．3 3 0 9 ．6

大 麦 5 9 0 ．7 5 5 2 ．8 5 3 4 ．4 4 0 7 ．3 2 3 8 ．8 1 0 7 ．0 8 9 ．0 8 4 ．3 8 3 ．9 7 3 ．0 3 9 ．7 3 0 ．1

コ － ン 3 4 1 ．2 2 9 6 ．6 2 0 9 ．2 1 2 5 ．5 6 5 ．8 2 9 ．4 3 2 ．6 2 2 ．6 3 0 ．5 4 0 ．5 3 0 ．1 5 1 ．1

米 1 ．8 2 ．2 2 ．6 1 ．9 3 ．8 3 ．0 2 ．2 2 ．5 3 ．2 3 ．0 3 ．0 3 ．3

ビ ー ト 1 ．7 1 2 ．7 1 2 5 ．0 2 0 0 ．8 9 8 ．7 7 7 ．6 1 3 6 ．6 1 2 4 ．2 1 8 2 ．1 1 4 1 ．0 8 2 ．9 7 3 ．6

綿 8 0 ．9 6 2 ．4 5 0 ．2 4 5 ．9 5 2 ．0 5 4 ．2 3 8 ．4 3 1．3 2 8 ．5 1 9 ．8 2 2 ．1 1 7 ．9

タ バ コ 5 3 ．8 4 9 ．0 4 2 ．2 4 5 ．8 3 5 ．0 9 ．0 7 ．1 8 ．3 7 ．7 5 ．5 5 ．5 3 ．5

野 菜 油 種 作 物 9 ．6 4 ．3 5 ．5 6 ．4 1 2 ．6 1 0 ．1 1 1．9 9 ．0 1 0 ．1 1 2 ．6 8 ．8 8 ．8

馬 鈴 薯 1 7 6 ．0 1 3 0 ．9 1 0 9 ．2 8 2 ．4 5 5 ．5 3 9 ．7 4 0 ．3 8 4 ．7 8 4 ．3 1 2 3 ．8 7 2 ．3 8 4 ．9

野 菜 2 8 9 ．1 2 2 5 ．0 2 1 4 ．3 1 0 7 ．6 9 1 ．9 6 2 ．5 6 7 ．4 6 1 ．6 6 5 ．8 9 8 ．7 5 6 ．4 7 4 ．8

メ ロ ン 5 6 ．6 3 7 ．5 1 8 ．9 7 ．2 1 0 ．3 9 ．0 1 3 ．9 1 2 ．2 1 5 ．4 1 7 ．8 1 4 ．5 2 7 ．2

果 実 ・ベ リー 5 0 ．7 2 0 ．2 4 2 ．0 7 ．7 1 8 ．6 1 3 ．2 1 9 ．1 2 0 ．9 1 3 ．9 1 5 ．0 2 0 ．3 1 6 ．2

葡 萄 3 6 ．6 2 1 ．8 2 4 ．5 8 ．6 1 3 ．8 1 3 ．1 6 ．5 1 0 ．4 2 ．2 3 ．0 9 ．2 8 ．2

B ．私 営 農 業

穀 物

6 7 ．5

3 ．6 8 3 ．0 1 5 1．0 1 0 3 ．8 2 4 3 ．6 5 3 0 ．8 7 7 8 ．3 8 5 6 ．3 9 0 8 ．5 9 3 9 ．8 1．1 3 9 ．7 0

小 麦 0 ．7 2 7 ．9 7 5 ．4 5 2 ．3 1 6 4 ．0 3 8 6 ．2 6 4 7 ．4 6 7 5 ．5 6 4 0 ．0 6 3 7 ．3 7 6 0 ．6

大 麦 2 ．8 4 6 ．8 6 7 ．9 4 5 ．2 4 6 ．6 6 9 ．6 6 0 ．4 7 1 ．6 1 0 0 ．2 9 3 ．1 9 1 ．2

コ － ン 0 ．1

0 ．2

8 ．1 5 ．0 6 ．1 2 9 ．9 6 8 ．2 5 8 ．6 9 5 ．8 1 4 8 ．8 1 8 2 ．2 2 5 2 ．7

米 0 ．1 0 ．3 0 ．1 2 ．2 4 ．9 6 ．9 5 ．4 9 ．6 1 2 ．9 1 0 ．5

ビ ー ト 9 ．4 1 9 ．3 1 5 ．1 2 9 ．2 5 3 ．2 7 3 ．7 2 2 7 ．1 3 6 2 ．2 3 3 3 ．2 1 9 4 ．3

綿 2 ．2 3 ．3 1．5 2 0 ．3 3 4 ．7 3 1 ．1 4 9 ．4 6 7 ．0 6 5 ．8 8 0 ．2

タ バ コ 0 ．8 2 ．7 1 ．3 8 ．4 9 ．8 1 4 ．3 1 6 ．8 1 9 ．2 2 3 ．5 1 5 ．9

野 菜 油 種 作 物 0 ．0 0 ．2 0 ．4 1．2 8 ．5 1 6 ．4 2 1 ．2 2 6 ．3 3 5 ．8 3 3 ．7 3 7 ．6

馬 鈴 薯 0 ．3 1 3 ．2 1 0 ．4 1 4 ．0 2 7 ．5 7 1．5 1 2 7 ．7 1 7 3 ．1 2 1 2 ．7 3 8 0 ．6 4 5 7 ．1
野 菜 0 ．1 8 ．1 5 ．6 1 1．6 4 2 ．0 7 2 ．4 1 1 9 ．9 1 6 5 ．5 2 7 1 ．1 3 0 2 ．4 3 2 6 ．4

メ ロ ン ・0 ．0 0 ．5 1 ．1 4 ．3 1 1 ．1 2 1 ．6 2 0 ．4 2 5 ．2 3 5 ．9 4 1 ．2 4 4 ．3

果 実 ・ベ リー 0 ．0

7 0 ．4

0 ．6

6 5 ．5

0 ．1

5 8 ．4

0 ．2

7 7 ．4

1 ．7 8 ．0 1 3 ．9 1 0 ．9 1 3 ．0 2 9 ．8 3 1．8

葡 萄

C 自 給 農 業

0 ．9 1．4 1 ．8 0 ．8 2 ．4 7 ．3 7 ．7

穀 物 9 9 ．8 1 4 3 ．9 1 6 6 ．7 1 8 6 ．3 2 0 4 ．9 2 5 5 ．9 2 8 3 ．5

小 麦 0 ．8 0 ．8 0 ．8 2 ．7 1 5 ．3 3 4 ．6 5 1．3 6 5 ．7 7 3 ．5 7 4 ．0 1 0 7 ．5 1 2 0 ．3



3．19　営農形態別農業生産量推移（1990～2001年）
単位：’000トン

形 態 ・農 産 物 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

大 麦 0 ．9 0 ．9 0 ．8 1．8 4 ．2 5 ．3 7 ．8 6 ．9 6 ．2 6 ．6 1 7 ．4 1 8 ．6

コ ー ン 6 4 ．8 6 7 ．7 6 3 ．4 5 3 ．2 5 7 ．4 5 7 ．7 8 1．4 8 9 ．4 1 0 1 ．5 1 1 9 ．1 1 2 5 ．9 1 3 9 ．0

米 0 ．3

0 ．1

0 ．3

0 ．1

0 ．1 0 ．1 0 ．1 1 ．5 2 ．2

1．0

2 ．3 2 ．5 2 ．5 3 ．1 2 ．8

ビ ー ト

綿

タ バ コ

0 ．2

0 ．1

0 ．1

0 ．1

0 ．4

0 ．1

0 ．6

0 ．2

7 ．6

3 ．2

2 0 ．1

3 ．6

3 2 ．9

0 ．1

5 ．1

3 3 ．7

0 ．0

5 ．5

1 8 ．7

0 ．1

4 ．6

野 菜 油 種 作 物 0 ．7 0 ．5 0 ．6 0 ．3 0 ．4 1 ．6 6 ．6 7 ．7 7 ．4 9 ．6 1 0 ．8 1 2 ．4

馬 鈴 薯 1 8 9 ．1 1 9 5 ．1 2 3 9 ．7 2 1 5 ．5 2 4 1．5 3 6 4 ．4 4 5 0 ．6 4 6 5 ．6 5 1 6 ．2 6 2 0 ．7 5 9 2 ．7 6 2 6 ．4

野 菜 1 9 8 ．2 1 7 3 ．9 1 8 1 ．6 1 4 6 ．1 1 6 2 ．1 2 1 3 ．9 2 2 8 ．7 2 9 7 ．2 3 2 4 ．6 3 4 9 ．5 3 8 8 ．0 4 1 4 ．1

メ ロ ン 1 4 ．8 1 6 ．8 1 5 ．1 1 0 ．3 4 ．3 3 ．1 5 ．0 5 ．7 6 ．0 9 ．1 9 ．6 1 2 ．0

果 実 ・ベ リ ー 9 0 ．2 6 5 ．1 7 4 ．9 3 7 ．3 6 0 ．3 5 2 ．4 5 5 ．7 7 5 ．9 7 7 ．8 7 2 ．8 1 1 1 ．0 1 1 0 ．9

葡 萄 6 ．7 7 ．5 6 ．5 0 ．6 3 ．8 5 ．7 6 ．4 1 0 ．5 1 4 ．2 1 2 ．7 1 0 ．0 1 1 ．5

D ． 総 生 産

穀 物 1 ．5 0 3 ．1 1 ，3 7 3 ．9 1 ．5 1 6 ，5 1 ．5 0 7 ．8 9 9 6 ．3 9 1 3 ．3 1 ．3 2 9 ．2 1 ．6 1 8 ．9 1 ．6 1 9 ．1 1 ．6 2 9 ．9 1 ．5 6 8 ．7 1 ．8 2 4 ．2

小 麦 4 8 2 ．3 4 3 4 ．2 6 3 4 ．4 8 3 1 ．0 5 6 5 ．7 6 2 5 ．0 9 6 4 ．2 1 ，2 7 3 ．7 1 ，2 0 3 ．6 1 ，1 0 9 ．1 1 ．0 3 9 ．1 1 ．1 9 0 ．5

大 麦 5 9 1 ．6 5 5 6 ．5 5 8 2 ．0 4 7 7 ．0 2 8 8 ．2 1 5 8 ．9 1 6 6 ．4 1 5 1．6 1 6 1 ．7 1 7 9 ．8 1 5 0 ．2 1 3 9 ．9

コ － ン 4 0 6 ．0 3 6 4 ．4 2 8 0 ．7 1 8 3 ．7 1 2 9 ．3 1 1 6 ．0 1 8 2 ，2 1 7 0 ．6 2 2 7 ．8 3 0 8 ．4 3 3 8 ．2 4 4 2 ．8

米 2 ．1 2 ．5 2 ．8 2 ．3 4 ．0 6 ．7 9 ．3 1 1 ．7 1 1 ．1 1 5 ．1 1 9 ．0 1 6 ．6

ビ ー ト 1 ．7 1 2 ．7 1 3 4 ．6 2 2 0 ．2 1 1 4 ．2 1 0 7 ．4 1 8 9 ．8 2 0 5 ．5 4 2 9 ．3 5 3 6 ．1 4 4 9 ．8 2 8 6 ．6

綿 8 0 ．9 6 2 ．4 5 2 ．4 4 9 ．2 5 3 ．5 7 4 ．5 7 3 ．1 6 2 ．4 7 7 ．9 8 6 ．9 8 7 ．9 9 8 ．2

タ バ コ 5 3 ．9 4 9 ．3 4 3 ．1 4 8 ．6 3 6 ．4 1 7 ．6 1 7 ．9 2 5 ．7 2 8 ．1 2 9 ．8 3 4 ．5 2 4 ．0

野 菜 油 種 作 物 1 0 ．3 4 ．8 6 ．3 7 ．1 1 4 ．2 2 0 ．2 3 4 ．9 3 7 ．9 4 3 ．8 5 8 ．0 5 3 ．3 5 8 ．8

馬 鈴 薯 3 6 5 ．1 3 2 6 ．3 3 6 2 ．1 3 0 8 ．3 3 1 1 ．0 4 3 1．6 5 6 2 ．4 6 7 8 ．0 7 7 3 ．6 9 5 7 ．2 1 ．0 4 5 ．6 1．1 6 8 ．4

野 菜 4 8 7 ．3 3 9 9 ．0 4 0 4 ．0 2 5 9 ．3 2 6 5 ．6 3 1 8 ．4 3 6 8 ．5 4 7 8 ．7 5 5 5 ．9 7 1 9 ．3 7 4 6 ．8 8 1 5 ．3

メ ロ ン 7 1 ．4 5 4 ．3 3 4 ．5 1 8 ．6 1 8 ．9 2 3 ．2 4 0 ．5 3 8 ．3 4 6 ．6 6 2 ．8 6 5 ．3 8 3 ．5

果 実 ・ベ リ ー ナ1 ．4 5 4 ．3 3 4 ．5 1 8 ．6 1 8 ．9 2 3 ．2 4 0 ．5 3 8 ．3 4 6 ．6 6 2 ．8 6 5 ．3 8 3 ．5

葡 萄 4 3 ．3 2 9 ．3 3 1．0 9 ．2 1 7 ．6 1 9 ．7 1 4 ．3 2 2 ．8 1 7 ．2 1 8 ＿1 2 6 5 2 7 4

出典: National Statistics Committee. Kvrevz Republic



3．20　営農形態別収量推移（1990～2001年）
単位：トン／ha

形 態 ・農 産 物 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

　 ン ・

A ． 国 営

穀 物 2 ．8 0 2 ．5 2 2 ．7 5 2 ．3 9 1 ．6 8 1 ．6 8 2 ．3 0 2 ．3 0 2 ．2 2 2 ．4 7 2 ．3 6 2 ．5 2

小 麦 2 ．4 0 2 ．2 5 2 ．7 8 2 ．4 8 1 ．7 7 1 ．8 4 2 ．4 2 2 ．3 6 2 ．2 2 2 ．5 2 2 ．3 4 2 ．3 8

モ．大 麦 2 ．2 2 2 ．0 0 2 ．3 8 2 ．1 9 1 ．3 7 1 ．1 8 1 ．7 3 1 ．8 8 1 ．9 9 1 ．8 6 1 ．9 7 2 ．1 2

コ － ン 6 ．2 0 5 ．6 0 4 ．8 4 4 ．2 9 3 ．0 8 2 ．8 1 3 ．0 5 3 ．7 2 3 ．3 9 4 ．5 2 4 ．4 5 5 ．1 0

米 1 ．7 5 1 ．4 7 1 ．8 7 0 ．9 4 1 ．3 2 1 ．3 1 1 ．7 9 2 ．0 4 1 ．7 8 2 ．5 8 2 ．4 9 2 ．6 3

ビ ー ト 1 5 ．8 9 1 5 ．5 7 2 1 ．3 9 1 7 ．6 3 1 0 ．2 0 1 1 ．3 4 1 5 ．5 3 1 8 ．0 6 1 6 ．9 5 1 7 ．1 0 1 7 ．9 4 1 6 ．7 8

綿 2 ．7 3 2 ．4 5 2 ．4 3 2 ．4 4 2 ．0 5 2 ．3 6 2 ．2 3 2 ．4 3 2 ．3 0 2 ．5 3 2 ．6 4 2 ．4 5

タ バ コ 2 ．1 6 2 ．1 2 2 ．1 1 2 ．2 0 1 ．9 3 2 ．0 8 2 ．0 4 2 ．1 3 2 ．2 2 2 ．4 0 2 ．3 9 2 ．3 4

野 菜 油 種 作 物 1 ．3 2 1 ．0 2 0 ．7 8 0 ．4 8 0 ．1 0 0 ．0 8 0 ．3 7 0 ．4 6 0 ．5 4 0 ．7 0 0 ．7 6 0 ．8 6

馬 鈴 薯 1 3 ．2 0 1 1 ．4 9 9 ．8 0 9 ．0 8 8 ．1 8 9 ．2 0 1 0 ．9 3 1 2 ．5 8 1 3 ．1 0 1 5 ．3 8 1 5 ．0 3 1 6 ．2 6

野 菜 1 8 ．6 0 1 6 ．3 8 1 4 ，2 3 1 2 ．8 8 9 ．5 1 8 ．4 0 1 0 ．4 2 1 2 ．6 5 1 3 ．1 0 1 5 ．0 8 1 4 ．6 3 1 5 ．9 7

メ ロ ン 1 3 ．0 0 1 0 ．2 3 7 ．2 8 6 ．0 1 5 ．9 0 5 ．6 0 6 ．6 2 1 0 ．3 1 1 0 ．5 0 1 2 ．8 9 1 5 ．3 8 1 5 ．4 1

果 実 ・ベ リ ー 4 ．0 2 1 ．1 7 2 ．8 5 0 ．4 6 0 ．8 7 0 ．9 6 1 ．5 6 1 ．6 5 1 ．1 9 1 ．3 4 2 ．0 7 1 ．8 1

葡 萄 6 3 2 3 ．6 1 4 ．3 2 1 ．6 2 2 ．4 6 2 ．7 1 1 ．4 7 2 ．4 7 0 ．5 8 0 ．8 2 2 ．7 3 2 ．7 3

B ．私 営 農 業

穀 物 1 ．8 0 2 ．2 8 2 ．1 8 1 ．4 8 1 ．8 9 2 ．2 9 2 ．6 1 2 ．8 0 2 ．7 9 2 ．7 4 2 ．8 4

小 麦 2 ．3 9 2 ．2 7 2 ．3 9 1 ．3 4 1 ．8 1 2 ．2 1 2 ．5 8 2 ．6 9 2 ．6 0 2 ．4 9 2 ．5 5

大 麦 1 ．7 3 2 ．1 8 2 ．2 0 1 ．6 0 1 ．6 3 1 ．9 0 2 ．2 0 2 ．5 0 2 ．3 0 2 ．2 6 2 ．0 6

コ － ン 1 ．5 3 4 ．1 9

2 0 ．6 1

2 ．5 6 2 ．3 2 3 ．6 9 4 ．3 7 4 ．4 4 5 ．1 3 5 ．4 3 5 ．6 2 6 ．1 7

米 1 ．0 5 0 ．8 4 1 ．6 0 1 ．6 5 1 ．7 9 2 ．1 5 2 ．4 0 2 ．6 7 2 ．7 2

ビ ー ト 1 9 ．7 3 1 2 ．2 3 2 ．0 8 1 4 ．4 4 1 7 ．3 7 2 0 ．8 8 2 1 ．6 5 1 9 ．0 4 1 5 ．9 7

綿 2 ．7 6 2 ．2 0 1 ．3 0 1 ．9 9 2 ．4 1 2 ．6 0 2 ．5 7 2 ．5 7 2 ．6 3 2 ．6 2

タ バ コ 1 ．4 9 1 ．9 8 1 ．6 6 2 ．1 0 2 ．1 4 2 ．1 2 2 ．2 5 2 ．4 7 2 ．4 0 2 ．5 0

野 菜 油 種 作 物 0 ．6 2 0 ，3 9 0 ．2 8 0 ．2 7 0 ．6 2 0 ．7 9 0 ．9 0 0 ．9 4 0 ．9 4 0 ．9 9

馬 鈴 薯 1 2 ．3 8 9 ．0 4 9 ．9 6 9 ．9 0 1 1 ．8 0 1 2 ．5 0 1 3 ．4 0 1 5 ．0 0 1 5 ．4 0 1 6 ．0 8

野 菜 1 3 ．7 4 9 ．7 2 8 ．1 3 1 0 ．3 0 1 1 ．4 0 1 3 ．5 0 1 5 ．3 0 1 6 ．7 0 1 6 ．9 0 1 7 ．1 6

メ ロ ン 7 ．6 6 7 ．6 3 8 ．1 3 6 ．7 0 9 ．3 0 1 3 ．4 0 1 3 ．3 0 1 6 ．4 0 1 6 ．9 0 1 6 ，5 3

果 実 ・ベ リ ー 0 ．5 9 1 ．4 0 0 ．1 9 0 ．8 1 1 ．9 5 2 ．4 8 1 ．9 5 2 ．0 0 3 ．2 4 3 ．2 7

葡 萄 1 ．4 9 1 ．8 3 1 ．9 4 0 ．8 7 2 ．2 1 3 ．1 6 3 ．0 6

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic



3．21家畜飼養数推移（1990～2002年）
単位：12月末現在　頭／羽

家 畜 1 9 90 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

肉 牛 1 ，2 0 6 ，0 0 0 1 ，1 9 0 ，0 0 0 1 ．1 9 0 ，0 0 0 1 ．1 2 2．4 0 0 1．0 6 2 ，3 0 0 9 2 0 ，10 0 8 6 9 ，0 0 0 8 4 7 ．6 0 0 8 8 4 ．8 0 0 9 1 0 ，5 6 4 9 4 7 ．0 2 1 9 6 9 ．5 4 9 9 7 8 ．7 8 1

羊 9 ．5 4 5 ，0 0 0 9 ，1 0 7 ．0 0 0 9 ．2 2 5 ，0 0 0 8 ，4 7 9，50 0 7 ，10 3 ．3 0 0 4 ，9 24 ．4 0 0 4 ．0 7 4 ，80 0 3，5 4 5，10 0 3 ，6 2 0 ．0 0 0 3 ，6 2 0 ．0 0 0 3 ．1 9 7 ．7 6 2 3 ．10 4 ．4 5 8 3 ．1 3 3 ，5 0 ti

山 羊 4 2 8 ，0 0 0 4 1 9 ．0 0 0 3 0 0 ，0 0 0 2 6 2，0 0 0 2 1 9 ，0 0 0 1 5 2．0 0 0 2 0 0 ．0 0 0 1 7 1，0 0 0 1 8 4 ．9 0 0 1 9 1 6 0 1，4 2 9 6 3 9 ，7 5 9 6 4 5 ．7 4 5

豚 3 9 3 ，0 0 0 3 5 8 ，0 0 0 3 5 7 ．7 0 0 2 4 6 ，60 0 1 6 9 ，4 0 0 1 1 7．8 0 0 1 1 3 ，9 0 0 8 8，0 0 0 9 3 ．0 0 0 1 0 5 ．4 7 6 1 0 1，0 5 3 8 6 ．6 19 8 0 ，8 2 9

鶉 13 ．9 1 5 ，0 0 0 1 3 ，5 7 1．0 0 0 1 3 ，0 7 1 ．0 0 0 1 0 ．0 2 0 ，0 0 0 6 ．5 0 0 ．0 0 0 2 ，0 0 0．0 0 0 1，9 0 0 ，0 0 0 2 ．0 00 ，0 0 0 2，2 0 0 ．0 0 0 2 ，60 0 ．0 0 0 3 ，0 6 4 ，0 0 0 3 ．2 5 4 ．0 0 0 3 ．4 0 3 ．0 0 0

七 面 鳥 5 0 0 4 0 0 4 1 7 2 0 9 1 3 2 1 2 2 1 3 0 1 2 8 1 4 0 1 2 5 1 3 0

馬 3 1 3 ，0 0 0 3 2 0 ．0 0 0 3 2 0 ，5 0 0 3 1 3 ，0 00 3 2 2 ，0 0 0 2 9 9 ，0 0 0 3 0 8 ，1 0 0 3 1 4 ，10 0 3 3 0 ，0 0 0 3 3 6 ，0 0 0 3 4 9 ，8 0 0 3 4 6 ．0 0 0 3 5 0 ．0 0 0

ロ バ 10 ．0 0 0 1 0 ．0 0 0 1 0 ．0 0 0 1 0 ．0 0 0 1 0 ，0 0 0 9 －0 0 0 8，0 0 0 7 ．5 0 0 7，6 0 0 7 ，4 0 0 7 ．4 0 0

騎 舵 5 0 ，0 0 0 5 0 ．0 00 5 0 ．0 0 0 5 0 ．0 0 0 5 0 ．0 0 0 4 8 ，0 0 0 4 7 ，0 00 4 7 ．0 0 0 4 7 ．0 0 0 4 6 ．0 0 0 4 6 ．0 0 0

兎 2 0 0 8 0 1 0 0 5 0 5 0 4 5 4 0 3 5 2 5 7 0 7 0

3．22　畜産生産量推移（1990～2001年）
単位：’000トン

育 産 物 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

A ．国 営 農 場

1 ．堵 音 量 1 4 0 1 1 1 7 8 5 7 4 5 2 6 1 5 7 7 5 4 3

牛 肉 5 0 ．7 4 1 ．8 3 1 ．5 2 5 ．0 2 2 ．1 1 4 ．8 8．5 4 ．0 4 ．4 3 ．4 2 ．7 2 ．5

豚 肉 2 3．1 1 3 ．8 9 ．8 5 ．4 3 ．1 1 ．7 1 ．2 0 ．5 0 ．5 0 ．5 0 ．3 0 ．2

羊 4 3．6 3 6 ．4 2 4 ．3 2 0 ．7 1 6 ．1 7 ．4 3 ．4 1．2 0 ．8 0 ．6 0 ．4 0 ．2

0 ．2

鶏 1 8 ．3 1 4 ．5 9 ．0 3 ．6 1．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ．2 0 ．3 0 ．1

馬

兎

2 ．牛 乳

4 4 ．0 3 ．0 2．6 2 ．9 2 ．0 1 ．4 0 ．8 0 ．6 0 ．6 0 ．4

5 7 4 ．8 5 0 1．8 3 6 3 ．8 2 8 4 ．9 1 9 4 ．9 1 1 0 ．4 6 3 ．1 6 1．5 5 5．5 4 7 ．4 4 2 ．8 3 6 ．6

3 ．鶏 卵 4 6 5 ．6 4 0 8 ．2 3 1 3 ．5 1 5 5 ．3 4 1．8 6 ．9 1 ．3 2 ．1 4 ．0 6 ．1 6 ．4 2 0 ．6

4 ．羊 毛 2 7 ．0 2 3 ．6 1 7 ．0 1 2 ．7 ●7．5 2 ．8 1 ．2 0 ．6 0 ．4 0 ．3 0 ．2 0 ．2

B ．個 人 農 家

1 ．堵 畜 量 0 ．2 1 5 ．7 3 4 ．4 2 4 ．8 2 1．9 3 8 ．0 3 8 J3 4 7 ．5 5 8 ．3 6 8 ．2 7 6 ．8

牛 肉 0 ．1 2 ．6

1 1 ．4

8 ．9

2 3 ．3

8．5 8．4 1 8 ．3 1 8 ．7 2 4 ．5 3 1 ．4 3 7 ．3 3 9 ．8

豚 肉 0 ．1

0 ．3

1．5 0 ．2 0 ．5 0 ．5 0 ．7 1 ．2 1 ．9 1 ．6

羊 1 1．6 9 ．4 1 3 ．1 1 2 ．6 1 3 ．2 1 6 ．2 1 6 ．8 2 0 ．2

鶏 0 ．2 0 ．0 0 ．6 0 ．1 0 ．2 0 ．2 0 ．4 0 ．5 0 ．9 0 ．8

馬

兎

2 ．牛 乳

1 ．5 2 ．2 2 ．6 3 ．8 5 ．9 6 ．3 8 ．7 9 ．0 1 1 ．3 1 4 ．4

2 1 ．7 5 3 ．9 3 9 ．4 1 0 1 ．4 1 7 0 ．2 1 9 9 ．3 2 4 9 ．9 3 4 9 ．9 3 9 7 ．0 4 5 1．7

3 ．鶏 卵 0 ．1 1 ．7 4 ．5 2 ．4 6 ．9 1 7 ．4 2 2 ．0 3 0 ．1 4 4 ．2 5 5 ．7 6 3 ．0

.出血: FAOSTAT Database Results. National Statistics Committee - Kyrgyz Repub一ic



3．22　畜産生産量推移（1990～2001年）
単位：！000トン

畜 産 物 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

4 ． 羊 毛 5 ．3 5 ．1 2 ．6 2 ．5 3．5 3 ．0 3 ．2 4 ．3 4 ．8 5 ．1

C ． 自 給 農 家

1 ． 堵 音 量 1 1 4 ．0 1 1 9 ．0 1 3 4 ．7 1 2 2 ．6 1 2 7 ．0 1 3 1．9 1 3 2．9 1 4 1．0 1 3 7 ．1 1 3 1．8 1 2 4 ．0 1 2 0 ．0

牛 肉 4 0 ．5 4 5 ．6 5 3 ．7 5 3．9 5 1．7 6 1．5 5 9 ．5 7 2 ．4 6 5 ．7 6 0 ．3 6 0 ．6 5 6 ．2

豚 肉 1 7 ．4 1 8 ．9 2 5 ．8 1 9．4 1 3 ．4 2 6 ．0 2 7 ．0 2 4 ．6 2 9 ．2 2 7 ．0 2 1．6 2 2 ，4

羊 3 3 ．6 3 4 ．4 3 4 ．6 3 7 ．6 4 8 ．7 3 7 ．3 3 7 ．7 2 9．9 3 0 ．0 2 9 ．8 2 5 ．9 2 3 ．6

鶏 1 5．0 1 4 ．3 1 3 ．0 5 ．7 5 ．4 2 ．4 2 ．7 2 ．8 3 ．4 3 ．7 3 ．6 3 ．6

馬 5．0 4 ．3 6．5 5 ．5 7．2 4 ．4 5 ．8 1 1．1 8 ．6 1 0 ．7 1 2 ．0 1 3 ．9

兎 2 ．5 1 ．5 1．1 0 ．5 0 ．6 0 ．6 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．3

2 ．牛 乳 6 1 0 ．2 6 2 9 ．3 5 7 5．4 6 0 7 ．2 6 3 7．3 6 5 2．4 6 5 2 ．0 6 5 0 ．7 6 6 7．3 6 6 7 ．1 6 6 5．4 6 5 3 ．7

3 ． 鶏 卵 2 4 8．2 2 4 1 ．6 2 7 5．8 2 2 9 ．1 1 5 7．4 1 3 2．9 1 4 0 ．9 1 3 9．8 1 4 1．7 1 4 2 ．7 1 4 5 ．3 1 4 4 ．2

4 ．羊 毛 1 2 ．0 1 2 ．9 1 1 ．4 1 3 ．4 1 1．1 9 ．5 7 ．5 7 ．8 7．9 7 ．1 6 ．7 6 ．4

D ．合 計

1 ．堵 畜 量 2 5 4 ．1 2 2 9 ．7 2 2 8 ．0 2 1 4 ．3 1 9 7．2 1 7 9．9 1 8 5 ．5 1 8 5 ．9 1 9 1 ．1 1 9 5 ．5 1 9 6 ．1 1 9 9 ．9

牛 肉 9 1 ．2 8 7 ．5 8 7 ．8 8 7 ．8 8 2 ．3 8 4 ．7 8 6 ．3 9 5 ．1 9 4 ．6 9 5 ．1 1 0 0 ．6 9 8 ．5

豚 肉 4 0 ．5 3 2 ．8 3 5 ．6 2 4 ．8 1 8 ．0 2 7 ．9 2 8 ．7 2 5 ．6 3 0 ．4 2 8 ．7 2 3 ．8 2 4 ．2

羊 7 7 ．2 7 0 ．8 7 0 ．3 8 1．6 7 6 ．4 5 4 ．1 5 4 ．2 4 3 ．7 4 4 ．0 4 6 ．6 4 3 ．1 4 4 ．0

鶏 3 3 ．3 2 8 ．8 2 2 ．2 9 ．3 7 ．2 2 ．7 3 ．0 3 ．1 4 ．0 4 ．5 4 ．6 4 ．4

馬 9 ．4 8 ．3 1 1 ．0 1 0 ．3 1 2 ．7 1 0 ．2 1 3 ．1 1 8 ．2 1 7 ．9 2 0 ．3 2 3 ．7 2 8 ．5

兎 2 ．5 1．5 1 ．1 0 ．5 0 ．6 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．3

2 ．牛 乳 1 ．1 8 5 ．0 1，1 3 1．4 9 6 0 ．9 9 4 6．0 8 7 1 ．6 8 6 4 ．2 8 8 5 ．3 9 1 1．5 9 7 2 ．7 1．0 6 4 ．4 1 ．1 0 5 ．2 1 ，1 4 2 ．0

3 ．鶏 卵 7 1 3 ．8 ＆6 4 9．9 5 9 1 ．0 3 8 8．9 2 0 1 ．6 1 4 6 ．7 1 5 9 ．6 1 6 3 ．9 1 7 5 ．8 1 9 3 ．0 2 0 7 ．4 2 2 7，8

4 ． 羊 毛 3 9 ．0 3 6．5 3 3 ．7 3 1．2 2 1 ．2 1 4 ．8 1 2 ．2 1 1．4 1 1．5 1 1．7 1 1．7 1 1．7

出典: FAO Live Animals : http://www.fao.org: and National Statistics Committeee, Kyrgyz Republic

3. 23　永年飼料作物作付面積推移(1990-2001年)
単位：’000ha

項 目 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1

ル ー サ ン 3 4 ．8 2 3 ．6 1 1 ．7 4 ．3 2 ．2 2 ．8 ◆　2 ．5 2 ．2 2 ．1 2 ．8 2 ．2 1 ．5

イ ガ マ メ 1 0 ．8 9 ．3 8 ．8 5 ．8 5 ．2 3 ．1 1 ．3 1 ．3 1 ．8 2 ．7 0 ．7 1 ．1

そ の 他 飼 料 作 物 0 ．6 0 ．5 0 ．3 0 ．4 ．0 ．0 0 ．1 0 ．0 0 ．1 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．2

小 計 4 6 ．2 3 3 ．4 2 0 ．8 1 0 ．5 7 ．4 6 ．0 3 ．8 3 ．6 3 ．9 5 ．5 2 ．9 2 ．8

永 年 牧 草 2 0 7 ．0 2 0 6 ．0 2 0 2 ．2 1 9 5 ．5 2 0 8 ．1 2 1 8 ．8 2 1 5 ．1 1 8 5 ．5 1 7 9 ．2 1 9 9 ．7 1 8 0 ．2 1 8 6 ．2

緑 飼 ・サ イ レ ー ジ 作 1 7 1 ．6 1 7 1 ．4 15 9 ．2 1 4 3 ．7 1 2 2 ．1 7 4 ．7 5 1 ．6 3 6 ．6 2 9 ．7 2 3 ．4 1 8 ．8 1 4 ．9

放 牧 地 播 種 7 ．6 9 ．0 5 ．0 5 ．7 9 ．3 1 0 ．7 2 ．5 2 ．4 2 ．0 3 ．7 5 ．9 4 ．8

小 計 3 8 6 ．2 3 8 6 ．4 3 6 6 ．4 3 4 4 ．9 3 3 9 ．5 3 0 4 ．2 2 6 9 ．2 2 2 4 ．5 2 1 0 ．9 2 2 6 ．8 2 0 4 ．9 2 0 5 ．9

合 計 4 3 2 ．4 4 1 9 ．8 3 8 7 ．2 3 5 5 ．4 3 4 6 ．9 3 1 0 ．2 2 7 3 ．0 2 2 8 ．1 2 1 4 ．8 2 3 2 ．3 2 0 7 ．8 2 0 8 ．7

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic



3．24　商業銀行セクタ一別融資推移（1996～2001年）
単位：12月末現在　百万ソム

セ ク タ ー 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

農 業 6 ．7 8 ．4 1 1 ．1 1 6 ．0 2 2 ．7 3 8 ．9

（総 融 資 額 比　 ％ ） 2 ．7 1．9 2 ．3 3 ．6 4 ．9 6 ．0

工 業 1 0 ．2 2 4 ．0 2 5 ．5 4 8 ．4 6 5 ，9 1 3 4 ．1

建 設 ・不 動 産 1 6 ．0 3 ．6 6 3 ．2 2 8 ．1 3 0 ．5 2 5 ．5

運 輸 ・通 信 2 ．0 3 ．4 3 ．9 5 ．4 1 2 ．9 10 ．0

貿 易 6 3 ．1 8 1 ．3 1 2 0 ．9 1 14 ．9 5 1 ．7 1 4 2 ．4

そ の 他 民 間 企 業 向 I 6 6 ．7 9 5 ．0 1 0 6 ．7 1 2 3 ．1 1 2 5 ．5 13 5 ．1

そ の 他 8 5 ．4 2 3 7 ．2 1 4 8 ．1 1 1 2 ．0 1 4 9 ．8 1 6 8 ．1

合 計 2 5 0 ．1 4 5 3 4 7 9 ．5 4 4 7 ．9 4 5 9 ．0 6 5 4 ．2

九・56

出典: National Bank of the Kyrevz ReDublic



3．25　主要品目別貿易額推移（1995～200年）
単位：百万US＄

項 目 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

A ． 輸 出

農 塵 物 4 2 ．9 6 3 ．2 4 5 ．2 5 2 ．5 5 6 ．8 4 6 ．9

C IS 諸 国 向 け 輸 出 3 8 ．2 4 7 ．7 3 3 ．5 4 2 ．9 4 7 ．5 3 5 ．7

（農 産 物 輸 出 比 ％ ） 8 9 ．0 7 5 ．5 7 4 ．1 8 1 ．7 8 3 ．6 7 6 ．1

食 料 7 9 ．1 1 2 7 ．0 9 3 ．1 6 5 ．3 2 3 ．5 1 6 ．8

C IS 諸 国 向 け 輸 出 7 4 ．2 1 1 7 ．7 8 6 ．6 5 6 ．0 1 9 ．7 1 1 ．8

（総 食 料 輸 出 比 ％ ） 9 3 ．8 9 2 ．7 9 3 ．0 8 5 ．8 8 3 ．8 7 0 ．2

小 計 （農 産 物 ＋ 食 料 1 2 2 ．0 1 9 0 ．2 1 3 8 ．3 1 1 7 ．8 8 0 ．3 6 3 ．7

電 気 ・エ ネ ル ギ ー 4 1 ．0 7 3 ．6 8 3 ．2 2 5 ．6 5 2 ．0 7 9 ．8

石 油 ・ガ ス 1 ．5 2 ．7 2 ．3 2 ．9 1 ．4 2 ．5

石 炭 3 ．1 2 ．0 1 ．8 0 ．5 0 ．2 9 ．3

鉄 鋼 1 0 ．4 6 ．9 3 ．0 2 ．9 1 ．6 5 ．4

非 鉄 金 属 6 2 ．7 8 1 ．9 2 1 6 ．2 2 2 1 ．0 2 1 7 ．2 2 3 3 ．9

化 学 ・石 油 製 品 2 0 ．3 1 3 ．8 1 4 ．8 8 ．6 6 ．9 1 2 ．4

機 械 4 4 ．5 5 6 ．2 6 1 ．6 7 0 ．1 4 6 ．8 5 0 ．7

木 材 ・紙 1 ．8 2 ．4 3 ．6 4 ．6 0 ．7 1 ．0

建 設 資 材 1 1 ．6 2 1 ．8 2 6 ．9 2 4 ．0 8 ．2 8 ．4

軽 工 業 品 8 2 ．5 7 4 ．4 7 4 ．2 5 1 ．5 3 6 ．7 4 7 ．1

そ の 他 0 ．0 0 ．1 0 ．0 0 ．0 0 ．2 0 ．1

輸 出 総 亀 4 0 8 ．9 5 3 1 ．2 6 3 0 ．8 5 3 5 ．1 4 6 2 ．6 5 1 0 ．9

B ．輸 入

農 産 物 1 7 ．0 2 7 ．7 3 4 ．6 1 8 ．6 3 1 ．4 4 0 ．9

C I S 諸 国 よ り輸 入 3 ．7 1 3 ．2 1 2 ．8 1 2 ．0 1 0 ．5 1 5 ．2

（農 産 物 輸 入 比 ％ ） 2 1 ．8 4 7 ．7 3 7 ．0 6 4 ．5 3 3 ．4 3 7 ．2

食 料 8 4 ．3 1 6 2 ．0 8 3 ．3 1 0 6 ．6 5 4 ．2 4 6 ．9

C I S 諸 国 よ り輸 入 2 2 ．2 5 7 ．3 4 1 ．9 2 1 ．2 2 5 ．6 3 0 ．0

（食 料 輸 入 比 ％ ） 2 6 ．3 3 5 ．4 5 0 ．3 1 9 ．9 4 7 ．2 6 4 ．0

小 計 （農 産 物 ＋ 食 料 1 0 1 ．3 1 8 9 ．7 1 1 7 ．9 1 2 5 ．2 8 5 ，6 8 7 ．8

電 気 ・エ ネ ル ギ ー 8 ．6 2 6 ．7 2 3 ．8 7 ．9 2 ．8 7 ．6

石 油 ・ガ ス 1 6 2 ．6 1 8 7 ．6 1 7 5 ．9 1 8 1 ．5 9 9 ．1 1 1 0 ．8

石 炭 1 7 ．0 2 5 ．1 7 ．0 1 7 ．5 1 9 ．6 1 0 ．8

鉄 鋼 1 7 ．8 1 5 ．0 9 ．9 2 1 ．6 9 ．5 1 1 ．0

非 鉄 金 属 1 1 ．2 8 ．7 2 2 ．4 3 0 ．6 2 2 ．9 1 2 ．5

化 学 ・石 油 製 品 3 0 ．1 5 1 ．0 5 9 ．8 7 5 ．5 3 8 ．8 4 8 ．1

機 械 1 0 3 ．6 2 3 0 ．5 1 5 4 ．0 2 1 9 ．3 2 0 2 ．4 1 4 4 ．9

木 材 ・紙 1 9 ．8 2 6 ．2 2 9 ．2 3 5 ．3 1 9 ．1 2 6 ．8

建 設 資 材 1 0 ．1 1 5 ．8 1 3 ．3 1 6 1 1 ．0 8 ．7

軽 工 業 品 2 3 ．2 1 6 ．6 4 8 ．4 6 0 ．3 3 8 ．6 3 8 ．8

そ の 他 0 ．0 0 ．2 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

輸 入 総 鎮 5 2 2 ．3 8 3 7 ．7 7 0 9 ．3 8 4 1 ．5 5 9 9 ．7 5 5 4 ．6

C ． 貿 易 収 支 （輸 出 一輸 入 ）

農 産 物 2 5 ．9 3 5 ．5 1 0 ．6 3 3 ．9 2 5 ．4 6 ．0

食 料 －5 ．2 －3 5 ．0 9 ．8 －4 1 ．3 －3 0 ．7 －3 0 ．1

農 産 物 ＋ 食 料 2 0 ．7 0 ．5 2 0 ．4 －7 ．4 －5 ．3 －2 4 ．1

石 油 ・ガ ス －1 6 1 ．1 －1 8 4 ．9 －1 7 3 ．6 －1 7 8 ．6 －9 7 ．7 －1 0 8 ．3

非 食 糧 品 －1 3 4 ．3 －3 0 6 ．9 －9 8 ．8 －2 9 8 ．9 －1 3 1 ．9 －1 9 ．5

A．57

出典: International Monetary Fund, 2001, Kyrgyz Republic, Country Report 01/224. Statistical Appendix



3．26　主要農産別貿易量推移（1995～2001年）
単位：トン

主 要 品 目 19 9 5 19 9 6 1 9 9 7 19 98 19 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

A ．輸 出

ミル ク 2，12 9 1．0 7 6 2 ，2 7 3 1．6 2 8 1，9 4 4 4，7 8 4 6．3 4 4

小 麦 5 2 6，15 2 4 ．6 5 1 13 ．4 6 1 1．6 8 7 1．3 4 0 4，8 5 7

小 麦 粉 3，3 5 7 1 1．0 5 3 2 6 ．7 16 2 0 ．6 6 6 2 0 ，3 8 1 1 8 ．7 8 1 1，8 8 3

5

9 1 ，4 9 1

小 麦 粉 製 品 7 5 3 1，2 1 4 1．5 13 9 5 6 4 0 2 1 8 3

果 実 ／野 菜 1 3 8，8 7 8 16 1 ．5 70 1 4 8 ，3 2 5 1 2 2 ，10 5 1 4 3 ，7 0 2 1 13 ．7 5 5

砂 糖 2 6，3 4 6 9 6 ．7 6 3 3 8 ．4 5 5 1 7 ，2 3 5 10 ．7 2 7 3 ，0 2 7 5，7 18

糖 蜜 5．5 9 8 9．2 0 8 1 0 ，7 6 0 7．0 9 6 6 ．5 3 8 9 ．0 7 3 3 ．4 2 5

茶 （再 輸 出 ） 9 7 3 0 4 9 5 3 1 ，0 8 8 2 2 1 2 9 0 2 6 1

タ バ コ 3 6．5 18 1 9 ．0 3 7 2 1，0 8 0 3 6 ．3 4 2 3 6 ．7 10 2 6 ．5 7 4 2 9 ，4 1 9

牛 革 4 6 5．6 7 4 1．7 6 4 ．8 4 6 1，2 1 7 ．6 4 3 8．3 0 2 5．7 4 5 12 ，3 0 8 17 ．4 8 4

羊 革 ぐ0 0 0個 ） 1．5 14 2 ．1 2 2 1．1 1 5 1．2 0 9 7 8 1 1，9 5 9 1，9 6 4

綿 1 9，2 8 6 2 2 ．8 0 5 2 0 ．6 2 4 1 8 ，9 8 0 2 4 ，8 9 1 3 3 ．1 9 0 2 6 ．9 0 4

羊 毛 1 4．3 5 5 4 ．16 0 3 ．3 9 0 1，3 9 6 1．4 1 6 2．4 2 5 1．0 7 9

B ．輸 入

肉 ／肉 製 品 4 2 3 1．13 7 1．7 6 0 7．7 4 7 1．3 8 2 2，4 4 2 2，0 15

魚 1 8 3 6 6 1 2 ，1 1 0 3．7 9 7 2．9 9 1 3．2 5 6 2．6 6 4

小 麦 8 4 ．1 1 6 1 0 9 ．3 7 7 1 2 6 ，0 8 3 9 5 ．9 8 0 1 2 7 ，9 6 0 2 2 3 ，16 3 7 4 ，3 4 2

小 麦 粉 5 6 ．3 2 4 3 0 ．1 15 6．8 8 1 9．2 3 4 10 ，6 5 9 3．2 3 0 2，16 0

パ ン 1，3 9 7 1，7 4 2 5，7 6 1 5．6 4 1 2 ．3 7 1 2．2 9 8 2，5 1 1

果 実 ／野 菜 2 ．8 4 3 6 ．0 1 3 5．75 1 1 1 ．4 5 8 2 8 ，1 0 1 1 4 ．9 6 6 9．8 9 6

粗 糖 72 ，3 1 6 19 7 ，5 5 8 5 5 ，8 18 8 2 ．7 2 0 3 3 ，14 6 0 4 ．7 13

砂 糖 8 ．3 0 4 4 ．7 6 0 4．7 0 7 2 ，2 2 4 14 ，9 4 4 1 0 ．0 8 1 1 7 ，3 8 5

砂 糖 製 品 2 5 2 3 3 1 1 ，15 8 4 ，2 4 3 1．9 12 1．9 3 2 1．6 3 8

コ コア 1．7 1 5 1．2 5 0 2．4 4 8 3，6 3 0 2 ．1 9 8 2 ，0 5 4 2，1 7 6

茶 9 1 2 1．2 2 4 3．9 4 5 5 ，6 1 5 3 ，4 4 0 3 ，6 2 0 3 ．5 0 3

タ バ コ 9 9 6 13 8 5 9 9 1 ．0 0 7 1．5 7 1 1，0 4 1
牛 革 4 ，7 5 6

9 ．4 2 0

2 0 0

5 ．9 7 9

3 5 ．9 12

1 2 ．4 2 9

1 2 4 9 7 3 ，8 3 2 9．4 6 8
大 豆 1 0 2 9 ．9 4 8 1 0 6

野 菜 油 ／油 脂 16．0 0 8 6 ．3 4 8 4 ．6 0 3 5．3 4 4

出典: National Statistics Committee, Kyrgyz Republic

A－5＄



3・27　面談調査による農民グループ現況（1）

農 民グ Jレープ
川 lZJ （3） （4） （5） （8） （7） （8）
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F arM OrS Q roup h rm o rもG n〉uP F irm Or8 0 roup h rm or8 G rou p Fa nn e r8 G roup F 訂m OrS G ro up

所 在 地 A K S u iR ogion Y 8hik－K u l K arik0 l T up 浦 l耶沖．T up R さyOn T up R iyOn Y Syku－K ul R さyO n 8 0さtOriV ‖ag o S ●m N o nov ka V illa ■○

面 談 日 200 3年 5月3 1 日 20 03 年5月3 1 日 200 3年 5月3 1日 2∝旧年 5月3 1日 2∝は年5月3 1日 2 003 年8月2日 2 00 3年 8月2日 2 00 3年 6月2 日

■－●　－‥　＝ M r．B o i8 hok0 0V A ld 8Vr M L E 此 nb●rd b v J ib lr M r．Y ud S h 摘nh M r．K vub ▲nVOh S an m dl血Ⅳ M r．A baiA 8▲nbo kov M r．S m ▲diam v K uba nvG hbo k M r．Jv lkvb d Ib r▲OV M r．S ov ●tbok A k m さtO V

設 立 ・登 録 年 199 6 l約 5 幕 登 録 200 2 萱 緑 茶し

メンバ ー 員数 20農 家 、うち4農 家 親 戚 、 ほ農 家 、85人 、うち常時 作 1人 （家族 4名 、うち子 供2名 は 3農家 12名 7農 家、3 2名 5家 族 、37人 、うち常 時 作 業 1家族 、4人 、雇 用 4人 3家 族 、14人 、うち常 時 作 業

常 時 作業 者 10名 、雇 用 3名 者 25人 、雇 用 賃 は50ソム ／ ロシア勤 務）、遍 用8人－2 00 ■－ 1 1人、皆親 戚 7人 、雇 用 6－ 7人 （50ソム ／
（2カ年 坐 的） 人 ・日なるも霊用 無 し 1．0∝lソム ／人 ・日 日・人 ）

‾面 30 4 7うち5 h■は 他 の農 家 緋 員
小麦 ：18

30 、日有 は8、

借 地 17／500 S om ●／ha
　　　 7
潅漑 小麦 ：1．5

　　 16
馬鈴 薯 ：4

　　 2 1
15 自有 地 、6レンタル

26潅 漑農 地

自有 地 2、レンタル 24
30

屍
（h a） 小 麦 ：25 自有 地 5 、 レンタル 25

コー ン ：5 コ一・ン ：15 ．5／1．5 00 S o m ●／h ◆ 天 水 小麦 ：1．5 コー ン ：5 潅 漑小 麦 ：8 牧 草 地 ：4 牧 草 地 ：12 （自絶 用 ）

馬鈴 薯 ：5 T lX 500 So m o 言 潅漑 馬鈴 薯 ：1．0 小麦 ：5 潅 漑牧 草 ：6 小 麦 ：6 大 麦 ：12 （半 分 販 売 ）

油糧 ：2、故 事 ：3 乙000 S om o／hれ
昨年8 0hi 営農 、傷 か ら
ない ので30 haに減 反 、

灘 濃 馬鈴 薯 ：7、濠濃 小 麦 ：2 0
枚 蔓 ：3

牧草 ：3．0 牧葦 ：2 濠 漑大 麦 ：4
濠 漑油 大 根 ：2
無耕 作 地 ：3

油 大掛 ま8月 5日播檀 、播棲 量

121く〟h1 40 S om o ／kだ

大 麦 ：8
馬 鈴 薯 ：乙5
人 争 ：0．3

コー ン：0．2

小 麦 ：4
馬 鈴 暮 ：2
牧 草 地 の レンタルフィー は

1．00 0ソム′h■（土 地 税 除 く）

収 量 （ton ／h i） 無 肥 小 麦 ：2．0 無肥 小麦 ：乞5 小麦 ：乙3 小 麦 ：乙5 小 麦 ：乞5 大 麦 ：2．5

コー ン ：乙0
馬鈴 薯 ：20．0

無肥 馬齢 暮 ：20 コーン ：2．3
鳥鏡 薯 ：30

大 麦 ：乙5 （羊 の餌 用 ）

油 大根 ：7toIl／ha

大 麦 ：2．0

人 参 ：15

小 麦 ：3．0

牛 ：2 5環 乳牛 ：15讃 豚 ：10職 （自給 用 ） 乳牛 ：8環 肉牛 ：8環 肉 牛 ：6Ⅷ 山 羊 ：50匹 肉牛 ：13頭

内 乳 牛 ：5頸 肉牛 ：2 5環 （6リットル ／ 頭 ・日） 乳牛 ；3環 乳 牛 ：4靖 羊 ：60匹 乳 牛 ：7頭 、50リットル／ 日
羊 ：150 匹 羊 ：70匹 羊 ：5 0匹 羊 ：2 t頭 約 4リットル／ 頭 、15リットル／ 日 烏 ：10頸 乳 馬：4 ＋幼 鳥 4

鳥 ：5頭 幼羊 ：6 0匹 鶏 ：100 羽 七面 鳥 ：50羽 馬 ：4環 乳 牛 ：環 羊：80匹
鶏 ：100 羽 烏 ：8頓 （卵 ほ－ 20ケ／ 日） 山 羊 ：6頭 羊 ：15環 肉 牛 ：15頭 山 羊 ：4 匹

耕 島 ：15環

自給 用 家 畜 ．3年 前 か ら飼 育 展
：20羽

：3領

山 羊 ：12環 鶏 ：3 0羽
七 面 鳥 ：60羽

鶏 ：20羽
七 面 鳥 ：10羽

共有 資 機 材 無 し 冷蔵 庫 、ピックアップ1台 4年間 小 麦50トン 、馬鈴 雷 200 75馬 力 トラクタ1台 、 トラクタ 1台 無 し、村 役所 の 機 械 を便 トラクタ　 2台
油プ レス トン貯蔵 庫 設t 、 コンバインは借 り入れ

トレー ラ4台 （3トン）、86馬 力

トラクタ3台 、馬銚 暮播 種機 2
台、小 麦播 棲機 1台、施肥 橡

1台 、3連ボ トムプラウ2台 、コン
バイン1台 、タインハ ロー 1台 、

フィー ドミル 1台 、モーア 1台 、
堆肥 触 右纏 1台 ＿カルチ2台

ヘ イベー ラ 1台
ブラウ 1台

モー7 1台

（T●¢h nit；al S o r扇○○G e nte
絶 対 機 械 台 数 不足 してい

その 他 農 機 は

リー ス 会 社 及 び村 役 壕 か b

借 りる．

コンバ イン：1，20 0 ソム ′ha
村 は 1．0 00 ソム 、リー ス社 は

1．2 00 ソム 、
トラクタ：1，00 0 ソム ／h▲

いず れ も燃 料 代 込 み施肥 馬鈴 薯 に施 肥 開 始 、輸 入 業
者 （ビシケク）より在 捷 購 入 、

9－11ソム／kg．200 kg／ha

柑 85 年に 日本 之K R 肥 料
使 用 、小 麦 乙0 コー ン1．8

馬 鈴 薯20 油種 1．5b n／hl

施 肥 無し

播種 量
（kg／hさ）

小 麦 ：2 50

コーン ：25 0
馬 鈴薯 3．54 0

（S up or E 批○）
自 家種 子 ：6－ 12 ソム ／k

オ ランダ種 子 ：3 1ソム／k g

小 麦 ：250

コ．・一・ン：25 0
馬 鈴 薯 ：3－ 3．5トン

油 檀 ：1 0
小 麦 ：2年前 麟 入札5ソムノ他

見 絵 警 ：3年 儲義 人 6ソム／
水 代金

（S o m o ／h■／v朗 r）

140 、R ay0 11に支 払い 4 5 を村 役 場へ 支 払 い 2 0

作 業 賃
（S o m o／ha）

耕 転 ・整 地
（トラクタ）

35 0 ・－55 0＋燃 料 代

現 在 ：乙5h r8′ha

40 0 ＋燃 料

1，500 十燃 料 代
（ドイツ ．フィンランド盤）

ビー ト播 種賃

120 ソム′hl ＋ 10 批 燃 料 代
小麦 ：乙7′k島 牧霊 ：16／2¢‾24 k＆

1．0 00 燃 料 代込 み

収 穫 （コンバ イン）
ロンア時 代 ：5．Oh rさ／ha

1．20 0十燃料 代 700 ＋燃 料
羊 毛 ：3 5／k

1．0 00 燃 料 代込 み

農 産 物 販 売 小 麦 ：審 1作 、小 麦 粉で2・－3 バ ザ ー ルで販 売 仲 貫人 が 買い付 けに来る。 時 々バ ザー ル へ カラコルへ トラック輸 送 肉牛 は 80 km 練れ たT o km okへ バ ザー ル へ 持ち込 み



3・27　両談調査による農民グループ現況（2）

農 民 グ ルー プ
ll） （2） （3） （4） 15J t6 ） し7） t8 1

T uka sh C 0 0P Or●廿∨○ ”Y nu m ak 〝 ‾L u¢h‘’F an nO r ‾u tar’’ ”s ho rik osh ” ”sy digaly 〝 〟lb rai” ”K alyS〝

F ann ●r8 G ro up F arm O rさG roup F arm e帽 G ro叩 F ann ○帽 G rou p F ann O rS G roup Fa rm ●r8 G rou p
回 ／ 年 販売 鳥 鈴雷 6ソムノk

小 宴3ソム／kr 現 金 払い

ミルク10リッター／ 日販売 、

4ソム／ リッター

バザ ー ルへ 持ち込 み 夏 ：土 及 び 日曜 開催
冬 ：日曜 のみ 組 催

／＼ ・2 5 小 麦 は儲 けなし、馬鈴薯 は
傭 け有 り。

・3 4ソ　 ／k J 　ヽ ・5
　 価
（S o m e′kg）

馬 鈴 薯 ：3．0
仲 買 人 経 由 、ウズ ベクか らも

J　 g
羊 ：乙0 00／ 匹
幼 羊 ：1，2仰 一1．500 ／ 匹

大 麦 ：販 売無 し

山 羊：50 0／ 匹

（ソム ／頭 ）
買 い付 けに来 る
雄 牛 ：15．0 00

羊 ：1．50 0
鶏 ：販 売 無 し

ミル ク：4．5′批

6－7 mノh oad ′d ay ＝＝30批′d aV

山羊 ：1，50 0／ 匹

幼 山羊 ニ8 00／ 匹

羊 ：1．00 0／ 匹

ミル ク：5／ リットル
肉 牛 ：10．0 00 ／頭

七 面 鳥 ：300／ 羽

収 益

（ソムノha／年 ）
彊 漑地

非 潅 漑 地

潅 漑 小 麦 ：5 11

天 水 コー ン ：2 50

1，1 98ソム／h4
69 0ソム／h4

農 地税 ：乙0 00ソム ／ha－
濠 漑 地 、前 払 い現金

年 収 ：20万 ソム 販売 額
馬鈴 薯 ：5 00U S I

小麦 ：1．0肌 S I

年 間3万ソム 年 間4．5万 ソム 年 間 6万 ソム

直 面す る問 題 （1）棲♯ 化 （適 期 作 業 が （1）低 販 売 価格 （1）税 金

16年間 農 糞 に従 事 、野 菜 は
自他 、無 借金 営 農

K A F C より270 万ソム借 り入 （1）機 械 の更 新 （1）緩 枕更 新 が 出来 ない （1）機 械 不 足 （1）機 械 不 足
困 難 ） （2）糠 ＊ 不 足 （牛 、小蓑 ・馬 鈴薯 の種 子 （2）ヤ ク購 入 責金 （2 ） 生産 資 金不 足 （2 ）潅漑 水 不 足 （2 ）優 良種 子 不 足

（2）生 産 資 金 （K F C より （引 低 晶 賞 種 子 購 入） 成年 ：7・一札∝旧ソム ／ 環 K A F C より7万 ソム融 資 W C 融 資 8万 ソム 、2カ （3 ）肥 料 高 価
融 資 1 0万 ソム、金 利 柑

（3）低 販 売 価 格

（4 ）多雨

ロー ン無 し

幼 年 ：3，00 0 ソム ／頭
（3）政 府 支控 皆無

（4 ）銀行 借 入困 難 、高 金 利
（5 ）ポ テトチップ工 場 欲しし

金 利 当初3 2％ 、今2 6％ 、返 済 済

日本 2 K R によるトラクタ近 在 の
村 に導 入され た 。（3力年 間 で

43万ソム）

聞 、金 利 18％ 、 クレジット無 し

グル ープ は耕 転 ・整 地 作 業

為

出典：調査団



3．28　主要農産物小売価格（2003年5～6月現在）

農産物 O sh 市場 用ishk ek K ara K ol 中央市場

キュウ リ 7～8 ソム此g （マ トケン産） 13 ソム此g

キャベ ツ

赤カブ

5 ソム／個 （オシ産）

3～S ソム瓜g

6 ソム此g （チュイ産、現地産　は 8 ～9 月）

5 ソム晦

16 ソム此g

ネギ 2 ソム／5 本

人参 18 ソム此g

馬鈴薯 16 ソム此g 8 ソム此g

13 ソム此g

ニラ

大根

2 ソム／kg

3 ソム此g

2 ソム瓜g

タマネギ

タマネギの葉

にんにく

バ クチ

15 ソム此g

30 ソム此g

40 ソム此g （ウズベク産、地元

産は 8～9 月）

40 ソム此g

トマ ト

イチゴ

25 ソム此g

40－50 ソム此g （タシケン ト産 ）

10 ソム此g （カザフス タン産）

杏

梨

40此g

12 0此g （ウズベ ク産）オレンジ 65 ソム此g

サクランボ

レモン

60 ソム此g （オシ産）

11 ソム／ケ （アルゼンチン産）

50 ソム此g （ウズベク産、現地

産 は 7 月から）

120此g又は 20／ケ（ウズベ ク産）

バナナ

魚

14 ソム体 （A lm 吋 経 由エクア 20／本 （A lm aty 経由エ クア ド

ドル産）

35 ソム此g

産）

16 ソム／10 ケ

5 ソム几it

卵 20．25 ソム／10 ケ

羊肉 110 ソム此g

牛肉 95 ソム此g

豚肉 50－90 ソム此g

馬肉 ＄5－95 ソム瓜g

鶏肉 160 ソム／羽

チーズ 75・17 0 ソム此g

ヨーグル ト 10 ソム此t

A・61



3．28　主要農産物小売価格（2003年5～6月現在）

農産物 O sh 市場 侶isbkek K ara K ol 中央市場

ミ／レク

蜂蜜 100 ソム此g

5 ソム仙t

25－30 ソム瓜g

4．0 ソム此g （カラコル産）

うどん 15 ソム此g

ぺ リメル 35 ソム悔

マカ ロニ 13－18 ソム／kg （地元産）

紅茶 70－100 ソム／kg

薬草 2 ソム瓜g

食用 油 （ヒマ ワリ ・綿実） 40 ソム此t

米 18－23 ソム／kg （中国 ・韓国産）

米 20 ソム／kg （カザフスタン産）

米 30 ソム／kg （バ トケン産）

砕米 12 ソム／kg

小麦粉

大麦粉

赤豆

＄－14．5 ソム瓜g

260－420 ソム／50kg

20 ソム／kg

11．0 ソム此g （カザフスタン産）

12－13 ソム瓜g

トウモ ロコシ 15 ソム／kg （カザフスタン産）

砂糖 22 ソム／kg

塩 3 ソム此g （カザフス タン産）

雑穀 10 ソム／kg

出典：調査団
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3．2，キルギス国畜産・獣医・牧場調査研究所所要機材一覧

Unit：JapaneSeYen

S eri al

N o.

Equipm ent Standard Q 'ty U nit Price A m ount

1

V eterinary D epartm ent

Thermostat with programmed Switch A C 220V, 1 <｣> ,3OA 6 2 00,000 2 00,000

2. R efr igerator 2 to 14-c , 340L 15 320,000 4,800. 000

3.

4

B ox

Table box (Side table)

C abinet, 1 ,200x400/

500x l ,800m m

l ,500x750x800m m

6

3

250,000

1 50,000

1 ,500,000

450,000

5

6

W ater bath with programm ed control

E lectric shaking m achine

-30t to 80-c 23Lm m

20 to 250rpm /m in

6

6

720,000

21 0,000

4,320,000

1 ,260,000

7 E lectronic balance 4,200g/0.01 g 6 1 60,000 960,000

8

9

B actericidal plant

A utocl ave perm anent

C lean bench w ith

sterilization lam p

105 to 125̂ ,3164>x670mm

4

3

1 ,400,000

600,000

5,600,000

1 ,800,000

10 A utocl ave portable 1 10 to 127"C, 230* x220mm 3 260,000 7 80,000

ll D ryer (R.T.+10) to 250t , 81Lmm 3 1 50,000 450,000

12 B ig and sm all centrifuge M ax. 12,OOOLmm & 180Lmm 6 ea. 3 ,500,000 2 1 ,000,000

13 Ultracentrifuge for preparation M ax. 150,000 rpm 3 9,000, 000 27 ,000,000

14 M icro-centrifuge with refrigerator M ax. 16,000 rpm 3 1 ,250,000 3,750,000

15 B iological m icro scope 40X to 1500X 6 1 ,300,000 7 , 800,000

16 M ixer "Vortex" with program control 0 to 2,500 rpm 4 3 8,000 1 52,000

17

18

A pparatus for leofilization

of l iquid preparations

Homogenizer for liquid mixing

Trap temperature: -45-C

100 to 1,000 rpm

3

3

990,000

420,000

2,970,000

1 ,260,000

19 U ltra-v iol et spectrom eter Double beam,190 to 1 lOOmm 3 1 ,800,000 5 ,400, 000

20 Vacuum flask or "Dewar" Vessel Dewar flask, SUS, 3Lmm 2 1 30,000 260,000

2 1

22

M icro-batcher w ith tips 2-10,1 0-100,100-1 ,000. 8 ea.

500

1 80,000

360

1 ,440,000

1 80,000

(of different volum e) l ,000~5,OOO M Lmm

Plate for investigation M icro well plate, 96 wells

23 C om puter W ith printer 26 4 00,000 1 0,400,000

24 S canner 3 40,000 1 20,000

25 C oping apparatus 2 8 00,000 1 ,600,000

A－63



S erial

N o .

E qu ip m ent Stan dard Q 'ty U n it Price A m oun t

26 D igital cam era

3 65/254nm , 1 5W x6/6

2 80 ,000 1 60,0 00

27

2 8

V ideo cam era

P C R L ab oratory

P C R -b ox

1

1

2 00,000

9 50,000

40 0,00 0

2 00,00 0

1 ,100 ,000

2 9 A m plifi c ator 1 included above

3 0 T ransill im un ator 1 40 0,00 0

3 1 M icro-centrifuge M ax . : 16,0 00 rpm 1 1 ,25 0,000 1 ,250 ,000

3 2 M icrocentre/V ortex 0 to 2,500 rpm /m in 2 3 8,000 7 6,000

3 3 T h erm o stat A C 220V , 1 0 , 30A 1 200 ,00 0 200 ,000

3 4 P ipette-batch er 4 kinds of different volum e 8 4 5 ,000 360 ,000

3 5 E lectrophoresi s ap paratu s A u tom atic type

1 2L /m in , m ax . 6 . 6kP a

4 kinds of different volum e

F o r 6 pipettes

lkg

1 2,220 ,000

1 00 ,00 0

2,220 ,000

3 6 C h am ber for electroph oresis 1 included above

3 7 P um p w ith trap retort 1 1 00 ,000

3 8

3 9

4 0

4 1

0 . 5m l p oly propylene test-tube

for am p l ification

1. 5m l p olypropylene te st-tube

for sam p lin g

T ip s for pip ett e-b atchers o f

differen t v olum e

F oot for pipette

1 ,00 0

1 ,0 00

3 ,0 00

2

10

3 5

9

1 0,00 0

1 0 ,000

3 5 ,00(3

27 ,000

20 ,000

42 F oot for 0 .5 m l test-tubes 2 3 ,000 6 , 000

4 3 F oot for tip s 3 7 ,000 2 1 ,000

44 F o ot for 1.5 m l test-tub es 2 3,000 6 ,000

4 5 A gar gel 1 6 2,000 62 ,000

4 6 5 0xTA E bu ffer 5 00 L m m 1 1 2,000 1 2 ,000

4 7 S o lution of etidy brom id e l O Lm m 1 9, 000 9 ,000

4 8 C om puter W ith p rin ter 6 4 00 ,00 0 2,400 ,000

4 9 A pp aratus for ultra-v iolet ray s T otal H an dy typ e, 365/254

m m , 6W x l /6W x l

1 4 2,000 42 ,000

115,148,000

Source : Equipment requested by the Institute and prices estimated by Study Team

A－64



3．30キルギス共和国関係諸機関及び略語一覧

ABMRAgiculturalBusinessMarketingPr毎ect農産加工流通計画

ADB，AsianDevelopmentBankアジア開発銀行（KyrwzRepublicResidentMission，Legvinenko

Sh・eet，28，Bishkek，Tbl：＋996　312　610　870／600　－　447，Fax：＋996　312　610　993，

e－mail：adbkym＠adb．org，http：〟wwwadb・Org瓜YRM／）

ADF；AsianDevelopmentFtmdアジア開発基金

AlC，Agro－hdustrialComplex農工業コンプレックス

AKFED，AgaKhmFundforEconomicDevelopment経済開発アガ・カーン基金

APEAC，AgriculturalPriVatizationandEnterpriseAqjustmentCredit農業民営化・企業調整融資

APKR，Administrationof血ePresidentoftheKyrgyzRepublicキルギス共和国大統領府

BBC，BishkekBusinessChb（NGO協会）ビシケク・ビヅネス・クラブ

BCDNSS，BoredCon的lDirectorate，NationalSecurityService調整局、国家安全サービス

CAEU，CentralAsianEconomicUmion中央アジア経済同盟

CAMC，CentralAsiaMou血ainCharter中央アジア山岳憲章

CBECom叫mdBu血essFomn共同体及び実業に係わる討論

CEC，CommissionoftheEuropemComities欧州委員会

CDF；ComprehensiveDevelopmentFtameWOrkoftheKyrgyzRepld）licキルギス共和国総合開発枠

CIDA，CamdianIntemationalDevelopme血Agencyカナダ国際開発庁

CIS，CoⅡmOnWealthofhdq）endentStates独立国家共同体

CPI，ConsumerPriceIndex消費者価格指数

CSECo叫S血e訂mdPm許猥1国家戦略・計画

DAC，DevelopmentAssistanCeCommittee開発援助委員会

DEBRA，DebtResolutionAgency債務解消局

DEqDeutcheInvestitionsundEntwicklungSgeドイツ投資・振興局

DFID，UKDepartmentforI血emationalDevelopment英国国際開発局

DIFiDirectkⅣeStmentFacility直接投資便宜

DIPC，DirectInvestme鵬PromotionCenhe直接投資促進センター（Phone／Fax：996－312－666797）

DMKDomeseticMovementofKyrgyzstanキルギス国内運動

EBRD，EuropeanBankforReconstruCdonandDevelopment欧州復興開発銀行

ECFSREuropeanCommissionFoodSecurityProgram欧州食糧安全計画委員会

ECO，EconomiccooperationOrganization経済協力機構

EIDREmterprisehvestmentDemonstrationProgramme企業投資広宣計画

ERREmergencyResponsePlan緊急対処計画

ERRA，EnterpriseReformandResolutionAgency企業改革清算局

ESAFiEnhanCedStruCttmlA句ustmentFacility（nowPRGF）拡大構造調整融資

ESFIEmploymentServiceFund雇用サービス基金
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EU，EuropeanUnion欧州共同体

FCSDCU，FinanCialCompanyforSupportandDevelopmentofCreditUnions融資ユニオン支

援・開発金融会社

FDI，ForeignDirecthvestment外資直接投資

FEZ，FreeEconomicZone自由経済圏

FGRFamiレGroupPractices家庭グループ実習

FI，FinanCialIntermediary金融介在

FrNSAC，FinanCialSectorA句ustmentFacility金融セクター調整融資

FMC，FamilyMedicineCenter家庭医療センター

FMO，NetherlandsFinanceCompanyfbrDevelopingCountriesオランダ開発途上国金融会社

FOFEA，SwissFederalO餓ceforForeignEconomicA飽irsスイス外国経済問題連邦局

FOS，FieldobstetricalStation地方授産所

FrNCA，TheFoundationforInternationalCoⅡ皿unityAssistanCe国際社会援助基金

GDEGrossDomesticProduct国内生産

GFE，GesellschaR負∬ForschungundEntwicklungSprqjektierungGmbH開発途上国開発研究所

GMCL，GtuanteedMinimumConsumPtionLevel安全最低消費水準

Gosregister，StateAgencyfortheRegiS血onofRightstolmovableProperty国立不動産権利登

記事務所

GSAC／GTAC，GovemanCeStruCturalA句ustmentCredit／GovemanceTbchnicalAssisbnceCredit政

府構造調整融資／政府技術支援融資

GTZ，Deutsche GesellshaRfur Tbc土mische Zusammen訂beit（GmanAgencyfor Tbclmical

Coq灯如on）ドイツ技術協力庁

HEI，HigherEducationalhstiMions高等教育機関

HPIIHydroelectricPowerPlant水力発電所

IBC，hternationalBusinessCounCil（IBC）国際企業審議会（C／oEuropeanBankforRecons仕uction

andDevelopmentBishkekResidentO銃ce，26GeologicheskayaStreet，720005，Bishkek，e－mail：

ibc＠ebrd・COm）

ICT：InformationCommunicationTbclm0logy情報通信技術

IDA，htemionalDevelopmentAssociation国際開発協会

IDB，IslamicDevelopmentBankイスラム開発銀行

IFC，IntematimalFinanCeCorporation国際金融公社

IFI，InternationalFinanCialhstitution国際金融機関

ILO，hternationalLabourOrganisation国際労働機構

IMFihtemationalMonetaryFund国際金融基金

IMU，IslamitMovementofUibekistanウズベキスタン・イスラム運動

I－NPRS，hterimNationalPovertyReductionStrategy中期国家貧困緩和戦略
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IT, Information Technology情報技術

JEXIM, Japanese Export Import Bank (now JBIC)国際協力銀行(旧日本輸出入銀行)

JICA, Japan International Cooperation Agency日本国際協力機構

JK, Jogorku Kenesh of the Kyrgyz Republic (parliament)キルギス共和国国会

JSC, Joint-Stock Company株式会社

JV, Joint Venti∬e合弁

KAC, KyrgyzAgribusiness Companyキルギス･アグリビヅネス会社

KAF, KonradAdenauerFimdコンラッド･アデナウアー基金

KAFC, Kyrgyz Agricultural Financial Corporationキルギス農業金融公社

KCCI, Kyrgyzstan Chamber of Commerce and Industryキルギス商工会議所

KfW, Kreditanstalt fur Wiederaufbauドイツ復興金融公庫

KHF, Know How Fundノウハウ基金

KICB, Krygyz Investment and Credit Bankキルギス投融資銀行

Ⅹ皿CC, Kyrgyz International Economic Cooperation Company国営投資流通開発会社

KOC, Kumtor Operating Companyクムタール社

KR, Kyrgyz Republicキルギス共和国

KSBA, Kyrgyz Sheep Breeders Associationキルギス羊繁殖協会

KSEHC, Kyrgyz State Energy Holding Companyキルギス国営エネルギー公社

KT, KyrgyzTelecomキルギス･テレコム

LARC, Legal Assistance to R血Citizens農村住民法的支援

LSQ Local Self-Govemment地方自助政府

LTT, Legal Trans山on Team法的移行チーム

MAWRPI, Minis廿y ofAgriculbre, Water Resour代s, and Processing Industry農業･水資源･加工

産業省(96a, Kievskaya S加et, Bishkek, Tel: +99叫312)22-54-60 Fax:+99叫312)22-12-64,

22-67-84, e-mail : ao山(atepiu.eicatjkg)

MC, Mercy Corpsマーシー社

MCB, Minimum Consumer Budget最′J､消費予算

MD, MoD, Ministry of Defence of the Kyrgyz Republicキルギス共和国国防省

MEC, ME&C, Ministry of Education and Culture of the Kyrgyz Republicキルギス共和国教育文化省

MEES, ME&ES, Ministry of Ecology and Emergency Situations of the Kyrgyz Republicキルギス

共和国生態･緊急事態省

MF, Mof, Ministry of Finance of the Kyrgyz Republicキルギス共和国財務省

MFA, Minis廿y ofForeign A飽irs外務省

MFTI, Ministry of Foreign Trade Industry貿易産業省

MH, MoH, Ministry ofHealthcare of the Kyrgyz Republicキルギス共和国保健省

M払, Mol, Minis叫ofInternal Affairs of the Kyrgyz Republicキルギス共和国内務省
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MLSEMinis叫OfLaborandSocialProtectionoftheKyrgyzRepublicキルギス共和国労働・厚生省

MMI，MandatoryMedicalhsurance委託医療保険

MRDLSqMinisbyforRegonalDevelopmentandLocalSelf－Goverzments地方政府／自助政府省

MTBFiMedium－TbrmBudgetingFramework中期予算枠

MTC，MinistryofTfanSPOrtandCoⅡ皿unication運輸・通信省

NBKR，NationalBankoftheKyrgyzRepublicキルギス共和国国立銀行

TbeNationalCounCilundertheKyrgyzRepubliconWomen，FamilyandGenderDevelopment女

性・家庭開発国立審議会

NDF；NordicDevelopmentOrganiZation北欧開発基金

NDI，NationalDemocratichstitute国立民主主義研究所

NEARNationalEnvironmentalActionPlan国家環境行動計画

NGO，NongovemmentOrganization非政府組織

NSPENon－StatePensionFumd非国家年金基金

NIN，NationalhfbrmationNetwotk全国情報網

NPRS，NationalPovertyReductionStrategyoftheKyrgyZ：Republicキルギス共和国国家貧困緩

和戦略

NSC，NationalStatisticsCommitteeoftheKyrgyzRepublicキルギス共和国統計委員会

NSS，NationalSecurityService国家安全業務

NTRES，Non－ThditionalandRenewdbleEnergySol℃eS非伝統・新規エネルギー源

ODA，0餓cialDevelqpmentAssistznce政府開発援助

ODIHR，0瓜ceforDemocratichstitutionsandHumanRights民主主義・人権事務所

OECF；OverseasEconomicCo－qPerationFumd（nowJBIC）経済協力開発基金

OSCE，OrganizationonSecurityandCoqperationinEurope欧州安全協力機構

PESAC，PrivateandEnterpriseSectorA4iustmentPrqject民営化・企業セクター調整融資

PIRPublicInvestmentProgram公共投資計画

PRGF；PovertyReductionandGrowthFacility貧困緩和と成長要因

PTL，PowerTranSmissionLine高電線

RADS．RuralAdvisoryDevelopmentService地方開発助言サービス

RASs，RuralAdvisoryServices農村相談サービス

R＆D，ResearChandDevelqpment開発調査

RCLAR，RepublicanCenterforLandandAgrarianReform共和国土地・農地改革センター

RFTA，RepdblicanForeignTradeAssociation共和国海外貿易協会

SAFlStruCturalAヰiustmentFacility構造調整融資

SCAC，StateCommitteeonArchitectureandConstruCtion政府建築委員会

SCAMRStateCommitteeonAntimonopolyPolicy政府反独占政策委員会

SCE，StateCorrmitteeonEnb・ePreneurShip政府企業委員会
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SCI，StateCustomshlSPeCtion政府関税検査

SCO，SwissCorporationO疏ceスイス協力事務所

SCS，StateCommitteeonSecurities政府安全委員会

SCSPDI，StateCorrmitteeonStatePropertyandDirecthvestment政府資産・直接投資委員会

SCTS，StateCorrmitteeonTburismandSports政府観光・スポーツ委員会

SDC，SwissAgencyforDevelopmentandC0－OPerationスイス開発協力庁

SECO，StateSecretariatforEconomicA飽irs国立経済問題事務局

SES，SanitaryandEpidemiologicStation衛生・疫病所

SFK，SorosFoundationKyrgyztanソロス基金キルギスタン

SIDA，SwedishhtemationalDevelopmentAgencyスエーデン国際開発庁

SJSC，StateJoint－StockCompany政府投資合弁会社

SME，SmallandMediumEnterprises中小企業

SSC，SettlementandSavingsCompany居住貯蓄会社

STI，Statel奴hspection国税検査

TACIS，TbclmicalAssistanCefortheCommOnWealthofIndependentStates独立国家共同体技術協力

TAM，Tumar0und＜ManagementProgramme

TES，TkmalElechcSt血on火力発電所

TICA，TurkishIntemationalCooperationAgencyトルコ国際協力庁

UMB，UnifiedMonthbBenent統一月間収益

UN，UnitedNations国連

UNDIIUnitedNationsDevelopmentProgram国連開発計画

UNESCO，UnitedNationsEducational，ScientificandCultWalOrganization国連教育科学文化機構

UNFPA，UnitedNationsPopulationFtLnd国連人口基金

UNTCEFiUnitedNationsChildren’sFund国連児童基金

UNIDO，UnitedNationshdustrialDevelopmernOrgan血im国連工業開発機関

US，UnitedStates合衆国

USAlD，UmitedStatesAgencyforIntemationalDevelopmentアメリカ合衆国国際開発庁

USqUnitedStatesGovernment…米国政府

Ⅵ町ⅥllueAddedTax付加価値税

WB，WorldBank世界銀行

WHO，WorldHealthOrganization世界保健機構

WLO，WorldLaborOrganization世界労働機構

WTO，WorldTradeOrganization世界貿易機関
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4．調査地域写真集

KAZ－01

当該調査要請機関南カザフスタン州

州庁舎、カザフスタン全土各14州に

同様州行政庁舎があり各州の開発計

画策定・実施に努力している。

KAZ -02

調査地城南カザフスタン州Tolebiysky

県内を流れるAksu河上流域､流量最

小13-15 irf/sec一　最大25-30 m/sec､

流速5-6m/sec､周囲は一面原野O

KAZ- 03

州都シムケントから車で40分の小規模

多目的ダム建設候補A地点､近隣2km

離れたMadem村等25, 000農家､

112,500人､平均4.5人/農家､主要作

物は小麦/1, 200ha｡
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M－04

ロシア時代に設置された水塔及び水管。

現在は水腹枯渇により使用されていない。

KAZ-05

小規模多目的ダム建設候補B地点､

30年前6k皿先にあるS血amo

コルホーズにより建設された頭首工､

年間降雨量15-180mm,潅水量を現

行2.2ton/haから4.5ton/ha,発電量

ト3MWを計画､電気料は4.25テンゲ

&35W I

KAZ－06

小規模多目的ダム建設候補C地点、対岸

に小村が散在、小麦の他リンゴ、梨、プ

ラム、メロン、スイカ，杏、桃等果実を

栽培、大豆も試験的に150ba栽培開始、

野菜は50年前の15，00仙aから7，000ha

に減少、畜産は牛42，000頭、牛15，000

頭、羊160，000頭飼育
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KAZ-0 7

調査地域を流れるSiram Soon河上流域､

後方に天山山脈が見える｡当地域には

塩害はみられない｡

KAZ-08

1960年に崩壊し､廃城と化した小規模

水力発電用導水路｡工場あるも失業者

多いO　近くに評判の高いTauSamalサナ

トリウムが有る｡宿泊費は13,000テン

ゲ/1人Ⅹ20日｡

KAZ－09

調査地域における典型的な個人経営農

家。台所燃料に乾燥牛糞利用。
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KAZ- 1 0

SkamSoon河より水路を引き､潅親を

行っている。粉引き水車もオペレートo

KAZ-1 1

Kazkomercenergo (秩) - Shymkent,

Highway "Temirl抑-28,社所属

小規模発電所; Bw血ar村及び

Badam村向け電気供給､ 4.25テンゲ/

kwHc

KAZ- 1 2

ロシア製水カタ-ビンRG-80

x2基､発電機250kw, 150kw

各1基､発電量　400kw/時-9,600kw/日

-3,5OOMW/年､需要量; 875kw/時,

21,000kw/日, 7,665MW/年､地域需要:

2.5MW/日60MW/日, 21】900MW件

1940年設置O
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M・13

同発電所用貯水池、同地域に於ける

主たる問題は錮Okw瓜rの新規発電所

の増設。

M＿14

B喝umbe貯水池（42Beybits旭ikSt．，

OrdabasyRegion，Bogcn村）、6，350ha，

地上から17m高い、堤長5，125m、堤幅

9m、K訂血t止ダム長3，250mx幅9m、

370百万誠、242排水孔、塩害地6，000

払，潅漑面積52，565血も

KAZ-1 5

調査地域内Sayramsky県にあるかつて

Aksu村(28, 000人が居住) -飲料水を

供給していた浄水場(1970年設置)､廃

嘘と化し､現在水及び電気は他地域より

供給を受けているO整備計画あるも予算

の手当て出来ず放置されたままであるO



調査地域写真集

KGZ－01

キルギス共和国／農業・水資源・農産加工

省／畜産・獣医・牧場研究所本部。2002年

に畜産、獣医及び牧草3研究所を合併。．

職員総数200名、うち125名が研究員（

20名が博士）、全国に育種場13ヶ所が

展開されている＝

KGZ－02

畜産・獣医・牧場研究所願医研究局棟、

1950年に設立。現在職員数35動ニ

10人が居住上　目下最大の課題である

口蹄疫撲滅に注力中コ　付属農場103haの

内7仙aが牧草地コ研究家畜は豚、兎、

牛、馬、羊及び山羊。．

KGZ．03

畜産。獣医・牧場研究所／育種・人目受精

研究棟、1938年設立の「キ」国で一

番古い研究所ウ建屋は19錮牢に恕艶

一般に牛乳生産は年間2，5801it／頭である

が，0001it／頭の生産性の高い改良牛を

増殖。．
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I

KGZ- 05

CholponAta近郊の(樵) Ysyk-Kol Milk社｡

1964年及び1996年稼動の2工場｡処理乳量

6トン～15トン/日､総従業員数常用60名十

臨時20名の計80名､生産能力はバター500kg/日

ヨーグルト60ton乃0日,チーズ2to〟日｡

"GoldenDragon'ブランドカートン箱はビシケク

にて購入､ 23ソム/箱O

課題:オートメ化､排水処理､衛生及び

遠心分離機の改善O銀行借り入れ2百万ソム

年金利19%､ 2002年売り上げ650万ソム､

利益0､政府支援一切無し｡

KGZ-04

i I c

KGZ-06

Ysyk-Kol Milk社のヨーグルト包装機､処理

能力3トン/台一日､毎週火､金､日の3回

ビシケク-搬送｡牛乳買値は5ソム/lit,

持ち込み売値は6.8ソムnit､トラック5台

保有D
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KGZ- 0 7

Ysyk-Kol Milk社のチーズ固定器o

KGZ-0 8

ソ連のワイン工場であった1991年設立

の(樵) Jeraish社(主生産品:ジュー

ス､ジャム､ワイン､ウオッカ)の工場

内景､据付機材は老巧化し､衛生上問題

点多い｡杏､リンゴ､チェリー､梨イチ

ゴ等原材料は現地調達。資本金10百万ン

ム、工場面積15血，処理量15トン／日、

総従業員数105人、自社農場180ha（リ

ンゴ，馬鈴薯、小麦を生産、ヤク牛250

～300頭肥育）、出荷先はビシケク、売上

百万ソム／年、問題：電気・輸送費が高も

ことと梱包。
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KGZ- 09

(樵) Jemish社が日本の2KR援助にて寄

贈され､ ｢キ｣国政府より分割払いにて購

入したコンバイン(Samp/RosenJen 2065フ

ィンランド製､ 2.2百万ソム､仮幅4m)､

銀行借入2百万ソム､金利年29%､毎月

返還､ 3台のコンバインと9台のトラクタ

保有O



KGZ-10

2000年設立の"Ilfat"株式会社の100トン冷

蔵庫､原材料の魚はウラジオストック-ノ

ノボシビルスク一工場(鉄道)､又淡水魚

を現地調達､但しイシククル湖は禁猟｡

無借金経営｡

KGZ-1 1

"Ilfat"社製晶､処理量:夏2トン/日､冬

5トン/日総人員15名､ ｢キ｣国内にビシ

ケクの1社を入れ合計2社の魚取り政い

会社｡ 2002年売上100トン/500万ソム､

最も多いのはニシン｡真空パック機1台

保有｡

A＿7S

KGZ- 12⇒

ジュース会社"Nadejda Mihailovna Kopromservice

Ltd."X場内､資本金: 623,200ソム､従業員数:

32名､売上:500万ソム､利益:4万ソム､

設立: 1991年､借入金: 1998年KAFCより150万

ソム､金利32% (商業銀行金利46%､ 2002年は

20%､ 2003年18%に低下)､処理能力: 3トン/

日､問題点:資金不足｡ 50%カザフ-輸乱



KGZ－13

個人経営農家”Luch”の倉庫，営農面積：

3仙a（自有紬a，1孔a／借地料500ソム瓜a

5h〟借地料2000ソム瓜a）、2002年は

60ba耕作したが利益少ないので止めた、

家族：4名但し子供2人はロシアへ留学

中、馬鈴薯7ba，小麦20ba，牧草3ha及

び豚10頭（餌は自給）、野菜は自給。ト

ラクタ3台を始め農業機械多数保有。問

題：高税金

KGZ－14

家畜を肥育する標準的な農場風景。

KGZ－15

国道を移動する羊の大群。



KGZ-16

出芽済み小麦農場風景｡後に天山山脈が

そびえる｡

KGZ-1 7

今後最も増殖が期待されるヤク牛｡

KGZ-18

広大な小麦畑にはりめぐらされた潅概

水路｡

A-80



KGZ－19

肇え立つYssykKd州庁舎。「キ」国6

州各州に同様州庁があり、農業を始め

行政を担当。

KGZ-20

Oshi市場催ビシケクの野菜売り場

風景｡

KGZ－21

Oshi市場／在ビシケクの畜産物売り

場風景。



KGZ- 22

Oshi市場入り口にかまえる空き瓶

売り屋､ネスカフェ･コーヒー空き瓶

4ソム/ケ､中古ビニール袋5ソム/袋､

新5.5ソム/袋､包装技術の立ち遅れ

が目立つO

KGZ-23

YssykKul州YssykKul湖入り口の町

Balykctryの市場風景B

KGZ-24

Yssyk Kul州Kara Kol町の市場風景｡



KGZ-25

KaraKol町の酪農・畜産会社（株）

恥shimkTACISの支援を得た。原材料

（自社巡回集荷と農家持込）→自社処

理工場→自社経営小売店、3～5トン冷

蔵庫設置、肉3トン／日処理、従業員数

100名、魚処理工場有り（海魚98％、

川魚2％）、当該店15名勤務、月給

2，500ソム、勤務時間夏8～20時、

冬8～6時。

KGZ-26

Yssyk Kul州Kara Kol町の畜産物小売

市場Q

KGZ-27

Yssyyk Kul湖畔リゾート地CholponAta

町の小売市場
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